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この本に集めた疑問は、どれもみな父母や学校の先生や子供たちから寄せられたものばかりで 
す。多くの専門家の協力を仰いで、このような質問に答えることを始めたのは昭和三年ですから、 
この仕事ももうすぐ四十年になります。戦争で昭和二十年以前のものを失ってしまったことは It し 
んでもなお余りあることですが、戦後の二十年間に寄せられた問題だけでも、すでに十余万台に達 
しました。そのなかには、二十年間にたった一度しか質問されなかった問題もあれば、-1¢年何人も 
のひとが質問してくるような問題もあります。この本には、そのなかから、主として質問の頃度の 
古问い問題を選んで解説しました。解説については、学生科学協会の顧問の学者たちのお力をおかり 
し、わたし自身も大いに勉強しました。 

ここに集めた問題は、専門家からみれば、なんでもない問題かもしれませんが、さて、わたした 
ちが、自信をもって答えられるのは、このなかの何題でしょうか。 

しかし、わたしたちはその無知には気づかず、なんとはなしに暮らしております。そして、見る 
物、聞く物ことごとくに対して、なぜだろう？ なんだろう？と眼を輝かす子；^たちに直面する 
と、その旺盛な知識欲にあわてるのですが、じつは、そのわたしたちも、かつては全く司じように 
知識に対して貪欲だったのです。 

それが、いつのまにか、「知らないことをさえ知らない」状態で過ごすようになったの丈なぞで 
しょう0 

先哲は「学問をしているものはいつまでも若い」といい、「学問は疑問に始まって疑問におわる」 
といいました。わたしは、この本が' 学問のはじめへのお手伝いの役をはたすであろうことを信じ 
ますが、それと同時に、つぎつぎと新らしい疑問が生じて、それを解こうとする、その楽しみへの 
手びきにもなってくれるようにと祈っています0 

昭和四十一年一月五日 折中英治 
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ア ▽垢は皮贈がはがれてできるということですが、黒人の垢は黒いでしょうか。 

もし黑くないとすれば、それはなぜでしょうか . 

▽赤ちやんは、生まれたばかりのときには、どうして立てないのでしょうか . 

▽赤ちやん は、 どうしてはいはいしているのでしょうか . 

▽赤ちやん は、 泣いてもなぜ涙を流さないのでし ょうか . 

▽アキレス腱は、どうして切れるのでしょうか . 

▽あくびは、どうしてでるのでしょうか。また、どうしてうつるのでしょうか . 

▽あざはなぜできるのでしょうか . 

▽足をお湯と水にかわるがわるつけると、健康によいのはなぜでしょうか . 

▽味というものは、おとなになると何を食べても子供のときのようには 

おいしく感じないといいますが、なぜでしょうか . 

▽あせは、どうしてでるのでしょうか . 

▽あせもは、なぜ夏になるとできるので しょう か . 

▽頭のよい人とわるい人とあります が、 どうしてでしょうか . 

▽頭をよくするためには化学調味料を飲むとよいといいますが、ほんとうでしょうか 

▽頭の毛のちぢれている人があります。なぜでしょうか . 

▽秋ナスを食べる と、 どうして毛がぬけるのでしょうか . 

















ウ 
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▽アヒルの卵を生で食べると^|毋だというのは、ほんとうでしょうか . 一一七 

▽甘酒はどうして甘いのでしょう か。 また日がたつと、なぜすっばくなるのでしょうか……一一八 
▽7ヮビを食べる とき、 腸の中に fc 黒いものがあります。あれはなんですか . 一一九 

0 i »^» 

▽息は寒いときになぜ煙のように見えるのでしょうか . . . 元 

▽一酸化炭素を吸うと、なぜ中毒になるのでしょうか . . . 一一〇 

▽いびきをかくのは、なぜでしょうか . S 

▽ィナゴは、ふつうの虫とちがって、どうして食べられるのでしょうか . 三四 

▽色のうちで も、 男は黒や紺の色を好み、女は赤い色を好みます が、 なぜでしょうか . 三六 

▽ィヮシは栄養に富むといわれるのに、どうして下等な魚とされているのでしょうか . 三七 

▽うおのめはどうしていたいのでしょうか . 三八 

▽ウサギの肉を食べると三つ口の子が生まれるといいますが、ほんとうですか . 四〇 

▽ウシ年生まれの人はのろまだといいますが、どうしてでしょうか . 四〇 

▽うたたねをすると、どうしてかぜをひくのでしょうか . 四一一 

▽うどんは、どうして長いのでしょうか . 0 

▽ウドンゲの花が咲く と、 どうして縁起がわるいのでしょうか . 四六 

▽ウナギを土用に食べる習愼があります が、 なぜでしょうか . S 

▽梅干とウナギをいっしょに食べると死ぬといいますが、ほんとうでしょうか . g 八 

▽梅 ffi をつくるときには、どうして氷砂糖を®うのでしょうか . 四九 


IV 
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▽梅干は偽釣りに禁物だといいますが、なぜでしょうか . 五〇 

H ▽えくぼはどうしてできるのでしょうか。また、えくぼは遗伝するでしょうか . 竺 

才 ▽おたふくかぜにかかる と、 どうしてほっぺたがふくらむのでしょうか . 呑一 

▽お天気病というのはどういう病気でしょうか . 331 四 

▽おなかがすくと、どうしてぐうぐうおなかで音がするのでしょうか . 五六 

▽也日痴の人がいるのはなぜでしょうか . 331 - t : 

力 ▽海水は、長い航海をしているときなど、のどがかわいても飲んではいけない 

といいま力 どうしててしようか . 五九 

▽顔がほてって赤くなるのは、どうしてでしょうか . 一〇 

▽カキは、冬になる と、 どうしておいしくなるのでしょうか . 六二 

▽かずのこをお正月に食べる習愼があるのは、どうしてですか . 六三 

▽カゼをひくと、なぜせきがでるのでしょうか . S 

▽カゼをひくと、なぜ頭がいたくなったり、はながでたりするのでしょうか . 六六 

VF ガこるということを、年よりはよくいいますが、年よりになると、なせ肩が 

こるのでしょうか . 六八 

▽カポチャを丧ベる と、 からだが黄色くなるといいますが、1毋にはなりませんか . ーハれ 

▽髪の毛や爪は何からできているのでしょうか。また、なぜのびるのでしょうか . セ〇 

















▽髪の毛は、美容院へゆくと刈りとられます が、 その髪の毛はどこにすてる のでしょう か…七三 


▽からだのにおいでも、男は男く さく、 女は女くさいのはなぜでしょうか . 七三 

▽かんづめのよしあしは、どのようにして見わけるのですか . 七五 

キ ▽記憶術の秘訣はどこにあるのでしょうか . セ八 

▽© をつくると、どうしてぐりぐりができるのでしょうか . 充 

▽北枕に殺るとわるいといいますが、なぜでしょうか . 八四 

▽キノコには栄獲があるでしょうか . 八ーハ 

▽キノコを愈べると き、 ナスといっしょに蒗て食べればあたらないと 

いいますが、どうしてでしょうか . 八七 

▽気ぶんのかわりやすい人をお天気やさんといいます が、 どうして 

お天気やがあるのでしょうか . 八九 

▽牛乳はなぜ白いのでしょうか . 九一 

▽牛乳と ミ ヵンをいっしょに食べてはいけないといいますが、なぜでしょうか . れ一 

▽ギンナンは 毒 だというのは、ほんとうでしょうか . 空 

ク ▽くしやみは、太陽を見る と、 どうしてでるのでしょうか . 旮 

▽薬にはいろいろありますが、バヵにつける薬はないでしょうか . a 

▽薬湯(お風 1 |' :!の)はどんなききめがあるのでしょうか . をハ 

▽口のくさいのは、どうしてでしょうか . 九 v 


VI 
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▽ぐるぐるまわつてからとまると、どうして目がまわるのでしようか . 九人 

▽クロ ダィを位べ ると、どうして 産婦の血が荒れるのでし ょうか . 一〇二 

ケ ▽血液型にいろいろな型があるのは、なぜですか . 一◦一一一 

▽血尿はスポーッ選手によくでるといわれていますが、どうしてでしょうか . 一 Q 四 

n ▽紅白なますは栄養上よくないと Irrl きましたが、ほんとうでしょうか . 一 2 

▽ ii 尸がわりは、中学生になるとおこります が、 どうしてでしょうか . 一〇セ 

▽黒人の化粧料には黒人特有のものがあるのでしょうか。それとも 

白人とおなじものを使うのでしょうか . 一 S 

▽焦げたご飯は、なぜおいしいのでしょうか . 一二 

▽子どもがこわがったとき強くだきしめてやる と、 落ちつくのはなぜでしょうか . 二一一 

▽米(白米)のご飯をたくさん食べるとからだにわるいといいますが、 

ほんとうでしょうか .. 一一三 

▽米の栄養は、新米と古米とではちがうのでしょうか . 一一五 

▽コーヒーは、外国では子どもの飲用を禁止しているそうですが、 

そんなに子どもには幽口のある飲み物でしょうか . 一一ーハ 

▽小指をまげる と、 どうしてくすり指までいつしょにまがってくるのでしょうか . 一一八 

▽コンニャクを食べると、おなかの中の砂をとるといいますが、ほんとうでしょうか……二九 
















サ ▽魚の肉には、赤いのと白いのがありますが、どうちがうのでしょうか . 二三 

▽酒を飲むと、どうして酒ぶとりするのでしょうか . 三三 

▽サッマィモを食べる と、 どうしてガスがでるのでしょうか . 一一宕 

▽サバを食べる と、 どうして顔がまっ赤になるのでしょうか . 一一一ーハ 

▽寒がりはふとった人に多いといわれます。ふとった人はやせた人より 

どうして寒がるのでしょうか . 三八 

▽サンマのはらわたには、どうしてうろこが入っているのでしょうか . 一一一れ 

シ ▽死ぬことから、だれものがれることはできないのでしょうか . 三九 

▽死んだ人は、なぜ重くなるのでしょうか . 一一一一 一 

▽色盲の人には、どうして色がわからないのでしょうか . 一三一一 

▽舌でない と、 どうして味がわからないのでしょうか . 一一茜 

▽シチメンチョゥをクリスマスに食べるのは、どうしてでしょうか . 一三六 

▽指紋は、指の先にどうしてついているのでしょうか . 一三八 

▽食欲は、秋になるとどうしてさかんになるのでしょうか . 一三九 

▽白髮は、人によって白髮になる人とならぬ人がありますが、どうしてでしょうか . 一四一 

▽白酒を飲む と、 どうしてもたれるのでしょうか . S 一一 

▽進化というのは、これから先も人間におこなわれるのでしょうか . 一四三 

▽信号機は、なぜ青.黄•赤の色を使っているのですか . 一韹 

▽、し臓がうごいているのは、何の力でうごいているのでしょうか . 一四六 
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ス ▽頭蓋骨には、なぜひびがはいっているのですが . 一四九 

セ ▽西洋人の 目は、どうして 青い のでしょうか . 一 331 一 

▽赤飯は どうしてふつうのご飯よりこわいのでしょうか . 一 331 一一 

夕 ▽タイでんぷ や タイ味噌はタイでつくったものではないそうですが、 

どうでしょうか . 一五三 

▽大根はからくないのに、大根おろしは、なぜからいのでし ょうか。 

また、しばらくおくと、なぜからみがなくなるのでしょうか . 一五四 

▽高い^ zi にのぼったときなど耳がつ 一 んとして音が遠くなることが 

あります。これはどうしてでしょうか . 一五五 

▽卵をわったとき、中に血のついているものがありますが、どうしてでしょうか。 

また、それを食べても^!はないもので しょう か . 一菪 

▽5 R 性の乳首はアクセサリーで、何の役にも立たないのでしょうか . 一五九 

チ ▽血は、皮腐を切るとでます が、 ひとりでにかたまるのはどうしてでしょうか . 一 a 

▽血はどうして赤いのでしょうか . 一六 一一 

▽血の涙とは、どんな涙でしょうか . 一ーハーーー 

▽茶を魔法びんに入れて長い間 おくと、 色が赤くなるのはどうしてでしょうか . 一六五 


IX 














ナ 


卜 




ツ 


▽茶の濃いのを飲むと色が黒くなるといって女の子はとくにきらいますが、 

濃いお茶を飲むとなぜ色が黑くなるのでしょうか . 一 ZS ハ 

▽チューィンガムは歯をきれいにするといいますが、ほんとうでしょうか . 一六七 

▽注射を すると、どうしていたいのでしょうか . 一六 八 

▽チョコレートは美容によくないといいますが、ほんとうでしょうか . 一七 Q 

▽つむじが二つある人と一つの人とがありますか、どういうわけでしょうか . 一芸 

▽手を UJ ると、どうしていたいのでしょうか。また、どうして血がでるのでしょうか…… 一- t : ナ、 
▽手をつかうのは 人間 だけと いわれ ますが、 それ も 右き きの 人が多い のは 

なぜでしょうか . 一七七 

▽ドジョゥの血を飲むと精がつくといいますが、ほんとうでしょうか . 一七八 

▽とりはだは、なぜ寒いときにだけたつのでしょうか . 一 A 

▽とろろを食べる と、 口のまわりがかゆくなりますが、毒ではないでしょうか . 一八 一一 

▽泣く と、 淚といっしょにどうしてはなもでてくるのでしょうか . 一八三 

▽ナスやキュゥリは溃物にする と、 どうしておいしくなるのでしょうか . 一 八四 

▽納豆はくさらないのに、大豆の煮豆がくさりやすいのはどうしてですか . 一八七 

▽七色とうがらしは、何からできているのでしょうか . 一八へ 
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▽涙は、悲しいときに、どうしてでるのでしょうか . 一八九 

▽夏になる と、 どうしてからだがだるくなるのでしょうか . 一九〇 

二 ▽にきびはどうしてできるのでしょうか。また、どうすればなおせるでしょうか . 一九二 

▽人間は、いちばんはじめどのようにしてできたのでしょうか . 一九三 

▽ニンジンやセロリ ー を食べる と、 肌が美しくなるというのはどういうわけでしょうか…一九四 
▽ニンニクを常食したいと思います が、 臭気を消す か、 なくす食べかたはありませんか…一九五 
▽妊婦がタナゴを食べる と、 逆子を生むといいますが、なぜでしょうか . 一九七 

ヌ ▽ぬか潰の溃物はおいしいが、ぬかみそのにおいが鉍についてかないません。 

においをとる方法はないでしょうか . 一九八 

ネ ▽ねむくな ると、 なぜ目をこするのですか . 101 

ノ ▽海苔を やくと、 どうしてみどり色になるのでしょうか . 一一0一一 

▽海苔には栄養があるでしょうか . 一〇三 

ハ ▽肺や腎臓は二つあるのに、どうして心臓は一つしかないのでしょうか . 一一〇ーハ 

▽吐いたり、もどしたりするのはなぜでしょうか . 一一 Q 八 

▽はげは、どうして女性にはないのでしょうか . 一一 ◦ル 


XI 














▽はげは遗伝 するでしょう か . 

▽はしかは、だれもがいちどはかかるということです。それは 

どうしてなのでしょうか . 

▽バスや電車な どの 乗物に乗る と、 ねむくなるのはどうしてでしょう か . 

▽バタ—をナィフで切る と、 なぜ切り口がとけるのですか . 

▽舄 かぜは、秋になるとひくのはなぜでしょうか . 

▽A ハのきく 人は下等 だといいますが、 なぜで しょうか . 

▽春先きには、どうしてねむいのでしょうか . 

▽人は歩くときに、どうして手を振るのでしょうか . 

▽一重 まぶたの人と 二重 まぶたの人とがあるのは、どうしてでしょうか . 

▽人塊はほんとうにあるのでしょうか . 

▽冷 飯は、どうしてまずいのでしょうか . 

▽病気のとき、お医者さんは胸や背なかに手をあててトントンたたいてみますが、 
なぜあんなことをするのでしょうか . 

▽風呂にはいると、どうしておなかがすいたように感じるのでしょうか . 

▽風呂に長いことはいってい ると、 指の先がしわになるのはなぜでしょうか . 

▽粉末ジュースをとかして飲んだら、舌が染まりましたが、毒ではないでしょうか 
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へ ▽へそは、なんの役をしているのでしょうか . 

ホ ▽ほくろは、なぜできるのでしょうか . 

▽ポート•ヮィンは砂糖水にアルコールをまぜて着色したものだといいますが、 
ほんとうでしょうか . 

マ ▽正夢や逆夢はどうしておこるのでしょうか . 

▽マッタケ ご飯はたくさん食べても、なぜおなかをこわさないのでし ょうか . 

▽まばたきをする のは、 なぜで しょう か . 

▽マムシを食べる と、 どうして精がでるのでしょうか . 

ミ▽身欠き ニ シンを食べるときには、どうして一晚灰汁につけておくのでしょうか… 
▽みりん干しにはニヵヮがまぜてあるから =12 毋だといいますが、ほんとうでしょうか 
▽水はわたしたちに必要なものです が、 わたしたちが一日に使う水の贵 は、 

いったいどのくらいでしょうか . 

▽水がないと、人はなぜ生きられないのでしょうか . 

▽水に浮く人と沈む人がいるのはなぜでしょうか . 

▽耳は、年をとるとなぜ遠くなるのでしょうか . 

厶 ▽ムシ歯は、どういう原因でなるのでしょうか . 
















▽虫干しはよく S の土用におこなうのに、秋にも虫干しをするのは 

どういうわけでしょうか . 一一 五 Q 

メ V U は二つあるのに、物が一つしか見えないのはどうしてでしょうか . 一一竺 

▽ H に煙がはいると、どうして淚がでるのでしょうか。また、どうして 

いたいのでしょうか . S 一一 

▽ nn は、 明るいところから急に暗いところに入る と、 何も見えなくなる 

のよどうしてでしょうか . 一一^ 

▽限鏡はどうわけでかけるのでしょうか . 一一契 

▽目まい は、 お風： 3 Q に長くはいっているとおこしやすいのは、 

どうしてでしょうか . 一一 Jt 
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垢は皮膚がはがれてできる 人間のからだの表面は皮膚でつつまれていますが、そのいちばん外が 

ということで1力黒人の わは表皮です〇表皮は細胞が幾重にも層をなしたもので、厚さは場所に 

垢は黒いで しようか。もし フ ぶんれっ 

黒くな、， とすれ 太、 それま よってちがいますが、皮膚の深いところにある細胞はたえず分裂してふ 
なぜでしょうか。 えています。細胞と細胞とのあいだは細い橋でつながっていて、そのあ 

いだのあみのような目を栄養液が流れています。そして、表面にちかい 
細胞ほど、細胞の原形質の中のものがかわいてかたまり、表面からとれ 
ていきます。これに汗やあぶらがしみ、そこにほこりなどがついたものが垢です。 

表皮がとれることでいちばんめだつのは、へビの脱皮で、へビでは表皮が厚い層をなして一時に 
はげます。へビのうろこは表皮の変わったもので、ぬいだ皮をへビのぬけがらといいます。脱皮 
はへビばかりでなく、ニビやカニも脱皮をしますが、人間では、表皮がひろくすっぽりはがれるよ 
うなことはありません。しかし、しようこう熱のような熱病にかかる と、 指の皮が手ぶくろのよう 



にむけることがあります。 

わたしたちの皮膚ぜんたいの面積は、おとなでおよそ一 


方 


胞 

細 

皮 

上 


メートルで、 これからでる垢の量は一日に六グラムないし一四グラ 
ムですが、垢はすこしでもついている と、 どんどんふえていくもの 
です。ふけの多い人はりこぅな人だなどといって、ことさらに頭を 
洗わない地方もあります が、 ふけは頭にできた垢にほかなりませ 
ん 。また、 ある有名な俳人は大の風呂ぎらいで、話に興がの ると、 
ふところ深く手を入れて胸や腹をこすって垢のだんごを つくり、 親 


1 



ゆびの腹にのせて、人さしゆびではじいたそうです が、 垢はたまる と、 皮膚のはたらきをにぶらせ 
ますから、ときどきお風呂にはいって垢を洗いおとすことがたいせつです。それに、垢は古くな っ 
てく さると、 いやなにおいを 発して、 接するひとびとに不愉快な思いをさせることにもなります。 

ところで、垢の色は人によって多少のちがいがあり、ある人の垢は色がうすく、ある人の垢はい 
くらか黒ずんでいるといった程度の差はありますが、それはおもに清潔さの度合によって生ずるも 
のです。 

また職業によっても多少の差があり、石炭を たく 人や煙突をそうじする人の垢は黒っぼいのがふ 
つうです が、 染物屋の職人の垢には色がついているといいます。 しかし、 いれずみをしている人の 
肌からいか於かとおなじ模様の垢がでるようなことはありません し、 赤ん坊は赤い が、 赤ん坊の垢 
は赤くはありません。皮膚の色は表皮の深層やその下の真皮の中にある色素に よる ものです から、 
皮膚の色のちがいは垢にはふくまれてきません。したがって、黄色人種の垢が白人の垢より黄色 か 
ったり、黑人の垢が黒かったりすることはありません。 

赤ちゃんは、生まれたばか 赤ちゃんは親とおなじかっこうをしてはいますが、おとなの形をその 
りのときには、どうして立 ままちぢめたものではありません 〇ィヌ やネコの子は、人間の赤ちゃん 
てないのでし ようか。 にくらべ ると、 ずっとじょうぶで、生まれてからしばらくすると歩くこ 

とができる し、 ラィオンは、三日すると子をがけからけおとして、強さ 
をためすとさえいわれていますが、人間の赤ちゃんはかよわいから、もし生みっぱなしにされたら、 
死んで しまうでしょう。 動物は、等なものほどひとりだちするのには長いあいだ親の保護をうけ 
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なければならないようです。 

生まれた ばかりの赤ちゃんは、精神のはたらきもからだの 発育も十分では なく、 耳も 聞こえず、 
目 も見えません。 乳を 吸ったり、あくびはしますが、調節のとれた運動はできません。 首が すわる 
のにさえ四力月もかかるでしょう。赤ちゃんの背骨は、おとなの背骨とはちがって、かなりまがっ 
ていて、サルやイヌの背骨の 形に似て います。 それで立つ のにはたいへんな 努力が いります。それ 
が、大きくなるにつれて背骨のまがりかたがかわってきて、からだの 重みが だんだんうしろにかか 
るようになり、それと同時に、 腰の関節の前に も 強い筋肉が できて、うしろにひっくりかえらない 
ようになります。こうして、はじめて 努力を しないでも立てるようになるのです0 

人問の祖先は、四つ足で歩いていたのでしょうが、それから立ちあがるまでには 何十 万年もかか 
ったことでしょう。赤ちゃんは、わずか 十 力月や 十一 力月のあいだに、その歴史をくりかえしてみ 
せているのかもしれません。 

むかし、ギリシャのスフィンクスは、道ゆくひとびとに「朝には四本 
足で歩き、昼には二本足で歩き、夕方には三本足で歩くものはなにか？」 
と、なぞをかけて苦しめたそうですが、それが人間であると答えたら、 
それからは、だまったまま石になったということです。 

豊臣秀吉 は、 生まれてきたときに歯がぜんぶはえそろっていたと伝えられていますが、それでも 
やはり、 はいはいの時代をすごしたわけで、人間は、幼時は二本足で立って歩くことができないも 
のです。それは、からだのはたらきが肉体のうえでも精神のうえで も、 まだ発達していないためで 


赤ちやん は、 どぅしてはい 
はいして. s るので しょぅ 

か。 
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すが、これこそ、人間が大むかしに四本の足で歩いていたしょうこだという人もいます Q 

人間が今日のような文化の花を咲かせることができたのは、四つ足で歩くことをやめて、二本の 
足で立つようになったためで、それで脳の発達をまねいたのです が、 はいはいしている赤ちゃんの 
二本の足は、まだその体重をささえることができません。 

生まれたばかりの赤ちゃんは、ときどき 手 や足をうごかします が、 それは 何 か目的をもってうご 
かしているのではありません。 

赤ちゃんがはじめて頭をもちあげようとするのは、第二力月の終わりごろで、頭を自由にうごか 
して.背のするほうにむけることができるようになるのは第三 力 月です。首のすわるのは第四 力月、 
寝がえりをうったり、手でささえてやれば立とうとするのは第五、六力月です。はいはいをするの 
は第八 力月 ごろからで、それからは立とうと努力し、第九 力 月の»わりごろになる と、 つかまり立 
ちができるようになります。 

こうして第十力月ごろからつかまり歩きをはじめ、不完全ながらひとりで立つことができるよう 
になりますが、歩きはじめる時期は、人によってちがい、いっぱんに、やせた赤ちゃんはふとった 
赤ちゃんより早く歩きはじめるものです。日本人の赤ちゃんは一年三力月ぐらいで歩きはじめるの 
がふつうで、それから 三 力月ぐらいすると、走ることができるようになります。 

このように、赤ちゃんの運動は、日数を経て肉体と精神が発達するにしたがって、だんだんにす 
すめられるもので、歩けるようになるまでの運動は、二本足より安全のはいはいをしているわけで 
す。赤ちゃんのはいはいは、歩く前の準備としてふまねばならない運動法です。 
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赤ちゃんは、泣いてもなぜ 涙は目からでる液体で、その九九パーセントまでは水で、そのほかに 
涙を流さないのでしょう 〇•八パ ー セントの 食塩、 〇 •ー パ ー セントのたんぱく質などが ふくま 
力 れています。まことに平凡な液体です が、 そのはたらきは重要で、眼球 

がかわくのをふせいでいます。涙がたえずでている のは、 眼球につねに 
一定のうるおいをたもたせるためです。> 

もし涙がでなくなれば、眼球はかわき、角膜はにごってすりガラスのようになり、物がはっきり 

見えなくなります。こんなことはめ 
ったにありません が、 重症の トラコ 
丨マ や、 やけどなどで目をひどくい 
ためる と、 不幸な目にあうこともあ 

ります。 

これにひきかえ、涙がたくさんで 
る ことは しばしばあります。 角膜に 

炎症をおこしたときと か、 眼にごみ 
g や煙がはいったときなどには、涙が 
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たくさんでます。タマネギを切って 


や も涙がでるし、ワサビやカラシがき 
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いたときにもでます0 


ねんま 


このょぅな涙は、目や鼻の粘膜が 
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しげきされたために、反射的に分泌がたかまってでたものです が、 人間は、このほかに も、 はげし 
い精神感動をうけたばあいには涙を流します。悲しいとき、うれしいとき、くやしいときなど淚が 
あふれてきます。 

涙は目がしらにたまり、鼻腔に流れでますが、ふつうのばあいには分泌量が少ないから、でるは 
しから蒸発してしまいます。それで、でていることにさえ気づきません が、 泣いて涙の分泌量が多 
くなる と、 目がしらにためきれなくなるので、外にこぼれだし、また鼻腔へ流れる量も多くなるの 
で、はなみずをすすらなければならなくなります。 

ところが赤ちゃんは、生まれてから数力月のあいだは、泣いても涙をぽろぽろ流すょうなことが 
ありません。赤ちゃんにも目を保護するための涙はあって、たえず分泌していますが、赤ちゃんは 
感情にょる淚は流しません。それは、このころの赤ちゃんは、まだ涙をつくる腺もじゅうぶん発達 
しておらず、いたみにたいする感覚もに ぶく、 感情も発達していないからです。赤ちゃんが大きな 
口をあけて泣くのは、たいていはおなかのすいたときで、悲しかったり、うれしかったり、くやし 
かったりして泣いているのではありません0 

スポーッがさかんになるのにつれて、アキレス鍵を切る人もふえてき 
ました。アキレス腱は、かかとの骨とふくらはぎの筋肉とをむすんでい 
る腱で、歩行、走行、ジャンプな ど、 つま先の上げ下げに関係のある運 

動をつかさどつています。 

上からさわってみるとわかるように、太くたくましく、つま先をあげるとかたく、つま先をさげ 


アキレス腿は、どぅして切 
れるのでしょぅか。 
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るとやわらかく感じます。 

人問のからだには、あちら 
こちらに骨と筋肉をつなぐ 
B がありますが、アキレス 
腱は、そのなかでもっとも 
太く、おとなの中指ぐらい 
もあって、長さも七センチ 

〜八センチあり、丈夫で、五〇〇キログラムの索引力にたえることができるといいます。 

それほど強い腱ですが、ときどきスポーツマンなどがこれを切ることがあります。切れたときに 
は、ぬれタオルをひろげてパッとふったときのような、とても大きな音がします。アキレス腱が切 
れるのは、力がはいりすぎたり、力が正しいほうからかからず、異常な方向からかかったりしたと 
きです。それでアキレス腱の切れるばあいは、急にとまったり、踏みきったりするスポ ーツに 多い 
ものです。それも剣道、バスヶット ボール、 陸上競技、；テニスなどにとくに多いのです。 

スポーツでなくても、階段を踏みはずしたり、くぼみにかかとを落としたりすると、切れる こと 
があります。また中年以上の人は、それほどはげしい運動をしたというのでもないのに、ちょっと 
したはずみで切れたりしますが、これは B の組織がもろくなっているためです。 

このほかにも、自動車事故などで、外からかたいものがあたって、切れることがあります。 
アキレス腱という名は、ギリシャの英雄アキレスの名からとったもので、さすが不死身の英雄ア 
キレス も、 腱を矢で射られたときにはかなわなかったというので、それでこの漣のことをアキレス 
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g とよぶようになったのです。アキレスが不死身になったのは、生まれたとき、母親が両手で赤ん 
坊の両足をにぎってぶらさげ、川の水につけてうぶ湯を使わせたからだといいますが、このと き、 
母親のにぎったところだけは水にぬれなかったので、ここが急所としてのこったのだといいます。 
それで、そこに矢があたったときには、死んでしまったというのですが、アフリヵの土人たちがゾ 
ゥ狩りをするとき にも、 ゾゥの足のアキレス腱をねらって 切り、 びっこをひいて逃げおくれるのを 
仕止めるといいます。 

アキレス踺が切れる と、 切れた部分はササラのようにばらばらになりますが、すぐ根もとのほう 
をたがいにぬいあわせれば、組織ができてくっつき、四、五週間後にはもとのように回復します。 
しかし、切ったあと長い時間ほおって おくと、 アキレス腿でひっばられていたふくらはぎの筋肉が 
ちぢんで上にあがってしまうので、手術がすこしめんどうになります。 

いっぱんに、アキレス K は切れても、日常生活にさしさわりのない程度にはなおるもので、力士 
などプロのスポーッマンでアキレス E を切った人でも、もとのとおりにかつやくしている例もあり 

ます。 

あくびは、つかれたとき、ねむけをもよおしたとき、たいくつしたと 
きなどにでるもので、あくびについて誰でも知っていることは、あくび 
は目がさめているときでないとでないということです。 

わたしたちの目がさめているためには、限や耳や皮膚などからいろい 
ろの®号が、たえず大脳に送られていなければなりません。また、それと同時に、筋肉からも大脳 


あくびは、どうしてでるの 
でしょうか。また、どうし 
てうつる0でしょうか。 
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へ信号が送りこまれていなければなりません。そのしょうこには、眼をとじて音を遠ざけ、やわら 
かいふとんに入るとよく眠れる し、 からだを横たえて筋肉をできるだけゆるめてやるとよく眠れる 
ものです。 

仕事などでつかれて大脳のはたらきがにぶくなると眠くなりますが、この眠さにうちかって目を 
さましていようとすれば、いままでどおりの目•耳•皮膚•筋肉などからの信号だけではたりな く 
なるので、大脳のはたらきをいっそうふるいたたせるために、コーヒーやお茶を飲んだり、眼をこ 
すったり、皮膚をつねったり、背のびをしたり、深呼吸をしたりします。あくびは深呼吸の一種で、 
大脳にたいしてはいちばん強い信号です。それは、あくびをして口を大きくあくと、物をかむとき 
につかう咬筋という筋肉から強い信号がでて、大脳に送りこまれるからです。 

すこし気をつけていると、わたしたちは電車やバスに乗ったと き、 立っているうちは あまりあく 
びがでないのに、すわるとさかんにあくびがでることに気がつきます。 

それは、立っているときは、脚の筋肉がはたらいて、そこから信号が大脳に送られていますが、 
すわる と、 いままではたらいていた脚の筋肉がはたらかなくなり、信号しなくなるので、そのかわ 
りに咬筋からの信号を大脳に送っておぎなうためです。 また、 おもしろくない話を聞いていると、 
あくびがさかんにでて、うっかりすると眠ってしまうことさえありますが、これは、おもしろくな 
い話を聞いているときには、眠らないように、あくびといういちばん強い信号をだして、眠ること 
を防いでいるわけです。 

あくびは、延髓の命 < TJ によってひとりでにでてくるものです から、 でてきたあくびをとめる こと 
はできません。人の前であくびがでかかった ときは、 大きな口をあけるのは失礼です から、 こんな 
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ときにはあくびをかみ殺します が、 これはあくびを なくして しまったわけでは なく、 意志の力で 0 
を開かずにあくびをしただけのことです。ひとりでにでるあくびは、酸素の不足、二酸化炭素の増 
加、 大脳の貧血などが直接のしげきででるのです が、 大きな口を あき、 両手をのばして、胸をひろ 
げ、アーア とやるのはまことに気持ちのよいものです。 

また、あくびは、呼吸とおなじで、^:分でしようと思ってもできるものなので、アメリカには、 
あくび利用の健康法をとなえているお医者さんもいます。眠気をもよおしたときや仕事につかれた 
ときにでるあくびは、それによって気分がさわやかになるから何の心配もありませんが、子どもや 
老人がさかんにあくびをするときは、病気の前ぶれのばあいが多いようですから気をつけなければ 
い X ' ません。 

ところで 、部 M の中で仕事をしていたり、ラッシュの S 車の中や映両館などのような人ごみの中 
で、 だれか一人が大あくびをすると、たちまちあっちでもこっちでもまねするように、あくびをす 
るものです。それであくびは伝染寸るといわれていますが、あくびに伝染する性質はありません。 
おもしろくない話を聞いていてあくびをした人が退屈したころには、みんなも退屈しているし、ラ 
ッシュ の電車の中では誰もがつかれていて、みんながあまりきれいでない空気を吸っているので、 
だれもがそろそろあくびのでるころなのです。こんなと き、 だれかがあくびをすると、それまで人 
ル刖だからと思ってこらえていた人も、思わず気がゆるんであくびをするのでしょう。それにもう一 
つは、一人のあくびのために、ほかの人たちが精神的の暗示をうけて、知らず知らずのうちに、あ 
くびをまねしてしまうことも手つだっています。 
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ft ' 心は、 なぜできるのでし あざは生まれつきのもので、ひとくちにあざといっても、靑いあざも 
ょうか。 あれば、黒いあざもあり、赤い-^ざもあります。赤ちゃんのおしりには 

蒙古斑といって青いあざがありますが、これはほおっておいても、いつ 

しか消えてなくなります。 

また、赤いあざで、赤ちゃんが生まれるとまもなくできて、六力月ごろまで大きくなるのがあり 
ますが、これもだんだんにうすく小さくなって、学校に入るころまでには、たいてハはなくよって 
しまいます。ところが、そのほかのあざは、しぜんに消えてなくなることはありませんから、 もし 
消そうと思ったら、手術をしてなおしてもらうよりほかありません。 

赤ちゃんに蒙古斑があるのは、色素をたくさんふくんでいる細胞が真皮にちらばっているからで 
すが、この細胞がもっと深いところに密集しているのが青いあざです 。また、 黒 か、；^ は特殊な fe 索 
をもつ細胞が皮腐の中にあるためにできるもので、その多少 や、 あり場所の深さによって、 b <' か 
のような小さいものから背中ぜんたいにひろがるような大きなものまで、いろいろにわかれます。 
うす茶色のあざは、皮膚の色素細胞が異常にふえたためにできたものと考えられます。赤い か、 $' は 
これらのあざとはちがって、皮膚の毛細血管や血管の異常が原因です。 

あざのある人は、それが大きいとそれだけに悩みも深いものですが、あざはそれほど特殊のもの 
ではなく、ごくありふれたものです。大小の別はあるとしても、この世の中にか心や1くろをもた 
ない人はないといってもよいでしょう。 

なお、手や足などを強く何かにぶっつけると、ぶっつけたところの色がかわり、靑黒くなる こと 
があります。俗に「くろね」とよび、また「あざ」とよぶ人もいますが、時間がたつと^えても と 
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の色にもどります0 

これは、強く打ったために、皮膚の下にある毛細血管という細い血の管がやぶれ、血液(血球と 
血漿)が流れで て、 たまったのが見えているものです。赤い色をしている血液が流れでてたまると、 
どうして青黒く見えるのかといいます と、 半透明の皮膚をとおして見るからです。手足にある血管 
が青く見えるのもそのためです。しかし、流れでた血液が皮膚の中にまでしみこんできて、皮膚の 
表面の近くにまで達する と、 赤黒く見えます。このようにして流れでた血液の中の血球はしばらく 
はそのまま生きていますが、そのうちに死んでこわれてしまいます。 

血球には白血球といって無色のものと、赤血球といって黄みがかっただいだい色のものとありま 
すが、赤血球にふくまれたへモグロビンという色素がこわれて赤血球からとけだします。この色素 
は、 日がたつと、だんだんこわれてほかのものにかわっていきます が、 人間のからだには食細胞と 
いって、いらないものを運び去るはたらきをするものがあって、このように血管がやぶれて血液が 
流れでると、そこへ集まってきて、赤血球からとけだした色素をせっせとひろいだして は、 ほかの 
場所へ運び去ってしまいます。それで血球の流れでたところにあった色素もだんだん減って、つい 
には、まったくなくなってしまいます。 つまり、 もとのとおりになるのです。 

このように、はじめ流れでた赤血球が集まっていたのが、のちに赤血球がこわれて、その中にあ 
った色素がとけだし、これがだんだんこわれ、それと同時に食細胞によってつぎつぎに運び去られ 
るので、皮膚の上から見える色 も、 はじめ青黑かったものがみどり色が かり、 つぎに黄色に なり、 
さいごに、もとの色にもどるのです。 
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足をお湯と水にかわるがわ ひとくちにいえば、 血の めぐりがよくなる からです が、 ただむやみに 
るつける と、 震によいの お湯と水につければ よいというものではありません◦このばあいの お湯 
はなぜでしようか は あまり 熱くてもいけませんし、 水は あまり冷たくてもいけません。 お 

湯の温度は摂氏三五度から四〇度くらい、水の温度は二〇度から二五度 

くらいが適しています。 

お湯と水の温度があまりちがいすぎるとよくありませんから、足をつける前に、温度を調節する 
ことがたいせつです。また、湯や水につけるのは、両足の足くびから先の部分で、つけかたは、ま 
ずお湯に二分間ないし五分間つ け、 つぎに水に五秒ない し 一〇秒間つ け、 それから 湯、水、湯、水 
というように三回から五回くりかえします。お湯には 長く、 水には短くつけるわけで、 これ もたい 
せつなことの一つです。 

このようにすると、足の皮膚が赤くな り、 暖かく感じます が、もし、 気持ちよ くならなかったり 
冷えたりしたら、それはやりかたが わるくて ききめがなかったしょうこです。 

このように、湯と水にかわるがわる足をつけることを温冷浴といいますが、温冷浴をすると、皮 
膚の血管は、お湯につけたときのしげきでひろがり、水につけたときのしげきでちぢまります。そ 
れで皮膚がきたえられ、血のめぐりがさかんになるというわけです。足の血のめぐりが よくなる と、 
それにつれて、下腹部の血のめぐりもよくなり、上半身や頭部の充血もとれますから、冷え症、の 
ぼせ症、不眠症、ノィローゼ気味の人によく、また、しもやけのできやすい人やか、4 J をひきやすい 
人、ふだんあまりからだのじょうぶでない人にもよいわけです。もし湯と水につけるだけでなく、 
あとで足をこすれば、いっそう効果があります。 
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このように、温冷浴は健康によいことはたしかですが、ときどきやるのでは意味がなく、 - W 日つ 
づけなければききめがありません。夜寝る前にするのがもっとも効果的です。温冷浴は全身に水を 
かぶるのとはちがって、そんなにしげきが強くないので、だれにでもできますし、また、着物をぬ 
ぐ必要がありませんから、冬でもあまりおっくうではありません。 

ただしかし、これだけで病気がなおることはなく、また、これさえやっていれば、いつもじょう 
ぶですごせるというほどのものではありません。 

これはだれでも感じていることだと思います。たとえば、秋の味党の 
サンマで も、 わたしどもの子どものころには、もっと脂肪がのっていて、 
たしかにずっとおいしかったと思います。 

そういえば、老人は食欲がないから何でもまずく感じるのだと抗議さ 
れるかもしれませんが、考えようによっては、老人こそ食欲がさかんで 
す。愈べること以外に、老人にのこされた楽しみに何があるでしょうか。 

何を食べても、子どものときのようにおいしくない理由はいろいろあります。生理学的な理由も 
あるでしょうし、心理学的な理由もあるでしょう。また、科学の進歩という問題もからんでいるよ 
うに思います。 

生理学的な理由として考えられることは、味を感じるはたらきがよわってくることです。 

味覚は、舌の表面にあるで感じるのですが、味蕾が発育するのは思春期までです〇四〇歳と 
もなれば味蕾のはたらきはよわまり、数も減ってきます。といっても、食物のうまさは味覚だけで 


味というものは、おとなに 
なると何を食べても子ども 
のときのようにはおいしく 
感じないといいますが、な 
ぜでしょうか。 
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感じるのでは なく、口 やあごの粘膜にさわる大きさやかたさによっても味はちがってきます。目や 
耳や鼻でも感じます。片目をつぶって食べればどんな物でもまず く、 暗いところで食べれば山海の 
珍味も味がわかりません。 

また、よい音楽は焚欲をそそるし、かぐわしい香りはうまさを増します。鼻をつまんでリンゴを 

愈べてみれば、味気なさがよくわかります。また、こわい人の 
おともで、きゅうくつな思いをしながら食べたときは、どんな 
ごちそうも身にならぬことは、すでに大方の知るとおりです。 

このように考える と、 味はからだぜんたいで感じるものとで 
もいうべく、したがって、年をかさねて人生につかれた者が、 

新鮮な少年のころのよ 
うなうまさを^じなく 
なるのは当然です。 

また、食物そのもの 
のうまさが、むかしに 
くらべると劣つている 
ばあいも多いでしょ 
う。さきにあげたサン 
マのごときは、北のほ 
うでとれたものは味が 
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淡く、南にさがるにつれておいしくなってくるのですが、むかしは、いちばんおいしい 時季に とっ 
て食べたものです。 

しかし、いまは漁獲の方法や冷凍、冷蔵の技術などの進歩によって、一度にたくさん 魚を とり、 
ながく 保存が きくようになったので、シュンには、おかまいなしに、いつでも 好きな魚が食べられ 
ます。野菜のたぐいにしても、もはや 季節は問題で なくなってきました。 

たいていの物がいつでもどこででも食べられる ことは、 科学が進歩したおかげですが、シュンの 
うま さがわかりにくくなったの もまた、 科学の進歩のおかげといったらしかられるでしょうか。 

あせは、どうしてでるので I あせのでるいちばんおもな理由は、体温をちょうせつするためです。 
しょうか。 人間のからだのなかでは、酸素がもえて熱がつくりだされるので、活動 

できるのです が、 労働をしたときには熱がたくさんできます し、 暑いと 
きには気温に応じて体温が高くなりますから、その熱を外にださなければやりきれません。 

あせがでる と、 皮膚から 蒸発 するとき 熱を うばっていくので、皮膚が ひえて体温が さがります。 
体温の ちょうせつは、あせだけでしているのではありません が、 計算では、あせが ー リットルで 
ると、 体重六〇 キロの人ではおよそ 体温が 一二 度 もさがることになりますから、あせに よる 体温の 
ちょうせつがどんなに大きなものかわかります。このほかに も、 あせは肝臓のはたらきをよくし 
て、 からだの中にできたいらないものをだすことにも役だっています。 

あせが多くでたり少なくでたりするのは、脳の発汗をつかさどるところが興奮して、それが全身 
の汗腺につたえられるからです が、 興奮する性質は、季節によって大いにちがい、夏にはこれが高 
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汗のでるあな(汗腺) 



皮下脂肋紺硪 


皮膚のしくみ 


まるので、すこし暑いとすぐあ 
せをかき、冬にはこれがずっと 
低くなるので、暑い部屋に入っ 
て も、 すぐにはあせがでないの 
です。 

なお、 あせは気のつかないと 
きでもでているものですから、 
じっとしていても一日にーリッ 

トルく らいはでます が、 高熱の 
作業をしている人、たとえば懷 
鉱炉のそばで働いている人など 

は八時間の労働時間中に一〇リ 
ットルもの汗を流します。 


あせもは、なぜ夏になると わたしたちのからだの表面には、およそ二百三〇万もの汗腺があっ 
できるのでしょう か。 て、 暑い季節には一時間に五〇〇グラムからーキロものあせをだしてい 

ます。あせは蒸発するとき、たくさんの熱量をうばっていくので、わた 
したちは体温をきまった高さにたもつことができるわけです。ほかの動物では、あせをだすはたら 
きが人間ほどうまくいっていないので、夏になるとたいへんです。ィヌは口を大きくあけて舌をだ 
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水いく 
ら開い 
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腺なれ 
汗あわ 
，のな 
と府し 
る皮う 
で，が 
がし熱 
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し、 ラィオンはせっせと呼吸して水分を蒸発 
させます。 

汗腺は、皮膚の面に直角にのびる細長い管 
で、長さは一ないし三ミリ、根もとは糸くず 
のようにくるくるまいています。そして、そ 
のまわりには毛細血管がとりまいていて、汗 
腺は、血液の中からあせをつくり、皮膚の外 
にだします。あせは汗腺の管をとおって、皮 
膚の表面にあるあせの穴からでるのですが、 

皮膚の表面をおおっているケラチンというたんばく質のできかたが くるうと、 穴がつまります。す 
ると、 あせは皮膚内にたまって小さな水庖(みずぶくれ)をつ くります。 

このあせもは、皮膚の表面にできるもので、あせものなかではいちばん 軽く、 かゆみもほとんど 
ありません。ところが、もっと深いところにあせがたまる と、 赤いぼつぼつになったり、水庖の中 
みがにごって白くなったりします。このようなあせもは、かゆくてがまんがならず、祌経がいらい 
らします。 

あせもは、夏のむし暑い日に、はげしい運動や労働をしてあせをたくさんかいたときにできます 
が、 ちのみごや、からだのよわまった 人、 ふとった人などは、 あまり あせをかくようなことをしな 
くても、 首や胸や 腹、 背中などにあせもができます。これを予防するのに は、 涼しくすることがい 
ちばんです。つまり汗をかくような運動をさけ、暑いところをさけて、涼しい風にあたることで 


18 



す。 また皮膚をせいけつに し、 風呂にはいったあとは、パゥダー(亜鉛 if でんぷん)をふって、皮膚 
をかわかすことです。それから、できてしまったあせもを治療するの も、 涼しくすることがいちば 
んですが、チンク油などを うすく 塗って、上からパゥダーをはたいておきます。 

なお、あせものよりは、皮膚の下にあせがたまったとこ^へ細菌が入ってふえたもので、あちこ 
ちのあせもが集まってきたものではありません。あせもの化膿を予防するのには、ビタミン C が役 
だち ます。 

バカは死ななきゃなおらないといいますが、とくべつの人をのぞいて 
は、死ななきゃなおらないほどのバカはいないものです。それよりも、 
ふつうの子どもでいえば、親からみると、みんなわが子が秀才にみえる 
ものです。ある有名な学者の子どもが入学試験にとおらなかったとき、 
わしの子にかぎってそんなはずはないといって承知しなかったと聞きますが、それが親馬鹿という 
ものでしょう。 

学校で子どもの知能検査をするときには、バカとか低能とかいう言葉はつかわないで、精神薄弱 
とよんでいますが、精神薄弱児と普通児、または、いわゆる頭のよい子とはどうちがうのでしょう 
か。 むかしから、おでこのでている人はりこうだと か、 頭のよい人はひたいが広いとかいいます。 
それは脳が大きいということをいったものでしょう。骨相や人相は、脳の大きさによってちがって 
きます から、 それによつて能力もわかるとしたものでしょう。 

日本人の男の脳の重さは、だいたい 一、 三五〇グラムから 一、 四〇〇グラムの間です が、 英雄とか偉 


頭のよい人とわるい人とあ 
ります が、 どうしてで しょ 
うか。 
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人とかいわれた人の脳は、人なみ 

以上に重いことが多かったようで 

す。夏目漱石の脳は 一、 四二五グ 

ラム、浜口雄幸は一、四九五ダラ 

ム、桂太郎は一、六〇〇グラムも 

ありました。ゴリラは現在地球上 

に住んでいるサルのなかまでは、 

いちばん大きな種類です が、 いち 

ばん重いものでも四三〇グラムを 

こえた記録はありません。そうす 

ると、 目方の重いものほどり こう 

たと しう ことになるようです が、 

白痴には、ときに五〇〇グラムく 

らいしかないものもあります が、 

二、〇〇〇グラムをこえたような 

例も あり、 脳の目方だけでは頭の 
良し惡しはきまりません。 

女は男にくらべると、一二〇グ 
ラムから一三〇グラム軽いけれど 
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も、 けっして知能が男に劣っているわけではありません。また、よく物を一つ覚えるごとに脳には 
シワが一つずつふえていくといいます。けものでくらべてみると、進化したものほど大脳の表面に 
たくさんのみぞができており、大脳のシワのよりかたは、だいたい動物の精神の発達の程度をしめ 
しています。大脳にみぞのあることは、いわゆる脳味噌の表面を広くすることで、みぞにはだれに 
でもある大きな深いみぞと、人によってちがっている浅いみぞがたくさんあります。このみぞがあ 
るために、人間の大脳の表面積は二、二〇〇平方センチメートル以上もあります。そのうち9三分の 
二はみぞの中にかくれていますが、百数十億もの細胞がはたらいているのです。しかし、みぞの多 
い少ないだけで、知能の高い低いをきめるわけにもいきません。クジラは人間よりもよく発達した 
ようなシワをもっていても、あまりりこうではなさそうですが、ネズミは、ほとんどシワがなくて 
も、 たいそうりこうです。 

このように、頭の良し悪しはただ一つのことではきまりませんが、ふつうの人では、脳の重さや 
シワの多い少ないによって、多少頭の良い惡いの差ができます。そして、その差のできる原因の一 
つには遗伝が あります。 また家庭の ありさま、 学校や社会の教育など環境に よっても ちがいます。 
生まれついたときは多少知能が 低くても、 その後の教育がよければ、りっぱに一人前になれます。 

精神薄弱児といわれた人で、りっぱな医師になっている人もいます。 

年を とる と、 人のからだはしだいによわってくるものです が、 いちばんおとろえないのは頭脳で 
す。 脳は適当につかって、ほどよく休ませることが肝要です が、 記憶などの重要なはたらきは二〇 
歳くらいまでがいちばんさかんですから、少年時代の生活がどんなにたいせつなものかがわかりま 
す。 天才という も、 しょせんは努力で、生まれつきの天分のうえに非常な努力をした結果にほかな 
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りません。脳は遊ばしておいてはだめです。 

化学調味料といえば、むかしは「味の素」一つがわが世の春を謳歌し 
ていました が、 その後、いろいろな類似品ができて、今では市販の物を 
ちょっと集めて歩いても、すぐ二〇種くらいは集まります。成分も、も 
とはコンブの味のグルタミン酸ソ—ダだけのものがハバをきかしていま 
したが、このごろでは••それにカツオブシの味のイノシン酸ソーダ や、 
シイタケの味のグアニル酸などをくわえたものが出まわってきました。 

ところで、 化学調味料を食べる と 頭がよくなるといわれだしたのは、十数年前からのことで、 
r ハカは死ななきゃなおらない」とか「'ハカにつける薬はない」といわれているだけに、この話題 
は一つの大きな光明を投げあたえました。それで当時は、業者もこの点を強調して PR したもので 
した。 

グルタミン酸ソーダに頭をよくする効果があることを最初にいいだしたのは、アメリカの栄養学 
者チンメロマン博士で、彼はネズミを使って迷路試験をおこない、グルタミン酸をあたえた群は、 
試行錯誤の回数がずっと減ることをたしかめ、グルタミン酸に頭のはたらきをよくする効果がある 
ことを立証しました。頭のはたらきがよいということは、大脳の興奮をおさえる機能がスムーズに 
いくこと で、 これらの機能の根本は大脳の中でおこる化学反応にあり、それにあずかる物質がグル 
タミン酸の代謝産物であるからには、脳の中にグルタミン酸があれば、必要なだけの代謝産物がつ 
くられ、興奮をおさえるための過程がスムーズにおこるようになるから、頭のはたらきがよくなる 


頭をよくするためには化学 
調味料を飲むとよいといい 
ますが、ほんとぅでしよぅ 
か。 
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こんな食物をとると，脳のはたらきがよくなるといわれているが…… 


というわけです。 

そこで、頭のよわい人はグルタミン酸ソーダ、すなわ 
ち化学調味料をたくさん飲めば頭の回転がよくなるとい 
うわけですが、しかし、これはあくまで理くつで、悩の 
代謝機能はそんなかんたんなものではありません。ま 
た、かりに理くつどおりだとしても、それには味つけ程 
度の化学調味料ではとても足るというわけにはいかず、 
一日に一〇グラムないし二〇グラムを必要とします 。こ 
の量はじつに一般家庭でつかう半月ないし一力月分の量 
にあたっています。 

アメリカにはグルタミン酸を主成分とした薬がありま 
す。その効能書によれば、心理的発育障害や虚脱感にき 
くとありますが、あまり効能はないようです。また、情 
利薄弱児にグルタミン酸を毎日 一◦グラム以上あたえた 
実験の結果によると、幼児には多少効果があるが、小学 
児童以上にはほとんど効果がみとめられません。まして 
正常のおとなが、化学調味料を飲んで、頭のよくなるこ 
とを期待してもそれはむりです。 




頭の毛のちぢれている人が 


このごろでは、女の人はみ 


ぁリます。 なぜでしよう な髪の毛をちぢらせているの 
力で、 すこしもめずらしくあり 

ませんが、もともとは日本人 
の髪の毛はたいていまっすぐでちぢれていません。表面 
もなめらかです。中国人や朝鮮人も日本人のような髪を 
していますし、 アメリカ •インディアンに もまつ すぐな 
毛をしている人がたくさんいます0 

ところが、 西洋人の髪の毛はゆるやかに波をうってち 
ぢれ 、ニグロ や南洋の土人の髪は、もっとひどいちぢれ 
かたで、輪のようにくるくるまいています。そして 多く 
は表面もでこぼこしています。日本人や中国人の髪の毛 
を横に切って切り口の形を見ます と、 まるいか、すこし 
楕円形です が、 西洋人や南洋土人の髪の毛の切り口は、 
楕円形 か、 もっとひどくまがった形をしています。日本 
人の毛で も、 おとなの脇の下の毛はちぢれていますが、 
脇の下の毛の切り口は、西洋人や南洋の土人の毛の切り 
口とおなじように形がゆがんでいます。また、ちぢれて 
ハる毛は 三〜 四 ミリ ごとにねじれているものです が、こ 
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D 


二 


ホ 




へま 

•/ 

ホリ 

状二’チ， 

沸毛。卜’ 
なな。 

ろ直毛。 
素る毛 


れは成提の早い部分と 
おそい部分との間でよ 
じれているためでしょ 


ちぢれ毛のできるわ 


つ；5けは、毛の切り口の形 


の 


すつ 
つうて 

ま波れ 


にも関係があると思わ 


毛は、 S ぢれますが、まだょくわ 
ノ，刊びかっていません。日本 
，ゆま人のなかにも、ときに 
イ t るは生まれつきちぢれて 

いる人がいますが、このようなちぢれ毛は遗伝的なものです。パーマをかけてちぢらせた髪の毛は 
なおそうと思えばなおりますが、生まれつきのものは、容易になおりません。 


秋ナスを食べる と、 どうし むかしの人は「秋ナスビ嫁に食わすな」といいました。秋のナスは と 
て毛がぬけるのでし ょうく べつおいしいから、食べさせるのは もっ たいない という、 嫁いじめの 
か 言葉だそうです が、 それとは反対に、嫁をかわいがる心持ちをあらわし 

たものだという人もいます。それによ ると、 秋ナスを食べると毛がぬけ 
るからかわいい嫁に食べさせてはいけないというのです。むかしの本には、「ナスは、もとは毒の 
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強いものだったが、食べなれたので今では毒にあてられなくなった。しかし、たくさん食べると声 
がわるくなる。」などと書いてあります。 

ナスは、日本では一年で枯れます が、 熱い地方では何年も枯れずにいて毎年実をならせます。実 
の形は卵形、球形、長形などいろいろですが、へビナスなどは長さが二〇センチもあって、とちゅ 
うで 一、 二回うねっています。ふつうは黑紫色です が、 うす緑色のもあれば、白みがかったのもあ 
り、はじめは 白くて、 熟すと黄色になる観賞用のものもあります。料理法もさまざまですが、漬物 
もおいしく、ナスのョィチブヶという名をつけてもうけた人もいます0 

ナスの-実は、切っておいたり熱にあてたりするとじきに色がかわるので、毒でもふくんでいそう 
です が、 まだナスの成分のなかから有毒なものは見つけだされていません。これからのち発見され 
るのかもわかりませんが、ナスに毒があるといったのは、キチ ガィ ナスビを货ベて毒にあてられた 
りしたからではないでしょうか。 

ナスは、栄養価のひくい灰分の多い蔬菜ですから、あまりたくさん食べることはすすめられませ 
んが、秋になると毛がぬけるのは、ほかの原因からで、ナスのせいではありません。また、声をわ 
るくする ような 理由も見あたりません。 

古くから、毒キノコを食べてあたったときには、ナスの味噌汁を食べると毒をけすといわれてい 
ますが、これはとにかくとして、実、へた、くき、葉などを煎じた汁は、しもやけ、いぼ、にきび 
などをなおすといわれ、民間薬として使われています。 

食物には、 秋 ナスのように、理由なくして汚名をきせられているものがかなりあります。アヒル 
の卵などもその一つでしょう。 
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中国を旅行した人はだれでも、アヒルの多いのにおどろきます。アメ 
リヵでヵゥボーィがゥシを追うように、中国では、アヒルを追って日を 
送る人もたくさんいます。 

アヒルはニヮトリほどには人にかわいがられないようですが、これは 
どうしたことでしょう。町を歩く人のうしろ姿がおかしいからといって、「アヒルが文庫をしょっ 
ているようだ」などと失礼なたとえ方をします。また、ヵモ料理だといえば「おいしい、おいしい」 
と喜んで食べる人 も、 おなじものだとは知らないから、アヒルの肉を食べようかといえば、「そん 
なものまずくて」と見向きもしません0 

卵もおなじで、なまで食べると毒だと か、 滋養がないといわれるばかり か、 とろろ汁に入れて飲 
むと死ぬといわれています。そのため か、 アヒルの卵をごはんにかけて食べる人はいません が、 毒 
がないばかり か、 ニヮ トリの 卵とおなじように滋養に富んでいます。いくらか泥くさいけれども、 
むかしの人は中風の予防に きくといって、 平気で食べたものでした。 

ただ注意しなければならないことは、ァヒルはニヮトリとちがって、巣箱に卵をうむのではな 
く、どこにでも卵をうみはなします。水の中にでも、泥の上にでもうみますから、土や泥の中にあ 
る細菌が卵の殼についていることがあるかもしれません。殼につくだけでなく、殼にあいている小 
さなすき間から中に入っていくこともあるでしよう。こんな卵を生で食べるとあぶないわけです。 
このようなわけで、アヒルの卵そのものには毒はありませんが、生で食べることはあまりすすめら 
れません。 

泥くさいにおいは、煮たり焼いたりすれば気にならないし、卵もニワトリの卵よりは大きいので 


アヒルの卵を生で食べると 
毒だというのは、ほんとう 
でしよう か。 
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アヒルの卵は料理にさかんに使われています。中国にはアヒルの卵を使ってつくるとくべつの料理 
が あるく らいです。 

甘酒はどうして甘いので 甘酒は江戸時代には庶民の間で広く愛飲され、おでんやなべやきうど 
しよう か。また、 日がたつ んとともに冬の夜の屋台でも飲まれれば、夏の日中の往来でも飲まれた 
と、 なぜすっぱくなるので ものでした。このごろでは甘酒を飲む人も少なくなりましたが、それで 
しよう力 もまだ「桃午には甘酒」のゆかしいならわしを伝えている家もあります。 

甘酒をつくるのには、蔽 り、 fts 傾り、 早造りな ど、 いろいろの方法 
がありますが、どれ も、 もち米をむすか、やわらかめの飯にたき、これにこうじをくわえてよくま 
ぜあわせ、ねかせてつくることにはかわりありません。六〇度で十時間ねかしておくのが標準で、 
温 K が高すぎると甘くならないし、低すぎるとすっぱくなることがあります。一夜でできあがるの 
で、 むかしの人は一夜酒(ひとよざけ)ともよびましたが、アルコール分はありません。 

甘酒の甘味は、バクガ糖の甘味で、このバクガ糖は コゥジ 菌のだす アミ ラーゼによって米のでん 
ぷんが分解されてできたものです。六〇度と いう 温度は、米のでんぷんが糖分になるのに もっとも 
適した温度です。バクガ糖は時間がたつにつれてブドゥ糖に変わっていきますが、また、酵母菌や 
ilm 5 配^ y ど、 ほかの微生物もはたらきかけるので、アル コー ルができたり、乳酸ができたりしま 
す。すっぱくなったのは、乳酸菌がはたらいて乳酸ができたためです。このような変化は、温かい 
季節ばかりでなく、寒中でもおこりますから、甘酒を長く保存することはむずかしく、たくわえる 
ばあいには、ときどき煮て殺菌する必要があります。 
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アワビを食べる とき、 腸の アヮビは夏の味覚の王さまとよばれているくらいで、肉がおいしく、 
中に青黒いものがありま そのうえ滋養分にも富んでいます。それで貝のなかではいちばん高価で 
す。 あ S なんです か。 す。 アヮビの肉がおいしいのは、アミノ酸やエキス分を魚肉よりも、ず 

っとたくさんふくんでいるからですが、ことに産卵期をひかえた八月か 

ら十月はシュンの時季です。 

肉を干した干しあわびもおいしく、以前は中国に大量に輸出していました。また、肉をうすくは 
いで、伸ばしたものをあわびのしとい い、 神様への供え物にします が、 むかしはお祝いのときにも 
使い、進物にはかならずつけたものでした。このごろでは、これをただのしとよ び、 進物のときに 
も、 のしを印刷した包紙でつつむだけにな り、 本物ののしをつけたものはめったに見られなくなり 
ました。 

アヮビの種類は、世界じゅうに百種くらい あり、 日本にも 十 種くらいいます。北海道および本州 
の日本海がわと青森県以南の太平洋岸にすんでいて、分布している区域はヮカメのはえているとこ 
ろとだいたいおなじです。海藻の多いところはアヮビにとっては楽天地で、アヮビはヮカメ、アラ 
メ、カジ メなどの褐藻類を食べています。アヮビの腸につまっている青黒いものは、これらの海藻 

です。 

1^は寒いときになぜ煙のよ 冬の寒い朝などには、わたしたちのはく息が白く見えます◦それはち 
うに見えるのでしようか。 ようど 湯わかしの口からでる湯気のように見えます。 

わたしたちは空気を呼吸していますが、空気の中には水蒸気がふくま 
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てています。しかし、目には見えません。空気中にふくまれる水蒸気の量は、空気の^度/ ^ 
ど多く、温度が低くなると空気中にふくむことのできる量が少なくなります。そして、これ W 上ふ 
くむことができないという状態になる と、 水蒸気は水になります。 

わたしたちの吸った空気は、体内で温められるので、はきだされるときには、ふつう三二〜三三 
度こなって おり、 たくさんの水.蒸気をふくんでいます。それは、手にハーッと息をはきかけてみる 
と、 あたたかくしめっぽいことでもわかるでしょう。このように、水蒸気をたくさんふくんだ呼気 
がからだの外にはきだされる と、 ことに冬のような気温の低いときには急に冷やされ るので、 今ま 
でのように、たくさんの水蒸気をふくむことができなくなります。それで、水蒸気はこまかい水の 
k になり、これに光があたって、四方に散乱するので、白く見えるのです。 

湯気が白く見えるの も、 これとおなじわけです。夏な ど、 暖かいときには白く見えない のは、 呼 
気の温度と気温の差がすくないので、からだの外にでても、冷えかたがすくないためです。 

一酸化炭素を吸うと、なぜ 一酸化炭素の中毒事故で、いまなおひとびとの記憶にのこっているの 
中毒になるのでしょう か。 は、昭和三十八年十一月の三池炭鉱の大爆発で、死者が四百三十 名、 意 

識がなくなったり、白痴のようになってしまった人が五十 名、 記憶をう 
しなった人が百数十名にも達しました。当時病院を見舞った人は、一酸化炭素の中毒になったひと 
びと が、 死んだィヮシのようなうつろな目をして手や足を空にのばしたり、サルの ように、 キャァ 
キャァ叫び声をあげているさまは、この世の地獄だったと語っています。 

一酸化炭素の中毒でこのような大事故がおこる ことは、 もちろんまれです が、 小さな事故はいた 
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るところで常におきています。ことに冬になる と、 ふつうの家庭にもときどきおきます。寒いから 
といっ て、 部屋をしめきって炭火をどんどんおこしていると、しだいに頭がぼんやりし てきて、 つ 
いに痛くなってくることがあります が、 これは一酸化炭素中毒の軽いものです。一酸化炭素は色も 
においもない気体であるた め、 気づかずに吸いこんでいるのです が、 ゆだんしていると、思いがけ 
ないひどい中毒をおこすことにもなります。 

物が燃えるというのは、空気中の酸素と化合する ことで、 木炭が燃える と、 木炭の炭素と空気中 
の酸素が化合します。炭素にたいして酸素がじゅうぶん あると、 炭素の原子一個は酸素の原子二個 
と 化合して二酸化炭素になります が、 もし酸素がじゅうぶんでない と、 炭素の原子一個と酸索の原 
子一個が化合した一酸化炭素もできます。一酸化炭素のできるような、このような燃えかたを不完 
全燃焼といいます が、 このと き、 もし酸素をあたえれば、一酸化炭素はまた燃えて二酸化识素にな 
ります0 

ところで、わたしたちのから だは、 どの部分で も、 生きていくのにはいつも酸素を必驳 としてい 
ますが、その酸素は肺から血液が運んでくれます。血液は肺に吸いこまれてきた空気の中からまと 
めて酸素を とりいれ、 これをからだの各部分に必要なだけくばるわけです が、 そのはたらきをする 
のは血液の中の赤血球で、赤血球の中にはヘモグロビン という 細胞がふくまれ ていて、これが 酸素 
の多いところでは酸素とむすびつき、酸素の少ないところでは酸素をはなす というようにして、 肺 
から もってきた酸素をからだ じゅうにく ばります。 

ところが、ヘモグロビンは一酸化炭素にあう と、 酸素とむすびつくときの 二、 三百倍もの力でむ 
すびつき、一酸化炭素ヘモグロビンというものになって、なかなかはなれなくなります。 
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ですから、空気中に一酸化炭素が あると、 空気といっしょに吸いこまれて肺にいき、肺でへモグ 
ロビンとむすびついて、一酸化炭素ヘモグロビンになって、もう酸素をからだの各部にくばる役目 
をしなくなってしまいます。したがって、からだの中は酸素が欠乏した状態になって、いろいろの 
故障がおこってきます。 

からだの中で、酸素の欠乏にたいしていちばん抵抗のよわいのは脳神経組織ですから、一酸化炭 
素を吸うとまず頭がいたくなったり、めまいがしたりし、やがて意識をうしなうようなことになり 
ます。頭がいたいと か、 気持ちがわるいとかいった程度の中毒は軽いので、新鮮な空気を吸えばな 
おりますが、意識をうしなうような中毒になり、意識がもどるまでに長時間かかったりすると、脳 
神経のはたらきに障5¢がのこるようになります。これが、いわゆる後遗症で、脳はいちど障 S をう 
けると容易に回復しないので、記憶をなくしたり、半身不随になったり、言葉がしゃべれなくなっ 
たり、もっとひどいときには精神病のような症状に なり、 しかも、それが一生なおらないようなこ 
とさえあります0 

では、空気中にどれくらいの一酸化炭素があると頭がいたくな ったり、 はきけがしたりするかと 
いいますと、それはわずかに〇•〇五パーセントで、わずかの時間だと息切れや頭痛をおぼえる程 
度です が、 長い時間そのようなところにいると、失神するようなことにもなります。もし〇•一 
パーセントをこえるようにでもなれば、それは危険で、呼吸が困難になり、意識をうしない、およ 
そ一時間で死んでしまいます。 

一酸化炭素の中毒事故は、多くは人災で、危険にたいする用心を怠ったことによるものが 多く、 
昭和四十一年七月に起こった栃木県黑磯町の用水事故でも二十五人もの人が死にました。 
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いびきは眠っているときにかくものです。大きないびきをかく人とい 
っし よの 部屋にとまったりすると、そのいびきのために、ひと晚じゅう 
眠れないような こ ともあります が、 本人はまったく気がつかずにかいて 
いるのですから、とがめるわけにもいきません。しかも、呼吸するときにでる音なのですから、そ 
れをとめてくれなどということはできません。 

いびきが呼吸するときにでる音であるからには、いびきのおこる場所は空気の通路にあたる気道 
で、 原因はおもに鼻とのどにあります。鼻やのどの病気の人はよくいびきをかき、鼻がつまってい 
る 人、 アデノィドや扁桃肥大などの子どもはよくいびきをかきます。 

しかし、ふつうの人は鼻やのどに病気がないのにいびきをかきます。ふつうの人のいびきは、た 
いていは空気を吸ったりはいたりするとき に、 空気の流れが口蓋垂(のどちんこ)をふるわせるため 
にでるものです。ねむると口蓋垂の緊張がゆるむので、鼻や口から入ってきた空気の流れが、これ 
にあたると震動して雑音を 発し、 これが口腔に共鳴して大きなひびきを：^します。これがいびきで 
す。口蓋垂は眠りが深いと緊張がゆるみ、眠りが浅いと緊張するので、いびきはよく眠っていると 
きは大きく、眠りが浅くなるとかかなくなります。 また、 口蓋垂はひどくつかれたときなどにもゆ 
るむので、ふだんはいびきをかかない人で も、 はげしい運動のあとや病気のと き、 大酒を飲んだと 
きなどにはいびきをかきます。 

このように、ふつうの人のいびきは空気の流れが口蓋垂をふるわして発する音ですから、いびき 
をかいている人は、ふつう口をあけて呼吸をしています。しかし、ふとっていて首が短く、のどの 
せまい人は口を開かないでもいびきをかきます。 


いひきを かくのは、 なぜで 
しようか。 
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^ と いびきをかかないようにするには、口をあまり開かないように 
| ム| : ^ -1垂 することです が、 ねむってしまうと咬筋がゆるむ ので、 知らぬま 

に R がぁぃてしまぃます。それで、口を S 卜卜、」いで閉じて寝 
…ど4 たり、 マスクをして寝る人もいますが、枕の高さや大きさをかえ 
nTn ミ -. t .idJCIIllrop ると思いのほかに効果があります。いびきをかいている人の枕の 

づ ^V ^§1^05 地下に 座ぶとんなどを おしこんで、ちょっと 頭を高くしてやる と、 

ふいたいていは とまる ものです 。また、 気の持ちようでずいぶんちが 

うものですから、いびきなんぞかかないぞと思って寝ることがた 
いせつです。ただし、鼻やのどに病気があっていびきをかく人は、まず第一に、それをなおさなけ 
ればな らな、 tj とはいうまでもありません。 


ィナゴは、ふつうの虫とち むかし、飛鄆の国(今の岐阜県)に心のょくない代官がいて、年貢をた 
がっ て、 どうして食べられ くさんとりあげて ：} I HT 齡 fc 5 ちを苦しめていました。どんなに凶作の年で 
るのでしょう か。 も、 すこしも 情をかけなかったので餓死する者もでるほどでした。 

そこで、 百姓たちは集まって代表の者をえらび、殿様にじきじきうっ 
たえて でました。ところが、 殿様は代官に だまされて、 代表の百姓たちをひ とりのこらず 殺して し 
まいました。それで、このと き殺された人たち が、 殿様の やりかたをうらんでィナゴになり、 それ 
以来、水田をあらすようになつた-ということです。 




と、，うこと です0 


イナ ゴは イネの害虫で、イネムシともよ ばれて います。中国のよぅな 土地 がらの 広い ところにな 
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ると、イナゴの害も大きく、ホ ー ペイ、ホ ー ナン、シャントン、チャンスー、アンホイの五省だけ 
でも、毎年二百万へクタールもの田がイナゴのためにあらされるということです。それで飛行機で 
薬をまいたりして大さわぎですが、日本では、農薬のために、このところ、めっきり少なくなりま 
した0 

イナゴはとてもおいしいので、オカエビとよんでいるところもあるくらいで、つけ焼きにしても 
よく、つくだににしてもよく、バターでいためてもおいしく食べられます。栄養分がたくさんあっ 
て、そのうえ、ビタミンもたくさんふくんでいるので、上等な食品です。三重県でためした人の話 
によると、イナゴを干しておいてニヮトリのえさにまぜてやると、ニヮトリがとてもよく卵をうむ 
ようになるということです。 

ところで、ほかの虫ですが、いま地球上でいちばんはびこっている動物といったら、それは昆虫 
です。およそ百万種ある動物のうち、その八〇パーセントは昆虫です。それなのに、食用にされて 
いる昆虫といったら、わずかに百種くらいしかありません。これはふしぎといえばふしぎですが、 
それはまだ、人間が虫けらまで食べなくてもやっていけるためかもしれません。食べるとしても、 
小さい虫をたくさん集めるのは容易でないし、また、いくら栄養があるといっても、見た目によく 
ないものは食べたくないでしょう。それで大部分の昆虫はまだ試食もされていませんが、食べる研 
究をすすめれば、きっと食用になるものがずっとふえることでしょう。 

イナゴの種類のバッタ、キリギリス、コオロギなどは、どれもみな養分をたくさんふくんでいる 
ので食用にしますが、セミやゲンゴロゥも油であげて食べますし、カイコのサナギもおいしいとい 
います。ハチの子の料理などは天下の珍味といわれています。 
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人間の目の網膜は厚さが ーミリメートルの 数分の 一で、 面積もわずか 
数平方センチしかないのに、その精巧さはおどろくばかりで、網膜がく 
べつのできる色の種類は七百五十万にも達するといいます。色彩が人間 
の感覚や感情にいろいろな影響をあたえることは古くから知られていま 
すが、いっばん に、 赤い色はしげきが強く暖かい感じをいだかせます。 

日本人は赤い色を見ると、血、ほのお、太陽、信号、赤旗、火事などを連想し、心理的には熱 
情、危険、革命、激怒などを感じるといいますが、連想するもの も、 感じ も、 時代とともに変化す 
ることはいうまでもありません。好みの色によってその人の性格を知ることができるくらいですか 
ら、好みの色は人によってちがい、また年齢によってもちがいます。年齢による変化を日本人につ 
いてしらべたものによると、日本人は、成長につれて標準十二色の色彩環を右まわりにする傾向が 
あるといいます。つまり、幼稚園児がもっとも好きな色は赤紫、紫、小学三年生は黄、だいだい、 
中学生は黄みどり、みどり、青年はみどり iE 、 青紫、そして、それをすぎると紫色を好む人が多く 
なってくるといいます。 

好きだとかきらいだとかいうことには理くつが なく、 好きなものは好きだから好きだと いう こと 
になるわけです が、 いっぱんに女性は赤い色を好み、とくに幼児期や少女期には赤い色の衣服を着 
たがります。それは、赤い色は明るいところでは もっとも めだって見え、派手だからでしょう。 

統計に よると、 若い女性が好んで洋服に 使う 色は、 紅、 緋で、それに コバルト、 だいだい、ぐん 
じょうな どがつづきます。これにた いして、 男性の洋服には黒または暗い色のものが 多いが、しか 
し 男性 とても 赤い 色が きらいだ という わけではありません。戦国時代の武将の武具にも赤い色がふ 


色のぅちでも、男は黒や紺 
の色を好み、女は赤い色を 
好みます が、 なぜで しょぅ 
か。 
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んだんに使ってありますし、今では、青年たちが天下晴れて赤いシャツを着用しています。オリン 
ピックのブレザーコートも赤い色でした。俗謡にも、〃千里を走る汽車でさえ赤い色を見ればとま 
る"とうたって いるく らいです から、 赤い色の好きな のは、 むしろ男性のほうかもしれません。 

おいしくて、しかも栄養に富んでいるイワシが卑しいものとされてい 
るのは、ふし^;なことです。それは、むかしはたくさんとれたので値段 
が安く、しかも音がイヤシ(卑)に似かよっているところからきたもの 
でしょう。ことわざの類をみても、「イワシの頭をせんよりタイの尾に 
つけ」 とか、 「イワシ目ただれ」 とか、 「イワシで精進落」 とか、 r イ 
ワシの頭も信心から」 とか、 ろくなことがいわれていません。それで、いまでも、魚屋の店先で、 
ていさいぶって、 r ネコにやるから」などといいわけをしながらイワシを買う人がいますが、まこ 
とにこっけいなことです。 

『倭訓梁』という書物によると——『源氏物語』を書いた紫式部という人は、イワシのおいし 
いことをよく知っていました が、 当時は卑しい魚のイワシを高貴の人が大ぴらには食べられなかっ 
たので、いつも良人の左衛門権佐宣孝が外出してから、こっそり食べていました。 

ところが、ある 日、 まだイワシのにおいの消えないうちに、良人が帰ってきました。宣孝は鼻を 
くんくんさせていました が、 r どうしてこんな卑しい魚を食べたのか」と小言をいいました。する 
と式部は、「日の本にはやらせ給ういわしみずまいらぬ人もあらじとぞ思う」と詠んで、良人に渡 
しました。あの有名な石清水八幡におまいりしない人はないということにかけて、おいしいイワシ 


ィワシは栄養に富むといわ 
れるのに、どぅして下等な 
魚とされているのでしょぅ 
か。 
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を食べない人はないと思うと答えたのでしょうが、これには宣孝もぐうの音もでなかったというこ 
とです。ィヮシのことをムラサキともいうのは、このようなことがあったからだといいます。 

ィヮシを下等な魚とすることには、科学的にはなんの意味もありません。 

うおのめはどうしていたい うおのめはいぼとおなじような性 E のものですが、できる場所がちが 
のでしょうか。 ぃます。 

皮膚は一枚の皮のように見えますが、こまかくしらべると、皮府はい 
くつかの層からできています。いちばん上にあるのが表皮で、その下に真皮があり、その下を皮下 
組織とよびます。もっとこまかくわけると、表皮にもいくつかの層があります。表皮のいちばん表 
面にある層は角質層といい、この li の細胞の核は、きえているか、またはしなびていて、まもなく 
死んではがれていく運命にあるのですが、これが、なにかのひょうしに威勢よくなってふえたもの 
がたこやうおのめです。 

たこはかたい角質のかたまりが外がわに扁平にもりあがったものですが、うおのめは皮膚の内部 
にくさび状にはいりこんだもので、その先は真皮にまでとどき、神経のはりめぐらされているとこ 
ろに達します。うおのめに力がかかると、くさびのようにとがったところが、神経をつっつくの 
で、それでがまんができないほどいたいのです。手指、てのひら、足の側面などにできたのもいた 
くてかないませんが、かかとのうおのめはそこまめとよばれ、大の男でも、歩くたびにいたむので 
泣かされます。 

角質層がどうして急に威勢よくなってふえるのかは、まだよくわかっていませんが、外部から機 
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雀的の圯 迫を くわえると、なりやすく、むかし 沿 袋をはいて歩いていたころには、足の裏に；^ > 
めのできる人はあまりいませんでしたが、靴をはくようになってから、めだってふえヒ のも、その 
ためだといわれています。 

に、口 j ヒ丨ルの靴で通学したり運動したりしてぃた女性が、含に勤めるようになる 
とう おのめが できるというのも、ハィヒールの靴をはいたり、小さな流行靴をはいたりなどして、 
いつも外から足を圧迫するためでしょう。 

うおのめができないようにするには、おなじところにいつも機械的なしげきがくわわることのな 
いようにすることで、足でいえば、足にあわない靴などははかないことです。 

しかし、もし、うおのめができたら、どうすればよいかといいますと、なおす方法はいろいろあ 
りますが、ふつうはスピール膏をうおのめよりやや小さめに切り、患部には ります。 スピール膏 t 
とりもちと サリチル 酸からつくった 1 J 薬です。ずれて動くといたみますから、上からばんそう膏で 
固定し、一週，そのままにしておきます。お風呂にはいるときにも、そのまま入ります〇一 週間し 
てはがすと、うおのめは白くやわらかくなって、一部分が jg « T にくっついてとれますから、また、 
おなじ そ, 4嘴しいものとはりかえます。これをくりかえしているとなおります。 

もしうおのめがうんでいるようなばあいには、その処置をしてから、スピール膏をはるようにし 
ます。 , 

また、大きなものは外科で切りとりますが、クリほどの大きさになったものなどは、切りとっこ 
あとの穴がうまりにくいので、お医者さんも手術をいやがります0 
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ウサギの肉を食べると三つ それは迷信です。文部省の調査によると、妊婦がウサギの肉を食べる 
口の子が生まれるといいま と三つ口の子が生まれるという迷信は、全国に広くひろがっています。 
すが、 ほんとうです か。 人間の ぅ るは、 まん中でぬいあわされているのがふつうですが、と 

きには、それが完全にはぬいあわされていない子どもの生まれることが 
あります。しかし、それはウサギとは何も関係のないことです。ただウサギの唇の形に似ていると 
いうだけのことです。 

ウサギの肉は、ウシやブタの肉よりももっとたんぱく質をもっており、やわらかく、あっさりし 
ていて、ニヮトリの肉のような味なので、，物にして煮て食べたり、汁に用いたりします。江戸時 
代には、お正月の元日にウサギの肉を吸物にしてそなえるならわしがありました。 

ウサギの肉のようなりっぱな食品を、迷信などのために食べないことは愚かなことです。ウサギ 
の肉だけでなく、ところによっては、 一ー ヮ トリの 肉や卵を食べないところもあります。それは、そ 
の地方に、ウサギやニワトリを食べると神様の鄹があたるとか、肺病になるとかいう迷信があるた 
めです。きのうまで自分の家に飼っていたものを殺して愈べる気になれない気持ちはわかります 
が、 ウサギの肉を食べると三つ口の子が生まれるなどと いう 迷信をうのみにして、肉を土に埋めて 
しまうな どは、 もつ たいないことです。 


ウシ年生まれの人はのろま 
だといいますが、どうして 
でしよう か。 


いまでも、老人のなかには、ウシ年生まれの人はのろまだとか、ネズ 


ミ年の人はちょこちょこしていると か、 
ことを信じている人がいます。 


トリ 


年の人は早起きだとかいぅ 
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そういわれて、そういう目でみれば、なるほどそうだと思えるふしがあるかもしれませんが、し 
かしウシ年生まれでもすばしこい人もいるし、トリ年でも朝寝坊がいます。このようなことが迷信 
であることはいうまでもありませんが、まだ、日本人百人のうち三十人くらいはほんとうだと思っ 
ているようです。 

だいたい、今年はウシの年だとかトラの年だとかいうのさえおかしいことですが、毎年、年の始 

めに新聞や放送でさわぎたてることはなおさらおかしなことです。 

このようなことのおこりは中国で、今から四千年くらい前、中国では日をかぞえる順序を子(シ)、 

丑(チュウ)、寅(イン)、卯(ボウ)、辰(シン)、巳(シ)、午(ゴ)、未 C ヒ)、申(シン)、酉(ユウ)、^ 

> 

(ジュツ)、亥(ガイ)、の士一にきめました。 

これが十二支のおこりで、きょうが子の日なら明日は丑の日というようにかぞえたのですが、年 
をかぞえるのにも、これを使いました。ところが、こんなむずかしい字や読み方では学問のない人 
にはむりだろうというので、後にこれらを動物にたとえて、おぼえやすいようにしました。それが 
朝鮮や日本に伝わってきたのですが、日本ではそれにネズ ミ、ウシ、トラ、ウサギ、タツ、へビ、 
ウマ 、ヒ ツジ、サル、ニヮ トリ、イヌ、イノ シシの十二の動物をあてて、ネ 、ウシ、トラ、ウ、夕 
ツ 、ミ、 ウマ、ヒ ツジ、サル、 トリ、イヌ、イと 読んでいます。 

こんなわけですから、十二支の動物とその年に生まれた人の性質とには、なんの関係もありませ 
ん。したがっ て、 似ているわけもありません。それにウシはのろまだといいますが、怒ったときな 
どには、ウマでもかなわないほどの速さでつっ走ります。ウシが日ごろおとなしいのは、大むかし 
から人間に飼われて、すっかり家畜になりきっているからです。 
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うたたねを すると、 どうし 


人間のからだはうま 


てカゼをひくので しよう くできているもので、 
か。 自分の住んでいるまわ 

りの状態に調子をあわ 

せて生きていけるようになっています。 

人間が、南極のような寒いところにも住むこと 
ができたり、あるいは赤道直下の暑いところにも 
住めるのは、ひとつにはこういう性質があるから 
です。しかし、南極に住む人をとつぜん赤道直下 
につれてきたり、熱帯地方の人を急に北極地方に 
つれていったりすると、その土地の気候や状態に 
なれるまでに、よわい人は病気になったり、死ん 
でしまったりします。 

わたしたちの皮膚には一面にこまかい血管がひ 
ろがっていますが、まわりの温度が低くなる と、 
これらの血管がひとりでにちぢまって、からだの 
表面を流れる血液の量を少なくするので、血液の 
温度は外にむかってあまりでなくなり、体温のに 
げるのをふせぐことができます。その反対に、 ま 










赤道直下の酷暑地で半裸になって仕事をする土人たち 


わりの温度が高くなったり、からだの中の fi 度が 
あがったりすると、皮膚のこまかい血管はふとく 
なり、 からだの表面を流れる血液の量がふえて、 
からたの表面から熱がたくさんだされるので、体 
温が一定にたもたれます。 

人 fri] が 規則正しい生活を いとなむことのできる 
のは、このようなはたらきがあるからですが、も 
しこの 調節が うまくできなくなる と、 からだのい 
ろいろな 部分の調子が くるってきます。ヵゼをひ 
くのはこんなときです。こんなときには、 人間の 
抵抗力が おとろえますから、いままでは 害を する 
こともなくひそんでいたビールスが急にのさばり 
だして、のどをはらせたり、渎をたらさせたりす 
るのです。 

では、どんなときに調節がくるいやすいかとい 
いますと、 薄着をした ままうた た寝をしたと きと 
か、お風呂にはいったあと湯ざめをした ときと 
か、汗をたしたときに着がえずいつまでも湿った 
下着を着ていて冷えた ときと か、からだの ひどく 
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つかれたときなどです。 

たとえば、うたた 寝のばあいで いいます と、 わたしたちのから だは、 ねむっているときには、す 
ベての 器官 や 組織のは たらきがほとんど 休んで いますから、 体温の調節 も、 目をさましているとき 
ほどうまくいきません。ですから、 寝る ときにはふとんや 毛布を かけるのですが、うたた寝はちゃ 
んと 寝る のではなく、 不用意に寝る ので、そのような 準備を することもありません。それで、 気温 
によって は、 体温の調節が うまくいかなくなり、ヵゼをひくので す。 

なお、 老人や子どもはヵゼをひきやすいものです が、 それは、老人や子どもは、若い人にくらべ 
ると、 まわりの温度の変化にたい して、 からだの調子をあわせるようにすることが早くできにくい 
ためです。 

2 

うどんは、どうして長いの うどんは、 小麦粉に塩水をくわえてよくこねたのち、 うすく 練りの ば 
でしょう か。 して、細く切ったもので、ゆでてから食べます。 

| 近年、手打うどんは少なくなり、製麵機でつくった乾うどんが、 もっ 
ばら使われていますが、味は手打ちうどんにおよびません。 

ひとくちにうどんといっても、 種類が いくつかあります。どれ も長い ことにかわりはありません 
が、 ひもかわやきしめんは、乾うどんのようには細くな く、 うすくて平らです。 うどんの 起こりに 
ついては、いろいろの 説が あります が、 おそらくそれは 小麦粉を水で こね、 適当な 形にして汁に煮 
こんだ、 すいとんのようなものからはじまったものでしょう。それから、団子の 形よりも、もうす 
こしうすくのばした® -) f ^ のものが考えだされ、さらにそれをもっと細く切ったものがつくられるよ 
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干 

ん 

め 


うになったのでしょう。それ 
で、むかしはいまのようなう 
どんのことを「切り麦」 とよ 
好、熱くして食べるのを SK 
麦、冷やしたのを冷麦とよび 
ました。いまも冷麦の名はそ 
のままの こり、 夏の料理の 一 
つにかぞえられていますが、 
冷麦は汁の中に煮こんだもの 
ではなく、いちど形をこしら 


う えたのち、ゆでて食べるもの 

そ ですから、とくに細く切った 

ほうが使利です。 

うどんが tt いのは、細長く 

切ったからですが、これを細 

長く切るようになったのは、 

もとの団子よりは、見た目に 

もよく、調理のさいにも、火 
がよくとおり、食べるのにも 
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食べやすいからで しょう。 

ウドンゲの花が咲く と、 ど お船さんやお m さんが、縁起がわるいといってさわぐウドンゲの花は 
うして縁起がわるいので * 物ではなくて、クサカゲロウという昆虫の卵です。 

しょうか。 クサカゲロウはあまり大きい虫ではありませんが、すきとおった、網 

目の齡が ある、 わりに大きい®をもったみどり色の虫です◦幼虫も成虫 
も アリ マキを焚べますから、益虫です。 

クサ カゲ ロウは、 幼虫の愈料になる アリ マキのいるそばに卵をうみつけます。卵をうむと きには、 
まずお尻に®をた めて、 葉の上につけ、すっとまっすぐにもちあげます。すると長さニセンチ くら 
いの糸が立ちます から、 その細い茎の ような 糸の先に、長だ円形の卵を一つずつうみます。こんな 
卵を十数個うむのですが、これが、ときには柱や電灯の笠などにうみつけられると、ウドンゲの花 
が咲いたといってさわぐのです。こんなわけで、 クサ カゲロウの親がきて卵をうみつけさえすれば’ 
ウ ドンゲの花はいつでも、どこにでも咲くわけで、咲くと不幸があるなどというのは、まったくの 

迷信です。 、 
熱带池 方には、 ウドンゲといって高さ三メートルくらいになる木があり、むかしから仏教と深い関 

係のある木とされていますが、この木は花の咲かない木です。それで、だれも花を見たことがありま 

せん。そして、いつのまにか、仏教を信ずる人たちの間に、この花が開いたときには何かよいこと 

が起こると信じられるようになりました。これは日本のウドンゲとはちがいますが、あちらではよ 

、，ことが おこるといい、こちらではわるいことがおこるといつているのも、おもしろいことです。 
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ウナギを土用に食べる習慣 ウ ナギはからだが 長く、 ぬるぬるしているう えに、 長いあいだ生態が 
があります が、 なぜでしよ よく わからなかった ので、 むかしからいろいろといわれています0 
うヵ アリストテレスは、ウ ナギは泥からうまれる と 考えましたし、 モーゼ 

は、 ウナギはウロコのない魚だから食べてはいけないと教えたそうです。 
西洋にはいまでもな お、 ウ マの 毛がウナギに変わるのだと信じている人がいますが、日本では、〃ヤ 
マィモ 変じてウナギになる"といわれて きました。 

もちろん、そんなバヵなことは なく、 ぬるぬるしていても、ちゃん とウロコ もあります 〇ウ ナギ 
が脂肪に富むことはだれでも知っていますが、このごろの研究では、そのビタミン A の効果は牛肉 
の百倍もあるといわれています。 

このごろでは、土用の丑の日にウナギはつきものとなっていますが、ウシの日にウナギを企べね 
ばならぬ理由は何もありません。 

もし、しいていえば、夏は暑いのでわたしたちは比較的 あっさり した食物をとっていますから、と 
きには脂肪の多いものをとる必要があるというくらいのことです。それでは、どうしてウシの日に 
ウ ナギを食べるようになったのかといいます と、 いろいろの説のう ち、 いちばん人に知られている 
のは平賀源内の話です。平賀源内は今から二百年くらい前の物理学者で、日木ではじめてまさつ発 
電機や温度計をつくった人ですが、そのころ、江戸にはもうかなりたくさんのウナギ屋がありまし 
た。ところが、夏の暑いころになる と、 あぶらっこいウナギはあまり売れず、ウナギ屋はみなこま 
っていました。 

そこで、あるウナギ屋が、源内に、なんとか売れるようにする方法はないものかと相談しました。 


47 



すると、源内はよしとばかりに、一枚の紙に墨くろぐろと「本日土用丑の日」と大書して、店頭に 
かかげさせました。 

有名な先生がウナギ屋の店先に書くからには、 きょうはウ ナギを食べるのがよいのにちがいない 
というわけで、そのウナギ屋は大鑑昌でした。それから ずっと、 土用のウシの日にはウナギを食べ 
る習慣ができ、今日わたしども も、 とぼしい財布をはたいて無理をするのです が、 源内のユピソー 
ド、 真偽のほどは保証できません。 

g 刊とウナギをいっしょに むかしから、食べあわせのなかでいちばん恐ろしいのは、ウナギと梅 
食べると死ぬといいます 干をいっしょに食べたときだといわれています0 

が、 ほんとうでしょう か。 ウナギは、その香をかいだだけでも食欲がつのるほど美味で、滋養に 

富んでいます。高価なので、満腹するほど食べるわけにいかないのは、 
むしろ幸いで、脂肪が多いから食べすぎると消化を害します。 

梅の実の未熟のものには青酸と いう 毒があり、食べる と 中毒する ことは 周知のとおりです が、こ 
れからつくった梅干は、古くから簡素で実用的な副食物として知られて おり、 日の丸弁当の主役で 
す。 梅千はすっぱいから、一度にた くさん 食べられるものではありませんが、食べすぎる と 胃を害 
します。 

ウ ナギと梅干をいっしょに食べて中毒をおこした という 人は、 ウ ナギを食べすぎて消化不良をお 
こしていると ころに、 梅干を食べて、さらに胃腸障害を大きくしたにちがいありません。 

ところで、食べあわせというのは、べつべつに食べればなんでもない二種類以上の食物をいっし 
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ょに 食べた とき、それらの 食物の成分と成分が体内で化学変化をおこして有毒な物質をつくるため 
におこる中毒症状のことです が、ゥナギと 梅干の成分には、体内で化学変化をおこして有毒物質を 
つくりだすと考えられるような ものが ありません。 

そこで、ゥナギのかば焼二〇〇グラムと梅干四〇グラムを一日に三回、三日間つづけて食べてみ 
た人があります。ところが、なんの異常もおこらなかったので、さらにこれをくりかえして実験し 
てみましたが、やはり、なんの異常もおこりませんでした。その後 も、 何人もの人が何回もくりか 
えして同様の実験を試みましたが、やはりなんともありませんでした。 

ですから、ゥナギと梅干を同時に食べると死ぬといういいつたえ は、 正しいとはいえ ません。 胃 
腸のよわっているときなどに、これらのものを過食すれば腹がいたくなったり、下痢をおこしたり 
する ことは ありうる ことです が、 それは食べあわせとはちがいます。 

梅酒をつくるときには、ど 氷砂糖は料理につかう上等な砂糖です が、 せきので る 人な どが 口の中 
うして氷砂糖を使うのでし に入れて いると、^ J 卜があまりで ないので^$1ばれ ます 0 

うズ 砂糖は、ふつう サト ゥキビか甜菜からつくりますが、サ トゥ キビから 

のつくり方を(途中のいろいろの化学的操作はのぞいて)かんたんにいいま 
すと、 サトゥキビの汁を煮て濃くしてシロップ状に し、 それをべつの釜で結晶があらわれるまで蒸 
発してから、遠心分離機にかけて蜜分をわけると砂糖ができます。しかし、この砂糖にはまだ糖蜜 
がついていますから、糖水で洗ってできるだけ純粋なものをつくります。 

このようにしてつくった砂糖は、分蜜糖といって、たいそう純粋なものですが、しかし純粋さで 
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は、 なお、氷砂糖に およびません。 氷砂糖は砂糖のなかでは もっとも 純粋なものです。それは、グ 
ラニュー糖という、よく 精製した砂糖を とかして 砂糖水を つくり、 それから結晶させたものだから 
です。結晶が そだっていくとき には、おなじ種類の分子しかくわわることができませんから、氷砂 
糖は純粋な砂糖の結晶 だとい えます。 

しかし、 絶対純粋な ものが いつも最上と いう わけでは なく、 糖蜜を ふくんだ 黒砂糖や赤砂糖に 
も、 白砂糖にない特殊な風味が あるので、 使いみちに よっては それの ほうが 喜ばれもします が、 梅 
酒を つくる ときには糖蜜の風味の入らない ことを 望む ので、 純粋な 砂糖、 すなわち氷砂糖を つかう 
のです。 

梅干は魚釣りに禁物だとい なにも科学的の理由はありません。梅千を入れたにぎりめしほどおい 
いますが、なぜでしょう しいものはないのです が、 魚釣りのときにそれをきらうのは、縁起をか 
か。 つぐからです。梅干のすっぱい のを、 こじつけて、梅干のにぎりめしだ 

と魚が釣れなくて素もどりするというのでしょう。 

速信を信ずる ことと 縁起をかつぐ ことと にどれだけの差があるのかしりませんが、迷信を笑う人 
のなかに も、 縁起をかつぐ人はたくさんいます。近代的な病院にも四号室はありません し、 街灯の 
点灯式にもまず神主のお祓いがあります。 

縁起をかつぐことは、よく考えてみれば、つまらないことなのですが、これを打破することはな 
かなか容易ではありません。魚釣りに梅干のにぎりめしをさけていた人が、両者のあいだにはなん 
の関係もないと理くつではわかって いても、 持ってきたことが気になってしかたない ようなら、 魚 
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釣りの成績はあがらないでしょう。電話番号の末尾のほうの数字が小さくなるのはよくないと聞い 
てから、自分の家の電話番号を気にする あまり、 病気になった人もいます。 

わたしは株のことについては何も知りませんけれども、聞くところによると、株式投資をするよ 
うなもっとも進歩的な人が、もっとも縁起をかつぐといいます。これこそ、ふしぎなことでは あり 
ませんか。 

その人がほんとうに美しい か、 美しくないかは、心のありかたできめ 
るべきだとは知っていても、顔の美しいものはにくめません。だから、 
美人はとくです が、 顔のなかでいちばん広い面糖をしめてい るのは、 g 
です。頰は筋肉からできていて、豊かな頰は美人の要素の一つです 。お 
かめの面のように、頰がふっくらしている人は、いか 
にも情が豊かにみえますが、それにひきかえ、頰 のこ 
けた人は、いかにも貧相にみえるものです。 この 頰に 
できるくぼみがえくぼで、笑うとくぼむので「 I くぼ」 

といいます。 

えくぼのくぼみは、口の左右から外下方、あごのほ 
うに走っている筋肉がちぢんだときにできます。それ 
で、人によって深い浅いの区別ができ、外から見たの 
ではほとんどわからない人もあります。浅いの や、太 



えくほはとうしてできるの 
でしょうか。また、えくぼ 
は 遺伝するで しょうか。 


51 



っきりわからないものには名がありませんが、あたかも指でおしたかのようにはっきり見える深い 
くぼみはえくぼとよび、「靨」と書きます。 

このように、人には、えくぼのある 人と、 それがはっきりしない人といるわけです が、 えくぼの 
できる人に も、 両がわにできる 人と、 片がわにしかできない人とがあります。両がわにできる人に 
くらべる と、 片えくぼの人は、えくぼの数においては劣るわけです が、 かわいらし さは、 むしろこ 
のほうが上だという 人 もいます。 

えくぼのできる人とできない人とのちがい や、 あっても左右のどちらかにしかできない人のある 
ことは、遗伝に深い関係があります。両親ともえくぼがあれば、その間に生まれてくる子どもには 
四分の三までえくぼができ、両親のどちらか一方にだけあるばあいは、子どもの半分にはえくぼが 
できます。それでは、両親のどちらにもえくぼがないばあいにはえくぼのできる子どもが生まれな 
いかというと、そうではなく、このばあいにも十人に一人くらいはえくほのある子が生まれます。 

えくぼは愛らしい4のの代表で、「恵久保」の字をあてるほどなので、このごろでは、外科医の 
門をたたいて、えくぼをつくってもらう若い女性も多いようです が、 人工えくぼに人の心をひきつ 
けるほどの効力があるかどうかは知りません。 

おたふくかぜにかかる と、 おたふくかぜは、カゼの一種で、ビ—ルスの感染によっておこる病気 
どうしてほっぺたがふくら です。紀元前の大むかしからすでに知られていた病気です が、 そのころ 
むのでしょうか は、 ほっぺたがふくらむ という、 めだった特徴があるために気づかれて 

いたわけ で、 まだ正体はつきとめられていませんでした。 
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それがビールスからおこるものだと 
わかったのは、二十世紀になってから 
です。おたふくかぜの ビー ルスは、体 
内に入ると唾液をだす腺のうち、耳下 

腺(耳のつけねのあたりにある器宫)のあ 
たりに住みつきます。そのために耳下 
腺は炎症をおこして、ふくれあがりま 
す。おたふくかぜにかかる と、 ほっぺ 
たがふくらむのはそのためです。 

おたふくかぜという名は、ほっぺた 
がおたふくのょうにふくれあがるとこ 

ろからつけられたものです が、 耳下腺がはれる病気なので、ほんとうの名は流行性耳下腺炎です。 
しかし、流行性耳下腺炎は耳下腺がはれるだけではなく、子どものばあいには神経症状をおこすこ 
とがあり、頭痛、はきけ、ひきつけ、高熱などをおこし、耳が聞こえなくなったり、脳をいためた 
するょうなこともあります。ふつう、子どもの病気だと考えられていますが、おとなでもかかり 
ます。おとながこれにかかる と、 たいせつな臓器をおかされることも少なくありません。 

日本には一年じゆういつでもある病気で、一年のうちでもいちばん多いのは五、六月ですが、多 
くの人は、知らぬ間になんとなくかかって、いつしかなおっているもので、一度かかると免疫にな 
つて、再びかかることはありません Q 
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こういうわけで、あまり恐れることもありませんが、おたふくかぜにかかっている人が、人の集 
まる所にでるのはつつしむべきです。それは、おたふくかぜのビールスは感染力がつよく、しか 
も、おたふくかぜにかかっているときには、口の中がビールスでいっぱいですから、このような人 
のつば、くしゃみ、せきからはつぎつぎに伝染していくおそれがあるからです。 

なお、動物でおたふくかぜにかかるのは、人とサルだけだといわれていましたが、先年、ア メリ 
力の医師が、ィヌもかかることを報告しました。それによると、そのィヌたちは、おたふくかぜに 
かかった子どものベッドにもぐりこんで寝ていたために感染したのだそうですが、どれも人間とお 
なじように、耳下腺がはれて t 物を飲みこむことが困難だったといいます。 

お天気病と いうのは、どう 雨が降りそうになると気分のわるくなる人がいます。知人にそんな 
いう 病気で しよう か。 人がいて、「きようはなんだか頭がいたい」などというと、奥さんが、 

「お天気を病むのですね。わたしたちのヒステリーのようなものかしら」 
などと、なぐさめています。 

雨降りのまえにムヵムヵしたり、頭がいたくなったりするのは、しめりけが多くなったり、気温 
が高くなるためだといわれていました。それで、このような病気 (？) をお天気病とよんでいます0 
お天気病の人は「人間がいささか高級にできているので、湿度や気温の微妙な変化を知ることが 
できるのだ」などといばっていますが、口のわるい反対党は、「それはアマガエルのなかまという 
ことじゃないか」などとひやかします。 

ところが、このごろになって、お天気病は平地の「山酔い」だといわれるようになりました。 
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富士山の八合目あたりにいくと、日ごろいばっていた人が、ふだんよわいといわれていた人にか 
いほうされていたりするでしょう。これが山酔いです。高い山では空気がうすいので、血液のなか 
にとりいれる酸素が十分で なくなり、 そのために、はきけを もよおしたり、 めまいがしたりするの 
です。しかし、空気の少ないところでは、血液のなかの赤血球がふえてくるので、やがて気分はな 
おって きます。 

これを山になれるといいますが、山になれると、平地に 
おりても、ふえた赤血球は急には減りません。山をおりた 
人が思いのほかに元気なのは、赤血球がふえているので、 

活動力がさかんになったためかもしれません。 

むかしの話ですが、アメリヵでは、競馬に出走させるゥ 
マはアンデス山中につれていって、そこでしばらく飼った 
といいます。 

そうすると、山からおりたときかならず勝つというので 
す。それで、山からおろして平地で二週間以上飼わないと 
出走させないという規則ができたということです。 

お天気病も「山酔い」に似たものだというのは、お天気がくずれるのは低気圧がやってくるため 
で、それで、雨のときには、いつもよりは酸素が十分とれなくなり、そのために気分がわるくなる 
というのです。 

ところで、 雨が降って いるうちに、だんだん 赤血球が ましてく ると、 こんど 天気が よくなったと 
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きには、前よりも酸素がたくさんとれるでしょう。それで、いっそうはしゃぐわけです。 

おなかが すくと、どうして わたしたちのおなかの中にはいろいろな内臓がありますが、食物を消 
ぐうぐう おなかで音がする 化するのは胃や腸です。胃や腸は、口から入ってきた食物をだんだんに 
のでし よう 力。 こなして、どろどろのものにします。こうしてできた栄養分は腸の壁か 

ら吸いとられて、からだじゅうに送られます。 

胃は、 食べた食物の全部を一時ためこみ、消化をすこしすすめて、小腸にそれを少しずつ送りだ 
すはたらきをしている袋のような内臓で、ゴムのようにはずむ性質の筋肉でできています。胃の壁 
からは胃液がでて、#物にまじり 、 t ベたものを消 
化します が、 このときには胃の出口はぴったりしま 
っています。そして、胃の壁の筋肉は波が動くよう 
にちぢんだりのびたりして、中の食物をおしあげた 
り、おしもどした りして、 食物がよく胃液にまじる 
ようにしています。 

こうしておかゆのようにされたものは、 一部ず つ 
腸のほうへおしだされていきます。 

おなかがすいたときにぐうぐう音がするのは、お 
もに胃からでる音です。おなかがすくのは、胃の中 
に食物が何もなくなったときですが、からっぼにな 



胃の筋肉のしくみ 
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胃の透視写真 一 黒くつりばり型 
に見えているのが胃袋 



った胃の壁の筋肉はときどき強く 
ちぢみます。そうすると、中に入 
っているガスや胃液などがそれに 
つれて動くので、ぐうっぐうっと 
- W がでるのです。こんなときに 
は、胃ばかりでなく、腸からも立日 
のでることがあります。もつとお 
なかがすくと、胃はもつとずつと 
強くちぢまるので、いたくなるの 
です。 


音痴の人がいるのはなぜで この世の中には、音楽を聞くことは好きだが歌うことはきらいだとい 
しよう力 う 人 や、 歌うことはできても音譜が読めないという人がいます。それら 

の人のなかには、自分で音 ftr だと思いこんでいる人がいるかもしれませ 
んが、ほんとうの音痴とは、そんなものではなくて、どんな音楽を聞いても音のごたつきのように 
聞こえたり、歌おうとしても声が意味をなさないようなもののことで、一種の精神病のようなもの 
です。 

このような人はきわめてまれですから、これはべつと して、 わたしたちがふつうに音痴というと 
きには、音にたいしてあまり敏感でない人のことを さし、 このような音痴なら、かなりた くさん いま 
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すが、これは大きくわけると二種類になります。一つは、音の上がり下がりがよくわからないもの 
で、 これは耳がわるいためにおこる音痴です。 また、もう 一つは、音の上がり下がりはわかる が、 
尸をだすとなると、 どうもう まくだせないというもので、これはのどの調子がわるいためにおこる 
音痴です。耳がわるいためにおこる音痴にも二種類あり、一つは、いわゆる耳がわるいばあいで、 
他の一つは、その奥の脳中枢のはたらきがわるいばあいです。前^? は、 耳を治療すればなおる見込 
みがあります が、 中枢に故障のある音痴は、なおる見込みがありません。これにたいして脳も耳も 
健全で、ただのどのぐあいがうまくいかないという人は、比較的なおすのが容易のはずですが、こ 
れも声変わりの時期をこすとむずかしく、 ィタリア やフランスに も、 音を聞きわけることは非常に 
敏感なのに、歌をうたうと調子はずれの人がかなりいます。 

ところで、このような音痴の人がどうしているのかというと、生まれつき故障のある人もいます 
が、 多くは幼年時代の環境によって左右されるものだと考えられています。人間の聴覚が発達する 
のは十才ころまでだといわれているくらいですから、幼少の ころ、 きれいな音楽を聞かされて育っ 
た者は、音にたいする感觉がよく、したがって、音痴になることも少ないわけです。都会の雑音や 
騷音が感心したものでないことはいうまでもないことで、古いようです が、 母親の子守唄を耳に し 
ながら育った赤ん坊は、幸福だといわなければなりません。 

また、 子どもにはのどのわるいための^痴がかなりいます。少年のなかには、しゃがれ声をだす 
者がかなりいますが、この人たち は、 多くはからだのわりに大きな声をだすた めで、 このような少 
年の声帯は慢性的に赤くはれあがっています。それで、高い声や低い声のだせない子もかなりい ま 
す◦これをなおす機会は声変わりの時期で、この期間どならないように気をつけていると、もとの 
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ようになおるものです。なお、音の高低はよくわかるが、リズムの正しくとれない人や、テンポの 
不安定の人がいます。また、音の強弱に鈍感で、電話にむかって、広い講堂で演説するような大声 
でしゃべる人もいますが、これなど音痴とよばれてもしかたないで しょう。 

海水は、長い航海をしてい 水は、わたしたち人間のからだになくてはならないものです。食物を 

るときな ど、 のどがかわい とらなくても幾日かは生きていられます が、 水を飲まないと死んでしま 

ても飲んではいけないとい 、ま- ro 
いますが、どうしてでしよ し- 

うか。 塩分も人間のからだになくてはならないものです。塩類をすこしもふ 

くまない食物をあたえて動物を飼育す ると、 たとえその食物にどんなに 
たくさんのヵロリーがあっても、動物は死んでしまいます。人!. , i ] でもお 
なじことです。体内の食塩は、細胞の間をみたしている液や血液の中にふくまれていて、栄養分を 
はこんだり、いらないものを、からだの外にだしたりするはたらきを助けていますが、量を多くと 
りすぎ ると、 熱をだしたりします0 • 

ふつう、わたしたちが食物といっしょにとっている食塩の量は、一日におよそ一〇グラムから二 
〇グラムくらいで、血液の中にふくまれている塩分は血液ーリットルにつき六グラムか七グラムく 
らいです。 

ところが、海水の中には塩分がーリットルにつきおよそ三五グラムもふくまれていますから、の 
どがかわいたからといって、このよぅな塩分の濃いものを飲むのは、からだのためによくありませ 
ん〇 
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食物といっしょに，わたしたちは1日 
に約10ダラムから20グラムの僉塩をと 
っており，血液の中には血液1リット 
ルにに6グラムか7グラムの塩分をふ 
くんでいる。 


人間のからだはうまくできてい 
て、 害になるものをうけつけません 
から、どんなにのどがかわいても、 
海水は飲みにくいものです が、 もし 
これを飲めば、血液の中の塩分が濃 
くなり、発熱し、前ょりいっそう水 
がほしくなって苦しみます。 

そのうえ、海水の中にはきたない 
ものが まじつ ていることが多いの 
で、 伝染病などの発生するおそれも 
あります。 


顔がほてって赤くなるのは おそろしいときには顔が SN くなり、はずかしいときには顔が赤くなり 
どうしてでしょう か。 ますが、顔が青くなったり赤くなったりする のは、 顔の表面にひろがっ 

ている血の管がちぢんで、血液のとおる量が少なくな ったり、 その反対 
に、血の管がひろがって血液の量が多くなったりするためです。青くなるといいますが、青いとい 
うょりは、 蒼白という言葉のほうがあたっています。 

そこで、こわいめにあったりおそろしいものを見たりするとなぜ顔の血管がちぢみ、はずかしい 
ときにはなぜ顔の血管がひろがるかということです が、 それにはまず、血管がどうしてちぢんだり 
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ひろがったりするかを知らなければなりません。 

わたしたち人間は、手や足なら、思うとおりに動かすことができます が、 血管をちぢませたり、 
ひろがらせたりすることはできません。血管をほどよい状態におくようにするしくみは、やはり神 
経の支配によります が、 その神経支配は、手や足を動かす神経とはちがって、わたしたちの意志の 
力では自由にならないものです。このような神経系を、わたしたちは、自律神経とか植物神経とか 
よんでいます◦血管ばかりでなく、心臓がはやく動いたり、ゆっくり動いたりする こと、 胃や腸の 
動きが強くなったり弱くなったりすることなども、やはり自律神経によるもので、^'律神経は、自 
分からほどよくはたらいて、からだにつごうのよいよう に、 いろいろな臓器のはたらきを調節して 
くれるのです。そして、この神経の中枢は大脳の底のほうにあります。 

血管も自律神経のさしずをうける一つの臓器ですから、たとえば、ごはんを企べて胃 や 腸が血液 
をたくさん必要とするときには、そこにひろがっている血管はしぜんにひろがって くれます。 皮膚 
の血管についていえば、寒さにあたると体温をうしないますので、このようなときには、体温をな 
くさないようにするた めに、 皮膚の表面の血管は一時的にちぢみます。また暑いときには、反対に 
からだの表面の血管はひろがって、血液をからだの表面にたくさん集めて熱を外にださせます。 

そこでつぎに、おそろしいときやはずかしいときには、なぜ自律神経がはたらくのかということ 
が問題になってきます。これは、ちょっとむずかしいのです が、 自律神経はいまお話ししたような 
特徴のほかに、もう一つの特徴をもっています。それは、わたしたちの精神状態(感情の励きなど) 
によって影響されやすいということです。 

自律神経のなかには交感神経と副交感神経の二つがあり、この二つは、ちょうど反対のはたらき 
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をもっていて、手綱のように左右からほどよくはたらいて臓器を調節していますが、だいたいのと 
ころ、 不愉快な感情 (たとえば、怒る、悲しむ、 おそろしいなど)にたいしては、交感神経のほうが活 
動しやすく、 この 反対に、愉快な感情のわいたときには副交感神経のほうがは たらき やすいという 
ことができます。血管についていえば、交感神経はちぢまるほうにはたらき、副交感神経はひろが 
る ほうにはたらき ます。 

そこで、おそろしいものを見たときには、^;感神経の力が副交感神経の力に まさってきます。 そ 
のために血管はちぢみ、顔だけでなく、全身の皮府が蒼白になります。また、はずかしい惑 W のと 
きには、はずかしい気持ちが愉快であるかどうかはわかりません が、 このときには、血管にたいし 
て副交感神経のほうがはたらきます。 

向 律祌経のはたらき は、 人に より、 年齢によっても、いくらかちがうもので、ある人では交感神 
経のほうが強いが、ある人では副交感神経のほうがまさっているということがあります。たとえば、 
おなじように怒っても、蒼白になる人と、まっ赤になる人とがあります。 また、 若い人はいっぱん 
に 副交感神経のほうがまさって おり、 老人になるほど交感神経のほうがまさって くるよう です。若 
い人は、ちょっとした感情の動きにたいしてもすぐ顔が赤くなりやすいものです が、 それは、この 
ようなことで説明がつきます。 

カキ は、 冬になる と、 どう おいしいことで も、 栄養のあることで も、 ヵキは貝の王さまです。力 
しておいしくなるのでしよ キは M で食べるのがいちばんおいしいといいますが、それは、ヵキには 
うか。. 一種の香りがあるからでしょう。 


62 


.ヵキのおいしいのはおもにグリコーゲンというものがあるからです が、 冬になる と、 これがふえ 
るのでヵキはおいしくなり、夏になる と グリコーゲンが減ってくるのでまずくな ります。 グリコー 
ゲンは動物のからだの中にたくわえられているでん粉ともいうべきもので、 とくに 肝臟の中に 多く 
たくわえられて います。 必要なときにぶどう糖にかわり、からだを動かすのに必要な ヵロリー にな 
るものです。 

ヵキでグリコーゲンのいちばん多い時季は、十二月から三月ごろまでで、二月ごろには、八月ご 
ろの十倍以上にもなります。それで、冬のヵキはまるまるとふとっています。時季によって、こん 
なにグリコーゲンがふえたり減ったりするのは、主として卵をうむことに関係があります。 

ヵキは卵をうむ前には、自分のからだにできるだけ栄養をつけていますから、卵をうむ前のヵキ 
にはグリコーゲンが 多く、 卵をうんでしまう と、 からだじゅうの栄養分を卵にもっていかれて しま 
うので、 グリコー ゲンもずっと減ってしまいます。それで、外国では英語の十二 力月 名のうち R の 
つく 月、 つまり九月から翌年の四月までを オィスター •シ ー ズンといって、この期間にはヵキをた 
くさん食べます が、 R のつかない五月から八月まではヵキを食べてはならぬとしています。 

かずのこはニシンの卵です。むかしは、どんな貧しい家でも、お正月 
といえば、かずのこ、たつく り、 黒豆くらいはありました。しかし、い 
まではかずのこはぜいたくな食品のうちにかぞえられています。なにし 
ろ一つ何百円もするのですから、まるで宝石のような値段です。よほど 
お金持ちでないと食べられないでしよう。 


かずのこをお正月に食べる 
習慣があるのは、どうして 
ですか。 
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「さんさ4¥」という仙台の賊 ! sf には、「酒のさかなにかずのこよかろ、親はにしんで子はあま 
た」とうたっていますが、ニシンをお正月のめでたいごちそうにくわえてあるのは、ニシン(二親) 
からたくさんの子どもが生まれてめでたいというところから、縁起をかついだのでしょう。いまで 
は、子どもはどこの家でもふつう 二、 三人ですが、むかしは「子宝」といって、子どもの多いこと 
がじまんになっていました。それで、子供の多いかずのこは縁起がよいとされたのでしょう が、 せ 
まい日本に子どもばかりうようよしているのは感心できないといわれるようになってからは、ニシ 
ン もめっきり減って、おじいさんたちの若いころにくらべる と、 五〇分の一もとれなくなってしま 
いました〇 

どうしてそんなことになったの か、 よくはわかりません が、 一つには、ニシンの数が減ったこ 
と、 また一つには、北海道のまわりの海水がだんだん温かくなったためではないかといわれていま 
す。つめたい水の好きな一ーシンは、もっと北のほうへ行ったものとみえて、このごろでは、オホー 
ック 海の北のソ連の領内でたくさんとれるようになりました。 

ところで、かずのこはニシンの卵巣を乾したもので、身欠き一ーシンをつくるときにめすニシンの 
腹からとりだして、水でていねいに洗い、海水に 二、 三日つけてから、すのこの上にならべて、 日 
で乾したものです。一びきの卵巣に卵が五万も十万もつまっているので、「数の子」というのでし 
ょうが、 ニシンのことをヵドというので、「ヵドの子」といったのが、それがなまって「かずの 
子」というようになったのだという人もいます。 

かずのこは、たんぱくや脂肪に富み、 ビタミン A 、 D などをふくんでいますから、栄養の面で 
はすぐれた食品です が、 消化はあまりよくありません。これはかずのこばかりでなく、すじこで も 
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おなじことで、魚の卵に共通した欠点です。 

魚卵には、鶏卵でいえば殼に相当するものがなく、卵殼膜にあたる部分が皮の形で露出している 
ために、それをそのまま食べることが 多く、 したがって、消化があまりよくないのです。めすの卵 
にたいして、おすのもっている魚精は、俗に白子とよばれ、卵とおなじようにおいしいのですが、 
舌ざわりがたよりないために、きらう人もいます。 

カゼをひいたときには、 よく、 せきやたんがでますが、せきやたんは 
ほかの病気のときにもでます。 

ふつう、 せきはたんをからだの外にだすときにおこるもので、たんが 
たまる と、 それがしげきになってせきがでるのです。しかし、カゼをひいたときには、たんがそれ 
ほどなくても、せきがでます。 

ごほんごほんとさかんにせきのでるカゼもあります。このように、たんがなくてもせきがでるの 
は、 カゼをひくと、咽頭や気管や気管支の粘膜が炎症をおこすので、そこにきている神経がはげし 
くしげきされるためです。 

たんをだすためのせきはとめてはなりません が、 カゼのせきにはむだなせきがあり、あまりはげ 
しいときは、からだに害をおよぼしますので、薬を飲んでとめたほうがよい場合もあります。それ 
でお医者さんは、暖かくして静かに寝ることを命じ、必要なばあいには、せき止めの薬を服 ill させ 
たり、しっぷをさせたり、マスクをかけさせたりします。 


カゼを ひくと、 なぜせきが 
でるのでしょぅか。 
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かを ひくと、 なぜ頭がい かやということばは、ふつうよく使われていることばですが、カゼと 
たくな ったり、 はながでた 文 どんな病気かと聞かれる と、 ちょっと 困ります。まことにつ かみどこ 
りするのでしょう か。 ろのない病気で、おそらく人類のできたころからあった病気なのでしょ 

うが、はっきり正体がつかめないままに長いことすぎました。 

病気の原因 も、 なぜかかるのかも、よくわからなかったので、治療法も進歩しませんでした。今 

日で も、 なお わからない点が 多く、「カゼく らい . 」 などと軽視す る 向きもあります が、 また、 

「カゼは万病のもと」ともいわれ 
ています。医者は、カゼの正体を 
。 はっきりつきとめればノーべル賞 
^ うたがいなしだといっています 
^ が、 アメリカでは4¢年百数十万の 
^ 人がカゼをひき、 Jl . ll 炎などをおこ 
は して死ぬ子どもの数は一万、サラ 
と’ リーマンの欠勤による損害も三十 
ひ 億ドルをこえるといいます。それ 
I 」 で、ここ十年制に二千万ドルをそ 
力 そぎこんでカゼを退治しようと懸 

命です。 

ひとくちにカゼといっても、い 
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くつかの種類がありますが、ふつうのカゼは、その病気のもとになるビールスがからだの中にはい 
ったためにおこるものだといわれています。ビールスは、鼻やのどの粘膜からはいってカゼをひか 
せるのです が、 カゼの患者から、会話、くしゃみ、せきなどでうつります。軽いときには「はなか 
ぜ」くらいですみます が、 いろいろの病気をおこすもとになることもあります。 

ビールスが一度^の粘膜をおかす と、 その部分の机織は炎症を おこし、はれたり、充血したり、 

赤くなったり、いたくなったりします。これは、はいってきたビールスを殺そうとする組織のはた 
らきのためで、このばあい、その 部分に 血液の中の水分 や、ビー ルスを食い殺す役目をもつ白血球 
がたくさんだされます。そして、これらは ビー ルスのだしたもの や、 鳥の粘膜の細胞な どと いっし 
ょに、 はな汁^ J してからだの外にだされるのです。 

ですから、はなはあたりの It になるものをからだの外にだすために大切な役目をもっているもの 67 
だといえます。 

一方、炎症をおこしたところでは、ビールスの死骸やビールスのだす毒などが血液の中に吸収さ 
れ、体内をめぐり、これが脳の発熱中枢(休? U 

をあげるはたらきをつかさどる ところ) をしげきし 
て熱をだすとともに、脳のいたみを感ずる神経 
をしげきするので、頭痛をおこします。ですか 
ら、頭がいたくなるということは、からだのど 
こかに重い病気がおこってくることを、われわ 
れに予告するものだといえます。 




肩がこるという ことを、よ 肩が こるというのは、 肩の あたりの 筋肉が かたくなって、 重苦し かっ 
く 年よ y はいいますが、年 たり、いたかったりすることで、くびや頭にもおこります。 

か 0 & ぜ一 f 」 肩こりのおこるのは 、 S 部分 O ' 血 S めぐりが S くなるからで 

す。肺で酸素をとりいれた血液は、心臓からおしだされてからだ全体を 
めぐり、 二酸化炭素をとって心臓にもどって きて、 肺でそれをだし、 ま 
た酸素をとりいれるというようになっています。 

これが順調にめぐっていればよいけれ ども、 針仕事などで長い時間ねこぜの ような 姿勢をつづけ 
ている と、 血液が一部せきとめられ、二酸化炭素をとりいれた血液が心臓にもどれずに、いつまで 
も肩のあたりに うろうろ していることになります0 

このように 血液が おなじところにうろうろしていると、 酸素を とりいれてきた 血液 もじゃまされ 
て、 自由に そこを 流れる ことができなくなります。 

血液はからだ全体に栄養分をくばり、体内にできた不必要な物を運び去るはたらきをしているも 
のであるのに、栄養分をもたない古い血がいつまでも うろうろし ていて、新しい血があまり通らな 
いのですから、その辺の筋肉は、まるで人間がご飯も食べさせられずに働かされるのとおなじよう 
なことになります。そのために、筋肉がだんだんかたくなり、重苦しくなったり、いたくなったり 
するのです。年をとった人に肩こりが多いのは、年をとる と、 血管がかたくなって、血液の■撒、4 
若い人のようにはスムーズにいかないからです。 

なお、肩こりをなおすには、あんまがいちばんよくききます。こった部分をもんだり、軽くたた 
いたりして、その部分をやわらかくもみほぐすとなおります。 
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カボチヤを食べる と、 から 
だが黄色くなるといいます 
が、 毒にはなりません か。 


ミカンをたくさん食べたときに も、 指の先が黄色くなるものです が、 
よほどたくさん食べないかぎり、このようなことはおこりません。しか 
し' 戦争中には米やムギのかわりにたくさん食べて、皮膚の色が黄色く 
なつたという話を聞きました。 


カボチヤが黄色いのは、カロチンという色素をたくさんふくんでいるか 
らです。カロチンは、花や実の赤い色や黄色い色のもとになつている色素 


で、 


ンジンの赤いのも、カロチンをふくんでいるからです。 


カロチンは、動物のからだの中にはいるとビタミン A にかわるので、ビ 
タミン A をとるためには、二 


ニンジンやヵボチャはたいせつな野菜です。た 
くさん食べすぎて皮膚が黄色くなっても、からだに害になるよぅなことは 
ありません。 ヵボチャは栄養価の高い野菜で、でんぷんや糖分をたくさん 
ふくんでいますから、おかずにするばかりでなく主食の代用にもします。 

煮て食べるほか、まだよく熟さないものは渍物にもします。お菓子、 飴、 
ジャムなどをつくるときにも使い、ときには家畜のえさにもします。実ば 
かりで なく、 若い茎や葉も食べられ るし、 種も食べられます。種はよく乾 
かしてから炒って食べます が、 栄養価も高くおいしいものです。これをす 
りつぶして水をくわえたものは、虫下しとしても使われます。また、冬至 
にヵボチャを食べると縁起がよいといって、たくわえておく地方もありま 
すが、ほかの野菜とちがって、そのころまでストックできます。 
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ヵボチヤの皮は熟すととてもかたくなるので、それを利用した細工物もありますが、ィンドでは、 
サルを生けどるのにヵボチヤを使うといいます。それには、大きなヵボチヤに小さな穴をあけて中 
をからに し、 その中にサルの好きなものを入れて、サルのあらわれそうなところにおくのです。す 
ると、サルがやってきて、穴に手をつっこみ、中の物をしっかりつかみます。ところが、物をにぎ 
っているこぶしは穴からぬけないのでサルは大きいヵボチヤをひきずりながら、歩きだします。そ 
こをつかまえるのです が、 にぎっているこぶしを開けば手がぬけるのに、いつまでもヵボチヤをひ 
きずっていくのがサルぢえのかなしさ だと、 外国の本に書いてあります。 

髪の毛や脱は何からできて 人問は、ほかのけものにくらべると、毛がすくないのが一つの特徴で 
いるので しようか。また、 す。とはいっても、よく見る と、 全身の皮) «* にこまかい小さい毛がはえ 
なぜのびるのでし ようか。 ていて、毛がまったくないところは、くちびる、てのひら、足の裏、爪 

のまわりくらいのもので、頭ともなる と、 ふつうの人では八万本から十 
二万本の毛がはえています。 

毛にはちぢれたものや、まっすぐなものがあり、色も黑 、茶、 白、金髪などいろいろあります 
が、どの部分の毛も皮膚からななめにはえています。 

毛は細胞からできており、ひきぬくと、根もとのところに白い肉のようなものがついてきます。 
これは毛の 根 もとの部分の 組織が 一部分ちぎれてきたもので、毛がのびるのは、この部分の細胞が 
さかんに活動してのびるためです。毛は、髄質という中心になる細胞とその外をつつんでいる皮質 
という部分と、いちばん外がわの表皮との三つの部分からできていますが、髄質にも皮質にも表皮 
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にも、神経はきていません。ですから、切 
ってもいたくありません。神経ばかりか、 

血管もとおっていないので、切っても血は 
でません。 

頭に毛が多いことは、たいせつな頭を保 
護するのに大いに役だっていますが、おな 
じ毛がいつまでもはえているわけではなく 
て、 髪の毛は一刻も休まずの.びています。 

そして、一方では寿命のきた毛がつぎつぎ 
にぬけていきます。 

出産や！：： K い病気のあとではめだってぬけます が、 健康な人で も、 櫛をつかうごとに何本かぬけま 
す。それをひどく気にする人もいますが、ふつうはぬけるときには、かわりの毛がもうはえかけて 
いるから心配はいりません。髮の毛は、全身の毛のなかで もっともょくの びる毛で、一日に〇•一 
ミリから〇•三ミリものび、ことに女性の頭髮はょ くの びます。 

人休のなかには、切っても血がでず、いたくもないものが、もう一つあります。それは爪です。 

爪は表皮の一部がとくべつに変化してできたものですから、成分は、表皮のいちばん表面のかた 
くなっているところとおなじ性質のものです。 ： 

爪の根もとの部分は皮膚の下にかくれていて、爪はここでつくられます。そして、だんだん先の 
ほうへおしだされていくので、爪がのびるのです。/11の根もとに見える三日月形の白みがかったと 



. ころは、爪がつくられる場所の一部分で、そこが爪をとおしてすけ 
JJ 一一 ^ て見えているのです。 

rhMl ですから、これが多く見えているときは、爪をつくる場所がひろ 
P 考1墨«がっていることをしめしているわけで、健康なときや、からだの調 
WKm 00 面子のょいときにはこの三日月形の白みが大きくなります。「爪の三 

断日月ができると幸運がくる」とぃぅのはぁながち迷信とはぃぇず、 

赛 1 譬 | f 理由 I けです。 

爪_ S . M ミ 先 近年、爪をのばしている人がふえましたが、爪ののびる長さは、 

ブ^^*の年齢やからだの状態にょってちがい、若い人で一力月に三ミリくら 

. 一^^;一^/ しかし、これは、つぎつぎに切るばぁいのことで、切らずにたく 

わえるとそんなにのびません。いままでに知られている世界記録は 
§っ 五八センチですが、これだけのばすのには二十七年もかかったとい 

います。 

トカゲの尾は切れても、またはえてくるし、ミミズは二つにちぎれても、切れた部分がまたでき 
てくるというように、下等な動物には再生という現象がありますが、高等な人間にもそれがないわ 
けではありません。手や足は再生しませんが、毛と爪は切っても、またのびてくるからです。 
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髪の毛は、 美容院へ ゆくと 「赤毛の丸まげ、ちぢれっ毛のちょんまげ」にはいかなる烈敵、豪傲 
別りとられま T が、 その髪 も心をいためたそうですが、それは、みどりの黒髪がたたえられたころ 
ロドどこにすてるのでし の話で、いまの女 S は、麗 » f そっくりの頭がたくさん見られます。 

•頭髪は、全身の毛のなかではもっともよくのびるものですが、ことに 
I 女性ではよくのび、一日に〇•三ミリものびるといわれています。それ 
をまた、だれもかれもがカットするのですから、美容院ではき集められる毛髪の量はたいへんなも 
のです。しかし、使いふるした安全カミソリの刃などとはちがって、捨て場に困るようなものでは 
ありません。以前は、毛髪湿度計やかもじに使われるくらいのものでしたが、いまは落毛屋という 
商売があって、美容院から毛髪を買い集め、これを長中短の三種にしわけして(たとえば、長いのは 
刷毛尾というよう に)、 それぞれの加工先に売り渡します。毛髪はそこで姿をあらためて、長いもの 
は障子バヶ、中くらいのものは洋服の毛心となってお目みえします。カットしたあと、はだにシッ 
カロールをはたいて、やっととった短い毛はゴムといっしょに圧縮加工され、へッシャンクロース 
などというハィカラな名をもらい、高級なィスのパッキングに使われています。 

からだのにおいでも、男は 大勢の見学者がくる工場の案内係は、「子どもがくるとどうしてあん 
男く さく、 女は女くさいの なにくさいのだろう？」といいます。 

はなぜでしよう か。 子どものにおいは、なんともいえないほこりっぽいにおいだ と、 その 

人はいいました。 

体臭は人種によってちがうもので、欧米人は、黒人のにおいはヤギのにおいだといってこれを動 
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物扱いしますが、黄熱病をばらまく仲だちをする力は白人の体臭を好むといわれています。体臭は 
また、 個人によってもちがいますが、そのことは、ィヌが犯人を追跡することでもわかります。 

むかしハィンリヒ三世は、属国の王妃のあせのついたハンヵチで顔をふいて急に慕情の炎をもや 
し、 千里の道を走ったといいます。わきがはとくべつの体臭で、思春期にいちじるしく、日本では 
きらわれます が、 欧米人にはむしろふつうのことだとされています。 

ところで、この体臭はどこから発散して くる もので しょうか。 それは皮腐と粘膜からでて くる も 
のです。 ！ 

あせのでる腺 や、 脂のでる腺からにじみだしてくるにおいに、 口 や*の粘膜からでるにおいがい 
っ しょに なって、 特有のにおいがでてくるので す。 

若い者では、 男と 女のにおいがちがって おり、 それがはっきりわかる のは、 体奥と性的機能との 
あいだに、深い関係があるからです。 たとえば、 あせをだす腺のなかには思春期になってはじめて 
活動するものが あり、 わきの 下、 乳の まわり、肛門、 性器などではことにめだち ます。また、 脂を 
だす腺 もこの 時期には分泌が さかんになります。 

しかし、やがて元気のおとろえる年®になるとこれらの活動もよわくなってし まう ので、老人で 
はあまりにおいがちがわなくなります。 

これは人間だけでは なく、 ほかの動物についてもいえることで、生殖活動をいとなむころの動物 
が、 さかんに相手のにおいをかぎ歩くことは、だれでも知っているとおりです。ある詩人は、思春 
期の人は ジャコ ゥの香りがするといいました が、 異性のにおいを感じない人は、もはや ジャコ ゥの 
香りを発散しない 人でしょう。 
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かんづめのよしあしは、ど-一 かんづめは長いこと保存がきき、いつでも、好きなときに食べること 
のようにして見わけるので I 一ができます。また持ち運びにも便利で、负事の手問もかからないので、 
し一'力 M さかんに利用されていますが、かんづめを買うときに困ることは、かん 

II の中味が見えず、また、味をためしてみることもできないことです。そ 
れで 、買う ときにも、はたしてよい品なのかどうかわかりません0 

尊門家がかんづめのよしあしを見わけるのには、いろいろな方法があります が、 それにはとくべ 
つの装置をつかわなければなりませんから、ふつうの家庭ではできません。しかし、わたしたちに 
も、 だいたいの見きわめはつきますから、 r ( うときには、つぎのようなことに気をつけて選びまし 
よう Q 

まず第一に、かんの外がわがきれいなものを選ぶことです。かんがさびていたり、レッテルがよ 
ごれていたり、ふたのつけねから汁がでているようなものはいけません。 

また、かんの形がゆがんでいたり、ふくらんでいるものはいけません。かんがふくらむのは、 中 
でばいきんがふえて二酸化素ができたり、かんの内がわがくさって水素ガスができているためで 
す。かんづめは中が真空にしてありますから、かんのふたがよくひきしまっていて、いくらかへこ 
んでいるようなものが上等です。よいかんづめ は、 ふたを指ではじくとヵンヵンと澄んだ音をだ 
し、 かんの胴のつぎめを親指でおすとへこみます。 

むかしは、売れのこって、ふくらんだかんづめなどをときどき見かけることもありましたが、 こ 
のごろでは、かんづめをつくる技術が進歩したことと、需要が増加したことによって、ふくらんだ 
かんづめなどはめったに見られなくなりました。だいたい、かんづめは三年や五年たってもわるく 
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調理のしかた 


なるものではありません が、 しかし、ミヵンのかんづめなどは、古くなる と、 かんのにおいがうつ 
って味がおちます。 

それでは、新しいほうがよいのかとい うと、 そうとはかぎりません。水煮したもの以外は、いっ 
ばんに日がたったほうが味がなれてきて、おいしくなります。味つけしたものは一力月以上、シ 
ロップ漬けは三力月以上、油漬けや肉類は製造してから一年以上たったものがおいしくいただけま 
す。それで、いつ製造したかをしらべてから 買う とよいで しよう。 

かんづめの製造年月日は、かんのふたを見るとわかります。かんのふたには記号が三段にきざま 

れています。いちばん上の段は中味が何であるかをあらわして 
います。そのうち、左の二字は品名で、三字目は何をくわえた 
かをしめし、四字目は形をあらわします。また二段目はどこの76 
工場でつくったかを、記号でしめしています。三段目が製造年 
月日で、かならず四字であらわし、はじめの一字は年をしめ 
し、 二字目は 月、 三字目と四字目は日をしめしています。たと 
え ば、 上図では、第一段目の P W はモモの白 肉、 Y は糖液溃 、 

M は中形ということです。二段目は工場の名を記号であらわし 
たもので、工場は千以上も あり、 それぞれ記号によってあらわ 
されます。三段目のいちばん左の数字は西暦の末尾の数字で、 

6は一九六六年の六です、つぎの2は二月の 二、 三字目と四字 
目の10は十日の十です。つまり一九六六年の二月十日につくっ 




★ 

1 〜 9 1 月から 9 月までは f 

そのままの月の数字 g 
0 10月 月 

Y 11月 日 

Z 12月 

01〜09 1日から9日までは 

その日の前に0をつ 

ける 

11〜31 11日から31日までは 

そのままの日の数字 


S J 
J C 

CS 

MK 

PS 

BT 

WH 

CH 

OY 

WL 

CRB 

BEC 

MT 

MS 

NO 

AW 

PR 

B S 

A JM 

S JM 

CR 

CW 

CY 

BP 

LP 

OS Y 

LT 

MAL 

PY 

PW 
L JM 

MO 

RM 


力 

タラ 

サ 

サ 


ソ 


才 


ケ 


ク 

イ 

力 


グ 

ジ 


ス 

p 

ラ 

力 

キ 


グ 


コンビーフ 

牛肉やまと煮 

マツ タケ 
マッシュルーム 


ナ 


メ 


アスパラガス 
グリン ピース 

タケ ノコ 

アンズのジャム 
イチゴのジャム 

ォゥトゥ（赤） 

〃 泊） 

〃（柄付） 

西洋ナシ（バート） 
// (ラフランス） 
パイナップル 
ビ ヮ 

オレンジママレード 

+ + ( 黄） 

” (白） 

リンゴのジャム 

ミカン（温州） 

フルーツみつ主め 



調理のしかた 
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たといぅことをあらわしています。なお、記号の例をしめすと、 

★品名 
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記憶術の；!訣はどこにある 学生街に いくと、 記憶術の本を売る 人が、 巻紙の長いのに数字をなら 
のでしょう か。 ベて書き、それを順々に間違いなく復唱してみせています。 

若い ころ、 物の名前をいわせて、それを順々に復元してみせる仙人か 
ら本を買ってみたら、自分のいちばんよく知っている街を頭にえがいて、相手のいった物を順に一 
つずつむすびつけて記憶すればよいと書いてありました。 みひひ、 J 、‘ 
数学の先生は、; R 周率を何十けたも暗記していますが、それは、たとえば「三日四日生くに無意 

が、いや^!なくみ&や読む . 」というような文句にしておぼえているようです0 

専門家の頭のなかには、専門の知識が整然と記憶されている でしょう。 たとえば植物の分類学者 
の頭には、あらゆる植物の形態や性質がきざみこまれているで しょうし、 化学者の頭には多くの薬 
品の用法やその化合物、反応などが記憶されている でしょう。 

専門外の ものからみれば、まったく驚くべきことですが、その 人たち は、 それを 記憶す る さいに 
は、 一度でおぼえこんで しまったわけではないでしょう。 必要な ればこそ、 よく おぼえられた ので 
しょ.うし、何回もくりかえ しくり かえし、おなじものに ぶつかって いるうちに、 正確さを くわえて 
いったのでしょう。 

暗記するばあい、 よく おこなわれているのは、なにかに関連づけておぼえる方法です。たとえ 
ば、 三七五一番の そば 屋の電話を ミナコィなどと おぼえるたぐいです が、 関連づけられるものばか 
りで もないので、外国語の単語 や 歴史の年代の多くはくりかえしておぼえるよりしかたないでしょ 
う。このばあい、一時間ぶっつづけに唱える よりも、 あいだに休みを入れて、十分ずつ六回にわけ 
.てくりかえすほうがず っと 効果のあることは周知のことです。 
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口上をいいつかっ た 小僧さん が、 それを唱えながら急ぐ とちゅうで、 JII を r とっこいしょ」とま 
たいだら、いつのまにか「どっこい しょ」 にかわってし まって、 どうしてもかんじんな口上が思い 

9 9 00 

だせなくなったという話がありますが、ころんだ ひょうし に忘れてしまったなどということは、 わ 
たしたちにもよくあることで しょう。 - 

ころんで忘れるようなことは、理解の外にあるか、あまり必要のないことです。記憶の秘訣はよ 
く忘れることにあるといいます が、 これはたしかに一面の真理です。 

大脳にある細胞の数は、人工頭脳の真空管の比では なく、 百六十億もあるといいます が、 いらな 
いことまでいちいちおぼえるのには、それでもなおたらないでしょう。 

お客を招待した学者が、客に見せようとしてさがし物をしに書斉に入ったとたんに、客のあるこ 
とを忘れて研究に没頭したなどという話 もありますが、 これなどは忘れる こと もはなは だしい 例で 
しょう。 人の氏名をよく忘れる人が いますが、 一度会った人の氏名をよく記憶す る 才能は実業家の 
資格の一つだとい います。 

さて、 記憶術の秘訣を、その道の先輩諸氏にたずねてみました が、 二宮金次郎式の努力によるの 
が最良の方法だということで、記憶術の本に書いてある記憶術は、記憶術を記憶すること肉体がな 
かなかたいへんだろうという結論でした。 

雌 

傷をつくる と、 どうしてぐ 人間は万物の霊長だなどといっていばっていますが、じつは人間ほど 
りぐりができるのでしょう 弱いものはないといってもよいでしょう。蹤锣の雑草はふまれてもなお 

茂り、 下等な動物はたいした保護をしなくてもなおほろびることも あり 
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リンパ腺はこのように分布している。 


ません0 

この 世界には、人間 
が住めるくらいですか 
ら、さまざまの 生物 も 
住み、多くの病原体も 
はびこって います。 そ 
して人と病原体とはい 
ろいろな機<®にふれあ 
ってい ますが、 ふれあ 
っているだけでなく、 

ときには、病原体は人 
間のからだの中にまで 
もはいってきます。そ 
れにたいして、人間は 
とぅぜん 自分をまもる 
必要があります が、 病 
原体の侵入は五感です 
ぐにそれとわかるもの 
ではありませんから、 
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白血球は血馆からぬけだして，ばいき 
んのまわりに染まり,原形質を足のよ 
うにのばして，ばいきんをとりこんで, 
とかしてしまう。 



中央にあるのが白血球 


を防ぐのにひとやく買っています Q 

それから、からだの内面、たとえば 口、 鼻、 
のどなどの内がわの表面には粘膜があり、总 


もし人間のからだに、これらのものからからだをまもるしくみがなければ、 たえず大変な ことが も 
ちあがることでしょう。 

しかし、 幸いな ことに、 人のからだには病原体の侵入を防ぐためのいろいろな しくみが あります。 
その第一は皮膚です。皮膚の表面はヶラチンというものでおおわれていますから、ふつうの病原体 
は、 これから中にはいることは容易でありません。また皮膚からでる汗やあぶら も、 病原体の侵入 
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愆あとがいくらかのこ 
っている部分を 


て， 


細胞が傷口をうめてか 
らみあう。 







白血球はうすい壁の血管を自由に出たり入ったりすることができ, 
体内に侵入してくる異分子をとりころす役目をしている。 


にはさらに鼻毛がはえています。ですから、空気中のばいきん 
は鼻毛にひっかかり、粘膜の粘液につかまえられてしまいます 
が、もし そこを通りぬけたと しても、 気管や気管支でつかまえ 
て、 痰として外にだしてしまいます。また食物といっしよには 
いったものは、たいていは胃の中の液で殺されてしまいます。 

しかし、けがをしたときなどには、皮府や粘膜が傷つくので 
病原体はそれより内がわにたやすくはいってきます。こんなと 
きには、わたしたちの血管の中を流れている血液の中から、液 
が毛細血管のうすいかべを通してしみ だし、 その中の白血球が 
ばいきんを食い殺します。もしばいきんの力のほうが弱ければ、 
ばいきんはみな殺しにされてしまいます が、 強いと、さらにば 
いきんと戦うためにべつの細胞があらわれてきて、ばいきんを 

ベます。 

ふつうのけがはこれでおさまりますが、ばいきんが強くても 
っとふえる と、 リンパ管の中にあらわれてリンパ腺にきます。 
リンパ管は毛細血管とおなじ か、 それよりもすこし太いくらい 
の管で、リンパ腺はその要所要所にあるァズキつぶくらいの大 
きさのものです。くび、わきの下、もものつけねなどにあるの 
は、けがをしたとき、とくにめだってはれたり、いたんだりし 


S3 



ますから、位置がよくわかります。 

リンパ腺の中にはばいきんを囊ベる細胞があって、ばいきんが入りこむ と、 さかんにふえて、ば 
いきんを食べます。手や足をけがした とき、 わきの下やもものつけねにぐりぐりができるのは、そ 
の部のリンパ腺にこのばいきんを t ベる細胞がふえるためです。 

北枕に寝るとわるいといい わたしは、そういうことにはむとんじゃくです が、 それをたいへん気 
ますが、 なぜで しよう か。 にする人もい ます。 講習会に招かれて、友人といっしょに旅をしたら、 

彼は北枕を気にして、行くさきざきの旅館で、きまって女中さんに、北 
枕でないかどうか念をおしていました。 

二千五百年もむかしのことですが、話によると、お釈迦さまは八十才という高齢であったのに、 
たった一人の新子を速れて布教の旅にでられました。そして拘尸那城の郊外の河のほとりまで来ら 
れた とき、 病気にかかりました。 

そこで、沙羅の樹の間に身を横たえて休まれましたが、疲れきっていたうえに、すっかりおなか 
をこわしたので、ついにもとのようなおからだにはかえらず、弟子にみとられて入滅されました。 
そのときの姿勢は、右ひじで 伏し、 頭は北のほうにむけ、顔は西のほうにむけておられたというこ 
とです。 

このようなことから、仏教を信じる人たちは、枕を北にするのは臨終のときの行儀作法だと考え 
るようになり、日本で も、 死者を寝かすときには、かならず北枕にするようになりました。 

フグのなかでも毒のはげしいことで有名なキンチャクフダのことを、別名、キタマクラといいま 
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すが、 これ も、 食べればたちまち死んで北枕になるというところからつけられた名です。 

死ぬことは、人間のいちばんきらいなことなので、まだ死なないうちから北枕の死者あつかいに 
されるのは、だれもよい気持ちがしないで しょう。 北枕に寝るとわるいという根拠は、このへんに 
あるのでしょう。 

ところで、いつであった か、 北枕には科学的な根拠があるといってさわいだことがありました。 
からだを南北に横たえて寝ると健康によいとか、いや、長生きをしないとか、なかなかにぎやかな 
ことでしたが、理由は地球の磁力線の影#をうけるからだとか、地球の自転の軸に平行のため、血 
液の循環がどうにかなるとかいうようなことでした。しかし、いまでは、そんなことはいわなくな 
りました。 

このあいだ、結婚の® 1 > s ® i に招かれたら仲人やら親がわりやら先輩やらがたくさんいて、新郎の 
父親が新夫婦に「お前たちはこれら多くの人たちのほうに足をむけて寝てはいけない」とさとしま 
した。私はそれを聞いて、新郎新婦を気のどくに思いました。なぜならば、あんなにいくつもの方 
向に鬼門があったのでは、足をむけるべき方角がないだろうと思ったからです。これでは、新夫婦 
はひと晚じゅう、枕をかかえて立っていなければならないでしょう。 

北枕が気になる人は、ほかの方角に頭をむけて寝るよりしかたありませんが、そんなことを気に 
する よりも、 部屋のつごうを考えて、できるだけらくに寝られるように床をとり、部屋を清潔にし 
て、 換気をじゅうぶんにするなどのことに気をくばるほうがもっとたいせつなことで しょう。 

なお、日本では、いちばんよい部屋は客間にし、寝室にはあまり上等でない部屋をあてますが、 
一生の三分の一以上をすごす寝室にこそ、もっともよい部屋をあてるべきです。 
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キノコには 栄養が あ ^ でし 人間がはじめてキノコを食べたの 
よう力 がいつかははっきりしませんが、二 

千五百年くらい前には、もう食べて 
いたようです。はじめは穀物のみのりのわるいときに焚べたの 
でしよう が、 食べてみるとやわらかくておいしいので、さかん 
に食べるようになりました。それにつれて中毒事件もおこった 
ので、 ロー マ時代にはキ ノコを あまり炎べさせないような法律 
ができたくらいです。 

今口の ように、 どの キノコが tJ - n になり、 どれが毒 キノコで 
あるかがわかるまでには、きっとたくさんの人が毒にあてられ 
て死んだことで しよう。 

ところで、食用になるキ ノコは、 たいそう栄獍があるものだ 
と思われていました。キ ノコの 大きくなるのをみると、わずか 
の [ HI にぐんぐんのびます◦それで、これはなにかとくべつ栄養 
になるものをふくんでいるにちがいないと考えたのです。その 
うえ、かくべつよい香りをもっているので、一時は、牛肉より 
も栄養価の高いものだとされていました0 

ところが、科学がすすんで、分析してみると、野菜類くらい 
の成分しかふくんでいないことがわかりました。たいていのキ 


86 


しいたけ 



ノコは 大剖分が 水分で、ヵロリーはあまりありません。その後、ビタミンの研究がすすしで、 キ， 
コの中にはビタミンのあることが わかって きました。たとえば、ツイタケのなかにはエルゴステリ 
ンというものがふくまれています。 . 

エルゴステリンは紫外線があたるとビタミン D になるので、日光で乾かした干しシイタケのなか 
にはビタミン D がたくさんできています。それで、日当りのわるい地方に住んでいる人には すぐて 
た^. W といえます。 

また、中 K 人は料理にシイタケをたくさん使いますが、これを焚べると長生きをして、病気に ぃ 
からず、暑さ寒さにもつよいといっています。いまから二十年前、マッヵ—サー司令部は日本政府 
にシイタケを塒鹿するように命令しましたが、これは、欧米人のかかりやすいクル病をのぞこうと 
考えたのでした。 

このほかにも、キノコ類にはビタミン3 2 その他がふくまれています。 

日本にはキノコが一、〇〇〇 種類 以上ありますが、ほんとうに有毒な 
ものはすくなく、たいていのものは食用になります。テングタケ、アセ 
タケ、イッポンシメジなどのなかまや、ツキヨタケ、ワライタケ、ヤブ 

シメジ、ニガクリタケなどは毒キノコとして有名です が、 毒 I 3 C 分丈 キノ 

# 

コによって ちがいます。神経系を おかすものも あれば、消化器官に惡影 
# を およぼすものもあり、ひどいときには死ぬ こと もありますから、知らないキノコは食べないよ 
うにす る ことです。 


キノコを食へるとき「ナス 
といつしょに煮て食べれば 
あたらないといいますが、 
どうしてでしょう か〇 
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むかしから、毒キ ノコに 中毒した ときには、 ナスの味噌汁を食べると毒をけすとか、ナスといっ 
しょに 煮て食べればあたらないとかいい伝えられていますが、それがほんとう かどう かははっきり 
しません。 したがってナスの どのような 成分がはたらくのかもは っきりしません。 

ナスはむかしから民間薬としてもちいられ、茎、葉、果実の煎汁はしもやけ、いぼ、にきびなどをな 
おすといわれていますが、灰分が多いので、あまりたくさん食べると害があるともいわれています。 

なお、 キ ノコの 毒にあてられない方法として ナスの ほかにもいろいろの俗説があります が、 科学 
的に信頼のおけるものはなく、ぜったいにあてられない方法は、食べないことです。 

気ぶんのかわりやすい人を | ここでお天気やというのは、気象庁の予報官のことではありません 0 
お天気やさんといします 会社の部課長さんや奥 さま 方によく ある、 気分屋のことです。この人た 
るので 一よ9 r M 0 ^ 気やか あちには ときどき、 気分の波がおしよせて^ます。ノ ィロ 1 ゼのこうじた 

友人を、精神病院に連れていったら、診察した知名の先生は「今の世の 
中にノィローゼでない者なんか一人もいないよ」といいました。 
わたしは鈍感だから、あまり感じないけれども、だれにでも、きょうは気分がよいとかわるいと 
かいう日はあるものらしく、朝、目をさましてからでも、布団の上にじっとすわって、あらため 
て、 しばしの間うつらうつらしないと一日じゅう気げんがわるいなどという人もいます。ほんとう 
の天気に支配される人もいるでしょう し、 消化器のぐあいや、運動不足、疲労などによって、気分 
がよくなったりわるくなったりすることもあるでしょう。しかし、せんじつめれば、気分の波は、 
すべてホルモンのはたらきによって左右されるものだとされています。 
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アメリヵで、 ある鉄道 エ 

員が重傷を 負って入院しま 
した。 彼は片腕を なくしま 
§ したが、いっこう気にせず、 
^ 入院 中は まことに 上気げん 
g でした。ところが退院して 
泌からは、 地位 もあがり、 収 
^ ' A もふえたのに、すっかり 
S うつに なり、 恋人との婚 
約までもとりけしてしまい 
ました。 

医師は、これは、 彼の入院中が ちょうど 気分の山に あたり、 退院後が気分の谷に あたって いたの 
にちがいないと 考え、 それから何年間 も、 この患者について精密検査をつづけました。 

そして、気分の 波は潮の干満の ように 規则 正しくめぐってくるが、 それは精神的な原因から くる 
のではなくて、肉体的な原因から くる ものである ことや、 からだの エネ ルギーの生産消費は、三〇 
日から三 六日を周期として 消長す るが、 生産が消費を こせば 気分は よくなり、ぎゃくに 消費が生産 
を うわまわれば気分がわるくなることを明らかにしました。 、 

そして、このようなユネルギーの消長は甲状腺、脳下垂体、副腎、生殖腺などから分泌するホル 
モンによるものだとされています。 ... 
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牛乳はなぜ白いのでしょう 乳汁は乳児を養うためのもので、乳汁を飲んで生育する動物は、動物 
力。 のなかでもっとも高等な哺乳類だけです。 

i 成分は大部分が水で、少量のたんぱく質、乳糖、脂肪をふくんでい 
て、 それは乳児の体成分を補給する完全な食品です。 

乳汁をけんび鏡で見ると、無数の小さい脂肪の球がうかんでい 
ますが、その数は、一立方ミリメートル中に、牛乳では二百万か 
ら六百万、人乳では百万ないし百五十万をみとめることができま 
す。乳汁が白色に見えるのは、この無数の脂肪球が光にあたって 
光を反射させたり散乱させたりするからです。 

脂肪は水より軽いので、たとえば、牛乳をそのままにしておく 
と、 脂肪球がだんだん上のほうに集まって クリームが できます。 

また、バターはクリームを原料にしてつくったもので、その八割くらいは脂肪です。これらのもの 
が白色であることからも推定できることですが、乳汁には、このような脂肪の小さい粒がたくさん 
ういているので白いのです。 

牛乳にビタミン C を補給しようとして、レモンやミカンの汁を入れる 
と、 かたまることがあります。 

それは ミ カン汁の中にふくまれている酸によって牛乳のなかにふくま 
れているカゼインが凝固するためです。かたまった牛乳は、見た目には 


牛乳とミカンをいつしょに 
食べてはいけないといいま 
すが、なぜでしょぅか 
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気持ちのよいものではありません。牛乳とミカンをいっしょに食べてはいけないというのも、もし 
同時に食べれば胃の中で牛乳がかたまるだろうから、からだによくないにちがいないと考えてのこ 
とでしょう。それで食べあわせの一つにあげられているのでしょうが、牛乳は胃液によってもかた 
まりますし、かたまったからとて、べつに有毒成分を生じるわけではありません。学者の研究によ 
ると、牛乳とミカンとを同時に食べてもほとんど影響がないということです。 

ギンナンは毒だというの ギンナンは風味がよいので、寄せ鍋や茶碗蒸しなどに入れて食用にし 
は、 ほんとうでしよう か。ていますが、食用のほかにもせきどめ薬としても用いています0 

ギンナンはィチョゥの種子の胚乳の部分で、外がわには肉質の種皮が 
ついています。種皮は粘液に富んでいて特有の臭気があり、粘液が皮膚につくと炎症をおこすことぬ 
もあります。 

昭和十五年の秋、天皇が東大へ行かれたときには、名にしおうィチョゥ並木から、もしもギンナ 
ンが落ちてきて失礼があってはならないと、小使さんたちが総出で毎日長い竹竿をふりまわして落 
としたものでしたが、おかげで一同赤かぶれになりました。これはギンゴール酸、ビロボールなど 
をふくんでいるためだとされていますが、胚乳の部分には、でんぷんのほか、わずかばかりのたん 
ぱく質、脂肪等がふくまれており、とくに有毒なものはふくまれていません。ですから毒だという 
のはあたりませんが、しかし、あまりたくさん食べたり、なまで食べたりすると下荆をおこし、と 
きには重態におちいることもあるそうです。 


くしゃみは、 太陽を見る と 太陽を仰ぐとだれでもくしゃみをするというわけではありません。と 
どうしてでるのでしょう きどきこのような人がいるのです0 

力 いったい、くしゃみはどんなときにでるのでし ょうか。 

いま、何かが鼻の中の粘膜をしげきすると、これを神経が® iMr につた 
えます。すると、すぐに延髄からほかの神経をつたって呼吸をする筋に急に命令がきます◦それが 
くし ゃみとなってあらわれるのです。 

くしゃみは鼻の中に入ったごみをだすときにでますが、鼻の粘膜はたいそう敏感ですから、歡 M 
や冷たい空気などのちょっとしたしげきでもでます。むかしから、くしゃみがたくさんでるのは、 
どこかでその人のうわさをしているからだといっていますが、こんなときはカゼのはじまりですか 
ら、用心しなければなりません。太陽を見た ときく しゃみがでるのは、強い光が鼻の粘膜をしげき 
することと、目にはいったまぶしい光のしげきによって、涙がでてきて、それが鼻の粘膜をしげき 
するためだと考えられています。 

太陽を仰いだときのくしゃみは一度だけで二度、三度とつづけてはでません が、 これは太陽の強 
い光になれるからです。粉石鹼の袋をあけたとき や、 線香の煙をかいだときなどに、くしゃみをだ 
す人はたくさんいますが、耳垢をとるために耳かきをつかう と、 くしゃみのでる人 もあります。ァ 
フ d 力にはしげき性のガスをだす木が あり、 この木はかんなをかける大工さんたちに、しきりにく 
しゃみをするのでくしゃみの木とよばれています。 

くしゃみは、あくびのようにかみ殺すわけにはいかないので、たいへんな姑 g をした人がありま 
す。いまから三十年くらい前のことですが、ポーランドの元帥の生誕祝賀会の席上で、一軍人が大 
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きなくしゃみをしました。元帥がたいそう怒ったので、地方裁判所はこの少佐を不敬の罪で罰金二 
十円に処したそうです。また、，めずらしい例です が、アメリカ -¢0ある女学生が一分間に一つくらい 
の割合でくしゃみをして、それが何日 も つづいたことがあります。こんなことがほかに も二、 三 あ 
つたので、そのお医者さんは、くしゃみは何かばいきんがついておこす病気にちがいないと見当を 
.つけ、このばいきんを見つけ、警察に売りこんで催淚ガスのかわりに使っても らおう と一生けんめ 

い •■» 究しました が、とうとう ばいきんが見つからなかった、などという笑い話 もあります。 

( # 

薬にはいろいろあります I これは四月バカの話ではなくて、この前の選挙のと きのこと ですが、 
が、バカにつける薬はない •ある 製薬会社の社長が立候補して、「わが社ではありとあらゆる薬を製 
のでしよう 力。 ，造して皆さまの病気をなおしています。しかし、ただ一つだけなおせな 

一い病気があります。それは貧乏という病気です。しかし、ご安心くださ 
い。貧乏の^|ダなおそうと思う人は、なにとぞ私に淸き一票を投じてください。当選のあかつきに 
は私がその貧乏をなおしてさしあげます」と熱弁をふるった話を聞きました。 

:•まったく、薬の種類には ありと あらゆるものがあります。 ふとり薬 あればやせ薬 あり、 wffi 剤あ 
れば鎮静剤ありです から、 むかしは「バカは死ななきゃなおらない」とうたわれ、「バカにつける 
薬はない」といわれた、そのバカにつける薬があっても よさそう なものです。 

.事実、何年か前に「頭のよくなる薬」を売りだしたところがありました。頭のわるい人がのめば 
頭がよくなるというのですから、どんな重宝なものはありません。 ところが、 売れ行きのほうはい 
っこうこふるわず、まもなく姿をけしてしまいました。 ' 
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r ハカにつける薬を必要とするのは、いったいバカかりこうか——お金をだしてまで薬屋に恥を 
かきにいくことはない」とでもいうのでしょうか、バカにつける薬を必要とする人はあまりいなか 
ったようです。 

ところが、このごろになって、頭脳をよくする食物という問題がしばしばとりあげられ るよう に 
なり、米飯を食べるとバカになるとかならぬとかいう論議もたたかわされています。 

それはともかくとして、人間の脳ほどすばらしいはたらきをするものは なく、 それだけに脳は非 
常にたくさんの酸素を消費します。脳の酸化作用にはグルタミン 酸、 リン脂質、リン、ビタミンな 
どが必要ですから、頭のはたらきをよくするには、これらのものを多くふくんだ 食品、 たとえば牛 
乳、 卵、 肉、魚、 パン、味噌などをとることがたいせつです。 

むかし乃木大将は台湾総督に就任した とき、毎日、日⑺丸 弁当を持参して範を垂れた ということ 
ですが、政治の貧困のゆえに、くる日もくる日もご飯にたくあんだけの食事では頭脳の疲れは101復 
しません。 

頭のよくなる薬として脚光を浴びているのはガンマ •アミノ 酪酸で、これは アメリカの 学者が発 
見したもので、なお研究の途上にあります が、 脳神経のはたらきに関係のある ことが わかってから 
急に注目されてきました。 

ある学校で特殊児童をつかってためした結果に よると、 ガンマ •ア ミノ酪酸を 一日 三グラムずつ 
四力月つづけてあたえたら、学業成績がよくなったといいます。 

また記憶喪失症の患者にあたえると、記憶を再現させることができることもわかりました。精神 
異常はいまでもなおすのがむずかしい病気ですが、この病気の前途にも明るい光が見えはじめた® 
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じです。 

外国の本に、日本人が貧しい生活をしているのに健康なのは、入浴好 
きのせいだと書いてありましたが、入浴はからだを強くし、精神をさわ 
やかにします。ことに 冬、 からだが冷えて、皮膚も血管もちぢんでいる 
ときのひと 風呂は、 からだが温まって、このうえなく爽快です。しかし 
急に熱い湯にとびこんだり、熱い湯からでて冷たい外気にふれていたりしてはいけません。こんな 
ことから、感冒にかかったり、あるいはお風呂で倒れでもしようものなら、それこそ風呂ぎらいの 
人から、「垢で死にたるためしなし」などといばられます。 • 

風呂屋の薬湯は、このごろでは、都会ではほとんど見られなくなりました が、 田舎にいけばいまな 
お見られ、ときには、あまりにもにごっていて気持ちのわるいようなのもあります◦薬碭に入れる 
浴剤にはいろいろあります が、 薬湯はいずれも血行をよくし、新陳代謝をさかんにして、からだが 
よく fi まるのにききめがあることになっています。たとえば、家庭の風呂にも使う「湯の華」 は、 
鉱泉の沈澱物を集めたもので、温泉に湯治にいったのとおなじききめがあると宣伝されています 
が、 はたして広告どおりのききめがあるかどうか、そのへんが明らかでありません。しかし 、 fli 泉 
の快適な気分をしのぶ役にはたつかもしれません。 

薬湯に類するもので、もっとも豪華なのは牛乳風呂、酒風呂などでしょう。保温のためには塩湯 
が有効です。浴剤としては、五月の節句の菖蒲湯の ショウ ブをはじめとして、モモの 葉、 ュズの 
葉、 イチ ジタ、 マタタビ 、ミ カンの皮なども知られていますが、ダイコンの葉をかげぼしにしたも 


薬湯(お風呂の)はどんな 
ききめがあるので しょう 
か。 
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のは、もっともからだを温めるききめがあるといわれています。 

これらについても、 まだ科学的な検討が十分 すんでいないので、はっきりした ことは いえません 
が、 口のわるい人は、 薬湯は 風呂のよごれをカム フラージュ するくらいのききめしかないな どとも 
いいます。 

薬学大会に学者が報告したものを見る と、 客のたてこむ夜八時から あとの 湯の よごれはことには 
なは だしく、 一〇〇立方センチの浴湯の中には大腸菌だけで も五、 六 万、 その他の 細菌の数は数百 
万から一千万にも達する といいます。 それで薬を入れて消毒して いるところも^はくらいです。 

このあいだ、旅行をして、ある温泉に泊ったら、付近の農村でナラの木を小さなさいの目形にき 
ざんでいました。いまごろ木炭自動車の燃料でもあるまいと思ってたずねてみたら、これが薬湯の 
薬だということでした。こうしてこまかくきざんだものを入れて風呂をたくと、ナラのあくがでて 
薬らしい色になるのだ——と、そこの人たちは説明してくれました0 

口のくさい のは、 どうして 人にはそれぞれ特有のにおいが あります。また、 においにたいする好 
でしよう か。 き、 きらい もあります。 . 

それで、香水の香りだけでカーテンのかげの人がだれであるかわかる 
し、手紙に封じた香りで発信者をあてることもできます。 

人それぞれのにおいのなかでいちばん特徴の ある、 しかも強いにおいはわきがでしょう。わきが 
は日本人の好みにはあいませんが、外国ではむしろ魅力の一つにかぞえられています。わきがにつ 
ぐのは口臭ですが、こればかりは、さすがの 欧米人 もたまらないとみえて、何千年も前から、その 
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消し方には苦労したよぅです。 ょ？！ 

香水をつけたり、風を送ったり、木の葉をかんだりしました。このごろの人は葉緑素でつくった 
薬をのみ、数千年前の人は木の葉をかんだなどは、おもしろい対象だと思います。 

口のくさくなる原因のいちばん主なものは、歯の病気です。それから義歯。これらは歯の治療を 
し、 口のなかを清潔にし、よく歯をみがけば防ぐことができます。 

また口腔ガン、胃ガン、糖尿病、尿毒症、それに熱の高い病気のときにもくさくなりますが、病 
気をなおせばにおいもなくなります。 

べつに病気はないのに、口がくさいのは中年の人です。せっかくのロマンスグレ ー も、 口がくさ 
くてはぜんぜん艶けしです。 

口のにおいは自分ではわかりませんが、夫や妻や、他人でもとくべつ親しい人にはよくわかるは 
ずですから、たがいに注意して、人に不快の念をあたえないようにしたいものです。 


ぐるぐるまわってからとま ネコの四つ足をつかんで、あおむけにつるしてから、パッと手をはな 
ると、 どうして目がまわる してみたことはありませんか。ネコはけっして地面に頭をぶっつけるよ 
のでしょうか うなことはしません。空中で身をひるがえして、足から先に地面につき 

ます。 

このようなふしぎな力をもっているので、ネコは魔物だなどといわれるのですが、この秘密はネ 
コの耳にあります。もしネコの耳をこわしてしまう と、 ネコはどたりと落ちてしまいます。 

耳が音を聞く器官であることはだれでも知っていますが、耳は音を聞くだけではなく、からだの 
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位置がどのようになっているのかも知る器官です。わた 
したち人間も、からだの位置を知るのには耳で知りま 
す。ただネコはそれにたいしてとくに敏感だというわけ 
です。 

ふつう耳とよんでいる部分は顔の外にでていますが、 
これは耳のほんの一部分であって、これを耳かくとよん 
でいます0 

耳かくは、いわば音をあつめる装置で、動物はこれが 
自由にうごかせるので、音のするほうにむけることがで 
きます が、 人間では耳かくをうごかす筋肉が退化したの 
で、 頭 ごと 音のするほうにむける より ほかありません。 
しかし、 まれには耳かくをうごかすことのできる人もい 
るよう です。 

耳かくから中に入ると、いわゆる外耳道で、その奥に 
鼓膜が あり、 その中は中耳です。中耳は音をつたえる装 
置で、鼓膜が音波によって振動すると、それを三十倍ぐ 
らいに大きくして、内耳につたえます。内耳は三半器管 
と前庭のうと蝸牛殼からできていて、その間にはリンパ 
液がみたされています。このリンパ液の中には細い毛が 
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海草のょうにゆらいでいます。 

内耳に音がつたわるとリンパ液が振動し、それが蝸牛殼で大小高低などに整理され、神経にょっ 
て大脳の聴覚中枢というところに運ばれるので、それで音を感じるのです が、 それでは、からだの 
位置は耳のどこで知るのかといいますと、それは三半器管と前庭のう で、 リンパ液の中にゆらいで 
いる毛は、からだの位置を 1111 
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からだが平衡をうしなうと半管リンパ液がうごいて，中 
にゆら I 、でいる毛をおすので神経がはたらき，正しい姿 
でないことをしる。 


がうごいてリンパ液は毛をおします。それで、からだの位置を感ずる細胞がしげきされ、からだを 
まわしたことがわかるわけですが、ぐるぐるまわりつづけると' リンパ液もぐるぐるまわります。 
それで、毛もそれにつれて、おなじ方向にむき、おされていないのとおなじようなことになりま 
す。それで、からだがまわっているときには、まわっているという感じがなくなります。 

ところが、このとき 急に足を とめてまわるのをやめるとどうでしよう。 毛は とまりますが、リン 
パ液は液体です から、それと 同時に ぴたりととまるという わけには いかず、« 性に よって、なおし 
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ばらくの間はぐるぐる流れつづけるでしょう。それで毛はリンパ液におされます が、 いままでとは 
ちがって、リンパ液の流れにさからうような形になります。それで、リンパ液のまわるのがとまる 
までは、いままでとは反対の方向にまわっているかのように感ずるのです。 

修 

クロダイを食べる と、 どう クロダイはかわった魚で、若いときにはオスばかりですが、大きくな 
して産婦の血が荒れるので ると オスから メスに かわるものがでてきます。いかに新しがりやの人間 
しう力 でも、 男だったものが完全に女性にかわって子を生むなどという芸当は 

できないでしょう。 

ずっ と 下等な虫になる と、 環節の 数が、 ある数より少ないものはオス で、 多いのはメスです。し 
かもそのメスを二つに切って環節を少なくするとまたオスになったり、オスばかり二ひきいっしょ 
に置く と、 どちらかが大きくなってメスになったりするようなものもあります が、 脊椎動物ではま 
れです。 

クロ ダイはいきのよい魚で、ときには生きたままで陸あげされますから、あらいにすることもで 
きます が、 卵巣と精巣は下病をするといって焚べません。 また、 地方によっては クロ ダイの肉は血 
を荒らすといって産婦に食べさせません が、また、 べつの地方では、そのぎゃくに惡血をはらうと 
いって産婦にすすめて食べさせます。科学的にはべつに根拠はありません が、 それはともかくとし 
て、クロダイの釣りはとてもおもしろいので、それに血道をあげて家庭争議をおこす人が多いと聞 
きます。 . 


102 



血液型にいろいろな型があ 血液にいろいろな型 
るのは、 S です か。 があるということが明 

らかにされたのは一九 
〇一年のことですが、それよりずっと前の十四世 
紀ころに書かれた中国の本には、人と人との血液 
をまぜる と、 かたまるはたらきが あると 書いて あ 
ります0 

中围では、ちがった人の血をまぜたり、骨に血 
をたらして、真の親子であるかどうかをたしかめ 
たということです。 

ふつうに知られている血液型は A 型、 B 型 、 A 
B 型、〇型で、この四つは血液型の基本の型です 
が、研究が進むにつれて、このような分けかたの 
ほかにも、尺ヒ型、“：2;型、？0^型など、いろい 
ろの型のあることがわかってきました。ある特別 
の 民族 だけしかもっていない型もあれば、ある家 
族だけしかもっていないという型もあり、现在で 
は、およそ四十種くらいの分けかたがあります。 

血液型は、指紋とおなじように、誰であるかを 
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血を提供した人の血液. 
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見きわめるとき や、 親子であるかどうかをしらべることに役だつばかりでなく、民族の研究にも利 
用されます。一見したところ、おなじように赤く見える血液が型で区別されるというのはふしぎな 
ことです が、 血液型は、一定の法則にしたがって、親から子に遗伝するもので、生まれてから後に 
変化するということはありません。 

血液型を決定するもとになるもの(因子)は七十種も あり、 血液型はそれが組みあわさってできる 
のですから、理論的にはとてもたくさんのちがった型ができるわけです。 

このように、血液型は親からうけついだものです が、 それでは、その親の親のまた親というよう 
に、もっと大もとまでさかのぼって、各人各種のちがいは、いったい、いつできたものかという 
と、 それはよくわかっていません。ただ、このような相違ができたのは、すくなくとも アミ ーバー 
のような下等な生物だった時代のことでは なく、 サルとおなじくらいに高等になったころにできた 
ものだろうと考えられています。 

血尿はスポ—ッ選手によく 血尿というのは、尿のなかに血のかたまりや血液がまじった尿です。 

% 

でるといわれていますが、 血尿はジン臓 炎、 ジン臓結石、ジン臓結核、あるいは尿のとおる道に化 
どうしてでしようか。01?性の病気があるようなばあいにでるものです。 

尿の性状は、食物、運動、過労、病気などによって多少かわります 
が、ふつうは、いくらか酸性です。健康な人の尿はすきとおっていて、わらのようなうす黄色をし 
ていますが、それは尿の中に色素があるためです。 

この色素の一日にでる量はふつう一定しています。それで水をたくさん飲んで尿がたくさんでる 
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ときには尿の色もぅすくなります。 

その反対に、水をあまり飲まないで汗をたくさんかくと、尿の量が少なくなるので、色も濃くな 
ります。熱のあるときは汗もたくさんでるぅえに、色素の量もふつぅよりも多くなるので、尿はよ 
けい黄色くなります。 

はげしい運動をしたり、つかれたときも、熱のあるときとおなじです。汗がたくさんでて、尿は 
少なくなるのに、色素の量がふえるので、尿の色は濃くなります。ときには褐色にみえる こと もあ 
ります0 

スポーッの選手の血尿といぅのは、このよぅなものをいったもので、もし運動したときにほんと 
ぅに血尿がでるのでしたら、それはきっと病気をもっているにちがいありません。 

ある種の薬を注射すると' 赤い尿がでたり血色素がまじって尿が赤くなることもありますが、ほ 
んとぅの血尿かどぅ かは、 けんび鏡での ぞいて、 赤血球があるかどぅかをみればすぐわかります。 
血色素のまじった赤い尿は、伝染病のときや火傷のあとなどにでることがありますが、これも病的 
のものです。 

紅白なま T は栄養上よくな 餅を食べる とき、 なますがあれば食欲はいちだんとすすみますが、す 

いと聞きました が、 ほんと こしぐらい 食べす ぎても、もたれることもありません。 

うでしよう ho 

このばあい、ニンジンとダィコンの紅白なますともなれば、見た目を 
たのしませてくれます。ところが、紅白なますはからだのためによくな 
いといぅ俗説が一部におこなわれています。 
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このようなことがいわれるようになった大もとは、ある学者が、ヵボチャ、キュウリ、ニンジン 
などのなかにはアスコルビナーゼというビタミン C をこわす酵素がたくさんはいっているというこ 
とを発表したことからはじまったようです。 

この酵素は、たとえばニンジンがそのままのときにははたらきません が、 すりおろすと活発には 
たらいて、ビタミン C をこわすようになります。それで、ダィコンとニンジンをおろしてまぜたも 
みじおろしでは、ビタミン C の効果が減るはずだと発表したのです が、 それをあるラジオ番組がと 
りあげて、「もみじおろしは栄養上よいか惡いか」という問題にすりかえ、「栄養上よくない」と 
結論をくだしたので、たちまち、もみじおろし有害説がひろまってしまいました。そして、それが 
もとで、紅白なますは栄養上よくないという趣説まで生じて、最初、発表した学者をひどくあわて 
させました。 

もみじおろしのばあいにはニンジンをすりおろすので、アスコルビナ ーゼが はたらいて、ダィコ 
ンやー ーンジンの中のビタミン C を一部こわしますから、たしかに減りますが、こわれるばかりでも 
ないので、全体からみると、ビタミン C の損失はそれほどたいしたことはありません。栄養によろ 
しくないなどとはもってのほかのことです。 

紅白なますのばあいは、ビタミン C の損失はもみじおろしよりずっとわずかで、日をおくにつれ 
て減っていくのはやむをえません が、 一、 二時間ではほとんど損失がありません。これは酢がビタ 
ミン C のこわれるのを防いでいるためでもあります。もみじおろしや紅白なますが栄養上よくない 
と ハう の 文、 ホウレンソウが有害だとい う 説とえらぶところがありません。 
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声をだすところは喉頭で、ふつう「のどぶえ」ともよばれて おり、 男 
なら首の外から見てもわかります。喉頭のとびでた ところの 内がわには 
軟骨が あり、 その中の二つの軟骨の間には声帯という一対の膜がはられ 
ています。 

声帯はふつうの一枚の膜のようなものでは なく、 筋肉でできていて、表面は粘膜でおおわれてい 
ます。呼吸をするときは、左右の声帯はうしろのほうが開いて、三角形のすきまをつくっているの 
で、 空気がらくにとおれますが、声をだすときは、両方がぴったりくっついていて、その細いすき 
まを空気がとおります。声帯が閉じたり開いたりするのは、軟骨をむすびつけている筋肉がはたら 
いて軟 SI ^ I がう まくう ごくからです。 

声がでるのは、肺から送りだされた空気が器管をとおって声帯につきあたり、声帯をおしひらく 
ためです。このとき声帯は振動して、閉じたり開いたり し、 また空気をくぎってだすので、音がで 
るのですが、これが声になってでるのは、のど、 唇、頫、舌、 Tfe 亂 、口な どの位置や形によって共 
鳴をうけるからです。声帯の.振動は、ハ ー モニヵや アコー ディオンの リー ドのように、かんたんな 
振動をするのではなく、左右に もうごくし、 前後に もうごき、 こみいった振動をします。 

声の高さは声帯の振動数によってきまります が、 声帯の振動数は、声帯の張りかたの 強さ、振動 
する部分の長さ、幅、厚さ、はきだす息の強さなどに関係があります。 

たとえば、 声帯をつよく張って、息をつよくだすと高い調子の声になります。これは、 口笛を 吹 
くとき、調子を高くするには、唇に力を入れて息をつよめるのとおなじわけです。声帯をつよく張 
るには、声帯の筋肉がちぢめばよいのですが、さらにつよく張るには、のどの外がわから もひつ。 丈 


声が わりは、 中学生になる 
と fe こりますが、どうして 
でしょうか。 
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8 「 二/11 るようにします- 

0ツ t 卿 子どもの声がかん高ぃ のは、 ぉもに声帯 

^ j i るが短いためです。小さいうちは男の子と女 
母./開 閉す の子との声にはそれほどの違いは なく、 声 

t の調子の範囲も年齢のすすむにしたがっ 
^ て、 おなじようにすこしずつ広くなってい 
腔 W きます が、 男の子は思春期になる と、 声が 
/ $ g わりといって、 声がしやがれ、声がだしに 

r くくな り、 話を しているとち ゅうで、 低 
/ 纏 j 今 一/',す散い声と高い声とがまじってでる時期があり 

I 思蠢になる と、 男の子は 男らしく、 女 
一 Q 子は女らしい特徴をそなえて— すが、 

一 喉頭の馨も男女によってちがい、男の子 

では喉頭の軟骨がおもに前後に発育するの 

に、 声をだすた めの 筋肉はそれに ともなう ほど発育しないた めに、うまく 声が だせなくなります。 

しかし、この時期がすぎる と 声帯が長くなる ので、 声は約ーオ クタ ー ブさがります。女の子では 
喉頭の軟骨が、おもに縦の方向に発育す るので、つやのある 声をだすようになります が、 声帯の 長 
さはす こしし か変わりません から、 声域は上下に いくらか ひろがります が、 めだった 声が わりは あ 




る 

を 

ぎ 

ら 

た 

i 

加 

a 

大 

に 

の造 

す構 

だの 

を带 
声声 


108 






りません。 

化粧をするのはネコばかりでなく、発情期の動物はみな 美しくな り ま 
す。美しくなって異性の目につきたいと思うことでは、人間は動物以上 
でしょう。おなじ人間であるからには、色が黒いからと て、 黒人の心が 
白人とちがうはずはありません。 

日本人の多くが、黒人を目のあたりに見たのは、戦争の終わったころ 
で、そのころ は、 黒人は アメリカ 兵のなかにたくさんいましたが、このごろでは、あまり見られな 
くなりました。黒人と いえば、 人食い人種のようなものを想像する人がないでもありませんでした 
が、それは、テレビや映画にでてくる黒人は、いつもジャングルをけものといっしょにかけまわっ 
ているからでし ょう。 

しかし、 アメリカ や アフリカでは日本とは 事情が ちがい、 黒人問題は深刻な問題で、 ときどき世 
界の注目をあつめるような大問題をおこして、新聞紙上をにぎわします。 

さて、原始生活をしている黒人は、木の葉、木の実の汁などを、皮膚の表面にぬりつけるといい 
ますが、それは化粧料というよりも、むしろ皮膚を強くしたり、虫を予防したりするのに役だつも 
ののようです。 

しかし、白人たちが目のかたきのようにしている黒人、すなわち文化的な生活をしたり、しよう 
としたりしている人たちは化粧料を使います。 

いったい、口紅を さし、 白粉をつけ、 クリーム をぬ り、 香水を ふりかけるのは、 なにを どのよう 


黒人の化粧料には黒人特有 
のものがあるので しょう 
か。 それとも白人とおなじ 
ものを使うのでし ょうか。 
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に美しく見せようというのでしょうか0 

色の白い人が白粉を用いる のは、 白いがうえに も白く美しく 見せるがた めでしょう。 白人の美人 
が白きがゆえに尊ばれる のなら、 黒人の美人は、黑いほど尊ばれなければ ならないでしょう。 しか 
し 黒&こ尤 、その 黑さを もっともっと 黒く見せようという傾向はありません。むしろ 彼らは， 化粧 
はもと より、 あらゆる生活を白人に近づけようと努力しています。 

たとえば髪の毛にしても、日本人はまっすぐな髮の毛をちぢらせようと苦心しているのに、^ノ 
はちりちりしている髪の毛のちぢれを、いくらかでももどして、白人のようにしようと苦心して I 
ます。以前、アメリヵの南部地方やブラジルなどに、黑人向きの化粧料だといって、ザンパ、マン 
ポなどの名の化粧料がひろめられたことがありますが、それは、まもなくすたれてしまいました。 
現在では、それで、化粧をほどこすほどの黑人は、白人とまったくおなじ化粧品を使ってしま i 。 
口紅も白人とおなじものなら、化粧水もおなじです。コールドクリームも、皮膚をなめらかにする 
のにききめがあるといってよく使います。ただし、白粉はほとんど使わず、オリーブ油のようなも 
のをつけることが多いようです。 

香水 も白人とおなじものを使います が、 量は白人の使う よりも ずっと少なくてすむといいます。 
それ t 、 黒人は非常に鼻がよくきくからで す。 フランスのある解剖学者の研究に よると、 黒人の* 
はほとんど動物的で、非常にうすいにおいでもかぎわけられるといいます。 

「色の白いは七難かくす」といいますが、色の黑いのもなんら恥ずべきことではありません。お 
なじ日本人で も、 色の黑い人は色の白い 人よりも、 嗅覚が鋭敏だといいます。 しかも、 それは人間 
にかぎられることであって、ほかの動物には見られないことだそうです。 ィヌ やシヵなどでためし 
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てみると、黑いィヌも白いィヌも嗅覚にかわりはないといいます〇それなのに、人間だけは例外で 
たとえば、黑人が色素のうすくなる病気にかかって白くなる と、 においを®じなくなると、，うこと 
です。 

おなじ人間でありながら、皮腐に色があるということで、差別待遇をしたりされたりすることは 
まことに不合理なことですが、この現実はなお容易に打破されそうにありません〇黑人が真こその 
美を輝かすためには、ほんとうは黒人向き化粧料があってもよいのでしょうが、彼らは白人とおな 
じ化粧料を使っています。 

焦げた，こ飯は、なぜおいし ろしむかしから「焦げた飯は男に愈わすな」といわれています。三度 f く 
L のでしよう 力 飯さえこわしやわらかしとはいうものの、やはり、ご飯を^がすのは女 

の恥だというのでしょう。まさか、こんなおいしいものを人に愈べ させ 
るのはもったいないなどというのではないでしょう。 

げたご飯は、香りがこうばしいので、わざわざご飯を焦がしている人もいますが、 いくらこげ 
飯が好きでも、炭素のようにまっ黑に焦げてしまったものはいただけません。焼餅同様、いちよう 
にキッネ色にこんがり焦げたのが最上の味です。 

热げたご飯がおいしいのは、香りがこうばしいという こと もあります が、 消化液の作用を うナこ 
くい米のでんぷんが、消化しやすいでんぷんに変わって » J ? のようにな り、 釜底の高い温度で、 せん 
ベいを焼いたときのように、水分をなくして、デキス トリン やブ ドゥ 糖ができるからです0 


111 



子どもがこわがったとき強 人間のからだは、その一部分を E 迫す ると、 からだのはたらきがいろ 

くだきし めてやる と、 落ち いろに変わつてきます。 

つくのはなぜでしょう か。 日本の 学者によってまとめられた有名な汗の実験がありますが、それ 

によると、からだの右がわを下にしてねると、汗はからだの左がわにで 
て、 右が’っこはあまりでません。これは圧迫したことが直接神経にはたらきかけるか、あるいは、 
1さ-^ —下に何かとくべつの物5できて、それが祌経にはたらくかして、そのしげきが 
Ms ことどくからだと考えられています。また、からだの一部分をえんぴつの頭で圧迫すると、压 
された区域は汗が減ってきます。汗ばかりで なく、 目を見ても、横にねたときには Eh 迫さ i なし 

側の目は充血しています。 ..i 
ですから、もしも片方の目から涙がでてこまるようなときには、その目の仙を下にして® — 

と、一時的に淚がでなくなります。 

このように、からだの一部分に圧迫をくわ—と、いっばんに圧迫したほうの側は、からたのは 
たらきがにぶり、 E 迫をうけていないほうの側は、はたらきがさかんになります。このはお 
すと反射的におきてくるので、圧反射といい、圧迫の種類はなんでもよく、つまんでも、しめつけ 
ても、おしても、その他のどのような方法でもかまいません。 I 、 

からだのどこかに痛いところがあるばあいに、その近くの部分をおしてやると痛みがへり、おな 
かが痛いとき、背中をおすと痛みがらくになるのも圧反射だと考えられ、子どもがこわがったとき 
に、からだを強くだきしめてやると落ちつくのも、自分より強い者に強くだきしめられて L る安心 
惑からだ寸でなく、圧反射も関係しているものと考えられます。 
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tl 光（栃木県）の強飯式 


米(白米)のご飯をたくさ 
ん食ベるとからだにわるい 
といいますが、ほんとうで 
しようか。 


戦前の学童は、歴史の 
時間に、日本の国は、古 
名を豊葦原の千五百秋の 
ミズ穂の国といって、五 
穀豊じょうの地であるこ 


とを教えられ ました。 


わたしの先輩は、大正の初め ころ、 東京都の人口 
をいかにして減らすべきかという論文といつしよ 
に、ミズ穂の国がいまに米不足でこまるであろうと 


予言して、世人の笑いを買いました 

何某の大臣は「貧乏人は麦を食え」といったとか 

いわなかったとかいってさわがれましたが、 この ご 

ろの雑誌には、白米のご飯を食べていると頭がわる 

くなるとか、中毒するとかいうょうな記事がでて、 
ま ^^ Q 

生まれたときからパン食ばかりで育って きた お嬢 
さんが、この記事を読んで「私は パンし か负ベない 
のにこの程度、 もし ご飯を t ベていたらどんな こと 
になつていたろう？」 と 嘆いて いましヒ〇 
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白米 こは、 動物の血液に注射す ると 動物を殺すほどの 力をもっているリゾレシチンガある力ら甚 
だとい う 人もい ますが、 白米を食べる ときのようなばあいには、 その毒作用はほとんど考えられま 
せん。 そういう ことよりも、 白米のご飯はおいしい ので、 副食物を軽視することのほうを重視すハ 

きでしょう。 ： 

ヤミ 米を売って歩く 人の話に よると、 ャミ米というものは高級な生活をしている人たちの fi 要一 
すくな く、 お得意さまはみな貧しい人たちだそうです。 むかしから、 大勢の使坪人 4 使って V ると 
ころでは白米のご飯を t ベさせるにかぎ ると いわれていますが、それは使用人の俊&ではなく fe 
済的な理由によるのです。たきたての白いご飯なら、塩と梅千だけでも、けっこうお L しく L たた 
けるというものです。 

厚生省では、最近、栄養不足の人がふえてきたのは、米食率があがったために、たん ばく fl 、 llr 
肪、ビタミン、ヵルシウムなどが不足したためだといっていますが、脳出血や肝臓の病気は米を食 
ベる人に多くでます。 だぃず 

それにひきかえ、米があまりとれない地方の人や海岸地帯の人が長寿なのは、有色野菜、大豆. 
小魚、 海草などを多く食べることが影響しているので しょう。 

また、このごろ 問題に なっているストロンチウム 九〇に ついて、国 速科学委員会は、米食のばあ 
、丈ミルク食よりも 六倍 も 多く ストロンチウム 九〇を吸収す るから、 白血病に なりやすいといって 
います。 ' 

なお、 日本人の大食いは、米を常食としているためで、排せつ物の多いことは米食家庭の特徴と 
いえます。 
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米の栄養は、新米と古米と 
ではちがうのでしようか。 


新米は おいしく、 古米はまずい といいます。また、 つきたての米はう 
まいが、 ついてから長く置いた米はまずいともいいます。 

ところで、 それでは米のう まさは、 米の成分の何に関係があるの かと 


いぅと、 その点はまだはっきりしていません。玄米の成分は、でんぷん H 七三パーセン 

せんい 

く質八パ ーセント、 脂肪分ニパ ーセント、 繊維質 


たんぱ 


卜 


ーパーセント、ミネラルニ。 ハー セント、 水分一四 
パー セントで、このうち、 でんぷん質の質の よし 
あしが 昧の よしあしに 影響す るともいいますが、 
そのような 化学的な 性質よりも、むしろ口に入れ 
て噛むときの術ごたえのほうが、うまさに関係が 
あるといわれています。 

ところで、栄養価値だけについていえば、それ 
はでんぷん、たんぱく 質、 脂肪等の性状 や、リ 
ン、ヵルシゥムな ど無機成分の含量等に よって、 
ある程度推定で きます。 榖物は生命のあるもので 
すから、貯蔵法がわるければ、品質が低下するこ 
とは当然で、米の貯蔵には、水分、 温度、 米じた 
いの 生活力、 呼吸作用などが 関係し、 細菌や動物 
の影響も関速し ます。 米の主成分のでんぷんは咛 
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蔵中に変化し、還元糖が増加しますが、この変化は、水分が多くて温度の高いときにはめだって進 
みます。脂肪も脂肪酸と グリセリンに 分解しますが、 ヵビ がついたときには、分解はいっそう促進 
されます。また無機成分も変化す るし、ビタミン B! もふつうの倉庫貯蔵ではしだいに減っていきま 
す。ことに、夏季に品質が低下しやすいものです。しかし、近年、低温貯蔵法が考案されてから 
は、 多少水分が多くてもあまり変質せ ず、 昆虫や微生物の成育もおさえられるようになりました。 
現在は放射線利用の貯蔵法の研究もすすめられています。 

このようなわけで、古米は貯蔵中に多少は変質するはずですから、新米よりそれだけ栄養価も低 
いことになるわけですが、貯蔵法がよければ、さして変質しませんから、栄養価もほとんど変わら 
ないといってよいでし よう。 

コ—ヒ I は、 外国では子ど 伝説に よると、コーヒー を発見したのはアラビアの羊飼いの少年だと 
もの飲用を禁止しているそ いいます。あるとき、 少年は羊が コーヒー の葉を食べているのを見て、 

2 |? 轉ぁ |^ ? ?§^?自分もその葉を口に入れてみました。すると、變ねむけが去って元気 
うか。 がでたというのです。 

コーヒーの豆ははじめは食用にされました が、 飲むことをはじめたの 
はエチオピア人で、それがアラビア人にひろまったのだそうです。 

ョーロッパにはじめてコーヒー店ができたのは、いまから四百年くらい前のことですが、日本に 
きたのは徳川時代の初期のことです。 

明治の初めのころの新聞をみると、「肉愈後にはかならずコーヒーを飲むべし脂油を去るききめ 
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あり」などと書いてあります が、 いまでは、都会では必需品になりました。 

コーヒ ー には カフ H イン その他がふくまれているので、飲むと軽い興奮をおぼえ、爽快な気持ち 
になります が、コーヒー 特有のよい香りは、いり方に影#される点が 多く、 戦争 中、 大豆をいった 
代用品が幅をきかしたのはこげたにおいに、まことの コーヒー をしのんだというものでしょう。 

コ ーヒー には、カフヱインのほかに も、 タンニン、糖分、脂肪などいろいろのものがふくまれて 
おり、 揮発性の油分もふくまれています。コー ヒーを 飲むと眠れなくなる人もいますが、このよう 
な人には、偏頭痛のときには薬としてききめがあります。 

このごろでは、子どもたちも濃い コ ー ヒ ー を平気で飲んでいますが、 コーヒ ー はいくら飲んでも 
栄養がよくなるわけではなく、むしろ子どもにとっては考えなければならぬ点があると、専門家は 
いっています。 

コーヒーのカフヱインには、酒のアルコールやタバコのニコチンのような虫口はありません が、 あ 

る学者の調査によると、 コーヒー をたくさん飲む子どもは、ふつうの子どもにくらべて、知力のは 
たらきと徳性において劣り、体重、身長、握力なども劣るといいます。それで、子どもには二番せ 
んじの コーヒー しか飲ませない人もいます。二番せんじなら カフ H インがほとんどないから害もす 
くないというわけでしょう。 

気のきいたホテルや喫茶店では、ポスタムといって、カフヱインを含有していないコーヒーを飲 
ませるところがあります。 

これは、いわば子ども向き、老人向きのコーヒーです。 
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運動をするときには、どんな順序で命令がつたわっていくのかといい 
ますと、大脳からだされた命令がまず脊髄につたえられます。脊髄には 
運動をつかさどる、繊維からできている部分があって、ここからさらに 
全身の筋肉に命令がつたえられるので、命令どおりに筋肉がはたらくの 
です。ですから、脊髄のその部分には、筋肉に命令をつたえる神経がみな集まっていると考えても 
よいわけです。 

小指に命令を つたえる 神経と、 くすり 指に命令を つたえる 祌経 とはおなじ 方向に かよっていて、 
この二つの 利経は、 ふつうの人ではうまく わかれて はたらかないのです。それで 小指を まげようと 
すると、くすり 指の祌経も おなじ 命令を うけたように、いっしょにはたらくのです。しかし、これ 
は 訓練 すれば、うまくわかれてはたらくようになります。たとえば、ピアニストなどは 小指と くす 
り ffi を一木ず つまげることができます。 

手や指のはたらき は、 使用す るのとしないのと では おどろくほどの違いができます。 煙草工場の 
女工さん は、ひとにぎりで 正確に 二十 本ず つの 煙草をつかむ ことができますし、 そろばん競技会の 
選手の指先の 動きは、 人問わ ざとは思えません。 

三味線の名人とうたわれていた 人が、 いつも袂の中に手を入れて いるので、 そのわけをたずねた 
ら、袂の中で豆をいじって いるの だと答えたそうです が、 名人は、指先を遊ばして おくと 手がさが 
ると考えて、 ひまさえあれば、たえず袂のなかの 豆を、 くすり指と中指と小指で順々にはじいてい 
たそうです。 . 


小指をまけると、どぅして 
くす y 指ま V いつしょにま 
がつてくるのでしょぅか。 
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コンニヤクを食べる と、 お 


コンニヤクは、若い 


なかの中の砂をとるといい 人たちこ文、なじみ D 

ますが、ほんとうでしよう I 、 

、〇 うすい食品になりまし 

たが、おでん、すきや 
き、 なべものなどには 

欠かせない材料です。 

コンニヤクは、ブルンブルンしていて、つかま 

えどころがないので、ぐらぐらして安定しないこ 
とを 「コン ニヤクを馬に乗せたようだ」といい、 
できるはずのないことを「コンニヤクで石垣を築 
く」 などといいます。また、「こんにゃく 談義」 
などということばもあるくらいで、まことに得本 
のつ かみに くいものです。しかし、 たかが コンニ 
コヤクくらいがと思うのは大まちがいで、先年、 S-J 
港から、フスマにまぜて、コンニヤクの粉が密輸入 

されたところをみると、貴金属や麻薬なみの重要 

品と いう わけです 0これは、 東南アジアの コンニヤ 
クの粉は、品質がよいうえに、価格が非常に安いの 
で、 もしどしどし輸入 されれば、 日本の生産地に大 
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CJ 打撃をあたえることになるため、コンニヤク粉に 

は高率の関税を かけ、 ほとんど輸入禁止品同様の 
I -ク取り扱いをしていた ので、 密輸入をしたので した。 

ヤ ところで、コンニヤ クの原料は、 コンニヤクと 
:;いぅサトィモ 科 SS 地下にで—— です。 

、コ年 S 人だと、子どものころ、コン-ーヤク玉で遊 
んだ経験をもっているはずです が、コンニヤ ク は、 
^ ゞ これから つくったものでした 。しかし、いま、 ふ 

j ぅす 

つう 食卓で見るこんに やくは、 球茎を輪切りに して千し、あらく 砷 いて、 石臼で r > いた粉力らつく 
つた ものです。粉を水に といて、 石灰液または灰汁をくわえる とかた まります から、 手 ころの 大き 
さに 切って、 熱湯中に 三、 四十分 おくと、コンーー ャクができます。 

舐&で«つてハる色の白い コンニヤ クにくらべ ると、コンーーヤク 玉から直接つくつた玉コンニヤ 


都会で売っている色の白い コンニ ャクにくらべ ると、 コン ニャ ク玉から直接つくった玉コンニ 
ク丈色が m く、 黑いぶつぶつが あったりして、見たところはよくありませんが、 特有の風味が あっ 
て 味は 一等です。「不器量 ものほど 味が よい」ということばは、こんなところからはじまったので 
しょうが、「コンニャクと 学者は田舎がよい」 というの も、 純粋 だからよいというのでしょう。 

コンニャクの 成分は、九七•四パ ー セントまで が水分で、でんぷんに似たグルコマンナンという 
ものがおよそニパー セント、 ほかに灰分な どを ふくんで いますが、 ほとんどが 不消化物です。 それ 
に ビタミンなどもない ので食品としての栄養価値は低いといわなければ なりません。もちろん、コ 
ンニャクを消化する 酵素が 消化管 内に なくても、 腸にいる バクテリアが 分解して吸収す るようなこ 
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とも あるで しょうから、食べてもまったく無駄だとはいえませんが、すくなくとも栄養を とる ため 
の食品 だとはいえません。それなのに、 精 こんつきた人には、こんのつく货物がよいからといって、 
その 第一に あげられています。 

ただしかし、風味のよいものは、いっしょに食べたものの消化を助けるので、 コンーーャクも 薬味 

的な効果はある ことでしょう。 欧米人は ほとんど 食べ1 . . 

ず、中国人もあまり食べないのに、日本人がよく食べる 
のは、その風味を賞することのほかに、むかしから「コ 
ンニャクはからだの砂払い」といわれているからでもあ 
りましよう〇 

コンニャクを食べる と、 おなかや皐丸にたまった砂を 
払うということは、かなり強く信じられているので、い 
までも一力月に一度は食べるものときめている人がたく 
さんいます。また、十二月の八日または十八日を「砂払 

し」「砂^ろし」といって、行事としてコンニャクを食 
ベる風習もあり、それを今もって実行しているところも 
あります。 

コンニャクが腹中の砂をとるという科学的の根拠はあ 
りませんが、地面にコンニヤクを落とすと砂がつき、つ 
した砂ガな力なかとれないことや、コンニヤクを食べる 



玉 

切 

生 
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と通じがつくことなどから、「砂払い」などといいはじめたのかもしれませんが、あるいは、これ 
は頭の Ini 転のすぐれたコンニヤク屋さんの PR の文句からはじまったものででもありましょうか。 

しかし、 コン ニヤクが整腸作用にひとやく買っていることはたしかです。便秘が健康の大敵で、い 
ろいろの病気のもとになることはよく知られていることです が、 コン ーー ヤクは胃では消化され ず、 
そのまま腸に入り、腸にやわらかいしげきをあたえる ので、 おなかに痛みを感じさせないで便通を 
うながします。肉食の好きな人や慢性の病気をもっている人は、とかく便秘しがちなものです が、 
このような人には、下剤よりも' コンニヤクを t ベさせるほうがずっと効果がある—— と、 胃腸病 
専門の医師はいっています。 

なお、 「冷え症の人に コンニヤ クは禁物」といい ますが、 これはたぶん、 コンニヤ クにさわると 
冷たいので、こんなところからいわれたものでしょう。むかしの人は病人の腹を温めるときには、 
コンーーヤクを 蒗て、布でつつみ、それを腹の上にのせて湯たんぽのかわりにしました。これな ど 
は、コンニヤ クのおもしろい利用法です が、コンニヤクは、 僉用以外に も、コンーーヤク版、 糊 料、 

防水)41などにも使われます。 

魚の肉には、白っぽいものと、赤みをおびたものとがあります。夕 

イ、ヒラメ、カレイ、 ア コウ、 ホウボウなどの肉は 白く、 マ グロ、 カジ キ、 
サワ ラ、 サバ、 プリ、 カツ オ、 サケなどの肉は赤い色をしています。 
いつばん に、 赤身の魚は味が濃厚で脂肪が 多く、 白身の魚は淡白で軽 
いので、老人や病人には白身の魚を食べさせます。 


魚の 肉には、 赤いのと白い 
のがあります が、 どうちが 
うのでしょう か。 



赤身の肉が赤い のは、 白身の肉より赤い色素をたくさんふくんで 
いて、 血液も多くふくんでいるためです。 カツ オ 、マグロ、 ィヮシ 
など広い区域を泳ぎ まわる 魚には、赤い色をした血合肉がたくさん 
あります。 血合肉は血な まぐ さいので食べるのをきらう人もいます 
が、血液が たくさんあって、 鉄分をふつうの肉の二倍もふくんでい 
ますから、 栄養価は高いのです。 

おなじ赤身の肉で も、 サヶやマスなどの赤身はカツオやマグロの 
赤身とちがいます。見た色もちがいますが、冷凍したときに も、 サ 
ヶやマスでは赤い色が変わらないのに、 カツ オやマグロでは赤みが 
あせて、 灰色がかった淡黄色になります。 

サヶの肉の赤さはいわゆるサーモ ン•ピンクで、 これには二嵇類 
の色素がふくまれています。一つはサルメン酸という黄色い色素で、 
一つはカニの甲 I 維などにもふくまれている7スタキサンチンという 
紅色の色素です。サヶやマスのからだに このような 色素があるの 
は、 食べたえさから色素がうつってきたものと考えられています。 

酒を 飲む と、どうして 酒ぶ 兼好法師のいいぐさではない が、 酒の 
とりするのでしょうか。 飲めない人はどうやら人生の楽しみを一 

つ忘れてきたようです。肩こりの人にい 



酒をのむばあいは，肝臓を保護するた めメ チォニンをたくさ 
んふくんでいる物を食べるとよい。 


わせる と、 アンマにもんでもらうときのあ 
の文字どおりの痛快さをあじわうときは、 

ょく そ凝り性に生まれたもの そと、 肩 こり 
を知らぬ人を気の毒にさえ思うそうです。 

それが酒の味ともなれば 、肩こりの 比で 
あるべき はずは^ りません。 酒飲みを左利 
きとい うのは、 大工さんからでた言葉だそ 
うで、 右はッチを持つ 手、 左は ノミを 持つ 
手、つまりノミ手 だとい うのです。 けっし 
てさかずきを左手に持つからではない の だ224 
そうですが、 上戸からみれば、下戸の左手 
はなんのためについているものな のか、 疑 
いたくもなる でしょう。 

酒は、むかしからきちがい水といわれて 
いますが、また百薬の長ともいわれる くら 
いで、酒がエネル ギーの もとになることは 
疑いのない事実です。 

この 点、 百害あって一利もないたばこと 
は大いに趣きを異にして I ます。 



しかし、 なにも食べずに酒だけ飲んだり塩やたくあんだけで大酒を飲みつづける と、 肝臓をおか 
されてたいへんなことになります。 

酒は肝蔵 e 飲む というく らいの もので、 酒のつよい 人は、 たいてい肝臓のはたらきのよい人で 
す。 酒がいかに米のエキスで あっても、 酒を飲めば肝臓の負担は重くな ります。 酒を飲むときに 
は、 酒のさかなと して、ゥニ、シオヵラ、 スル メ、刺身、チーズ、ハム、 魚の くん製、 ピ ー ナツ、 

オ ー ド ー ブルな ど、 つまみ物やお通しを いっしょ に食べます。これらのものは、たんぱく質に富ん 
でいますから、どれも優秀な栄養品で あり、 また肝臓を保護す るメチオーーン をたくさんふくんでも 
います。 

酒飲みは、栄養価の高いものをさかなにして酒を飲むのです から、 それだけでもふとるはずです 
が、 飲んだエチルアル コー ルは、 からだのなかで、いろいろの経路を たどって、 これが また 脂肪に 
変わります。 それで、いっばんに酒飲みは ふとってきますが、 酒ぶ とりと いって、めだってふとる 
人が ハます。 どうしてあんなにふとるかについては、 アメリヵの 学者の動物実験に よって 推定する 
と、 たとえ少量でも酒を毎日のみつづけていると、アル コー ルの炭素が脂肪の炭素に 変わる ためだ 
と 考えられます。 常用しなければ、ときに大酒を飲んでも酒ぶ とりは 起こらない ようです。 

サツ マイ モを食べる と、 ど サツ マイ モの時期ともなれば、これは生活に直接関係の ある 問題です。 
うしてガスがでるのでしよ ガスのでやすい食品としては、サツ マイ モのほかに、ムギ 、大豆、 ゴ 
うか。 ボゥ、クリ などが知られています。ひとくちにイモといっても、ジャガ 

イモやサトイモはあまりガスがでません。また、おなじ食品で も、 調理 
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や加工法に よって、 ガスの発生量はちがいます。大豆は、 いり 豆にして贷ベる と、 もっともガスが 
でます。 

サツマイモを食べるとガスがでるのは、おもにサツマイモのせんいのせいです。食物は腸の中を 
つぎつぎに先のほうに送られていきます が、 せんいが多い と、 腸の運動がさかんになります。それ 
で食物はどんどん先のほうに送られていきます。 

そのために、せっかくのでんぷんも十分消化されないで、大腸に送られてしまいます。これが大 
腸の中で発酵してガスをだすのです。もしせんいがなければ、でんぷんは腸の中に長い冏とどまっ 
ているので、十分に消化され、あとで発酵するほど残らないから、ガスはでないでしょう。 

せっかくの货品をむやみにガスにするのはもったいないことですから、サツマイモを食べるとき 
には、じゅうぶん煮るか、ふかすか、焼くかして、よくかんで t ベましょう。 

サツマイモのでる時季は、 ちょうど ダイコンのでさかる時季ですから、ダイコンおろしといっし 
ょに 食べれば、無用のガスはずっとす くなくなります。 

サバは日本の沿岸一帯にいる魚です が、 春から夏にかけて北のほうに 
行き、 秋になる と 南にさがって きます。 

夏は、卵を産んだばかりなので味がおちます が、 秋になる と、 あぶら 
がのってくるので、いちだんとおいしくなります。あぶらの よく のった 
サバは、眼のところが乳の ような 色ににごってみえるほどです。それで、むかしから、"にくらし 
い者には秋のサバを食べさせるな"といっているくらいです。 


サバを食べる と、 どうして 
顔がまつ赤になるのでしょ 
うか。 
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ところで、サバを食べると顔がまっ赤になるというのは、ふつうにあることではなく、サバがか 
らだにあわない人か、または、くさったサバを t ベたときに起こることです。 よく、ビー ルを飲む 
とじんましんのでる人がいますが、魚を食べてもじんましんのでる人がいます〇これはとくに子ど 
もに多いことです。また、くさった魚を食べるとあてられるのは、魚の肉の中にプトマィンという 
毒ができるためです。そのうえ、魚の肉をくさらせる細菌が毒をつくりだし、その毒にあてられる 
こともあります。これはサバにかぎったことではなく、どの魚についてもいえることです。 

魚はゥシやブタの肉よりもくさりやすいので、魚屋さんは、いつも氷でひやしてくさらないよう 
に注意しています◦その魚のなかでも、サバはくさりやすいほうで、「サバの生きぐされ」という 
ことばがあるくらいです。くさった魚はいやなにおいがプンプンするのですぐわかりますが、そこ 
までいかなくても、眼が赤くなり、うろこにつやがなくなり、えらの色がわるくなって、全体にグ 
ニャリとするのでわかります。サバは生きがよいように見えていても、あぶないことがありますが、 
それは、サバは死ぬと、肉がほかの魚より早くどんどん変化するからです。魚が死ぬ と、 しばらく 
して、からだがかたくなりますが、これは一つには、肉の中にふくまれているグリコーゲンから、 
乳酸ができて、肉のたんぱく質とむすびついて、肉の中の水分を吸うからですが、ふつう、魚の生 
きがよいというのは、このころまでのことをいうのです。 

乳酸がどんどんふえてい くと、 こんどは反対に、水をはなして しまう ので、魚はグニャリ としま 
す。このころになる と、 魚のからだのなかにある酵素が自分の肉をどんどん消化す るよう になり ま 
す。もし、そこに、ものを くさらせる 細菌がつけば、どんどんふえて、魚はたちまち くさってしま 
います。サバが生きぐ されと いわれるほどいたみやすいのは、からだの中に ある 酵素のはたらきが 
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ほかの魚よりもずっと強いせいです。 


寒がりは ふとった 人に多い ふとった人とやせた人とどちらが寒がるかについては、ふとった人は 
といわれます。ふとった人 脂肪が多いのだから温かいはずだという人も あり、 表面糖がひろいから 
はやせた人よ y どうして 寒 寒い はずだという 人 もあります が、 もし ふとった人がやせた人より寒が 
がるので しよう か。 ると したら、それは、 つぎのようなわけではないかと思います0 

体温というものは、その大部分が筋肉のはたらきによってできる もの 
ですから、筋肉型の人は、やせて いても、 からだが温かいはずです。筋肉をつかって よく 動きまわ 
ると、 熱が たくさん できるので寒くないわけです。子どもは風の子と いって、 冬になってもあまり 
寒がりません が、 これはたえず活発に運動しているからです。 

ところが、 ふとった人は脂肪は多い が、 筋肉がぶよぶよしていてわりあいに 弱く、 からだの 動き 
もこぶいので、熱のできる ことも 少ないのです。脂肪は熱をつくりだす もとになるものには ちがい 


ありません が、 それ自身では熱をだしません。たとえていえば、しまってある薪がひとりではもえ 
ないょぅなものです。ふとっているのは、おもに食べすぎたでんぷん質がからだのなかで脂肪に変 
わってたくわえられているためです。 

冬、 からだを£かにするには、からだをこまめに動かして運動することです が、 食物としては、 
すき焼、 やき 鳥、 ブタ 汁、 鍋物の 魚、 湯豆腐などたんばく質に富んだものをなるべく 多くとる こ 
とです。でんぶん質のものとちがって、たんぱく質はからだのなかですみやかに熱をつくりだしま 

す0 
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サンマのはらわたには、ど サンマでいちばんおいしいところは、焼きたてのはらわたです。かつ 

2 rLLr d ろこ1入ってぃるて西園寺謹 公は、毎日、 タィの目玉だけを食べたそぅです が、 平民で 

う力 ない悲しさに、サンマのはらわたのうまさは知らなかったでしょう。 

ところで、サンマのはらわた党が、近ごろにがにがしく思うことは、 
ときに、はらわたの中にうろこがはいっていることです。以前のサンマは、はらわたがき^いで、 
このようなことはありませんでした。 

戦後はせちがらくなったので、サンマもとも食いをするようになったのではないかという人 もあ 

0 I I • • • , 


りますが、 専門家の話に よると、そうではなくて、漁獲法が変わったためだそうです。 

このごろのとり1は、網を水平におろして、その上に集魚灯をつけてサンマをあつめ、たくさん 
集まったところを一網打尽にしてしまうのです。網がしだいにちぢめられて くると、サンマとサン 
マがもみあって、ものすごい修羅場をくりひろげます。その結果、うろこははぎとられ 、罔の 卜 文 
それらのうろこでいっぱいになり、それをサンマが苦しまぎれに水といっしょに飮んでしまうたり 
だそうです。 


死ぬことから、だれものが この問いにたいして、ある憲学者は、「アリストテレス も死んだ、 
れる dcM °( i できなしのでナポレオンも死んだ、徳川家康も死んだ、これらはみな人間だった、故 
力 に人間は死ぬ」と答えています。 

死ぬということは、だれにでもわかっていることのように思いがちで 
すが、さて、すこし深く考えてみると、死ということがどんなことなのか、 あまり わかっていない 
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ことに気がつくでしよう。 

死ということをはっきりさせるためには、どうしても、生命とは何であるかを十分に研究しなけ 
ればなりません が、 これがなかなかたいへんな問題です。そして、これを調べて いくと、 すべての 
動物ははたしてみな死ぬであろうかという大きな疑問にぶつかります。 

病気や事故のための死はべつとして、年とって自然に死ぬばあいのことを考えてみると、ごく力ん 
たんな動物は、からだが二つにわかれてはふえていきますから、このようなものでは、年をとれは 
死ぬということはないともいえまし よう。 もうすこし進んだ動物になると、からだをつくっている 
細包ユ死んでも、仲間をふやす細胞が生きのこりますから、このような動物でも死んだとはいえな 
、，でしよう。 

人間やサルのような高等な動物についても同じことがいえるわけで、からだは焼かれたり土の中 
にうずめられたりしても、あとに子孫をのこしています。ですから、生命は永遠のものであるとも 
いえます。 

また、年をとって死ぬとはいっても、その動物が死ぬことと、動物のからだをつくっている器官 
が死ぬこととはべつです。たとえば、ヵエルを殺して、その心臓をとりだして特別の設備の中に入 
れておくと、四、五十日もはたらきつづけます。つまり生きているのです。 

しかし、わたしたちがふつう"死ぬ"といっているのは、子孫をのこしているというようなこと 
丈べっこ.して、その個本がはたらきをとめることをいっています。つまり、寿命というものがあっ 
て、年をとるとはたらけなくな り、 いっさいの活動をやめてしまうことをいっています。 

からだの細抱はあるきまった時間を経過すると、老衰といって、はたらきがにぶってきます。そ 
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して、からだをつくっている器官や組織の形が変わったり、はたらきがよわったりしてきます。食 
物を消化するはたらき も 血液を循環させるはたらき も、 呼吸のはたらき も、 神経のはたらき も、 そ 
の他からだのいろいろのはたらきがみな衰えてきます。そしてその結果、はたらきがとまってしま 
うのです。 

これが死ですが、しかし、動物のからだでは全身の細胞がいちどに老衰して死ぬことはめったに 
ありません。動物が高等になればなるほど、からだのしくみは複雑になり、生命をたもつために 
は、体内のすべての器官がうまく調和してはたらくことがたいせつです。それで、からだの細胞の 
全部がいちどに老衰して死ななくても、どこか一部分が老衰すれば、この微妙な調和はやぶられま 
す。この調和のこわされるときが、死への第一歩をふみだしたときで、その動物はそれがもとで、 
やがて死んでしまうのです。 

死んだ 人は、 なぜ重くなる いまから百年くらい前のことです が、 西洋のある 医者が、 人は死ぬと 
のでしょう ズ 生きていたときよりもおよそ一割目方が減るものだと発表して世間を さ 

わがせたことがありました。 

その人の意見では、人間は肉体と霊魂とからできているもので、肉体は死んでも魂は生きのこる 
ものだから、人が死ぬと魂が死体から抜けだしてい く。 目方が減るのは抜けだしていった霊魂の 目 
方だというのです。もちろん、これはまことにばかげた説で、死んだからとて目方の減るような事 
実もありません。 

ところで、日本では人間が死ぬと体重が重くなるといわれています。これは、死んだ人を運んだ 
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り、 着物を着せ かえたり するとき に、 非常に重く感ずる ことから いわれた ものと 思います が、しか 
し、 目方が実際に ふえて、 重くなるわけではありません。 

背中におんぶしている赤ちゃんが眠る と、 とても重くなったように感じるものです が、 これとよ 
く似た理由で、死んだ人はかかえても、かかえた人がらくなようにと姿勢をかげんしてくれるわけ 
ではなく、ただだらりとしてしまうので、重く感じるのです。まして、かかえる人には、もはや永 
久にともに語ることもできなくなってしまった相手を思う心の寂しさがあります。寂しさに目方は 
ない が、 人間が親しい人をなくしたときの心の重さははかりしれないものです。そのようなことも 
はたらいて、死んだ人を1[1いと感じるのでしょう。 

色盲の人には、どうして色 わたしたちが色を感ずるのは、わたしたちの眼の網膜に明るい光や色 
がわからないのでしよう を感ずるものがあるためです が、 もしこのはたらきがなくなっていたり 
力 はたらきが不完全であったりする と、 色がよくわからなくなるのです。 

色を感ずる細胞のはたらきがまったく欠けた人は、全色盲といって、 
色がぜんぜんわからなく、ただ、色の明暗や濃淡を感ずるだけです。赤い色は黒く見え、その他の 
色は、それぞれ濃さのちがった灰色に見えます。このような人では世の中がただ一色に見えるばか 
りで なく、 視力も わるく、 明るいところへでるとたいそうまぶしがります。 

ふつう色盲といっているのは、色がまったく見えないのでは なく、 色にたいする感じの不十分な 
もののことです。そのうちでいちばん多いのは、赤色と緑色の区別がはっきりできない赤緑色盲で、 
赤緑色盲の人のなかには、くだものの熟したのと熟さないのとの区別がつかなかったり、茶色の ィ 
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ヌの歩いているのを、草とおなじ色の ィヌが 歩いていると 
思ったりしている人がいます。 

また、色盲よりはずっと軽いのを色弱といいます が、 色 
弱の人は色のついた物の形が小さかったり、色が薄かった 
り、見る時間が短かかったりすると区別がうまくつきませ 
ん。色盲や色弱は眼の神経の病気などからおこることもあ 
りますが、多くは生まれつきのもので、日本人ではすべて 
の男子の四•五パーセントが色盲か色弱です。女子ではず 
っと少なく、男子のおよそ一〇分の一です が、 日本の人口 
を一億と し、 男と女が半分ずついるものとすれば、そのう 
ちの二五〇万人が色盲か色弱だとは驚いたものです。色の 
感じというものはほかの人とくらべることができないた 
め、 色盲の人は検査をうけるまで自分が色盲であることを知らないばあいが多いもので、なかには 
色盲だといわれる と、 そんなことはないなどといって、怒る人もあります。 

色盲の検査が やかましく いわれ だした のは、八十 年く らい前に スゥ H 1 デンで汽車が 衝突し、 そ 
の原因が機関士の色盲によるものであったことがわかってからです。飛行機、汽車、電車、船舶な 
ど 交通機関にたずさわる人が色盲では非常に危険です が、 色盲や色弱の人は 印刷、染色、 呉服な ど 
の仕事に もむ きません。女子は着物の柄やその他色を取り扱うばあいが多いのですから、 もし 女子 
に色盲や色弱が多かったら、ずいぶん不便で しょうが、 女子に少ない とは、まことにうまくで きて 
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いるものです。しかし、色直の素質は女子に伝わるので、母親が色盲であるばあいは、たとえ父親 
が健全であっても、その息子はみんな色盲です。なお色盲の数は人種によってちがっていて、白色 
人種の男子についていえば、八〜九パーセントまで色盲です。 

色盲や色弱はふつう生まれつきのもので、これをなおすことはできませんが、色を区別する練習 
をすれば、すこしは判別できるようになります。第二次大戦のとき、アメリヵでは赤緑色盲の人を 
集めて、飛行機に乗せ、ヵムフラージュした陣地や大砲や戦車を見つける役をさせましたが、赤と 
緑の色を区別できないこの人たちは、青や黄色にたいしてはとても鋭敏な感覚をもっているので、 
たいそう役にたったそうです。 

舌でないと、どうして味が ほとんどすべての脊椎動物は口の中に舌をもっています。舌は味を知 
わ力らな t のてしよう か。る器官ですが、わたしたちの舌は表面が粘膜でおおわれていて、内部には 

発達した筋肉が縦横上下に走っています。それで舌はよくうごきます。 

赤ん坊は乳首をまいて乳を吸うことができますし、わたしたちも食物をかむときには、舌のはた 
らきで食物をこねまぜ、口の奥に送りこみます。また声をだすときには、口の形をかえて、声の種 
類をかえることができます。 

しかし、魚の舌はたんに粘膜のふくれただけのもので、のびちぢみができません。食物をのどの 
ほうに送ったり、口の中に入った食物をおさえつけて口から出ないようにするのには役だちます 
が、味を知る感覚はあまり発逹していません。魚類のように水中生活をしているものは、ひげや 
くちびるなど体の表面でも味を感じますが、陵上生活をするようにな ると、 味覚は口の中にかぎら 
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岙の表而には味齋（みらい）とよばれる約3, 000の 
小さい細胞があって，それぞれの味蕾が，塩から 
さ，にがさ，あまさ，すっぱさを感じとる役目を 

している。これらの細胞は岙のまわりと後方にあ 
って，中央の部分には味を感じない俩所もある。 


れてきます。 

味を感ずるのは味蕾というもので 
す。舌の面には乳頭という小さな突 
起が あり、 味蕾は舌の先や舌のわき 
や舌の根 もとな どの乳頭の中に蕾形 
をして うもれて います ◦また、軟口 
蓋やのどの奥の粘膜にも散在してい 
ます Q 

味蕾はタマネギのょうな形をした 
たくさんの味細胞のょりあつまり 
で、 货物が味細胞をしげきす ると、 
祌経がこの興奮を大脳に伝えるの 
で、 咪を感ずるのです。味細胞を し 
げきす るには、 味を感じさせるもの 


液体になっていなければなりません 

から、つばでとけないものや液化できないものの味はわかりません。味には甘い味、すっぱい味、 
しおからい味、にがい味の四種があります。辛味や渋味もありますが、これは触覚や痛覚のまじっ 
たものです。しおからい味は、舌のどの部分でもほぼ一様に感じますが、甘味を鋭敏に感じるのは 
舌の先で、酸味は侧縁部、苦味は舌根部が鋭敏に感じます。これから考えると、場所にょってそれ 


135 


さ 

ら 

\s 

力 

塩 


み 

0 i 
I /1 

0 


V/ 


み 

ま 

あ 


それの味蕾のはたらきにはちがいがありそうに思 
えます が、 形のうえでは区別がありません。 
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シチメンチヨウをクリスマ こんなクイズがあります 。 E は茶 カツ (褐)色で、冬には白くなる鳥は 
スに食べるのは、どうして 可でしょう？.答は ライ チョウです。こんどは少しむすかしい。冬が近 
でしょう力 づくと青くなる鳥は何でしょう？ 

シチメンチョウが正解だそうです。シチメンチヨウはクリスマスの料 
理にさかんに使われるので、冬が近づく と、 こわくて青くなるというのです。 
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シチメンチ ヨウは、 家で飼う鳥のなかではいちばん大きい鳥です。もとは 北アメリカ だけにいた 
のです が、 いまでは世界中どこにでも飼われています。頭に肉いぼが あり、 くちばしのねもとから 
皮膚がたれさがっているので、はじめてツチメンチ ヨウを 見たときには、くちばしのない鳥だと思 
う人さえあるくらいです。肉いぼやたれさがった皮腐がさまざまな色にかわるので「七面鳥」とい 
うのです。 

外国では、クリスマスの晚にシチメンチヨウの肉を食べることにしていますが、その起こりには 
いろいろの説があります。 

アメリカ人がはじめてイギリスからわたってきたときには、肉がなくて、しかたなくシチメンチ 
ヨウを食べたので、そのときの苦労を忘れないようにクリスマスの晚にシチメンチヨウを食べるこ 
とにしたのがもとだという説もあります。 

またこれとはべつに、十字軍のおかげだという人もいます。十字軍はいまから八百年もむかしの 

話です が、トルコ 人がエルサレムを攻めた とき、ヨーロッ。ハからトルコ 人(ターキ ー) をうちに き 
た人たちが気勢をあげるために、 トルコ 人とおなじ名のシチメンチ ヨウ (夕—キ I )を焼いて食べ 
たのがはじまりだというのです。 

日本でも外国のまねをして、クリスマスにはシチメンチヨウを愈べるようになり、なかにはシチ 
メンチヨウを食べたといっていばっている人もいますが、 コック さんの話によると、ほんとうのシ 
チメンチヨウの肉であるかどうか、区別のつく人はあまりいないそうです。 
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斯紋 は、 指の先にどうして 人間のからだの表面をつつんでいるのは皮腐です。皮膚のいちばん外 
ついているのでしょう か。 がわは表皮といって、そこには神経も血管もきていませんから、傷つけ 

一ても血もでません し、痛く もありません。表皮の下は真皮といって、 こ 
こには血管も神経もきています。また、あぶらをだす皮脂腺や汗をだす汗腺もここにあります。 

真皮と表皮とが接している部分には、乳頭と いう、 小さなでこぼこがたくさんあります。この乳 
頭のすぐ下には神経がきていますから、皮) W に外からあたえられた感じがわかるのです。毛は乳頭 
がずっと真皮のうちへひっこんでいるところからでています。 

指紋は、この乳頭のでこぼこに応じて表皮にできたものです。指にあるから指紋というのですが、 
このようなすじは、指ばかりでなく、手のひらや足のゆびなどのような毛のない皮府にあります。 
ガラス板に指をおしつけてみると、肉眼でも指紋を見ることができます。これは皮脂腺からでる 

中央環状型 天蘇型 弓状型 環状型 
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偶発 $. 二重うずまき a . うずまき型 まき貝型 
あぶらがつくのですから、ふきとらなければかならずのこります。見えにくいときは、歯みがき粉 
でも汗しらずでもよいですから、粉をかけて、ちょっと吹いてみるとあらわれます。 

指紋は、人によってみんなそのすじの模様がちがっているので、犯人を見きわめるときなどに利 

用され ます。 

食欲は、秋になるとどうし 秋になると食欲がさかんになるのは、自然にそなわった「からだの知 
Nr °$ かんになるのでし ょう 恵」だといわれています。夏には、夏やせという言葉が あるく らいで、 
力 食欲もあまりさかんではありません が、 秋になる と、 何を食べてもおい 

しく感じるのがふつうです。"天高く馬肥ゆる秋"といいますが、肥え 
るのは馬ばかりではないでしょう。 

食欲は健康をはかるものさしで、消化にも重大な影響をおよぼしていますから、医者が患者を診 



察するときには、いちばんはじめ に、 食欲の有無をたずねます。おなじ愈物で も、 食欲がさかんな 
ときは、 おいしい と 思って食べますからよく消化しますが、^欲がなくてまずい と 思って食へれ 
ば、 栄養価の高いもので も あまり消化はすすみません。非常に悲しいときや怒っているときには、 
何を食べても身にならないで しょう。 

食欲は、からだの調子のよいとき や、 おなかのすいているときにはさかんです が、 香りが よくて、 
食物の味や色が美しいときなどにもさかんになります。 

SI 光灯の下では、好きなさしみも食べたくないというのは、さしみの色の美しさが汚されるから 
です。 

食欲はまた、天候や気温によってもちがいます。温度が低くてほどよい気温の候には、おなかが 
すいて、愈物がおいしく食べられます。〃味党の秋"といわれるように、秋になると食物の滋養分 
は增し、しかも種類も多くなります。魚屋、くだもの屋、八百屋な ど、 どの店頭を見ても色も香も 
すぐれたものがならんでいるでしょう。また涼しくなると、夏の間はぐったりしていた人たちも活 
発に運動するようになり、一方、からだは体温をたもつうえから も、 栄養分を多く使うようになる 
ので、食物を多くとる必要があります。このような条件がかさなっているので、秋になると、だれ 
でも食欲が増進するのです。 

秋になっても、もし食欲がなく、体重がふえないようだったら、それはからだのどこかがわるい 
と思わなければなりません。 
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白髪は、人によって白髪に 毛の色は人種によってちがいますが、これは毛の中にふくまれている 
なる人とならぬ人がありま 色素の量がちがうからです。毛の色は皮膚の色とだいたいつりあってい 

すが、どうしてでしようる ものです。 

毛は髄質という、中心になる細胞と、その外をつつんでいる皮質とい 
う固い部分と、その外をつつんでいる表皮とからできていますが、いちばん大きな部分を占めてい 
るのは皮質で、そのなかにはメラニンという色素がたくさんはいっています。 

金髪にはメラニンがいちばんすくなく、銀髮が光るのはメラーーンがすくない うえに、 髄質に空気 
がはいりこんでいて光線を反射するからです。白髪になるのは、この色素がなくなるためですから 
若い人でもメラーーンがなくなれば白髪になります。皮膚の色がまっ 白で、 俗に白っ子とよばれてい 
る人の髪の毛がまっ白なのは、最初から メラー ーンがはいっていないのです。 

老人になるとふつうだんだん白髮になって くるのは、 メラニンがだんだんできなくなり、すくな 
くなってくるからです。 

あまり心配すると白髮になるといいますが、白髮になるのは遗伝と KI 係が深く、とくに若くて白 
髪になる若しらがは主として遗伝です。それでなおしようがなく、コンブを食べたくらいで黑くな 
るものではありません。 

また、毛髪にはまっすぐなの、ちぢれたの、よじれたの、かたいの、やわらかいのなど、さまざ 
まなのがありますが、これも遗伝で、毛髪の色彩と形状は人種の分類上重要な表徴です。 

日本人の髪の毛はたいていまっすぐで、表面もなめらかですが、西洋人のそれはゆるやかに波を 
うってちぢれています。髪の毛を横に切った切口を見ると、日本人のはまるいか楕円形ですが、西 
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洋人のはちぢれています。ちぢれ毛は 三、 四 ミリ ごとにねじれているものですが、これは成長の ¥ 
い部分とおそい部分との間でよじれているためです。 

日本人のなかに も、 ときにはちぢれている人がいますが、これは遗伝的なもので、パーマをかけ 
てちぢらせた髮は、なおそうと思えばもとのようになおります が、 生まれつきのものは容易になお 
りません0 

5 ii を飲む と、 どうしても 白酒は、むした米に、米こうじをまぜ、それにしょう ちゅう (淸洒、 

たれる0でしようか。 どぶろく、みりん、アルコールを用いることもある)を如えて、およそ一力乃 

のあいだ熟成させた のち、 石臼でこまかくしたものです。その名のよう 
に乳白色です が、 濃厚なのでむかしは練酒とよびました。甘味が 強く、口 あたりがよいので、量を 
すごしがちです が、 アル コール 分を 九パーセント もふくんでいますから、子どもには適しません。 
この 点、 酒の名はついていても、アル コー ルをふくんでいない甘酒とはぜんぜんちがいます。 

白酒が白いのは米のでんぷんのためです が、 ふつうの酒を飲んだ ときよりも、 腹に もたれるの 
は、 比較的消化が わるくて、 流動食のなかでは、胃の中での消化時間が もっとも長く かかる からで 
す。茶碗一杯の白酒が消化するのには二時間半もかかります。おなじ目方の食パンを食べたのとお 
なじくらいも 胃の なかにたまっているわけで、水やお茶にくらべる と、 三倍 も 胃のなかに とどまっ 
ています。それでもたれるように感じるのです。 
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: とゔ10£寒人間が、—よ—雌な人 

れて間になるまでには、およそ百万年かかったものと考えられています。 

はじめて地上にあらわれたころの人は、知能こそ進んでいませんでし 
、 たが、いまの人間より体格が大きく力強く、はだかで他の動勿と炎って 
いました。犬歯が長く鋭くとがっていたの4みつくのに役だったのかもしれません。一対一-で戦 

わしたんいまの人間よりずっと強かったにちがいありませんが、彼らはその後しばしば自然のき 
びしい試練にあいました。 ' 

寒し氷河®にもあえば、あたたかい間氷期にも あいました。そのようななかを生きねく？」 丈、 
1。 い体力が必要でしたが、それだけでは耐えられません。それで、 しだいに 知能— 達して ^ まし 
たこうしてしまから 一万年く らい 前までは体力も知力も進んで— したが、やがて頭のま 
ばし！うになりました。 頭が先ば しれば 体力の g 嫩はおろ そかになります から、 肉体の J —ノ 
たしに低下して、そのあげくが、頭でっかちの現在の人間へと 変わっていっ たという わけです。 
このような わけで、人間の知能は しだいに 進んで きました が、肉体的な面では 一万年くら、， 前か 

に3:®化して—した。そ认は、からだのどの部分を例にとっても証明ので—事実です。 
わテしたちは、灯火をつけずに洞窟の中に壁画をかくことができるでしょうか。一日 S 野を可卜 
キロも走ることがで—でしょうか。また、わたしたちのからだには退化したり退化しつつある器 
官力た くさん あります。そして、これからも知能はますます進んでいくでしょうが、肉体はし、こ、 


し tr これからも知能は享享進んでいくでしょぅが、肉体は 

最近、日本人の平均寿命はのび、また若い人たちの体格がよくなりました。これはまこと 


に喜ば 
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20 万年前 10万年前 a 乃牛刖 



校式図 


しいことです が、 その一面、体力がめだって低下してしる 
こと も見のがしてはなりません。 

いままでの動物の歴史を みると、 進化のはやいものほど 
早くほろびています。人間は進化がはやかっただけに、近 
い守来にほろびるようなことがあるのではないかと心配し 
ている人もいますが、知力だけが先ばし ると、 自然の大変 
化にであってほろびること以外に も、 自分たちの発明した 
もので、みずからほろびて しまうよう なことがないとも力 
ぎりません。 

信号機は、なぜ青•黃•赤 今日いたるところの迫路には 
の三色を使っているのです 信号機があって、，：：：励屯の危険 
か。 をできるだけ少なくするように 

I しています が、 信号機は、はじ 
めは汽車の危険を防ぐために考えだされたものだといって 
もよ いでしょう。もちろん、最初からいまのような信号機 
があったわけでは なく、 世界最初の旅客列艰が走ったとき 
には、馬に乘った信号手が、赤旗をふりながら 、列 ®の前 
方を走ったということです。 
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j0 万年前 40万年前 30万年前 

- • -----_ _ _ 


第1氷河期第1氷河間期第2氷河期 •第2 



人類進化の 


色を見てそれから うけとる 感じは、民族によってもちが 
うし、 時代によってもちがい、人によってもちがいますが、 
赤い色を見る と、 火を思いだ したり、 血を速想する ことが 
多いようです。日本の鳥居や寺の山門には赤い色を塗った 
ものがあります が、 これは赤い色は魔よけになる と 信じら 
れていたからです。 

赤い色は視神経を強くしげきす るので、 注意を よびおこ 

す場合に見せるのには効果が あり、 また遠くまで 見え、® 

の夜でもよく見えるので、危険信号や停止信号の色として 
はもっとも適しています。 

信号機の電灯の色は、目につくばかりでなく、それが 遠 
くからも見える ことが たいせつですが、色には遠く，ハら^ 
あまりよく見えないものもあります。遠くから見えるか Ja 
えないかは、波 tt の長さに - J : って おこるちがいで、波長の 
長いものは遠くまで達します。赤は波長がいちばん 長く、 
そのつぎはだいだい色で、緑はそれについでいます〇信号 
機に赤、だいだい、緑の三色をもちいる のは、 遠くからで 
も信号がよく目につく ように、この 波長の長い色を とった 
のです。 
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赤が とくに 人目を ひく 色である ことは いまお話ししたとおりです が、 だいだい色も緑色もよくめ 
だつ色です。学童の雨衣や帽子を黄色にするの も、 この色が よくめ だつからで、だいだい 色は、 色 
のうちで いちばん実際より近くにあるように見える色です。それで自動車の運転手は注意信号がで 
ると、 停止線よりずっと手前でいち早くブレーキがかけられる という わけです。 

また、 緑色は平和、やすらぎなどを感じさせる色なので、安全であることを知らせるのに適して 
いま^^ 

カエルの心臓をからだからとりだしてリンゲル氏液(生理的食塩水に少 
m のカルシゥムとカリゥムをまぜたもの)の中に入れる と、 しばらくのあい 

だは どくどくと 脈をうちつづけて います。 そればかりでは なく、 心臓へ 
の血液の入口で ある 大静脈の口からたえず ほどよい 栄養分のある液がは 
いり、 また心臓からの血液の出口で ある 大動脈の口から 
その液がでて くるよう にして やると、 心臓はからだのそ 
とで半日以上もうごいております。 

これは冷血動物であるカエルの心臓のことですが、温 
血動物である イヌ や ネコ、 さらに人間の心臓をからだか 
らとりだしてもじようずにしまつす ると、 かなり長いあ 
いだひとりで動きつづけます。また動物が死んだあと 
で、その、い臓をとりだして再び脈をうたせることもでき 



心臓がうごいているのは、 
何の力でうごいているので 
しょう か。 


心臓の筋肉細胞 
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心臓には I 、ってきた血液が送りだされる順序 



からだじゅうの静脈をとおっていくうちにとりいれた二酸化炭素や老廃物をふく 
んだ暗色の静脈血は，心房がゆるんだ瞬間に右の心厉内にひきいれられ，心房が静 
脈血でいっぱいになると，その下面の弁がひらいて血液が下のほうの心室へそそぎ 
こむ。心室がいっぱいになると，血液をおしだそうとする圧力で弁がとじて， パラ 
シュート のようにふくらむ。 この おなじ圧力は，同時にもう1 つの 弁（半月弁）を 
ひらき，血液を心室から直接に肺に通ずる動脈内へと送りこむ。肺の中のうすい壁 
の 網の目によって，暗色の血液は，になっている二酸化炭素を外気からとりいれた 
酸素と交換して，鮮紅色になって心臓へもどる。 

一方，右室と調子をあわせながら，左室は肺の中で新鮮になった血液を うけいれ 
る。 心房が いっぱいになると， 弁が ひらいて 心室が みたされていく。つぎの 瞬間に 

心室はちぢまり，コップ1杯ほどの血液を大動脈の中へおしだす。大動脈内の圧力 
が心室からの圧力より大きくなると，その間は，半月弁がとじる。聴診のときに聞 
こえるドクンドクンという音は， つまり 弁がとじるときの音である。 
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ます。 肺炎で死んだ子どもの心臓を、死んでから後二十四時間もたってからとりだして活動させた 
例もあります。これらのことからわかる ょぅに、 心臓は心臓向身の力で動くのです。ところで、わ 
たしたちの心臓は一分間に七十くらいのわりで規則正しく動いております。また心臓が動くときに 
は、 全体が同時に動くのでは なく、 まず心房がちぢんで、つぎに心室がちぢみます。これはどうい 
うわけ でしょうか。 

人 I.' 1 .] の心臟には右心房、右心室、左心房、 左心室が あります。そして 上 大静脈と右心房のさかい 

に洞結節というものが あり、 これはふつうの心臓の筋肉とち 


がったとくべつの筋肉からできているのです。 

ふつぅの状態で心臓が li いている ときには、 まずこの部分 
に m 気 的 変化が おこり、 それが一定度に達する と、しげきと 
なって、 し 房の筋肉につたわり、心房がちぢみます。そぅする 
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と、洞結節の電気的変化はもとにもどり、それからまた変化 
がすすんで、 ある 程度に達する と、 またしげきとなって心房 
の筋肉につたわるといぅぐあいで、これがくりかえされて、 
心房のちぢむことが規則正しくつづいておこるのです。 

さて、 心房につたわったしげきに ょり 心房がちぢまる とと 
もに、 このしげきは右心房と左心房とのさかいのかべで、心 
房と心室とのさかいの近くにある房室結節と いぅと ころにつ 
たわります。房室結節は九州大学の田原教授が発見したもの 
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です。この 房室結節からは ヒス— ra 原の筋來というとくべつ 
の筋繊維のたばがでて いて、 これが心房と心室とのさかいを 
つらぬき、ついで二本にわかれて右左の心室の内面をつたわ 
り、 だんだんにあみのようにわかれてプルキンエ氏繊維とな 
って心室の筋肉とれんらくして おります。 そこで房室結節に 
つたわったしげきは、 この 道をとおって心室の筋肉につたわ 
り、 これにより 心室の筋肉がちぢむのです。したがって心房 

の筋肉にしげきが達してから心室の筋肉にしげきが達するまでには、ちょっと時間がかかりますの 
で、 まず心房がちぢんで、それから心室がちぢむのです。 

それでは、この心臟の動くもとの力になる洞結節の電気的変化は、何によっておこるのでしょう 
か。 これは洞結節にある筋組織自身のはたらきによっておこるのだという 説と、 そこにある神経細 
胞のはたらきによるのだという説とがあります。 

この二つの意見は、生理学者のあいだでさかんに問題になった説です が、 このごろでは、すくな 
くと も脊椎動物については、筋111織のはたらきによるもので、これが神経細胞とおなじようにはた 
らくのであるというの が、 多くの生理学者の一致した意見のようです。 


頭蓋骨には、なぜひびがは 
いつているのですか。 


人間のからだは外から見るといかにもやわらかそぅに見えます が、 中 
心にはかたい骨がはいっています。 

骨の数はからだ全体では二百余 もあり、 形は長い もの、 短い もの、 平 



たいものな ど、 さまざまですが、これらの骨ががっちりと骨 
ぐみをつくっているので、それでわたしたちは立っているこ 
ともできれば、手足を自由にうごかすこともできるのです。 
骨の多くは、関節でうごかすことができる ように、 他の骨と 
つながっています。指の関節やひざの関節はちょうつがいの 
ようにう ごき、 手首の関節や親指のつけねの関節は上下と左 


骨右にうごきます。 また、 腕や股の関節はどの方向にも自由に 
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1 うご pfjt ; ます 

骨と骨とのつながりが このように なっているから こそ、 自 
由に運動できるのです が、 頭の骨だけは、のこぎりの歯の よ 
なギザギザの縁でたがいにかみあっていて動きません。 これを 總合といいます。頭の骨は平たい 
骨が縫合していて、中に頭蓋腔という大きなへやをつくり、その中に脳をおさめています。 

生まれたばかりの赤ちゃんの頭を見る と、 まだこの縫合がぴったりくっついていないので、頭の 
中央のあたりがちょっとくぼんでいて、そこがぴくぴく動くので、なんとなく頼りないものです が、 
赤ちゃんが大きくなるにつれ て、 ぴったりくっついて動かなくなります。 

頭の骨がこのようなつながりかたをしていて動かない ことは、 人間のからだのなかで もっともた 
いせつな脳を守るのにたいそう都合がよいわけです。 
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西洋人の 目は、 どうして 青 青い目をしたお人形といえば、ほかのことは何もい わなくても、 西洋 
L のでしよう力 人形だということがすぐにわかります。ふつう西洋人は青い目をしてい 

ますが、西洋人の mi にも、 青ではなくて茶色の目 もあります。よく 見る 
と、日本人の目に も 茶色の目が あります。 また気をつけて見ると、目の黒い人は髪の毛な ども黒く、 
目の茶色の人は髪の毛も茶色です。 

鏡に自分の目をうつして見る と、 黑 cn のまんなかにまっ黑く見える丸いところがあります。こ 
れは瞳の孔です。この瞳のまわりにこまかいしわのよった膜があります が、 これは虹彩という膜で 
す。目が青いとか黒いとかいうのは、おもにこの tt 彩の色のことをいっているのです。ゥサギの赤 

い nn も、虹彩が赤く見えるのであって、[1®の孔はやはり黑く見えます。 

それではなぜ虹彩の色が黑かったり靑かったりするのかといいますと、ここにはメラニンという 
茶&のこまかな色素があるのですが、この色素がたくさん入っていると黑く見え、それが少ないと 
茶色や青色に見えるのです。 メラニンは、 虹彩やそのまわりの膜ばかりでなく、眼の奥の内がわに 
張っている網膜にもふくまれていますが、網膜にふくまれている量は、西洋人も日本人もあまりち 
がいません。けれども、虹彩やそのまわりの膜にある色素は®洋人のほうがずっと少ないので、網 
膜の色素がすけて見え、茶色や金色や青色などさまざまに見えるのです。 もし、 網膜に も 虹彩に も 

この色素がぜんぜんな いと、 目は シロゥ サギの目の ように まっ赤に見える でしょう。 

眼に必要でない光や有害な光がよけいに入る と 像がはっきり結ばなくなります が、 虹彩やそのま 
わりの膜にある色素は、瞳の孔以外の部分からはいる不必要な有害な光線をさえぎるはたらきをし 
ています。日本人の眼には ここに 色素があるた め、 西洋人よりも視力が 強く、また 強い光線に も财 
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える ことができます。 西洋人と いっしょ に写真を とるとき、 たとえば白壁の前などに立ちます と、 
わたしどもは平気で立って いられても、 西洋人はしきりにまぶしが る ものです〇 

日本人のなかにも、白っ子といって、皮膚の色が 白く、 髮の毛も 白くて、 眼の色も青白い人があ 
ります が、 こういう人は視力も 弱く、 また明かるいところにでると 非常に まぶしがるものです。 西 
洋、は、い b ばふつうの日本人と白っ子の人との中間の人とでもいうべきでしょうか。このごろ日 
本ではサングラスが大流行です が、 サングラスが西洋人にとって必要なこ；^はおわかりでしょう。 
しかし、それを日本人がそのまままねて、ふつうの 太陽の光の 下を、 猫 も 杓子 もサングラスをかけ 
て# くのは、 眼科の医師から見れば、まことにこっけいなことです。こっけいどころ か、何でもな 
いときにサングラスをみだりに用いていると、眼鏡をとったときにかえって眼の病気をおこすこと 
がありますから、気をつけなければなりません。それは ちょうど、 つねに 襟巻をし、 マスクをして 
いる人が、たまたまそれをとるとすぐヵゼを ひくよう なものです。 

謎はどうしてふつうのご 一 赤飯は、別の名をこわめしともいいます。こわいからこわめしです。 
飯よりこわいのでしょう 一です から、 むかしお嫁さんは、やわらかい 赤飯をたくと、 意気地のない 
か。 しょうこだといって笑われたものです が、 いかにこわめし でも、あまり 

固いと食べにくいものです。 

ご S を^くとき 水を じゅうぶん吸わせる と、 やわらかくできあがります が、水分が すくないと 固 
いご飯になってしまいます。こわめしの 固 いのも、 水分が たりないからです。 

米 文、おもこ でんぷんからできてい ますが、 生のときのでんぷんには、水分や?^化液がしみこみ 
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にくいので、生米を食べるとおなかをこわします。 

ところが、炊くと 水分 や 消化液が はいりやすくなります。 赤飯を つくるときには、 蒸す 前に水の 
中につけておきます が、 このときにはまだじゅうぶん水を吸うことはできません。 

それを蒸すと、蒸気が米の中にしみこんで、水分がふえます。こうして、こわめしになるのです 
が、でも、ふつうのご飯にくらべるとたいしたことはなく、水分は半分にも逹しません。それでこ 
わく感ずるのです。 

赤飯を むすときには、「しと」といって、とちゅうで、 水を ふりかけるでしょう。これは、こう 
して 水分を あたえて、 それを赤飯に吸収 させ、やわらかくするためです。 

赤飯は、こわくても消化がわるいわけではなく、そのでんぷんは水分や消化液を吸いやすいかた 
ちに変わっていますから、おなかの中にはいってから、水を吸ってやわらかくなり消化され ます。 

むかしの人は、このょうなりくつを知っていたのかどうかわかりません が、 「赤飯はお湯を飯み 
ながら、食べなさい」と教えています。 

タイでんぶは、タイのそぼろを醬 油、 みりん、砂糖、塩などで味つけ 
したものです し、 タイ味噌はタイでんぶに水を加えて熱したものに、味噌 
をすりつぶして うら ごしにしたものを加え、 とろ 火で練ったものです。 

しかしタイをもちいることはまれで、多くはスケソウダラを使ってい 
ます。ですから、正しくは タラ でんぶ、 タラ 味噌というべきでしようが、 
これが商習慣というもので、タイの名をつければこちらも得だし、客も喜んで 


タィでんぶや タィ 味噌は夕 
ィでつくったものではない 
そうです が、 どうでしょう 

か。 


153 


質う から一挙両得 だと申します。 

これはでんぶと味' 1 f だけのことではなく、有名なタイの子の塩辛も、タイの子ではなくて、サバ 
の卵巣です し、 タイのかすづけは、タイではなくて、 メヌヶ のかすづけです。 

このような商 TBJ 惯が日本にはじつに 多く、 しかも、それが堂々 とま かり通っているのはふしぎと 
いえばふしぎです。 

本場浅草のりと明記した海苔のつくだ 煮は、ヒトニダサという 海草に安物の アミノ酸、食塩、 ズ 
ルチンな どで味をつけた もの、 缶詰の砂糖入り コーヒーが、まことはハゼノキの実、イチゴジャム 
がイチジタジャムを まぜた もので、パイナップル•アイスキャンデ I の中身は ミカンの繊維、 牛の 
大和煮がクジラの 肉であった り、かぞえあげればキリがありません。 

煮た大根は もとより、 さしみのつまにした 大根 もからくないのに、 
なじ 大根で もおろすとからくな り、 よい 香りが します。 

大根のから 味と 香気の成分はカラシやヮサビのから 味とよく 似たもの 
です が、 からさは大根の種類に よってもちがい、また、おなじ 種類のも 
ので も、 つくる 季節に よってちがいます。いっぱんに、 秋から冬の寒い と 
きに とれる 大根は から 味が すくなく、 春から夏の® い 季節に とれる もの 
はから味が つよくなります。 これは、季節に よって 大根に ふくまれる 糖分の量が かわる ためです。 

ところで、 大根はそのままではから味を感じません が、 大根をおろすとからくなるのは、組織が 
こわされて、 からみの成分が 分解され、 からし油その他ができるためです。 つまり 分解が おこって 


大根はからくない のに、 大 
根おろしはなぜからいので 
しょぅか。また、しばらく 
おくと、 なぜからみがな く 
なるのでし ょぅか。 


お 
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はじめてからくなるのです。 

それで、おろしてすぐょりも、 七、 八分たったときがいちばんからくなります。しかし、このか 
ら味は 、たいそぅ熱にもょわく、また 揮発し やすくて、小さい粒子となって 発散して いくので、 時 
間が たつにつれてだんだんから 味がぬ けていきます。そのかわりに 甘味が でてきますから、おろし 
てから二 〇分も すれば、から 味は ぐっとなくなって甘くなり、多少のにが 味 もつきます。そして一 
時間も すれば、ほとんどおろしの 味は なくなつてしまいます。 

よく大根おろしをかたくしぼって供する人がありますが、このようなばあいには、から味の成分 
は汁のほうに出してしまうので、かんじんの大根おろしはかすにひとしくなります。 


高い山にのぼったときなど- このようなことは、高い山にのぼったり、電車がトンネルこはいった 

耳がつ—んとして音が遠くり したときに よく あることです。飛行幾で飛ぶときには、 とくこ 強く感 

なることがあります。これ i 、二ま 十 0 X ! 
はどうしてでしようか。 一1 

わたしたちは、日ごろはうっかりすごしていて、空気について何も考 
えませんが、この地球の表面は厚い空気の li (大気)でおおわれていま 
すから、わたしたちは、いわば「空気の海」の E で生活しているようなものです。 

空気は目に見えませんが、空気にも目方はありますから、わたしたちは大気の圧力をうけている 
わけで、その圧力は、平地においては一平方センチメートルにつきおよそーキログラムの重さにあ 
たります。したがって、わたしたちは頭と両肩に四、五百キログラムもの重さをうけていることに 
なります。しかし、気圧は上からばかりでなく、あらゆる方向からはたらいているので上下四方で 
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釣りあって おり、 それに、わたしたちのからだは、強い気 
圧をうけてもおしつぶされないようなしくみになっている 
ので、無事に生きていられるというわけです。 

ところで、大気は自分の重みで地球の表面にあるものを 
おしていますから、高い所にいくほど気圧が低くなり、空 
気はうすくなっています。高い山で 運動す ると、じきに 息 
苦しくなるの も、 空気がうすくなっているためです。箱根 
山は高さが一千 メートルく らいの山ですから高山とはいえ 
ません が、 それでも気) f は一平方センチ メートル あたり九 
百 グラムく らいの重さに あたり、 平地にくらべる と、 かな 
り氐 くなっています。 

一方、わたしたちの耳のできかたを考えてみると、耳は 
外耳、中耳、内耳にわかれていて、外耳の奥には鼓膜があ 
ります。鼓 K は厚さ〇 •ー ミリくらいのうすい膜で、その 
内がわは中耳です。中耳は鼓室と耳管2ゥスタキ ー 氏管) 
からでき ており、 空気でみたされていますから、鼓膜は外 
がわは大気でおされ、内がわは、それに相応した圧力の空 
気でおされているわけです。 

そこで、もし 外がわの気圧がさがったら どうでしょう。 



内がわの空気の圧力のほうが強くなりますから、鼓膜は当然おされて、外がわのほうにひっぱられ 
る形になるでしょう。気圧の低い、高い山にのぼったとき耳がつ一んとするのはそのためです。も 
つと も、 エウスタキー氏管は咽頭につうじているので、口や.鼻の穴をつうじて外の空気とれんらく 
しています。それで外がわの気圧がゆっくり変化していくときには、それに応じて内がわの圧力も 
変化しますから、耳が痛くなるようなことはありませんが、なにぶんにもュウスタキー氏管は細い 
ので、急に変化したばあいにはまにあわず、バランスがとれなくなるわけです。 


卵をわった とき、 中に血の 卵には卵黄が二つ以上はいっている卵もあれば、ときには卵の中に、ま 
ついているものがあります た小さな卵がはいっているというようなごていねいなものもあります0 

f : 、 ど？ IL て^ T う H 生卵を食べようとして割ったと き、 典がまじっていることなどは、そ 

また、 それを食べても害は 

ないものでしよう か。 んなにめずらしいことではありません。 

一ーヮトリの卵は、卵巣のなかでは黄みが大きなものから小さなものま 
で、 ちょうどブドゥの房のようにつながって います。 

卵黄は一つずつ , ] II につつまれていますが、順に熟して大きくなります。すると卵黄をつつんでい 
る膜がやぶれて、輸卵管のなかに送りだされます。白みや殼は輸卵管のなかでかぶさってきます。 
これらのものは、どれも輸卵管の内がわから分泌されます。 

卵巣から送りだされた卵黄は、輸卵管のなかを移動しながら、まず、だんだん卵白でつつまれて 
いきます。卵白には濃い のとう すいのがあります。ゆで卵の白みが層になってむけるのはそのため 
です。それからべつのうすいたんぱくにかこまれます。このたんばくは、卵をゆでたとき殼のすぐ 
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卵のからになる 
ものが加: b る 


卵染 



輪卵管 


dmO 



卵梁から輪卵管 
へうつるとき， 

卵黄の膜がやぶ 
れて血がまじる 


輪卵管の内がわ 
から血が出てくる 


卵集のなかの卵が 
殼（から）になる 
までのとちゅうで 
血がまじる。 


下のうすい膜になるものてす。 

輸卵管は、このあたりでちょっと太くなります が、 ここで 
は、 のちに卵の殼になるものが分泌されます。これで卵はい 
ちおうできたわけです が、 まだ殼が固くなっていませんか 
ら、出口の近くで固まるのをまっています。そして、ある固 
さになるとうみだされます。 

それでは、卵のなかの血はどこでつくのかといいますと、 
二つのばあいが考えられます。 

一つは、卵槊から輸卵管に送りだされる前に、卵黄をつつ 
んでいる膜が破れたときです。このときには血がまじるばか 
りで なく、 もし卵»中に寄生虫などがたくさんいると、血が 
つつまれるのとおなじように、寄生虫がついたまま卵白にか 
こまれてしまいますから、寄生虫入りの卵になります。 

それからもう一つのばあいは、輸卵管のなかを通っている 
ときで、 輪卵管の内がわから血がでる と、 それが封じこめら 
れて血のまじった卵になってしまいます。 

こんなわけですから、卵のなかに血のまじっていること 
は、 べつにふしぎなことでもないわけです し、 この卵を使っ 
て料理をつくっても害になるようなことはありません が、 見 
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た目には気持のわるいものです。 


男性の乳首はアクセサリ ー "あってなきがごとし"といえば、まず男性の乳首があげられます。 
で、 何の1にも立たないの ふくらんだ乳房は女性の象徴で、大むかしの人たちがの こした 土偶直 
でし 力 て も、 それが男性であるか、女性であるかすぐわかるのも乳房があるか 

らでしよう。 

幼少のころには、男の子も女の子もおなじ形の乳頭をもっていますが、女性には子どもを保育す 
るたいせつなしごとがあるので、女性の乳房は思春期に なると、 まるで花の蕾が育つ ように 発育し 

てきて；いにりっばに完成し ます。 

それにひきかえ、男性の乳頭は子どものときの形のま 
4まに とどまり、 一対が存在するというにすぎません。た 
土だ子どものころとちがうのは、乳房の周囲に赤褐色の色 
^素が沈着して丸い暈のような形の輪ができるだけです。 
^ 肥満型の力士の乳房は、ときに婦人の乳房よりも大き 
妙 く見えるので、母乳のない子はそれに異常な関心をしめ 
性すものですが、どんなに大きくても、ふつう乳汁はでま 
_女せん。 

P , 乳房は愛の泉の源で、子どもはそこからあふれでる乳 

wf/y 0 r ••/• •//•vv;v/-\^v 

ll_k 汁によって育てられるのですから、吸っても乳汁のでな 
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いような 乳® I は アクセサリ ー とよ ばれても - L かたありませんガ、男性のそれは長し こと W わな力っ 

たために退化した のでしょう。 _ 

し卜し、 むかし役にたっていたしょうこには、女性ホルモンを注射するとふくらんできますし 
また異常に発育した人では乳汁を分泌することもあります◦講談には、， W 分の乳で子を^てた^ d : 
の話があります し、 中国の本に も、 自分の乳汁を吸わせて孤児を育てた男の話がのっています。 

ドィッにも、 妻を なくした三十ニ オの靑年が自分の乳で五 力月間 も保育した記録が あり、 ァィル 
ランドにも似たような 例が あります。また、 日本で も、 現存の某先生は十七才 から 二十五才まで乳 
房が 張って困ったので、押すとぬ一杯くらいず つ乳汁がでた と 語って います。 

ただ、 このようなばあいで も、 多くは 右 か左かの片方だけから でるもので、 両の 乳首からでるこ 
とはまれです。乳房の競争では、しょせん、男性は女性の敵ではありません。 

血は、皮膚を切るとでます からだの外へ出た血は、すぐにかたまって くる ものです。たいていの 
が、ひと y でにかたまるの 、文、 空気に ふれる からかた まる ものだと思っていますが、空気には関 
はどうしてでしょう か。 係がありません。 

血のかたまったものを とって、 これに水をそそぐと赤い色がしみでて 
きます が、 色がでなくなるまで洗います と、 小さな白い色のかたまりがのこります。これを顕微 M 
で 見る と、 細い糸のようなものの集まりであることがわかります。この細い糸は繊維素とよばれる 
もので、血がからだの中を流れて いると きにはありませんでした が、 血がかたまってはじめてでき 
たもので す。 つまり血がかたまる ということは、 繊維素ができて、血の中のほかのものをとじこめ 
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てしまうことです。 

では、繊維素はどうしてできるのでしょう か。 それは繊維素になるものが血の液の中に あって、 
それが変化してできるのです が、 いつもは血の中にとけていて形も何もありません。それがどうし 
て繊維素に変わるのかといいますと、これを繊維素に変えるようなはたらきをもっている別の性質 
が血液の中にはいっているからです。 

ですから、繊維素のできるもとになるものは、血液の中にちゃんとそろっているのですが、から 
だの中では繊維素になりません。これがからだの外にでるとかたまるのは、まず血液がからだの外 
にでるときには、血管の壁や皮腐に傷がつき、血液もその間をむりして通ってくるので、あちこち 
ぶつかって、からだを組み立てている組織の細胞や、血液の中にある血小板という細胞のかけらの 
ようなものがこわれ、その中にはいっていたものが、外へでてきた血液とまじります。そして' 繊 
維素のできるもとになるものを繊維素に変える物質にはたらくので、繊維素ができてくるのです。 
つまり、血液の中には、繊維素になるものも、これを繊維素に変えるはたらきの物質もあるのです 
が、 ただそれだけでははたらくことができないので血管の中ではかたまりません が、 血液がからだ 
の外へ出るときには、血小板や S 1 織がこわれたためにでてくる特別のものがはいってくるので、こ 
れらのものがはたらいて、つぎつぎにはたらきがおこり、最後に、繊維素の糸ができ、血液がかた 
まるというわけです。 

血液が体外にでてからかたまるまでの時間は、動物によってちがい、たとえば魚の血液は人問の 
血液よりも早くかたまります。 

このように動物の血液は、からだの外にでたときにかたまる性 H をもっているので、どれほど吃 
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険からのがれているかわかりません。 もし、 このようなはたらきがなかったならば、ちょっとした 
けがのためにも死ぬものがふえる でしょう。 

ところが、ここに一つ、血友病といって、ちょっとした傷から出血しても、血液がかたまりにく 
くて、 出血のなかなかとまらない病気があります。病人の数は少ないけれども、たいへんあぶない 
病気です。この病気は男性ばかりにあるもので、女性はかかりません が、 血友病の家系の女性が結 
婚して男の子を生むと、その男の子には血友病がでてきます。 

血はどうして赤いので しょ 人間の血液が赤い のは、 血液そのものが赤いのでは なく、 血液の中に 
うか。 赤血球が あるから 赤いのです。血液を顕微鏡で見る と、 無色の液の中に 

黄色の小さい球がたくさん あって、 それがしずかに流れています。これ 
が赤血求です。それから、 これよりもっと 大きくて ちょっと 青っぽい色に見える丸い球が一つ二つ 
見えます が、 これは白血球です。赤血球は赤い球です が、 顕微鏡にかけて見る ときは、 うすいから 
赤いのが黄色く見えます。血液が赤く見える のは、この 赤血球が とてもた くさんあるので赤く見え 
るので す。 

人の赤血球は直径がわずかに一〇〇〇分の七 ミリメートルく らいで、一立方 メートルの中に、 ふ 
つう男では五〇〇 万、 女では四五〇万もあります。赤血球が赤く見えるのは、なかにヘモグロビン 
というものをふくんでいるためです。ヘモグロビンは鉄をふくんだ一種のたんぱく 質で、 酸素をた 
くさんむすびつける性質をもっています。それで血液がからだの 中を めぐっていると きに、 へモグ 
ロビンは! 1.11 で酸素をむすびつけ、組織や細胞にそれをくばります。 
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わたしたちは血液は赤いもの だと 思っていますが、 カタツ ムリ、 タコ、エビ 、カニ、 クモ、サソ 
リなどの仲間はうすい青色の血液をもっています。これはへモグ ロビンがなくて、 へモシ アニンと 
いううすい青い色のものをもっているからです。背骨をもっている動物をのぞけば、赤や青の血を 
もっているものはむしろ 少なく、 いっぱんには無色の血液をもっているのがふつうです。 


血の涙とは、どんな涙でし 〃鬼の目にも淚"といいます。それくらいですから、涙を流さないも 

うか。 のはないで しょう。 海の中に住むクジラも涙を流すことがたしかめられ 

ています。 

淚は、なめてみると多少のしおからさを感じます が、 ほとんど水からできています◦たえず目の 
なかにでていて、自を保護しています。もしも涙がでなくなったら、目の中は乾いて、目の外がわ 
にある膜はすりガラスのようになってし まうでしょう。 

ガンコ親父が、道楽息子に「わしの目の黒いうちは」といって、がんばることができるのも、涙 
のでるうちのことです。目で物が見えるからには、鬼の目にも涙があるのは当然で、白い目の鬼で 
はにらみもきかなくなるというものです。 

わたしたちは、ふつうのばあいは涙がでていることに気づきませんが、目にごみがはいったり、 
タマネギを切ったり、ヮサビやからしを食べたときなどには涙がたくさんでてきます。 

一休禅師は「鬼の目に涙は何の涙なる地獄の釜の下がくすぶる」と詠みました が、 煙が目にはい 
ったときにも淚がたくさんでます。病気で炎症をおこしたときにも涙がでます。これらの涙は、目 
や鼻をしげきされたときにでる涙です。むかしの俳優はみょうばんをつけて泣いてみせたそうです 
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が、いま、 映画でスクリーンいっぱいに見せる女優の涙は A 薬の涙です。 

生まれたばかりの赤ん坊が、泣いても涙を流さないのはまだ感情が発违していないからです が、 
わたしたちは、 うれし 涙、くやし涙、悲し涙な ど、 はげしく感動したときには涙がたくさんでてき 
ます。試合に 勝って、 手ばなしで泣いている選手を見たことがあるでしょう。 

沢は、たくさんでると@が しらでは ささえきれな くなって 外に流れだします が、 &の中にも流れ 
てきます。 としよりは、 *水と涙を一つハンヵチでいそがしくおさえる でしょう。 感情がたかまっ 
たとき： g がでるのは人間だけで、ほかの動物にはない ものと 考えられています。 

血 も； 1 W もない 人間とは、 慈悲心のかけら さえも 持たぬような人の ことでしょうが、 悲憤の感情が 
最古1潮に违したと きには、〃 血淚をしぼる"などといいます。 

このばあいの血涙はやがて感情の波とともに静まりますが、はやく手当てをしなければきけんな 
血涙もあります。それは、ほんとうに赤い色の涙がでるときです。 

まぶたの裏が わの 膜が充血す ると、 そこから血がにじみでて淚が赤くなる ことがあります。また 
網膜から出血する こともあります。 ^の中に涙が流れて くるのと はぎ ゃくに、 鼻血が目にでて くる 
こともあります0 

mi の 中の膜から出血す るのは、 血圧が 高くなりすぎたと きに 多く、 それは危険信号にほかな りま 
せん。 健康な状態であるなら ば、 どんなに感 きわまっても、 悲憤の涙が 赤く染まって くる ことは あ 
りませんから、ほんとうに 赤い涙がでて きたときには、はやく 医師の手当てをうけなければ なりま 
せん a 
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茶を 魔法び んに入れて長い I むかし、石田三成はお茶のいれ方がじょうずだったので、秀吉に見い 

だされたといいます。 

お茶はわたしたちが® 日 飲んでいるものです が、 ほんとうにおいしい 
入れかたをするのは、なかなかむずかしいもので、ただ熱湯をそそげば 
よいようなものではありません。点茶で、湯加減をやかましくいうのもそのためです。 

茶の色は、茶の葉の中にふくまれているものが、水の中にとけだしてきた色です が、 それは生の 
葉の緑色がそのままでてきたものではありません。^の葉が緑色をしているのは、おもに葉緑素の 
ためです が、 葉緑素は水にとけません から、 湯の中にはほとんどでてきません。 

茶の湯をそそいだときの色はタンニンに負うところが多いのです。タンニンは茶のしぶ味の もと 
で、 茶の中には多量にふくまれています。湯の中に出てくる ffl は、 湯の fi 度と時間によってちがい 
ますが、熱い湯の中に長いこと溃けておけば、たくさんでて くる ことはいうまで もありません。 魔 
法びんの中に茶のお湯を入れるとき、もし葉がまじっていればいっそう赤くなるでしょう。 

また、 お茶の中の タンニンは、 空気に あう と赤くなる性質が あります。 それは、 リンゴの切り口 
が赤くなるのとよく似て います。 湯のみ茶碗にお茶をのこして おくと、 茶碗の底が赤くなるでしょ 
う。 赤くなるはたらきは空気にふれている時問が ft く、 湯の fi 度が高いときのほうがさかんにおこ 
なわれます。 魔法びんでは、びんの口をあけるときのほかは、あらたに空気の入ることは ありませ 
んが、湯の温度が高い ので、 この条件にかなって います。 

なお、 茶を入れた湯ははじめは澄んで いますが、 温度がさがるとに ごってきます。これは、 とけ 
ていたものが分解して、すこしずつでてくるためです。紅茶ではそれがとくにめだち ます。 


間おくと、色が赤くなるの 
はどうしてでしょうか。 
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ずっと以前は、〃色の白いは七難かくす〃などといわれ、美人は色白 
にきまっていました。それが、戦後は小ムギ色のほうが魅力的で、から 
だの大きい人ほど肉体美を感じさせるというように、美人の標準が変わ 
ったときいていました が、 このごろでは、またもとにもどって、色の白 
い人、小さい人のほうがかわいらしいということになったそうです。 

ところで、事実、 よく だした紅茶の色は黒い し、 鉄分の多い水で入れ 
たお茶は黒っぽくなります。それを見る と、 いくらお茶がおいしくても、飲んであんな色になった 
のではたまらないと心配するのもむりのないことです。 

もしお茶を飲んで、黑くなるとしたら、それはお茶の中にふくまれている ティン や タン ニンのは 
たらきでしょう。 

紅茶をつくるとき茶の葉が褐色になるのは、酸化酵素がタンニンにはたらくためですが、ことに 
タンニンは鉄とよくむすびついて、たんぱく質を沈澱させます。こんなわけで、濃い茶をたくさん 
飲むと色が黒くなるというのでしょうが、しかし一方には、茶を飲んでもそんなに色は黒くならな 
いだろうと考えられる理由もあります。 

生きている人間をつかって、濃い茶を飲んだときと飲まないときの精密な比較をすることができ 
ないので、このような漠然としたことしかいえません が、タン ニンのはたらきがそれ ほどよく わか 
つていなかったころから、このようなことがいわれていたのは、むかしは茶を医薬としてもちいて 
いたので、飲みすぎないように戒めることからはじまったものと考えられます。 


茶の濃いのを飲むと色が黒 
くなるといつて女の子はと 
くにきらいます が、 濃い *5 
茶を飲むとなぜ色が黒くな 
るので しょぅか。 
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エナメル n 



神経 

歯のしくみ 


チュ—インガムは歯をきれ チューイン 
いにするといいますが、ほ ガ，〈文、熱帯 
んとうでしょう か。 

アメリカ 原産 
のサポジラと 

いう木の樹皮から採集したチクルという 
乳液を原料にしてつくりますが、チクル 
は産額が少なくて、とても需要に応じき 
れないので、現在では、ほとんど合成樹 
脂を原料にしてつくっています0 

ガムをかんだあとに のこる かみかす 
は、ポリさく 酸ビニ ールという 合成樹脂 
で、これは他の合成樹脂とちがって、軟 
化しやすいので成型品には適当ではあり 
ません が、 人問の体温くらいの温度でや 
わらかくなります から、チュー インガム 
の原料には適しています。 

チクルには消化を助ける酵素その他が 
ふくまれているので、かんでいると健康 
にょいのですが、合成樹脂ではなんにも 
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ならないので、砂糖、香料、栄養素などをまぜてつくります。ちかごろは ビタミン、 牛乳、洋酒、 

コーヒーな どをまぜたもの や、 さらには薬用ガム、葉緑素入りガム、トランキラィザー入りガムな 
どというものまであらわれて、ガムの 種類は二百種を 越しています。 

ガムをかむ と、若さを たもち、頭のはたらきがよくな り、歯を 美しく し、 そのうえ 芳香が相手に 
好感を あたえる —— というのは、わたしたちに、 一年間に数百億円も ガムをかませる 業者のう たい 
文句で、ガムが 歯を 美しくするというのは、 歯の表面に ついている ものを とりのぞく 効果が あるこ 
とをいったものでしょう が、 ガムをはき出したあとに、砂糖、牛乳等のまぜものが口中に のこって、 
歯 をそこなうもとになること も忘れて はならないでしょう。 

注射をすると、どうしてい 
たいのでしよう か。 

また使う 注射液 もいろいろで、 水の ような 性質の液 もあれば、 汕 のようなものもあります。これ 
に溶かしてあるものもいろいろで、 然 にあるものを 材料に したもの、 人間が化学的に つくりだし 
たもの、ヮクチンといって 細菌 や微生物を浮かせたものなど 種々 あります。ヮクチンには、ほかの 
細菌が ふえたり、腐ったりしないように 石炭酸な どを まぜて あります。 

子どもは注射は いたい ものと きめてかかるので、 病気のと きにダダをこねて困ることがあります。 
チフスの 予防注射な どは、たしかにあとからいたくなつてきますが、 注射に よってはそれほどい 
たくない もの もあります。しかし、 注射を しないよりいたいことはたしかです。とにかく、 針を つ 


ひとくちに 注射と いっても、いろいろあります。いちばんふつぅなの ^ 
は、 皮)®の 下にす る 注射ですが、静脈に するもの、筋肉にするもの 、 ff 
髄にするものなどいろいろあります。 



きさすのですからいたいのは当然です。皮下注射のばあいには針をさしてもあまりいたくないの 
は、 針をさしたところにはそれほど神経がたくさんきていないからです。ところが、注射液が皮膚 
の下の組織の中にはいってきますと、だんだんいたくなつてきます。どんな液でも量が多くなる 
と、 すこしはいたくなります0 


注射がいたいとか、それほどい 
たくないとかいうのは、主として 
注射液の性質によります。これは 
液が、いたみを感ずる神経をしげ 

きするためで、ホルマリンなどを 
ふくんでいる注射液ではすぐにい 
たくなります。お医者さん のじょ 
うず、 へたによってもいたさは多 
少はちがいますが、注射す る 液に 

よって、 たいへんちがうものなの 

です。 

しかし注射液のためになぜいた 
みを感ずる神経が強くしげきされ 
るのかということになる と、 それ 
はまだよくわかっていません。 
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「むかしキャラメル、いまチョコレート」で、いま若い人たちにいち 
ばんうけているお m 子はチョコレートです。チョコレートは比較的高価 
ですが、二、三〇年前まではチョコレートを食べると何となく異国情緒 
を感じるので、それで嗜まれたものでした。いまではめずらしくなくな 
りましたが、栄養価の高い货品ですから、航空食などにつかわれています。一〇〇グラムにつき五 
EI 二カロリーもありますから、一日に百円の板チョコ五枚食べれば必要なカロリーがとれる計算で 
す。糖分はもちろん、脂肪、たんばく質にも富んでいますが、チョコレートのたんぱく質はあまり 
ft がよくないので、三〇パーセントくらいしか消化吸収されません。 

また、胃にとどまっている時間が長いので、食べすぎるともたれたり、胸やけをおこしたりしま 
す。愈事前や乗物に乗る前などに负べるのはあまり感心せず、ことに、空腹時にはさけるべきでし 

上う0 

また、胃のじょうぶでない人は、アルカロィドのしげきにより胃のいたむこともあります。食べ 
すぎると鼻血が出たり、のぼせたりするのは、胃の ft 担がおもくなり、急にカロリーが高くなるた 
めです。 

若い人たちは、よく、チョコレートを思いきり食べてみたいなどといいますが、これをたくさん 
食べることは禁物で、老人や幼児はとくに注意を要します。疲れたときに口に入れると元気を回復 
する効果がありますが、食べすぎれば健康によくありませんから、過食は美容にもよくないといえ 
るでしょう。 


チョコレ—卜は美容によく 
ないといいますが、ほんと 
ぅでしょぅか。 
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ミネラル 丈夫な附や卄をつくり， n 1 状腺の活動を調節する。 
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o ' bL ' が二つある人と一つ これはなかなかむずかしい問題です。こころみに、毛のはえていると 
の人とがいますが、どうい ころをよく見てごらんなさい。きっと、頭の毛でもうぶ毛で も、 皮膚の 
うわけでしょう か。 表面に直角にはえていないで、すこしかたむいてはえていることに気が 

つくでしょう0 

毛はなぜ直角にはえないで、かたむいているのでしょう？ 

これについて研究をつづけている学者の調べによりますと、皮膚はできるときに、どの方向へも 
おなじようにひろがっていくものではなくて、ある方向にとくに強くどんどんのびていくものなの 
で、 毛もその方向にかたむくのだといいます。この説によります と、 つむじ も、 ある一つの点から 
放射状に皮膚がのびたことになります が、 なぜそんなになったのかはわかりません。 

つむじが二つあるのは、一つのつむじができあがるとちゅうで二つにわかれたのだといわれてい 

ますが、これには遺伝が関係するようです。 

日本人ではつむじの一つの人が多くて九 一•五パーセントを占め、二つある人は七パーセント、 
まれには三つもある人もいます。また、頭のいただきになくて、ほかの場所にある人もあります。 

よく、 つむじまがりといいます が、 一つの人では右にかたよった人が五〇パーセント、左にかた 
よった人が三〇パーセントで、まん中にある人は二〇パーセントにすぎませんから、世のなかには 
つむじまがりのほうが多いことになります。 

また、巻きかたは時計の針の動く方向にまわる巻きかた、つまり右巻きの人のほうが、左巻きの 
人よりすこし多くなってハます。 
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表 


真 


琏 
組 
下肪 
皮脂 


手を切る と、 どうしていた からだには、すみずみまで血管と神経がいきわたっています。それ 
いのでしょうか。また、ど で、切ると血がでて、いたみを感ずるのです。 

うして血がでるのでしょう ところで、どこにでもいきわたっているとはいっても、毛髪や爪には 
ズ 神経や血管がきていないので、これは切ってもいたくないし、血もでま 

せん。また、皮膚の表面のうすい皮がむけたときも、血もでなければ、 
いたくもありません。これも皮膚は表皮と真皮とからなっていて、上がわの表皮には、やはり血管 
も神経もきていないから 
です。もし神経がきてい 
たら、ふけや垢がとれる 

ときにもたぶんいたいこ 
とでしよう。 


ところが、表皮の下の 
真皮には神経や血管がい 

きわたっていますから、 
これは傷をつけるといた 
く、血も出ます。しか 
し、さわったとか、いた 
いとか、温かいとか冷た 
いとかいうことは、皮膚 
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皮膚と毛髮の断面 
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がそこで感じるのではなく、神経がそれを大脳に伝えて、そこではじめて感じるのです。 

痛みの感覚は、皮膚では痛点という感覚点でうけますから、切らなくても、針などでつけば痛い 
と感じます。筋肉や骨膜もいたみを感じますが、これは痛点になっているかどうかはっきりしませ 
ん。内臓の感覚は、手術のとき切ってもいたくないところからみると、機械的なしげきには感じな 
いのではないかといわれています。けがをするといたいのは、傷つけられた部分の細胞が、痛覚の 
末梢神経をしげきする物質を分泌するためだろうと考えられています。 

また、血管は太い脈からしだいに枝わかれして細くなり、末端はこまかい網の Ell のょうな毛細血 
管になっていたるところの組織にひろがっています。もしこれを一本につなげば、その長さは地球 
の赤道の周囲を三周半もする勘定です。それくらいですから、どこを切っても血が出るのはあたり 
まえのことです。 

ある学者の調べたところにょると、左ききの人は千人中三十四人くら 
いで、あとはみな右ききです。そして、女の人は男に くらべる と、 左き 
きの割合が少なくなっています。また生まれたばかりの赤ちゃんで調べ 
てみると、生まれつきの右ききは百人につき十七人、左ききは三人で、 
あとの八〇人は左右おなじように手を使うそうです。その八〇人がおと 
なになるとほとんど右ききになつているわけです。 

このようなことから、なぜ右ききと左ききがあるのかについては、いろいろの説があります。し 
かし、なぜ右ききの人が多いのかについては、まだほんとうのことがわかっていません0 


手をつかぅのは人間だけと 
いわれます が、 それも右き 
きの人が多いのはなぜでし 
ようか。 
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右ききの人は、右手のほうが左手よりも力も 強く、 たくみにも使える人です が、 それは、右手の 
筋肉が左手より よく 発達していて、その筋肉の命令をくだす脳のはたらきがよいためです。 

右手をはたらかせる命令は脳の左がわからでますから、右ききの人は、脳の右がわよりも左がわ 
のほうがよく発達しているわけです。これと反対に、左ききの人では脳の右がわのほうがよく発達 
していることになります。はじめにあげた、お医者さんの調べでみても、たいていの子どもは、小 
さ、/ ときには左右の手をおなじように使うもので、おとなのようにはっきりした左き き、 右ききは 
少， i パものです。それがいつか右ききになるのは、右手をおもに使うようにしつけられる力らだと 
もいえます。しかし、生まれたときにすでに右ききの割合が多いことから考える と、 左ききは生ま 
れつきだとも考えられ、今日ではこれがいちばんおもな理由だとされています。 

わたしが子どものころに読んだ本には、人が多く右ききになったのは、未開時代の人類が胸の左 
にある心臓を守るために、左手に*?をもち右手に於をもって戦ったり狩りをした覆からきたもの 
だと書いてありました。 

ドジョウの血を 飲む と 精が ドジョウは近年めっきり減ってしまいましたが、それは S 家でさかん 
つくといいますが、ほんと に強い麋薬を使うようになったからです。 

うでしょうか。 むかしの本には「ドジョウをわかすには、ムギわらを二、三寸に切っ 

て泥の中に入れておくべし」などと書いてありましたが、そのころは、 
どこの池や沼にもドジョウがすんでいました。また、農家の人たちはドジョウ汁を食べれば、炎天 
下の田の草とりこも汗をかかないといって、好んで食べたものでしたが、七月ころのドジョウはシ 
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ユンですから、あぶらがのりきっていて、味も格別です。 

しかし、 最近は ひとびとの 嗜好 も変わり、ウシやブタの肉を多く食べるようになったので、ドジ 
ョウは 若い人たち からは忘れられた 魚に なってしまいました。ですから、ドジョウの料理や味噌汁 
を供されると、気味わるがる人もいます。柳川や蒲焼のように割いてあると、姿が見えないからよ 
いけれども、十本ひげをはやした丸のままのドジョウだと、うらめしそうにこちらをにらんでいる 
ような気がしないでもありません。からだがぬるぬるしているので、ドジョウには鱗 P ないものと 
思っている人もいますが、ドジョウにも小さな楕円形の鱗があります。水の外にだされてもなかな 
か死なないのは、 腸 や 皮膚で も 呼吸す るからです。 

ドジョウを水桶の中に入れて おくと、ときどき 水面に泳ぎのぼって きて、 水面から ちょっと 口を 

だしてパクッと空気をのみ、すぐひっくりかえって水底に沈んでいきます。飲みこんだ空気は腸 

に送られ、ここで酸素と二酸化炭素との交換がおこなわれて、それから肛門から外にだされます 

が、これが有名なドジョウの腸呼吸です。空気が肛門からだされるときには、泡になってでます 

が、人なみに音もします。ドジョウのことを別名オドリコというのは、腸呼吸のためにしきりに上 

下運動を するのが踊っているように見えるからでしょう。また皮膚での呼吸もさかんで、水温八度 

くらいのと きには呼吸に必要な酸素の五分の三までは皮膚から とることができるといわれていま 
す0 

む力しは、 かわきき った田の中からドジョウが掘りだされたなどという話をよく耳にしたもので 
すが、日本に寄港した外国の貨物船にまぎれこんだ ド ジョウが、サンフランシスコまでの十数 日間 
を甲板の わずかな 水溜りの中に生きていたなどという記録もあります。 
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また魚はたいていは卵生ですから、雌雄が交接することはありませんが、ドジョウは産卵時にお 
すがめすの腹部にからだをまきつけて強く締めつけます。このときめすから卵が放出され、おすか 
ら精液が放出されて受精するのですが、これは一種の交接です。 

このように、ドジョウはきわめてさかんな生活力をもっていて、ふつうの魚とはちょっとかわっ 
ているので、ドジョウを食べると精力がつくなどといわれたのでし ょう。 

しかし、その肉をウナギと比較してみると、ヵルシウム、塩分などはウナギよりケタちがいに多 
いが、 IIR IW はおよそ一〇分の一、ビタミン A はほとんど皆無で比較にならず、ヵロリーもずっと劣 
っています。また、健康増進にはドジョウの血を飲めばよいなどという向きもあるようですが、ド 
ジョウはジストマの中間宿主ですから、血を飲むようなことはしないほうがよいでし ょう。 

と y はだは、 なぜ寒いとき わたしたちの体温は、夏でも冬でも 三十 六、 七 度で、暑いからといっ 
にだけたつので しよう か。て高くなったり、寒いからといって低くなるようなことはありません0 

これは脳に fi 熱中枢というところがあって、体温をほどよく調節してい 
るからです。わたしたちのからだのなかでは、熱がたえずつくられ、たえず外にだされています 
が、 からだの熱の三分の二は筋肉でつくられ、あとの三分の一は内臓のいろいろのところでつくら 
れています Q 

また、熱を逃がすのはおもに皮膚の表面からで、汗をかいたときにはとくにたくさんでていきま 
す。ですから、熱がたくさんほしいときには運動をすればよく、熱をたくさん逃がすには皮腐の表 
面をひろく空気にふれさせたり、汗をたくさんかけばよいわけです。それで、ウサギの耳が長いの 


180 



汗腺のあながひらく 汗腺のあながとじる 

寒いときには毛が立ち，とりはだが 
できる。 



もキリンの首が長いのも、皮膚の面積をひろくして熱を放散するためだなどと説く人もいます。 

皮膚はわたしたちの生命をつつんでいる袋のようなもので、じつにうまくできています。全面稼 
は成人でおよそ一•六平方メートル、人種によって黒白の差があります。玉のような肌だとたたえ 
られるような、なめらかな皮膚をもった人もいますが、その表皮も顕微鏡下で見れば山 あり、 谷 あ 
り、川ありです。 

日本人では、この皮膚におよそ二百万の汗腺があって汗をだしているのですが、冬の寒い ときこ 
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^^をどんどん逃がしてしまうと寒くてたまりません〇 

そこで、わたしたちのからだは、寒いときには汗があまり出ず、また血管をちぢめたり、皮膚を 
ちぢめて熱の逃げる面積をせまくするようなしくみになっています。だれでも寒いときにはしぜん 
にからだをすぼめます。また、寒いときには、神経のはたらきで、毛の根もとにある、毛をおこす 
筋肉がちぢみます。それで毛はひきつけられて立ちますが、そのために、反対がわの皮膚がおされ 
て高くな り、 小さなつぶつぶができます。これがとりはだです。 

とりはだができる と、 皮膚が高まって厚くなるので暖かいと考えられます が、 毛と毛の問にふく 
まれる空気の層が厚くなるので、体温の逃げだすの が、 いくらか防げる とも 考えられます。 

C ま 

とろろを食べる と、 口のま とろろはヤ マノ ィモやナガィモを生のまますりおろしたものです。 

わ y がかゆくなリますが、 ヤ マノ ィモは 山 や野にはえるつる草で、根は地中に深くのび、大きい 
毒ではないで しよう か。 のになると長さが ーメートルにもなります。ヤマツィモなどともいいま 

すが、ジネンジョゥともいいます。これはナガィモが畑につくられるよ 
うになってから、こちらは自然にはえているィモというところからつけられた名でしょう。 

ナガィモはずっとむかしに中国からわたってきたもので、やわらかくておいしいので、ジネンジ 
ョゥと おなじように食用としてよろこばれています。 

とろろ汁を食べるときには、ムギのご飯にかけて食べるのがいちばんおいしいといわれています 
が、 とろろ汁はだれでも食べすぎるものなのに、どちらかといえば、消化の よく边 いムギのご飯に 
かけて、よく齒まず C 食べても、おなかをこわさないのは、とろろのィモのでんぷんが消化しやす 
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く、その—にジァスタ 1 ゼがたくさんふくまれているからです。.しかし、とろろのきらいな 
_ r とろろはぬるぬるしてして気持がわるい」とか「とろろ汁にァヒルの卵を入れて飲む 

ぬ」とか「1食べると口のまわりがかゆいのは、なにか毒になるものがはいっている こち'' ハ 
しない」などといつて、きらいます。 

とろろのィモがねばねばするのは、グロブリンたんぱく質というものをふくんでいるか 
ガ、食べあわせもなければ、毒もはいっていません。もしァヒルの卵といっしょこ食べたとき 
をおこしたとしたら、それはたぶんァ 匕 ルの卵が悪くなっていて、それ—てられたのでしょう。 
また、とろろを食べたと^、、と—口のまわりがかゆくなること—は、とろろのね5ボ 
の4に—、ふつうあくといっているもののせいです。 この かゆみは人によっ—じ^^ 
ちガうもので、べつにからだの！ I 母にはなりません0 

涙は目からで る もので、たえず眼球を うるおしています。 良求 丈 
7- ると 饵膜がにごって、視力が十分でなくなります から、いつもし めら 

、ゝ せておく必要があります。それで、涙はたえずでています が、艮こご み 
ガはいったときや、眼や鼻の病気のときには、平常よりたくさんでます。 f 

人間は、このほかにも精神感動をうけたときに涙がたくさんでます0泣くと涙がでるのは、この 

は麗というと^-^からでますが、ふつうのばあいには、眼球の表面を うるおし、 よぶん 
纟めガしら——湖というところにはいります。それから涙湖のふち—さな孔に流れこ 


泣く と、 淚といつしょにど 
うしてはなもでてくるので 
ょうか。 
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r ： i の於 i 肉 


涙腺は目のすみにあって，塩分をふくむ水滴卞っ 
くり，っねに脸をあらい，また小さな穴から岛腔 
へったわり，舄腔をうるおすはたらきをしている。 


んで'鼻' i に流れていくのですが、平常は分泌量が パ 
すくないので、しぜんに眼や鼻で蒸発してしまい 

ます。 

ところが、泣いたときには淚の分泌量がふえま 
す。それで、めがしらから外にこぼれだします 
、： A 、 鼻 IE へ流れる量も多くなり、鼻の孔から外へ 
流，^ こすよぅ こなります。つまり鼻孔からも淚が 
流れだすわけです。 

しかし、このばあいには、涙とはいわずに演 
(はなみず)とよんでいます。 涙 
ですから、はなみずは、川の水にたとえれば、 

本流の水かさがふえたとき、放水路に流された水 
のようなものです。 


日本人のなかには、たくわん潢がないと一日もいられないなどといぅ 
人もいますが、西洋人に とっては、 たくわん漬はにが手で、たいていの 
西洋人が、あのにおいだけは 何としても たまらないといっています。笑 
=話に、それは西洋人の鼻が高いからにおいが強く鼻につくのだなどとい 
ぃます ^、東年人は漬物を ょく 食べるので、東洋の国々にはそれぞれ独特の漬物があります。 


ノス やキ ュゥリ は-;«,物にす 
® と、 どぅしておいしくな 
公のでし ょぅか。 
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中国には豆腐の漬物もあります が、 それはとにかく として、 旅先きてその土地自慢の漬物で#膳 
をかざってもらうのはうれしいものです。キュゥリやナスの漬物は、日本じゅうどこの家庭でも漬 
けるものですが、生で食べるとぼりぼりしているナスやキュゥリも、漬物にすると、たいそうおい 
しくなります。それはキュゥリやナスにおいしい味がしみこむためにちがいありませんが、そのわ 
けをいま少し深く考えてみましよう。 

まずはじめ に、 ただ塩だけで漬ける もの、 たとえば、ナスの塩潰や菜の塩漬のことを考えてみま 
しよう0 

だれでも知っている ように、 ナスで も 菜の葉や茎で も、 植物のからだはみな細胞というものから 
できています。植物のからだが煉瓦づ くりの 建物なら、細胞は一枚一枚の煉瓦の ような もので、細 
胞の一つ一つはみな生きてつながっています。 

植物の al 胞には外がわに細胞膜という強いふくろがあって、その内がわに原形質という生きたは 
たらきをするものが、うすいふくろのようなありさまにひろがって、細胞膜の内がわにぴったりと 
ついています。また、その中には空胞という広い部分があって、細胞液というものがいっぱいつま 
っています。この細胞液には、甘い糖類やたんぱく質などがとけていて、そのほかに、でんぷんや 
油のたまや、たんぱく質のかたまりなどがはいっていることもあります。 

この細胞液の濃さよりすこし濃い塩水の中に細胞を潰け ると、 細胞液の水の大部分は外にしみだ 
していって しまうので、 細胞の形はちぢまって、へなへなにやわらかくなりますが、細胞液にふく 
まれている糖類やたんばく質な どは、 細胞の外へはでていきません。 

このようになったものを取りだして水の中に入れる と、 もとのとおり水を吸って、またぼりぼり 
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したものになります。これは 原形質の ふくろの 生きたはたらきに よるのです。ところが、 十分に濃 
い 塩水に漬ける と、 細胞液の中の水は全部外にで てしまい、まもなく 原形質 も死んで、 はたらきを 
しなくなるので、 細胞液の中に ふくまれて いた ものが 全部で ていってしまい、 ついに原形質の形 も 
くずれてしまいます。こうなる と、 細胞は もう 生きてはいけ ないのです。 塩だけで渍けた 新しい 潰 
物はこういうようになっているのです。 

それですから、細胞液の中にふくまれていた糖類やその他のものが、潰かったナスやキュゥリの 
中には、ちょうど海綿に味のある液をしみこませたとおなじようにふくまれているので、それを 丧 
ベるとおいしいのです。生のときは、その味になるものが、生きた細胞の中に強くたもたれている 
ので、そのまま食べてもおいしくはないのです。おいしい糖類やその他のものがどんなにたくさん 
ふくまれていても、それが流れ出て直接舌にふれないならば、味としては感じません。 

ナスとちがって、キュゥリは 生で食べても おいしいのは、キュゥリの 細胞が 大きく、 細胞液がた 
くさんふくまれているので、食べるときにその 細胞が こわれて、 細胞液が流れ出て舌に ふれる から 
です。 

たくわん溃のように、塩のほかにこぬかのようなものを加えて長いあいだ漬けておくものは、漬 
物に外から味が しみこんでいくのでおいしくなります。こぬかの中にはでんぷんやたんぱく 質が た 
くさんふくまれているのですが、 渍物に まぜておくと、おもに乳酸菌というバクテリアがふえてき 
て、 でんぷんをブドゥ 糖に し、 たんぱく 質を いろいろのアミノ酸というものにします。おいしい 味 
というのは、糖類の 甘い味 もおもなものの一つです が、 これよりもっとたいせつなのは アミノ酸、 
ことにその一種のグルタミン酸です。「味の素」などはグルタミン酸ソーダというものです。この 


186 


よぅにしてできた糖類やグルタミン酸などが溃物の中にしみこんで、あのおいしい沾物ができるの 
です。 

味噌漬もこれとおなじで、味噌の味が渍物の中にしみこんで、あのよぅな特別のおいしい味にな 
るのです。 

塩だけで漬けた潰物も長くおくと、特別なよい味がついてきます が、 これ も、 潰物の細胞の原形 
質をつくつているたんぱく質や漬物にふくまれていたたんぱく質などが、バクテリアのはたらきに 
よつて、いまお話ししたのとおなじよぅな変化をぅけるからです。 

なつとう 

1豆跗 ib < さらないのに、大 大豆の煮豆が くさり やすいのは、大豆には たんばく 質や炭水化物が多 
± S の煮豆がくさ ^ やすいの くて、 細菌が ふえていくのに適しているから です 〇 納豆の原料 も 大豆で 
はとぅしてです 力 すが、煮豆に くらべると、 ずつ と 腐敗がおそいのは、納豆は 蒸した 大豆 

に ナット ゥ菌をふえさせたものだからです。 

ナット ゥ菌 は、 空気の好きな、繁殖力のつよい菌で、耐熱性の胞子をつくり、白色の粘液を分泌 
して固有のにおいをはなちます。大豆のたんぱく質を分解して可溶性の窒素化合物をつくります 
が、 また、チピコリン酸といぅ防腐物質をつくります。これはセキリ菌その他に抗菌作用がありま 
す。ほかの菌が ナット ゥ菌と同時に繁殖するといぅことも、腐敗菌がついてどんどん繁殖するとい 
ぅこともあまりありません。 

納豆が比較的腐敗しないのはそのためです が、 しかし、ほかの細菌がぜんぜん生存しない といぅ 
わけでもないし、納豆菌と共存する菌もあれば、納豆菌よりも先に繁殖して納豆菌の繁殖をさまた 
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げるょうなものもあるので、くさらないなどと安心してはいけません。納豆で中毒をおこした例も 
あります。 

七色とうがらし は、 何から いちばん安い t 物は七色とうがらしだといいます。それはたった十円 
できているので しょうか。 買っただけで も、 とても一度には食べられないからだそうです。 

七色というのは、 トウ ガラシの実のほかに、ヶシの種、ゴマの種、ア 
サの 実、 サンショウの 実、ミ ヵンの 皮、 アブラナの種です。 

トウガラシは、 もとは 南アメリヵの 草です が、 中国を 通って 日本にわたってきたのでナンバンゴ 
ショウと もいいます。実は熟すと美しい赤い色になります が、ゴシキトウガラシは 熟すにしたがっ 
て 実の色が変わる ので、 鉢に うえておくと 一本の草にいちどに 白、黄、 だいだい、 むらさき、 赤な 
どの実のなるのが見られます。 

トウ ガラツは、寒いときに食べるとからだがあたたまります が、 実や種をかわかして足袋や靴に 
入れて おくと、 しもやけをふせぐといいます。また、小鳥や-ー ヮトリが 病気にかかったときには、 
実の粉を水にまぜて飲ませます。 

ヶシの種はとても 小さくて、 ヶシつぶといわれるほどです。むかしのあんばんの上には、ヶシの 
種をふりかけて風味をそえて いました。 

ゴマの種には油が 多く、 黒い色をしたのと白い色をしたのがあります が、どちらも 炒ってごま塩 
やあえ物に使います。町で売っているまっ黑いゴ マは、 色をぬってごまかしたものです。 

アサの実は小鳥の1¢にもし ますが、 油 もとります。 
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また、 サ) ショウの実をほしたものはヵィチュウ下しの薬にします が、 若い実にはからみがある 
ので、つくだににもします0 

ミヵンの皮にはよい香りが あり、 油もふくまれています。中国ではこれをかわかして胃の薬に し 

ます Q 

アブラナの種には油がたくさんあって、むかしは 食用、 灯火 用、 機械油などに使っていました。 
七色とうがらし は、 これらのものを ほどよく まぜるのでよい風味がでるのです が、 からみの もと 
になっているのは トウ ガラシ で、 それをまぜる割合によって大辛や 中 辛ができます。 

涙は、悲しいときに、どう 動物の運動はすべて神経のはたらきによっておこなわれます が、 その 
してでるのでしよう か。 運動を三つの讀、にわけ ることができます。 

その第一は、随意運動といって、わたしたちが手をのばしたり、足を 
まげたりする運動のように、わたしたちの心のままに思うように動かすことのできるものです。 

第二は、不随意運動といって、自由に自分で運動するもので、わたしたちがその運動をおこそう 
と思わなくても、ひとりで自然におこなわれているものです。心臓や胃や腸の運動がこれです。 

第三のものは、不随意運動ではあります が、 自分の思うように、ほどよくしようと思えばできる 
もので、たとえば呼吸運動のようなものです。息をすることは、だれでもしようと思っているわけ 
ではありませんが、しかし、また、もししばらく息をとめていようと思えば、それができます。 

これらの運動のなかで第二の運動と第三の運動の一部分をおこさせる神経は、動物が生命をたも 
っていくうえにきわめてたいせつなはたらきをするもので、これらの神経の集まりを自律神経 系、 
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植物 神経系、 交感神経 系、 生活神経系な どと いっています。 

さて、 自律神経のはたらきにたいして、うれしい とか、 悲しい とか、 怒る とかいうような 心のは 
たらきが強く関係する ことは、 かなり古くから気づかれていました が、 この二つのものの関係が、 
実験までしてくわしく調べられる ようになっ たのは、ついこのごろの ことです。 

ソヴィエトのパブロフ という学者は、イヌに食物を見せただけで胃液がさかんにだされる という 
有名な実験をおこないました。わたしたち も、 おいしい僉物を見たときにはしぜんにつばがたくさ 
んでてきます。また、はずかしいときには顔が赤くな ったり、 驚いたときには心臓がどきどきおど 
って顔が U 冃ざめたり、汗がでたりします。悲しいときには涙がでたり、演がでたりすることもごぞ 
ん じのと おりです。 

しかし涙がでるのは、悲しいときだけにかぎらず、うれし涙といって、とてもうれしいときにも涙 
のでることがあります。これは、うれしいとか悲しいとかいう感情がおこる と、 自律祌経系がほとん 
どいちどに活動して、涙をつくったり、ためたりしている腺をしげきして、涙を流させるためです。 

夏になる と、 どうしてから 春さきにも、人間のからだはちょっと調子のくるったような感じをう 
だがだるくなるのでしょう けるものですが、初夏が訪れてくると、からだがだるくなって疲れやす 
力。 いものです。 

これは一つには、日が長くなるので、起きて動いている時間が長くな 
るためです が、また、 この時季は、日本では湿度が 高くて 温度 も 高いときな ので、 からだの表面か 
らでていく熱がでに くくなり、 からだの中に こもりが ちで、体温を一定にたもって おくた めには、 
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食物は，人問が活動するのに必要なェネルギーをつくる。これ•らの炎 
物のなかには，すぐに燃えてしまうものと，あとで使うためにたくわ 
えられるものとがある。 


心臓や腎臓がよけいにはたら 
かなければならなくなるため 
です。したがって、からだ全 
体の動きもよけいになるので 
疲れるのです。 

また湿度 や 温度の高い こと 
や、 からだの 疲れが気分に も 
影響して、なんだか頭が重く 
なり、 いっそぅだるく感じ ま 
す。こんなときには、睡眠を 
十分に とり、 ご飯の量はひか 
えめにして、野菜やくだ物を 
たくさん食べ、牛乳、 卵、 豆、 
豆腐、白身の魚など消化しや 
すいたんぱく質をとる と、 か 
らだの調子がよくなるもので 
す。このころになると、酢の 
ものやナツミカンなどを食べ 
たくなるのは自然の.要求で、 
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これらは疲れをなおすために効果が あります。 

にきびはどうしてできるの にきびは 青春の シンボルで、 若い 人には たいていの人に でます。 毛穴 

でしよう か。 また、どうす の病気とでもい うべき ものです が、 その原因は複雑です Q 

ればなおせるでしょう か。 思春期に多い のは、この 年ごろには全身の船船把謝がさかんで、男性 

ホルモンの分泌もさかん になり、 皮膚から汗や脂がたくさんでるからで 
す。こんなときには、皮膚がよごれやすく、細菌もつきやすいわけですが、何かの原因で毛穴の出 
口がふさがる と、 中に脂肪がたまって固くなります。これがにきびの本体で、これに細菌が つくと、 
うみをもったり、いたくなったりします0 

P 卜び は 二十才を すぎる とだんだん少なくなるものです が、 年輩の人で も、 脂肪や炭水化物をと 
りすぎる人、ビタミン A 、 D 、 B 2 、 BC 、E などの不足して いる人、 便泌の 人、 肝臓の弱い 人、 精神 
的な 不安を もっている人、クロ ールや パラフィンを 扱う工場で働いて いる 人などには でる ことがあ 
ります0 

卜卜めをなおすには、 よく 脈眠を とること、 顔をたびたび洗う こと (化粧品はできるだけ使わないこ 
と)、 チョコレート、チーズ、べーコンな どは なるべく 食べない ようにし、 野菜 やくだ 物を たくさん 
食べる こと、 便通を ととのえることな どがたいせつです。 

P 卜びをきたない指でいじるのは禁物で、ぬり薬をえらぶときとかホルモン関係の治療をすると 
きなどは、医師と相談して、その指示を仰ぐようにすべきです。 
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人間は、いちばんはじめど 人間は、はじめから人問として神がつくったものでもなければ、地から 
のようにしてできたのでし 湧いたものでもありません。 

力 はじめて二本の足で大地に立つ人間が出現した のは、 百万 年くらい 前 

のことだといわれていますが、その人間は、ほかの動物とおなじよう 
に、もとはもっと 原始的な ものから 進化した ものです。 

よく人間はサルから進化したものだといいますが、それは、現在生きているサルが人 11'.] の祖先と 
おなじものだというのではなく、ヒトとサルとはおなじ祖先をもっているということです〇ヒトと 
サルとは共同の祖先から、ヒトはヒトとして進化し、サルはサルとして進化してきたもので、現在 
のサルをいつまで飼っていても、それが人間になるということはありません。 

それではヒトとサルとの共同の祖先の祖先は何かとさかのぼっていくと、その以前は、 g *? 類 
で、さらにその前は両棲類、そのまた前は魚類で、そのさらに前は単絀胞生物ということになって 
います0 

それでは、その 単細胞生物は どのようにしてできたかということになると、それには生命はいか 
にして発生したかということを調べなければならなくなります。 

生命の 発生については、 今世紀のは じめころまでは、 元素の 集まりのなかから何かのはずみで突 
然 生命が発生したのだと考えられていました。しかし、 三十 年くらい前から、生物は地球上の物質 
が進化して生まれたものだといわれるようになり、いまではあらたに生命をつくろうとする研究さ 
え すすめられていますが、まだ定説というものはありません0 

比較的 多くの科学者に支持されているのは、地球は宇宙にただよっているガスや塵のかたまりか 
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らできたもので、これらの物質の中には水素やかんたんな 有機物が ふくまれており、これらの 有機 
物質が生命の素材になったのだという考えです。 

これによ ると、 地球は小さくちぢまるにつれ て、 内部から発生して海と陸とをつくっていった 
が、 それと ともに、 かんたんな有機物質がしだいに複雑 化し、 たんぱく質が でき、 ついに海を舞台 
にして真の生命が生まれた というの です。 そして、 はじめて生命が生まれた のは、 いまを去る六〇 
億年もむかしの ことで、 有機物質から生命が発生するまでに どのような 化学反応がおこったかとい 
うことは、 今後の研究問題としてのこされています。 

女性が、美しくなりたいと願う心ほど切なるものはないとみえて、「ァ 
メリヵ人はニンジンを生で食べる」と聞けば、ただちに自分も生ニンジ 
ンをかじり、「パセリが美容によい」と聞けば、パセリばかり食べるよ 

うな可憐な人がいます。 

しかし、実際には、それを食べれば、それだけで肌が美しくなるなど 
という食物はありません。それぞれの業者が、それぞれの食品を美容负だと称するのには、もちろ 
ん多少の理由はあります。 

たとえば、貝を美容食だとい うのは、 貝には ビタミン B 12 が豊富にふくまれているので、それが貧 
血を なおし、 解毒作用をはたすにちがいないと考えて、「貝はお顔を生き生きさせる」と歌うので 
しようし、ヨー ダルトを美容 食 だとい うのは、 乳酸菌に整腸作用が あるから、 それがひいては肌を 
ととのえるにちがいないと考えて、ヨーダルトは讥の色つやをよくすると宣伝するので しょう。 


11ンジンやセロリ—を食べ 
ると、 肌が美しくなるとい 
うのはどういうわけで しょ 
うか。 
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ニンジンやセロリ ー が肌をととのえるという理由は、肌が荒れるのは血液が酸性になるためだか 
ら、アルカリ性食品を食べればよいという考えからきているようです。ニンジンやセロリーはアル 
カリ性食品ですがカブ、ダイ コン、 つまみ菜、キャベツ、キユウリ、ジャガイモ 、ミ カン、ブ ドウ、 
バナナ、パイナップル、ナシ 、モモ、トマト、 牛乳などもアルカリ性食品ですから、その意味から 
は、これらも肌を美しくする食品といえ ましょう。 

しかし、いちばんかんじんなことは、美しくなるための特別の食事はないということです。美容 
をたもとうとしたら健康をたもつこと、これがいちばんだいじなことです。 

ニンーークは、鮫；， ■' や、ジンギスカン料理の羊肉のつけやきでおなじみ 
ですが、強精剤としてもひろくもちいられています。特有のつよい臭気 
があり、からいなかにも甘みがあるので、中国では古くから重要な調味 
料とされていました0 

日本でもそば切りその他の薬味にしていますが、土佐名物の「かつお 
のた rc き」 も、 ニンニクをきざんでそえるのが本式だといいます。 

暑気あたりや疫病にきくというので、むかしは疫病の流行するときには、赤いアズキとニンニク 
を水で飲んだものでした。 

また、農家では邪気ばらいと称してニンニクを家の入口につるしましたが、これは二千年も前か 
らの風習だということです。 

ニンニクは、十二指腸虫その他、腸のなかに寄生する虫をのぞくのにききめが あり、 そのうえ、 


ニンニクを常食したいと思 
いますが、臭気を消す か、 
なくす食べかたはありませ 
んか。 
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胃を強く し、 からだをあたため るので、 ヵゼをひかないといいます。 また、 ニン ニ クを使っておキ 
ユゥをすえる とよくきくと いいます。 

最近の研究では、肝臓をよくまもり酒の害をふせぐものがふくまれていることがわかりました。- 

ただ、 残念なことには、臭気のつよすぎることです が、 ニンニクのなかで、行者ニンニクとか天 
台びるとかよばれているものは、ふつうのニンニクより臭気がよわいので、坊さんたちもさかんに 

ベたら しく、 アィヌもよ く tln にするそうです。 

ある人の話では、お寺の門番のィシブミに r 葷酒山門に入るを許さず」とあるのは、坊さんたち 
が帝： il ; H を用いた しょうこで、 葷は一 ーラ、 ニン ニク、 ネギ 、ラ ッキョゥなど臭気のつよい野菜の こと 
だといいます。 

もしそうだとすれば、酒を飲む とき その害を防ぐこれらの野菜をいっしょに持ちこんだむかしの 
坊さんは、なかなかの科学者だったというものでしょう。 

ニンーークの臭気は、わたしたちには気になるにおいいですが、中国の人たちはこれを芳香の一つ 
にかぞえ、食物にもわざわざニンニクの臭気をつけるほどです。 

策と酒とをともにとれば、酒飲みの発する惡臭をやわらげるといいますから、酒をいっしょに飲 
めばニンニクの臭気をやわらげることにもなるでしょう が、 むかしの 人は、 臭気をやわらげるとき 
には生では食べずに、焼いて食べました。また、ニンニクを食べる前か後に、牛乳を飲めば臭気は 
やわらぎますが、便所のにおいは消すべくもありません。 

このほか香りの高いものをいっしょに食べて、その香りでヵムフラージユするという手もないで 
はありません が、ニンニクの 臭気を なくしてしまうよ い方法はまだない ようです。 それはなかなか 
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困難な仕事でしょう。 

それで、ある人はいいました。 

「こんなに薬効のあるものが 安く われわれの手に入る のは、ニンーー クに臭気があるから だ。もし 
も 臭気を完全にのぞくことができたなら、その ニンニクはとても われわれ大衆の口にははしる ま 
ぃ」 と。 

タナゴは水のきれいな川にすむ魚で、フナに似ていますが、フナより 

は小さくて紬長く、色もちがうので、すぐ見わけがつきます。四、五月 
ころ産卵しますが、この時期になると、おすはめすを、ヵラスガイやド 
ブガイのいるところにさそいこんで、貝の中に卵を産ませます。卵はそ 
の中でかえって育ち、冬をこして翌春、貝から外に泳ぎだします。 

ところで、 海にもタナゴ とよぶ 魚が います。 たがいに よく 似て いますが、 べつの魚です から、 海 
にいる ボラをゥミタナゴ とよびます。クロ ダイの ような 形でふつうは青黑 いが、 黒ずんだ金色のも 
の や黄緑色をおびたもの もあります。 

この魚がほかの魚とめだって変わっていることは、体内に子をもつことです。ふつうの魚は卵生 
ですから腹に卵をもちます が、ウミ タナゴは胎生で、卵は親の体内でかえります。それで、この魚 
の母魚はたいてい二〇ぴきくらいの子を腹にもっています。胎児は五センチくらいになるまで母魚 
の体内にいて、生みだされる と、 すぐに元気に泳ぎまわって餌をさがして食べます。サメやエイな 
どのような齡1には抬生するものもあります が、 硬骨魚で胎生するものは めずらしく、 このほか 


妊婦がタナゴを食べる と、 
逆子を生むといいますが、 
なぜでしょぅ か。 
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には、メバ. ル、 カサゴのなかまくらいのものです。 

地方によって、妊婦によいとかわるいとかいっているのは、このタナゴ 、つまりゥミ タナゴのこ 
とです。たとえば、島根県の一部では、この魚を食べると逆子を生むといって、妊婦には食べさせ 
ないそうですが、それは ゥミ タナゴの胎児の位置がきわめて不規則だからでしょう0 

しかし、これはもちろん迷信で、その反対に青森あたりでは、この魚を食べると安産するといっ 
て、とくに妊産婦に食べさせます。それはたくさんの子を腹にもっていて、しかも子は生まれると 
すぐに元気よく活動するからでしょう。 

ゥミタナゴは磯の香りの高い魚で、味もよく、煮つけにも照りやきにもむいていますが、また撕 
製品の原料にもします。 

ぬかみそがぬかみそくさいのは当然のことです が、 人間はぜいたくで 
すから、ぬかみそくさくないぬか潰を求めます。 

ぬかみそは、独特のにおいをもっていますが、それがひどくな って、 
くさったバターのような悪臭を放つようにな ると、 なんとも鼻もちなり 
ません。何代も渍物屋をつづけているその道の専門家に、ぬか潰の•訳 
を聞きますと、ぬか渍のこつは、一にも二にも手入れで、おいしい渍物 
がつくりたかったら、自分の子どもを育てるつもりで、心をこめた手入れをしなければならないと 

、、 vr-VPO 

I I ま T " 

それには、かならず毎日朝夕二回、ぬかみそにほんの少し食塩をいれて十分かきまぜればよいの 


式か sc 潢聆は 友いしい 
です が、 ぬかみそのにおい 
が 鼻についてかないませ 
ん。においをとる方法はな 
いでしょうか。 
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ですが一日でもこれを怠れば、虫がわいたり、悪臭を放っ 
たり、すっぱくなったり、材料の色が わるく なったり しま 
す。また、水がでてきたら、毎日それを捨てることも肝要 
です。 

ところで、ぬかです が、 ぬかは搗 いてない 新鮮な ものを 
用います。 小米 やちりなどのまじりものは、 よく ふるって 
とりさります。ぬかを炒って使うこともありますが、沙る 
ときには、こがさないように注意し、香ばしい香りのする 
程度に とどめます。こうすると、 風味が よくな り、 ぬか D 
中の小虫な どを焼き殺す 効果 もあります。しかし、ビ タミ 
ン B ! の 量は 減ります。 

ぬかみその 中には、 乳酸菌、 酵母、 酪酸 菌、 枯草菌 、、、ハレレシ ョ菌など いろいろの 細菌が います。 
ぬか潰の おいしい 味や風味は、 おもに、 乳酸菌や 酵母のはたらきによるものです が、ぬかみそくさ 
いいやなにおいは、おもに 酿酸菌 のはたらきによるものです。 

ですから、 ぬかみその悪臭をおさえるのには、乳酸菌の繁殖をさかんにして酪酸菌の繁殖をおさ 
えるようにすればよいわけですが、酪酸菌の繁殖があまりさかんだと、おさえることがむずかしく 
なります。こんなときには、なまじなことをするよりは、ぬかみそを新しくつくりなおしたまうが 
早みちです。 

しかし、ふつうのばあいには、市販のヨーダルト、ビオフ H ルミン、 ラク トミ ンなどをすこしま 


199 


Art J 

pi 


•'ベ敦 

1; 

0 


Id 



i 

黎簽 w 替^ 

< n ノ在零 


_; I 纔務 _ 暴^^^^ _ 議義 II 關松 
.*••.:_•:•;•_ 

察••彩 X :•へ •••:::> 0 

: ： '• 餐 ？： vsaiik :v: 洛？ 


1 


■■ <yy L 

へ7〜づ NV 、' 




の 

用 

卜 

レ 


さ 




皆、 

liv r . 



賴"晓：^#^^ 


:y 


SI 

藝 l;g> 

選繼 ■一^^^覆^ 

> r i / 

蒙：：」■ 

《 ' ヶ、，作 C 

J "* ギ.^ 

'•••••• -.XW v-.v^...^ V^ .- ^ x«^vx^.x.x.vvv-.vx.v-...^-.vvv^ , ».v^» •^.v^....^..... 


菌 

球 

と 
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ぜてやる と、 悪臭が 
とれてきます。一例 0 
をいえば、もしこれ 
からぬか潰をはじめ 
るときだつたら、一 
斗樽に、ピオフヱル 

ミンを 一〇粒ぐらい 
の割合でまぜます。 

まぜるのには、よく 
くだいてから、ぬる 
ま湯にとかして、そ 
れをまぜます。 

あとは毎週一粒ぐらいず つ、 おなじよぅにくだいてとかしてからまぜます。 また、 すでに仕込ん 
であるぬか潰だったら 、毎日 一粒ずつくらいの割合で 加え、 よくかきまぜてやると効果がありま 
す。こぅすると、 ぬかみその中をかきまわした手についているにおい も、 水でサッ パリ 洗いおとせ 

ます0 

ョーグルトやビオフ H ルミンな どを加える と 効果があるのは、それらの中にはいっている乳酸菌 
が酪酸菌の繁殖をおさえるためです。 

もっと簡単な方法は、日ごろの手入れで、毎日朝夕二回よくかきまぜることです。なんでもない 
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ことのようですが、 これをつづけるには、おいしい渍物を食べ 
させようという 主婦の愛情がなければ できません。 全体を よく 
かきまぜて空気にさらす と、 空気の好きな乳酸菌は よく 繁殖し 
ますが、その反対に、空気のきらいな酪酸菌は繁殖をおさえら 
れてしまいます。 

また漬物の桶を清潔にして おくこと もたいせつです。清潔に 
しておけば、いろいろな有害な細菌が繁殖しにくいので、した 
がって惡いにおいをふせぐ こと もできます。 

このごろでは、漬物を買って間にあわせる人が多くなりまし 
たが、家で漬けた漬物にまさるごちそうはありません。 



ねむくなる と、 なぜ目をこ 
するのです か。 


生きていくのには、眠る ことが たいせつで、 ィヌを 眠らさずに散歩を 
つづけさせると死んでしまいます。人間も眠らされないほどつらい こと 
はありません。人間がその一生の三分の 一以上 眠って いることから みて 
も、 眠る ことが どれほどたいせつかわかる でしょう。 

眠るのは、脳がはたらかなくなったから眠ってしまうのではなく、脳がはたらかなくならないよ 
うにするために眠るのです。 

わたしたちは眠ってしまうと何もわからなくなりますが、これは、いわば脳が眠ったからです。 
このような状態になったときには、脳ばかりでなく、からだも眠った状態になります。起きている 
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ときには、活発に動く手や足も運動を休む し、 姿勢をたもつ筋肉もやすんでしまいます。電車の中 
で ffi ? 勒につかまって立って眠っている人が、ときどきひざをがくん とさせ、 びっくりして目をさま 
すのを見たことがあるでしょう。また、口の筋肉もゆるんでしまうので、よだれを流したり、しひ 
きをかいたりもします。胃や腸など内臓の筋肉も運動をゆるめ、呼吸も浅くなります。そのほか’ 
唾液や涙も少ししかでなくなります。 

このように、眠ったときにはからだにめだった変化があらわれますが、涙をつくる腺は、ねむく 
なると、 まだ脳が眠りにはいらないうちから、もう淚の分泌が減ってきます。ねむけをもよおすと 
目がしぶくなるのはそのためです。それで目をこすってねむけをまぎらそうとするので；^。 

大人は、人と話をしているときなど、目をこすったりしては失礼だと考えて、ねぼけ眼をしばた 
いてごまかしますが、子どもは正直なので、目をこすり、幼児だとねむいねむいとむずかります。 

"江戸の気に今日はなりけり海苔の味" 

むかしは、海苔といえば江戸の海苔が名物でした。今日では、東京ば 
かりで なく、 ほかでもたくさんつ くられ、 韓国からも輸入されていま 
す。 "海苔すすぐ水の名にすめ都鳥"とうたわれた鳥たちも、さぞかし 
今赀の感にたえないことでしょう。 

海苔には黑紫色の美しいつやがあるので、西洋人は「ブラックベーパー」などとよんでいます。 
海にはえているアサクサノリは紅紫色をしていますが、これは葉緑素という緑色の色素のほかに、 
紅紫色の色素もふくんでいるからです。これらの色素は、日光のよわい時期ほど多いので、十二月 


海苔を やくと、 どぅしてみ 
ど y 色になるのでし ょぅ 
か。 
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から一月にかけてとった海苔からつくったものには、よい色やつ やが あります。 

海苔のうまさは色と香にありますから、海苔をしまっておくときには、色や香をなくさ i (よう 
にしなけれはなりません。肇海苔をしまっておくときには、乾いた箱の中に入れて おきますが、 
もし湿気の多いところにおくと、色が変わってしまいます。それは葉議が減ってしまう からで 
す。さりとて、日のかんかんあたる店先などにならべてあったものは、葉謙が日光にあたってま 
かのものに変わってしまっているので、あぶってもきれいな色がでません。 纟 

じょうずにしまっておいた海苔を火であぶると美しい緑色がでてきます が、 これは、紅紫色の色 
素が熟のために青い色素に変わり、その青い色と葉雲の緑色とがいつしよになつて見— からで 
す。しかし、あぶりすぎると香がなくなります。まんべんなくウグイス色に焼くへ」， は、 海苔をか 
さね ' ' T 持。ち、よくおきた炭火にかざして、かさねた まま 手ばやく裏表をかえしてあぶるようにする 


海苔には栄養があるでしよ 
うか。 


日本人で海苔のきらいな人はあまりいないでしょぅ 。外国の新聞にで 
ていた話ですが、戦犯で死刑を宣告された日本人に、「何 か望みは ない 
か」とたずねたら.「死ぬまでに一度でいいから海苔が 食べたい」 と 答え 

たそぅです。朝の食卓の焼海苔、ハィキングの海苔巻き弁当、海苔 茶漬、鉄火巻き . 等々、海苔 

の香りはわたしたちの食欲をそそります。 ' •、 ' 

海苔は 香りと 味が よいばかりでなく、栄養もあり、海苔屋の子どもに鼻たれはいないと、 J てて 
います。 
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浅草海苔のおよそ三〇パー 
セントはたんぱく質で、ビタ 
ミン A もたくさんふくまれて 
います。海苔のたんぱく質は 
消化吸収されやすく、一枚の 

海苔にふくまれているビタミ 
ンの量は鶏卵二個分にあたり 
ます。△ばかりでなく民、^、 

C などのビタミンもかなり豊 
富にふくんでいますから、野 
菜のすくない寒い季節に食べ 
れば 、ビタミン 補給にも役だ 
ちます。 

また、 ヵルシウムやリン酸 

塩などの無機物もふくんで おり、 とくに ョー ドをたくさんふくんでいます。アルヵリ性食品です力 
ら、肉な どをたくさん食べたあとに食べる と、 酸性を中和するのに役だつとも考えられます。それ 
で業者は、「海苔は栄養剤のかたまりみたよぅなもの だ、 高価な薬など飲まなくても海苔さえ食べ 
ていれば、日本人はでんぷん食の欠点を十分補えるはずだ」などと宣伝していますが、さらに、葉 
緑素が口臭やヮキガのにおいを とり、 アレルギー症にきくといわれるよぅになってからは、海苔の 
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むかしは、海苔といえば浅草海苔で、香味のいちだんとすぐれているのは江戸の海苔と思われて 
きました が、 わたしたち一般消費者には、大森付近でできた海苔と韓国でできた海苔との区別がつ 
くはずはなく、それどころか、まがいものさえ「本場浅草海苔」のレッテルで堂々と通用していま 
す。安い海苔は、アマノリとはぜんぜんべつの海草を加工し、色素や アミノ酸しょぅゆ、 ズルチン 
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などで味をつけてごまかしたものです。 ： 

また味付け海苔 も、 表面がとくにテ ヵ テ ヵ 光っているようなものは、たいていは、ほかの海草に 
色素や香料をつけたまがいものです。いつぞや横浜近くの海岸でとれた干し海苔に大腸菌がたくさ 
んついていることがわかり、問題になったことがありました。これは海中の糞便で汚されたものら 
しく、海苔は乾すときに日に照らされたり、食^! HIJ に火であぶられたりするから消毒されているよう 
なものだと安心していたのに、それがほとんど効果のないことがわかって、ひとびとをあわてさせ 
ました。 

肺 や mRf は 二つあるのに、 人間の背の高さは、なぜ ーメートルいくらなのか？と聞かれたら、 
どうして心臓は一つしかな だれでも返事に こまる でしょう。この問題は、それとおなじ種類の [:!] 題 

いのでしようか。 で 卜 0 

ある人は、心臓が一つしかないのは、血管の中心になって、からだじ 
ゅうに血液をじゅんかんさせるのに都合がよいからだと説いていますが、この答えは、人間の血管 
をもとにしたときの話で、もしも心臓が二つあったならば、それに相応した血管がほかにできたの 
かもしれません。 

いまの学問では、肺や腎臓は二つあるのに、心臓はなぜ一つにきめられたのかと聞かれたら、ベ 
つに理由はないというよりほかにありません。 

なぼなら ば、 人間ができたのは、何か神さまのような心のあるものが、このような形につくろう 
と S って、つくったのではないからです。人間の高さが. ーメ ー トルいくらというの も、 人^の背の 
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高さを平均してみると一 
メートルいくらという 数 
字が でるので、そういっ 
ているだけのことです。 
人間の器官の数な どにつ 
いては、私たちは、ただ 
あるがままにうけとるよ 
ほかにしかたありませ 


り 


ん〇 


illnll. 



r i 7 c 一！ 

つの肺だけで生命をつなぐ ことがで 


、 M ノ f ^ にナ、たな 〆 も O t 

專も二つが二つとも必要かどぅかといぅことになると問題があります 
肺は二つありますが、一方の肺が役にたたなくなっても、 

きます。腎臓も二つありますが、一方が結核にかかったり、 強く(っ;；；3 G ?: 7 ^.1 

^ 311 f 

脾®や肝 f 一つし力ありませんが、五分の二くらいの こして 文、 

おこりません。心臓はただ 一？ちょっとでも傷つけ！な わ；：と：： f は 
る力—一くらいしか力をだしていないと され rH い，;；: 0 らぬもびてす力-つもははたらけ 
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人幻のからだの中の器官は、このように余分の力をもっているのです。それは、 ちょうど 五トン 
の自動車を走らせる橋が、その何倍かの何十トンもの重さにも耐えられる強さにつくられているの 
に似ています。もし人間がただ生命をつないでいるだけでよいというのなら、はぶいてもよいとこ 
ろがずいぶんあるでしょうが、その反対に、他の動物の 腎臓 や肝臓をよけいに 移植 すれば、いまよ 
りもっとらくに働ける人間ができるかもしれません。 

吐いたり、もどしたりする どんなときに吐いたりもどしたりするのか考えてみますと、いちばん 
のはな ぜ でしよう か。 多い のは、 何か一^い物を食べた ときでしょう。 それから乘物に酔った と 

き や、 とくべついやなにおいをかいだときなどにも吐きます。また、 よ 
く、 お酒を飲みすぎたり、 おなかがいたくて困るときなどに、口の奥の舌のつ H ねのあたりに r を 
つっこんで吐きだす人がいますが、口の奥や咽頭をしげきしたときにも吐きます。 

こっまか、 精神的に興奮した とき(たとえば、からだに害のある物を飲みこんだと想像したようなばあい)、 
病気でとくべつの 薬をあたえられたとき、 頭の中におできができた ときな どに も、吐いたり、もど 
したりします。また、 幼児には ときどき吐く 周期性 •# 吐な どという 病気 もあります。 

IH : い rc り' もどしたりするときには、その前に「はきけ」をもよおしますが、これらのことをつ 
かさどっているのは脳の延髄というところです。延髄の中の嘔吐中枢というと ころが、 前にあげた 
ような原因で しげきされると「はきけ」をもよおし、反射的に吐いたりもどしたり します。 このと 
き、 幽門 ( ER から十二指腸への出£の部分は強くちぢんで、胃の中の物を噴門(位道から£^、«0~のほう 
/おい よら、，、 噴門丈開いて胃の中の物が口の中に逆流するのをゆるします。 また、 横隔膜やおな 
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かの筋肉もちぢんで胃を圧迫します。 

たとえば、知らずに毒を飲んだり腐敗した食物を食べたりしたとき、これが 腸にいって及又され 
. へんなことになりますが、胃にはいると、胃の粘膜がとくべつのしげきをぅナるので 、 IIM 

UN C \ , k I 


るとた 


• 脅 I m ( %/ 

吐中枢が興奮して、胃の中の物を腸のほうへいかないように、吐きだしてしまいます。 

こうして、からだを守っているのですが、もし十二指腸に入ってしまったらどうかといいます 
と、このようなばあいには十二指腸がけいれんして、「はきけ」をもよおし、中の物を胃のほうに 
送りかえします。外国の医者には、十二指腸のことを「はきけの器官」とよんでいる人がいます 
が、 これは十二指腸が過度に膨張したり、しげきされたりすると、「はきけ」がおこり、 M 吐をも 
よおすからでしょう。 丨 

このように、からだのために好ましくないものを食べたときに、それを li 吐するのは、人闹 f か 
りでなく、 ィヌ やネコにも ある ことです が、 精神的な興奮によって「はきけ」をもよ rot 
だけだといわれています。 丨 


1 } 

はげは、どぅして女性には 
ないのでしょぅ h 。 


ィヌやネコは、からだ一面に毛がはえています。それで〃けもの"と 
いうのだそうですが、そのなかまである以上、人問 とても 毛のは える® 
命をまぬがれません、もちろん、人間の毛は、けもののようには密生せ 
ず、 毛の少ないことは、けものとちがって いる 点の一つとしてかぞえられ ている くら、， です。専1 
家の研究によると、胎児の顔や頭に毛がはえはじめるのは妊娠して三、四 力月 たった ころからだ 

ApN で^ TN 。 
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K という ものをだれも趙んでなる人はいませんが、思うにまかせぬもので、それも老叶になっ 
てからならまだし も、 俗にいう若はげなどは 二、 三十才にしてすでに光を発してきます。 

これは、ほとんど父親の系統からの遗伝で、男性から® FH 4 へつたわります。 

それで、 若ギは ほとんど 男性ばかりです。女性に若 はげがないことは、 男女双方のためにまこ 
とに よろこばしいことで、 造物主の親心にはまったく感じ入ります。 

しかべ若心、の人といえども、けっしてひけめを感ずることはありません。このころの和"プで 
は、 若：^ は 知的労働の人に多いことがわかってきました から、 むしろ大いに誇ってよ t の力もし 

れません。 、、 ' 
そもそも.チという现象は、人類にのみあることで、他のけものには、はげがありませんそび 
ために動物実験ができず、はげの研究は非常におくれています。はげの遗伝研究を人 rni でやること 
こなれ•文、研究者のほうも、何代もひきつがねばならず、なかなかたいへんなことです。 

むかしは、 女は頭を使わない から：^ i ない などと いわれたものでした が、 I まては造伝 やホルモ 
ンの研究が 進み、 毛の発育にいちばん大きな関係をもつのは ホルモンで、 そのなかで も、 M ホルモ 
ンの重要なことがわかって きました。 

頭 こ 丈え ている髮の毛の数は人に よっ てちがいます が、 平均すると一〇万本く らいで、 その寿命 
文 男生では 二 年から四 年くらい、 女性ではそれより平均一年くらい 長く、 のびる K さは一力月に一 
センチから ー センチ 半です。 これがつぎつぎにぬけかわり、その数は 二、 三〇才の人では一日に百 

本 内外、五、 六〇才の人では百 二、 三〇本です。 ，ヒ、 
人間のからだのなかでは、たえずホルモンがつくられています。男性ホルモンはひげや^、足 
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胸などの毛の発育をよくし、女性ホルモンは髮の毛の発育をよくしています。男性ホルモンは男性 
にだけ、女性ホルモンは女性にだけあるというのではなく、男女どちらにも両方のホルモンがあり 
ます。そして、 この二つのホルモンは、男女それぞれう まく バランスがとれているので、毛のはえ 
かたが男は男らしく、女は女らしくなっているのです。 

たまたま、バランスがやぶれる と、 女でも男らしい毛のはえかたをします。このほどモスクヮに 
出かけた友人は、その第一 信に、 ソ速はすごいところ だ、 下宿の女将は一五〇キロもある大女で、 
その顔にひげのはえているのを見る と つくづく日本に生まれてよかった と 思う と 書いてきました。 

さいわい日本の女性にはひげやはげがあまりありません が、このうえ、 ともにはげてはもらいた 
くないものです。はげないためには、からだを健康に し、 頭を清潔にすることです。 

ひどい病気をすると、毛がぬけることから みても、 毛の成長には健康のたいせつなことがわかり 
ます。心配ごともよくありません。心配のあまり一夜ではげになつた実例もあり、また、髪の毛の 
うすい人は、それを気にするためにますますはげてくるといいます。 

それから、あまり毛をひっぱる こと もさけるべきです。むかしの婦人は髮をきちんと結ったので、 
そのためにはげになる人もいました。 


はげは、遺伝するでしょう 何年か前に、アメリヵの毛髮学の権威が、「はげは遗伝とほとんど関 
力 係がない」という新説を発表して、頭髪のうすいことを気にしている人 

たちをょろこばせましたが、それを実証するために、ロンドンに乗りこ 
んで、中年以上の双生児の男子を募集したら、たちまち集まった十六組のどの組の二人もはげぐあ 
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いがそっくりだったのには驚いたといいます。 

人の頭髪は平均十万本もあります が、 老人になる と、 毛をつくりだす毛乳頭という部分の栄養が 
衰えてくるので、 毛がぬける と、 そのあとに新しくかわりの毛をはやす力が なくなり、 だんだんは 
H - てきます。もちろん、 年を とっても はげない人もあります し、 またその反対に、若いのにはげる 
人もい ます。 

毛は毛乳頭がないとはえません が、 これが衰えき ると 毛孔もふさがります から、 頭の地肌がつる 
つるしてきます。 毛乳頭の多い人は毛の数も多いわけです が、 毛乳頭の数は年を とっても、 生まれ 
たと きの ままで、 それ以上にはふえません から、 若はげになったらもはやなおす方法はありませ 
ん 。そして、これは 遗伝性のものです から、 父子相伝のばあいが多いわけです。 

なお、®§ も若心 げどうよう 遗伝性のものです から、 若白髪の人の家族を見る と、 たいていのば 
あい、何人かの若白髪がいるものです。人間にはいろいろの遗伝形質があります が、 頭髪でいえ 
ば、毛髪の色やちぢれぐあいも遗伝します。 

はしかは、だれもがいちど はしかは、人から人にうつる病気です。このような病気を伝染病とい 
はかかるということです。 いますが、人間のかかる病気のうちで、.レ4ほどかかりやすい病気は 
UO はどうしてなので しよ ないといわれています。 

伝染病にはかならず病気をおこすもとになるものが あり、 はしかをお 
こす病原体は ビー ルスという種類です が、 まだはしかにかかったことの 
なハ人のからだには いると、 じきにはしかをおこします。しかし、からだの外にで ると たいそう弱 
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く、日光や空気などのた めに、 わずかな時間で死んで しまいます。 

はしかに一度かかる と、 免疫といって、血液の中に、この ビー ルスを殺す か、 またはふえるのを 
さまたげるような物質がたくさんふえてきます。そして、もしはしかの ビー ルスがはいってきたと 
み c . v には、それを殺したり、ふえるのをさまたげたりするので、 ビー ルスの力が弱くな り、 はしかに 
かかりにくくなります。免疫のりくつはこれだけでは なく、 じつはもっとむずかしいのですが、だ 
いたいこのようなわけですから、はしか<二度かかる人は少ないのです。 

生まれたばかりの赤ちゃんはめったにはしかにかかりません が、 これはお母さんの血に免疫性が 
あり、 それを赤ちゃん がう けて生まれて くるからです。 はしかが大流行をしたときなどは、赤ちゃ 
んにはしかがうつらない ようにするた めに、お母さんの血清を注射し ますが、こうすると、 かかっ 
ても軽くてすみます。 

はしかは侮年のようにきまって流行し、ほとんどの人は二十歳くらいまでにかかります が、 船の 
かよわない離れ島や人里はなれた所などにぼつんと住んでいる人はかからないことがあります。日 
本では、伊豆のある島で十二年間もだれもかからなかった例があります。外国のある島には' 一七 
八一年から六十五年間もかからなかった例がありますが、はしかになりかかっていた指物師が 、一 
八四六年の 春、 この島に上陸して発病したところ、たちまちひろがって、七千八百人の住民 中、 千 
五百人は厳 m に交通を庶断したのでかからずにすみました が、 あとの人はほとんどはしかにかかり 
ました。しかし、、一七八一年にはしかをした九十二人は一人も病気にならなかったそうです。 

このように、はしかは伝染しやすい病気なので、かからない人はないといってもよいくらいです 
が、免投性が強いので二度三度かかることはすくなく、四度もかかったという例もないではありま 
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せんが、それは例外です。 、 

はしかが子どもの病気のように考えられているのは、はしかにいちばんかかる年齢が六歳くらい 
だからです。学校でうつってくるのがもっとも多いようですが、人口十万以上の都市では毎年五、六 
月にはしかが 多く、 交通の不便な山奥や鳥などでは、何年かに一度流行することが多いようです。 

はしかは人間の病気で、人から人に 伝染し、ビー ルスはからだの外にでると長くは生きられない 
とされて いますが、 はしかの子どもと寝ていたサルがかかったことをみとめている人も あり、 見世 
物小屋のサルからつぎつぎと 七 百五十三人もの人がはしかにかかった、と報告している医師も あり 
ます。 

バスや®車などの乗物に乗 111 眠についての学説はたくさんあります が、 ねむったり覚めたりする 
ると、 ねむくなるのは どう のが、 睡眠中枢のはたらきによる ことは だれもみとめています。 

してでしょ— ふつう、 人は夜になると 眠り、 昼は起きて働き享 が、 それは隠 眠 中 

枢が規則正しくはたらくからです。ですから、もしその部分が病気にな 
ったり傷つけられたりすると、その人は、昼も夜もねむりつづけたり、すこしもねむれなくなった 
りします。 

ところで、 睡眠の原因は いろいろで、たとえば、 非常に頭を使ったときにはね むくなります。と 
ころが、 その反対に、一日 じゅう 何もせずにぶらぶらして いたと きにもね むくなります。 

また、 ねむるときには、静かな暗いところがねむりやすく、音のしているところや明るいところ 
ではよくねむれません。それは、しげきのために神経が興奮するためです。しかし、赤ちゃんをね 
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むらせるには子守唄がつきものですし、揺籃は、その名の ごとく、 ゆさぶって、赤ちゃんをねむら 
せます。 

また単調な講演を聞かされているときには、よほどの人でないかぎりねむくなります。これは、 
はじめは諕演を聞こうとして、そのことにだけ注意を集中しているので、興奮をつたえるほかの部 
分は全部はたらきがとめられ、ねむった状態におかれているわけですが、やがては、注意力のもと 
になっている神経まで疲れて眠ってしまうのでしょう。 

ガタガタ惡路のバスはべつとして、乘物の揺れもしげきが単調で、しかも、それがくりかえされ 
ることはへたな講演とおなじです。はじめは注意がそれにだけひきつけられて、ほかのしげきによ 
る興奮は制止されますが、やがては、その部分も疲れて完全にしげきがのぞかれ、ねむってしまう 
のです。ただし、审に乗ればだれでもねむくなるというわけではなく、かえって、ねむれなくなる 
人もあります0 

バタ—をナィフで切る と、 バターは、牛乳を 遠心分離機 という 機械に かけて、 脱脂乳と 生クリー 
なぜ切り口がとけるのです ムにわけ、この生クリ—ムに乳酸菌をくわえて軽く難§ させ、二、三 パ 
ヵ ーセントの食塩をくわえてねりあげたものです。 

バターは、焼きたてのパンやホットケーキの上にのせると、すぐにと 
けるのをみてもわかるように、たいそうとけやすく、二八度から三八度の間でとけてしまいます。 
それでバターの箱には、冷たい所に保存してくださいと、注意書までしてあるくらいです。 

このように、 熱にたい して とけやすい バター ですから、ナィフで切る と、 こすられた切り口は ま 
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さつでできた熱のためにとけるのです。 

鼻かぜは、 秋になる とひく 心なかぜは風邪の軽いもので、寝びえをしたり、湯上りにひえたり、 
のはなぜでしようか。 急に寒いところにでたりしたときにひきます。 

鼻に冷たい風 や ごみなどが はいると、 鼻の粘膜が しげきされ、これを 
神経が延髄につたえる ので、 延髄から呼吸の筋肉に命令がきてくしゃみが でます。 もし鼻の粘膜が 
過敏に なっていると、 小さいごみが はいっても、ちょっ と冷たい 空気がはいっても、くしゃみが強 
くでたり、粘膜に 傷が つき、 赤くな って®れます。そうすると、 鼻の粘膜から姨汁が でて きて なか 
なかと まらなくなります。 

秋のはじめに®.かぜをひくことが多いのは、夏の暑さでからだが弱って いるのに、 急に空気がつ 
めたくなるためです。 

鳥かぜは また、 花粉 や ごみやにおいにたい し、とくべつ 過敏な体質の人が よく ひきます。たとえ 
、 i 、 あるにおいにたい してとくべつ 過敏な体質の人は、そのにおいをかぐと鼻かぜをひきます。ア 
メリ ヵでは、秋ぐちになる と 鼻水をたらす人が急にふえます が、これは、ある 花粉にたいしてとく 
べつ 過敏な体質の人が多いためです。 

鼻かぜをひかないためには、つめたい空気 や、 強いにおい、花粉、ごみなどを吸いこまないよう 
にすればよいわけですが、くしゃみがでたり、すこしでものどがいたんだら、すぐに手当てをする 
ことがたいせつです。 
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鼻のきく人は下等だといい 明治の 末、 大逆事件で死刑になった人のなかに紅一点、菅野すが子と 
ま T が、 なぜでしよう か。 いう女性がいました。若い女の身で どうして そんな ことを したのかと 問 

われたら、「鼻の低い女といわれたのがくやしかったからだ」と答えた 
そうです。もし彼女の鼻がもう何 ミリ か高かったら、あるいは幸福な人生を送ったのかもしれませ 
んから、彼女にとっては、鼻はまさに生命線だったわけです。いまの人 も、 この生命線を守るのに 
は一生けんめいで、隆鼻術の繁盛はなによりもこのことを物語っています。 

鼻は表情をあらわす点では目におよびません が、 容貌の美醜を決定することではけっしてまけま 
せん。写真をとるのに真正面をさけるかと思うと、真横もきらい、わずかばかり右か左にかたよっ 

た斜めの位置をえらびます が、 これも鼻すじの欠点をおぎなって、顔全体をよく見せたいからでし 
I 50 

鼻のかっこうには tt 短、 高低、広狭などさまざまあり、それによってギリシャ鼻、ヮシ鼻 、ダン 
ゴ鼻などいろいろの名称があります。ペルシャ人は、いつも鼻をつまんで中高に しようとし、アフ 
リヵ人は、ひまさえあればおさえつけて平たく しようと していますが、鼻の高すぎるのは高慢に見 
え、 低すぎるのは下品に見えます。 

しかし、鼻はけっして顔の飾りになっているだけでは なく、 生命に直接つながる重大関門です。 
呼吸をする のは、 鼻でするにかぎります。鼻は、外からのつめたい空気を適当に温ためて肺に送っ 
たり、空気中のホコリや病原菌の侵入するのを阻止したりしています。においをかぐことも重要な 
仕事の一つです。 

ィヌの 鼻は人間の鼻よりずっと鋭敏な ので、 口のわるい人は、鼻のきく人間は ィヌに ちかいなど 
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といいますが、それはとんでもないことです。飲贷物の香をかいで味を よくし、 毒物の臭気を分別 
して危害を未然にふせぐことができるのは、嗅党のおかげです。香をかぎわける力なくして、 どう 
して高雅な情操を養い、気品を商めることができ ましょう。 

仏教は香りの宗教だといわれます が、 老人はお寺まい りで 線香の香を かぐと、 極楽浄土に遊んだ 
思いがするそうです。老人になる と ^が高くなるものです が、 これ こそ、 天のあたえた恵みともい 
うべきものでしょう。 


春先きには、どうしてねむ よくねむる人は、「春宵一刻価千金というから、この春の夜を眠らな 
しのでしょう力 ければ«だ」といいわけをしますが、だれにとっても、春先はねむいも 

のです。"花に淸香有り、月に陰有り"の風情 も、 ねむっていたのでは 
わかりませんから、もったいないことですが、いままで寒さにたえてきたわたしたちのからだは、 
暖かい春にめぐりあ うと、 しまりをときほぐされて、ついうつらうつらします。 

動物は、冬のあいだは冬 ごもり の状態にはいっていて、なかには冬眠して いるものもありますが、 
わたしたち人冏 も、 活発な動きはしていません。 

それが春になる と、 活動への準備態勢をとらなければならなくなるのに、実際には、春になった 
からとて急に栄猿を多くとるわけではありません。また、活動のためには ビタミン もずっと多くと 
る必耍がありますが、これも春がきたからといって、急に多くとることはないでしょう。また、 白 
米をたくさん食べる人は春先とくにねむいといわれていますが、これは ビタミン 艮が不足するため 
だと考えられています。 
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このように、いままで あまり 動かなかった生活から、急に活発に動く時期になった のに、 しばら 
くのあいだは栄養のバランスがとれないので、代謝がスムーズにいかなくな ります。それで、 春先 
きは疲れ やすく、だるく、 ねむくなるのです。 

人は歩く ときに、どうして 人は歩くときにかならず手をたがいちがいに振ります。左の手と右の 
手を振る のでしようか。 手を、同時におなじ方向にだす人はいないでしょう。 また、 手と足との 

うごく関係は、 左の手が前に出て いると きには右足が 前、 右の手が前に 
出て いると きは左足が前と いうように、 つねに反対になって います。 

むかし、軍隊で、人をたたいて教育をしたころは、新しく入隊してきた兵隊のなかには、緊張の 
あまり、おなじが わの手と足を同時に だして 行進する者な どがいて、 面喰わせる こともありました 
が、このような 手の振りかたは長つづきする ものではありません。 

ィヌ やゥマなど哺乳動物の歩くのをみ ると、 とくべつな例外をのぞいては、人問の^- くのと おな 
じように、 左の前足は右の後足とほとんど いっしょにでて、 右の前足は左の後足と いっしょにで ま 

す0 

人間で実験して証明することはゆるされません が、 動物で実験してみます と、 大脳をとりのぞい 
て も、 前足と後足の運動の関係はすこしも乱れません。 たとえば、 右の後足をしげきすると反射的 
に左の前足がまがり、左の後足がまがる と 右がわの後足は反射的にのびます。後足が述動すると前 
足 も それにつれて運動しますが、そのときの前足と後足の運動は、歩くときの関係とおなじです。 
もし後足だけを地面につけて運動させる と、 前足の動きかたは、人間が歩く とき 手を振るのとおな 
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じ運動になります。 

これによってもわかるようように、人が歩くとき手を振るのは、足の運動につれてひとりでにお 
こる 運動です◦これは四足の動物時代の名ごりともいうべきもので、人が生まれつきもっている性 
質です。 

学校では、徒歩競走のときにできるだけ手を振れと教えますが、こうすると、はやく走ることが 
できます。もともと走れば手はひとりでに振れるのですが (ちょうど、 呼吸運動は自然にしている運動 
です が、 意志の力で深呼吸ができる ように)、 意志の力でよけいに手を振れば、それにつれてしぜんに疲 
れた足がはやく動くようになります。 

T 影まぶたの人と= 16 まぶ まぶたは眼を保護するたいせつな もので、 まつげがはえていて、ごみ 
たの人とがあるのは、どう のはいるのをふせいだり、強い光線をさえぎったりしています。外面は 
してでしよう か。 皮膚でできており、内面、つまり眼球のほうにむかった表面は、結膜と 

いう膜でできています。結膜はまぶたのふちで皮膚にかわって いて、 ま 
つげはそのかわるところにはえております。また、臉板というかたいものがあるので、お医者さん 
はまぶたの裏がわを調べるときに、たやすくまぶたをひっくりかえすことができます〇 

まぶたを見る と、 一重まぶたの人と二重まぶたの人とがあります が、 日本人には一重まぶたの人 
が 多く、 西洋人の眼は二重まぶたです。その西洋流のまぶたがほしくて整形外科医の門をたたく人 
の数はたいへんなものだそうですが、それほど二重まぶたがありがたいものかどうかは問題です。 
日本人のまぶたは、皮膚の下に脂防 や、 やわらかい組織があるので、まぶたが 厚く、 ふっくらと 
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ふくらんでいます。それで、まゆげとまつげとの間にくぼみが 少なく、 瞼板と皮府との結合がゆる 
やかで、眼をあけたときに皮膚にたるみができ、そのたるみが上まぶたの縁をおおうので、一重ま 
ぶたになるのです。 

もし皮膚の下の脂肪などが少なかったりすると、皮膚と瞼板との結合がわりあいに強くなるの 
で、二重まぶたになります。ふだん一重まぶたの人が病気をして弱ったり、年とって皮膚の下の脂 
肪などが少なくなったりすると、まぶたが二重になることがあります。 

西洋人の眼にはふつう皮膚の下に脂肪がほとんどありませんから、まぶたがうすく、まつげとま 
ゆげとの間に深いくぼみができていて、瞼板と皮膚との結合がかたくなっています。したがって、 
日本人の目のように、まぶたの上のほうに皮膚のたるみができて、まぶたのふちをおおうようなこ 
とがありません。それで、はっきりと二重まぶたになるのです。 

二重 まぶたがよいと説く人もあります が、 医学上からいうと、まぶたは眼球を保護するものです 
から、 皮膚の下に脂肪がある こと.は、 眼の冷える ことを ふせぐ ことに もな り、 外傷からも守りやす 
くなるので、日本人のまぶたのように 一重 まぶたのほうが、眼のためにはよいのです。 

それを 西洋 映画の 影響 か、 二重 まぶたにあこがれて、せっかくの 一重 まぶたを二重にする人がた 
くさんおります。日本人からみれば、 二重 まぶたに興味があるのかもしれませんが、西洋人からみ 
れば、一重まぶたを美しいと思うかもしれません。 

すべて良いほうから惡いほうに変えるのは容易です が、 惡いものを良いほうに変える ことはむず 
かしいもので、整形手術で一重まぶたを二重にするのは容易です が、 二重まぶたを一重にする こと 
はなかなか容易でありません。 
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A ? 辦 i まんとうにあるので むかしから、人が死ぬ前には魂がぬけだして、人魂になって飛びまわ 
しょう か。 ると いわれて います。また、 幽霊の芝居や話にはかならず人魂がでてき 

ます。 

わたしは、少年の ころ 臆病でした が、 それをたしかめようと思って、長わずらいの病人の家の屋 
根を、毎晚ながめつづけたものでした。 あるとき、 近所の友だち が、 いま人魂が竹やぶに落ちたと 
告げにきました。わたしは、 翌朝、 なかまを 二、 三人 さそって、 竹やぶにそれをさがしにいきまし 
たが、 何もありませんでした。 

こんなわけで、わたしはまだ見.たことがありません が、 聞けば、人魂は頭が丸くて尾は しゃくし 
のように長く、うす青い光を放ちながらゆらりゆらり飛んでいくといいます。『和漢三才図絵』(江 
戸時代の百科辞典)にも、それに似たようなことが書いてあります し、ョーロ ッパの本に も、 人魂は、 
人を沼池に入れて、命をとる誘いの魔火だと書いてあります。また、ある勇敢な人が、人魂をステ 
ッキでたたいたら、ゆらゆら切れて飛んだとか、棒の先に布をつけてふれたら、火が燃えうつっ 
た、 などという話さえつたえられています。 

人魂の存在を信じる人は、人間は、肉体と霊魂のむすびついたものだから、肉体が死ぬと霊魂は 
そこから離れて、飛んでいくのだといいますが、もしそうだとしたら、その行く先きはいったいど 
こでしょうか？ 

一方、人魂の存在を信じない人は、あれは、人家のもれ灯に、ガなどの飛ぶのがうつったのだと 
か、リンやガスが燃えて飛んだのだとか、流星だとかいいます。実際に、提灯の灯を人魂に見あや 
まった人もありますから、これらの意見もあたっているかもしれません。 
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なにしろ、人魂を見たという人はあっても、それをつかまえた人が一人もいないので、どんなも 
のなのか正体がわかりません。 

ただ、このごろでは人魂を見たという人が、めっきり少なくなりました。それは、灯火が明るく 
なったためではないかと思います。むかしのような暗い夜道はすくなくなりました。このような明 
るい世界では、人魂はもう見られないのでしょう。 

どうしても死にたくない人のせりふに、「冷飯を食べてもシャバにい 
たい」というのがあります。冷飯はおいしいとかまずいとかせんぎをす 
るだけやぼで、生米よりは食べやすいが、ご飯の味としては最低です。 

おなじご飯でありながら、炊きたてのあのおいしいご飯が、冷飯になるとどうしてまずいのでし 
ょうか？舌に感ずる温度が低いと•か、水分がすくなくなったためということより、もっと根本的 
なことは、でんぷんの性質が変わってしまうからです。 

ちょっと考えると、米のでんぷんも、ご飯のでんぷんも変わりはないようですが、じつは、分子 
のならび方がちがいます。ご飯のほうのでんぷんを a 型でんぷんといい、米のでんぷんを卢型でん 
ぷんとよびます。 • 

米を炊いてご飯にするということは、^-型でんぷんを a 型でんぷんに変えることです ◦« 型は ^ l 
P i にくらべると、水をよく吸い、やわらかくて食べやすく、消化しやすい性質をもっています。 

米を生で食べると消化不良をおこすのは、戶型でんぷんが吸水性に乏しく消化しにくいからで 


飯はどぅしてまずいので 
しょぅか。 


ところで、 P 型が a 型に変わる温度は六五度くらいですから、それ以上にならない と、 米のでん 
ぷんはご飯にかわりません。ところが、この温度は、また a 型が0型にもどる温度でもありますか 
ら、それ以下になる と、 ご飯はだんだん 戶 型のでんぷんにもどってしまいます。温度の低いほどは 
やく もどることはいうまでもありません。 

こうしてご飯はさめて くると、 だんだん米のでんぷんとおなじ型のでんぷんに 変わり、 消化液の 
はたらきをうけにくくなってしまうので、まずくなるのです。 

むかし、あるお医者さんが酒屋の前を通りかかりますと、そこの主人 
が酒だるをトントンたたいていました〇 r どうしました？」とたずねる 
と、 その主人は「こうすると酒がどのへんまではいっているかがわかる ^ 
んですょ」と答えました。 

酒のはいっているところは、固いにぶい音がしますが、はいっていな 
いところ は、 ひびきの軽い音がします。「なるほど、これはおもしろ 
い。それならば人 rp ] にも応用できるにちがいない。」—お医者さんはそう思って、それからいろ 
いろと研究をかさねました。これが、現在おこなわれている打診(お医者さんが病人のからだをたたい 
てみること)のはじまりなのです。 

お医者さんが病人のからだをたたいてみるのには二つの目的があります。 

一つは、からだの中にある器官(胃 や 腸 や 肺などのように、からだをかたちづくっているもので 、きまつ 
た形をしてハて、きまったはたらきをするもの)がふつうのときのようなありさまか、それともいつもよ 


病気のと き、 お医者さんは 
胸や背なかに手をあてて卜 
ントン たたいてみます が、 
なぜあんなことをするので 
しょぅか。 



医者は診察のとき，きまって胸や背中をたたいてみる。 
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りも固くなっているかを調べるためです。 もう 
一つは、中にある器官の境をきめるためです。 

ふつうよく見かける打診は、胸や背なかをた 
たいてみることが多いでしようから、それにつ 
いてお話をしましよう。 

人間の胸部には、両がわをあわせて二十四本 
の 肋骨と、肋骨のあいだに張って いる 筋肉とに 
よって守られて いる、 たいせつな器官がはいっ 
ています。そのおもなものは心臓と肺臓で、横 
隔膜をへだてて、腹部に ある 肝臓や胃に接して 
します 

心臓は厚い筋肉でできていて、中にはたえず 
血液が出入りしていますから、からだの表面か 
らたたいてみると、ひびきのないにぶい音がし 
ますが、肺臓は肺胞といって、海綿のような繊 
維の中に空気がいっぱいはいっていますから、 
ひびきのある明るい音がします。ですから、お 
医者さんは胸をたたいてみることによって、心 
臓の大きさや形やあり場所を知ることができ、 


心臓の病気を見つけだす手がかりがつかむことができます。 

また肺臓の病気、たとえば、血液のなかのものが肺胞のなかににじみでてくる肺シンジュンや肺 

炎、 肺臓をおおっている肋膜のなかにでてきた肋膜 
炎などのときには、からだの表面からたたくとにぶ 
い音がします が、 その反対に、空間のできたときに 
は、 健康のと きよりも、 いっそうひびきのある軽い 

音が します。 

おなかには胃•腸•肝臓•脾臓•脾臓•腎臓などの器 
官•があります が、 これらについても、おなじように 
して、 そのかたさや大きさをだいたい知る ことがで 
きます。それで、お医者さんはまず打診を し、 それ 
から聴診やその他いろいろの検査を して、 それらを 
みなまとめたうえで、その病気が何であるかをきめ 
るので す。 

打診や聴診は、たいそうかんたんにみえます が、 
お医者さんはこれをほかの医者に見られることをき 
らうそう です。それは、このいちばんかんたんなしぐさで技術のじょうずへたがよ くわ かるからだ 
といいます。 
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日本人ほどお風呂の好きな国民はないといい ますが、 温浴にはいろい 
ろの効果が あります。 

入浴す ると、 皮膚についているほこりやあかが落ちるので、皮膚呼吸 
が活発になり、また、皮膚に分布している血管がしげきされてひろがる 
ので、血液がたくさん集まってきます。 

それで体内の血のめぐりがさかんになり、したがって新陳代謝もよくなって、精神の緊張もほぐ 
れ、爽仇な気持になります。 

それはスポーッを楽しんだあとの心地よ さとよ く似ていますが、一回の入浴は四百メー トル 競走 
とちょ うどおな じくら いの体力を つかう ものです。 

風呂にはいった あと、ちょっと 疲れをおぼえるのはそのためですが、それだけエネルギーをつか ^ 
うので、 つかっただけの ユ ネルギーをおぎなうた め、 入浴後には、おなかもすくので す。 

お風呂にはいると疲れがなおるのは、あたたかい湯の中にはいることによって、ただちに疲れが 
とれるというのではありません。入浴すれば、新陳代謝がさかんになって、体力をつかったことと 
おなじことにはなります が、 からだがあたためられ、気分がさわやかになって、それが熟睡をうな 
がすので、疲れがとれるのです。 

なお、 食事のあとすぐにお風呂にはいるのはさけたほうがよく、食後の入浴は、すくなくとも一 
時間くらいたってからにしたいものです。 


風呂にはいると、どうして 
おなかがすいたょうに感じ 
るのでしょうか。 


風呂に長いことはいってい ■一 皮腐の広さが変わらないで、内容の容積が小さくなるとしわがよりま 
ると、 指の•先がしわになる！ す。また内容の容 W は変わらなくても、皮膚の広さがひろくなるとしわ 
の [-4: なぜで しよう か。 がよります0 

お風呂に長いことはいっていると、指の先がしわになることがよくあ 
ります〇これはなぜかというと、つまり、皮府の表面からいくらか水がしみこんで、皮膚のごく表 
而の部分がすこしふやけてのびてくるからです。しかし、その下の部分はほとんど変わりません。 

それで、水を吸収して大きくなった外がわの部分は、面駿が広くなったわけですが、下からひっ 
ばられているので、水を吸ってふくれただけしわになるのです。このしわは手のひら、ことに指の 
先のところでいちばんよくわかりますが、これは皮府の外がわの部分がとくべつに厚いためです。 
厚いところは、うすいところにくらべると、水でふやけたときの面 gc のふえかたが大きいので、よ 
くめだつのです。 

足の J -11 の裏もよくめだちます◦目には見えなくても、からだ全体の表面にも、このようなしわが 
できているわけです。 

このようなしわは、お風呂にはいったときばかりでなく、海や川などに長くはいっていてもでき 
ます。できるわけは、お風呂にはいったときとおなじですが、お風呂のほうがめだつのは、水より 
もお湯のばあいのほうが早くふやけてのびるためです。 


228 


g 彩ジ ュ—スをと か X て钦 粉末ジ ュース はまことにえたいの知れない食品です。その名の奇妙な 
んだら、舌が染まりました ことはしばらくおくとして、それは 元来、 天然果汁を濃縮乾燥して粉末 
が、 毒ではないでしょう にしたもののはずですが、そのような純正なものは、鉄のわらじをはい 
か。 てさがし歩いても見つかりません。 

粉末ジュースはおよそ果汁とはなんの関係もない、砂糖、ブドゥ糖、 
人工甘味料、人工着色料、クニン酸、発泡剤、人工乳化香料等をまぜあわせたものです。粉末ジュ 
1スに水をそそいで飲む と、 舌が染まったり、小便がにごったりするのは、まぜてあった人工着色 
料のためです。 

いま、国が許可している食用色素は二十四種類ありますが、これらの色素をくわえることについ 
ての制限がないので、いくら業者がくわえても法律上なんの文句もいえないことになっています。^ 

これらの色素のなかには、欧米の国々では有害だとして禁止しているものもありますが、日本で 
は害がないことになっていて、たくさん食べても小便になってでるからさしつかえないという見解 
のようです。しかし、大量に飲めば一部はからだに吸収され、からだが染まる事実もみとめられて 
おり、これは現在予測していないような副作用があるかもしれないという心配さえあります。 

そして、さらにおそるべきことは、食用色素以外の有害色素がふくまれているかもしれないこと 
です◦たくわんを黄色くするオーラミンは禁止されているにもかかわらず、いまでも、ときにヵス 
テラやヵレー粉には使用されているといいます。 

見せかけのためには、有毒色素でも平気で使う商魂はあくまでも責めなければなりませんが、わ 

たしたちも自ら かえりみて、 ロー ダミンで 染めた まっ 赤な タラコ、 サクラエビ、シンの 梅酢でつけ 


たべニ ショウ ガ、熱湯をそそげば白ゴマにばける黑ゴマなどを買うような愚かさはさけるべきでし 
よう。 あざやかな色つき食品を贪べたが、害にならなかったなどと安心して いると、 やがていつか 
は、 たいへんな事能心におちいること必至です。有毒物には、この程度なら食べてもよいなどという 
許容量はありません。 


へそは、なんの役をしてい 
るので しようか。 


むかしの人は、「人間のからだには、いらない器官は一つもない が、 
おへそだけは役にたたない。おへそは、おなかと背なかの区別をつける 
くらいがせいぜいで、ごまをとったり すると、 おなかがいたむばかり 


か、 力もぬけてしまぅ」などといいました。 

けれども、横井也有という先生は、 

"見つけたりかわずにへそのなきことを" 

とうたって、おへそのあるのは高等な動物の しょうこ であることを教えました。卵で生まれてくる 
動物にはおへそはありません。しかし、人間のへそ も、 いまは、 おなかのまん中にただじっとして 


いるばかりなので、 


いつ見てもひまそうなのはへそのあな"などと、からかわれています。 


もっとも、 このごろは、おへその化粧がはやっていて、何とかいうク リーム をおへそに塗ると美 
人になるというので、いじられどおしのおへそもあります。 

おへそは、「へそのお」のとれたあとで、赤ちゃんがお母さんのおなかの中にいたときには、こ 
こをとおして、栄養分をもらつていました。 

赤ちゃんは生まれたあとは、口で乳を吸うので、ひものょうな「へそのお」は根もとのところ 
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で、しばられて切りは.なされます。切りはなさ 
れたあとは、おなかにのこされますから、赤ち 
ゃんのおなかのまん中には、それがつきでてい 




お。 

をる 

養あ 

卜> ぐ、 

に” 

んお 

やの 

赤4目のすんだおへそは、発育しないばかりか、お 

の“ 

中に 

のめ 

かた 

城“まわりの皮膚の下に脂肪がたまって くると、 脂 
肪をもたないおへそはいつそうへこんでしまい 
ます。おすもうさんや、ふとった人のおへそを 


からだが発育するにつれて、おへその まわり 
の部分もだんだん発育していきます が、 もぅ役 
目のすんだおへそは、発育しないばかりか、お 
なかの中からひものょぅなものでひっぱら^て 
るので、だんだんへこんでいきます。そして、 


見ると、深くへこんで穴のようになっているでしょう。おへそという名も、そこのところが減って 
いるので、それで減るの「へ」と、そこの「そ」から「へそ」とよぶようになったのだそうです。 

ところで、おへそは高等な動物にしかないといいましたが、じつはという名のつくものはま 
力にもあります0 

ボラのへそ、^#き貝のへそあな、豆のへそ、ドングリのへそ…。それどころか、石やガラスでつ 
くったものにもへそと名のつくものがあります。魔法びんやジャーのへそは内部のガラスとガラス 
の間を真空にするために、空気をぬいた穴のあとです0 


231 



こうしてみると、へそという名は、どれもたいせつなところにつけられています。 

おへそは、なんにもいわないけれど、わたしたちが生まれてくる前には、命の綱で、さんざんは 
たらいたのですから、だいじにして、あまりいじらないようにしましょう0 

わ<'5> は、 なぜできるので わたしたちの皮膚は、大きくわける と、 外から順に表皮、真 皮、 皮下 
しょうか。 組織の三つになります が、 表皮のいちばん深いところで真皮と接してい 

る細胞には、だれのでも茶褐色の色素がふくまれています。 

この色素が多い と 色が黑く見えるのです。西洋人より日本人のほうが黑いのも、この色素が多い 
からです ◦ところが、 表皮のほかに真皮の中にもすこし色素があります が、 この色素がとくに多い 
と、 ほくろになってめだつのです。つまり、ほくろは真皮の一部分に色素が集まったものです。 

顔や首のほくろは比較的めだちますが、中国の英雄には七十幾つものほくろがあったというくら 
いで、ほくろの一つもないなどという人は、まずないといってもよいで しょう。 大きさは、ふつう 
は針でついたくらいの大きさから大きくてもダィズ大くらいです が、 なかには、いぼのようにもり 
あがったもの や、 毛のはえているものなどもあります。 

色素がなぜ一部分に集まってほくろができるのかについては、いまのところ、生まれつきか、ま 
たは遺伝的にほくろのできやすい体質の人に生後 二、 三年であらわれるか、または、年ごろになっ 
て多くあらわれるものだと考えられていますが、年よりになってから急にほくろがふえたり、大き 
くなったりするようなばあいには、癌に変わるおそれがあるとされています。 
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ふつうに ポート •ワイン^いっているものは、甘い味のブドウ酒のこ 
とで、生ブドウ酒に水、アルコール、砂糖、色素、タンニン等をくわえ 
てつくります。 

もともとは、ポート•ワインとはオポルト•ワインのことで、ポルト 
ガルのブドウ酒名ですが、ポルトガルのブドウ酒が全部ポート•ワイン 
というわけではなく、ドウロ山地のブドウでつくった酒をパイプでオポルト港に運び、そこの酒庫 
で熟成させてから調合し、オポルト港から積み出すものが、ほんもののポート•ワインです。 

ポルトガルでは、このょうにしてつくられたワイン以外のものには、ポート•ワインのマ ークを 
つけてはならないことになっていますが、それというの も、 オポルトのブドウと土地と気候とから 
つくられるブドウ酒は、ポート•ワインのほかにないという、土地のひとびとの高い誇りがあるか 
らでしょう。 

この点からいえば、ブ ドウ 酒に砂糖をくわえた日本製 ポート •ワインは、どれ も、 ほん物の ポー 
卜 •ワインではないということになります が、ポート •ワインを甘味ブ ドウ 酒のことだと解すれば、 
良心的な業者はそれ相当に純正な ポート •ワインを つくつている ことでしょう。 

しかし、ほんもののブドウ酒をだんだん少なくして、アル コー ル、砂糖、酒石酸、タンニンなど 
をくわえ る 傾向が多くな り、 なかには、まったくブドウを使わずにつくった ポート •ワインが ある 
ことも否定できません。 


ポ—卜 •ワィンは砂糖水に 
7ル n — ルをまぜて着色し 
たものだといいますが、ほ 
んとぅでしょぅか。 


233 



遠い故郷に大病の身を横たえている友人が、ある 夜、 枕 もとに 立って 
手まねきをする◦彼についてい くと、 彼はお寺の門を くぐり、 門の 内力 
らなお も 手まねきをする。青白い彼の顔を 見て、 背すじに冷たいものを 
感じた とき、 「電報、電報」のけたたましい声 。とびおきてみると、 その電報 こそ、 彼の死を知ら 

せるものであった-というような話をよく聞きます。 

また、顔に)1^_ができて手術をうけた夢を見た人が、うす気味わるく思っていたら、それから 
二、 三日 後に、 夢で見たのとおなじと ころに おできができて、 けっきょく 夢で見た とおりに、 病院 

で手術をうけることになった-などという類の話もよく聞くことです。 

そうかと思う と、 財布をなくした夢を見て、気をつけていたら、夢とは反対に財布をひろったな 
どという話も聞きます 。このように、 正夢、逆夢の話はどこにでも あり、 ふしぎな現象の一つとさ 
れています。 

ところで、わたしたちは、 故郷に病をやしなっている友人があれば、何かにつけてその友人のこ 
とを案じます。 また、 腫物がでてくるときには、当人はまだ気づかなくても、からだの内部にはす 
でになんらかの変化がおこっている ことでしょう。 また、 金銭の収受は もっとも 人の心をくばる問 

題です。 

寝ているときには脳は休んでいますが、ときには、このような、つね日ごろ心にかけていること 
を、 K がすこしばかりはたらいて、目で見ているようなつもりになることがあるものです◦それが 
夢です。ですから、正夢 も 逆夢 も、 記憶、体験、願 S 等がなんらかの形であらわれたもので、これ 
を 神«的なできごととして心を奪われるのは、愚かなことだといわなければなりません。 


正夢や逆夢は、どぅしてお 
こるのでし ょぅか。 


234 


マツタケご飯はたくさん食 日本でいままでに知られている キノコは一千 種くらい あり、そのうち 
ベても、なぜおなかをこわ 食用に供されているものは二百種 あまりあります。 これらの キノコは 方 
さなしのでしょう力 言でよばれることが多いので、方言だけではどの キノコの ことかわから 

ないのがふつうです。 . 

ところが、マツタケだけは全国一律にこの名でよばれています。さすが、キノコの王様といわれ 
るだけのことはあります。 

まつだけご飯は、その香気と風味にさそわれて、つい食べすごすことが多いものですが、むかし 
から、食べすぎてもおなかをこわさないといわれています。この季節には、いっぱんに胃腸疾患は 
少ないが、このようなことがいわれたのは、キノコにはとくべつの滋養分があると信じられていた 
からでしょう。 

むかしの人は、キノコが何かとくべつの成長剤をふくんでいるのでなければ、ひと晚のうちにあ 
んなに大きくなるはずはないと考え、そのようなキノコが栄養になると考えたのは、無理からぬこ 
とですが、ほかに も、 おなかをこわすことが比較的すくないだろうと考えられる理由がないでもあ 
りません0 

それは、キノコにはジァスターゼの分泌をうながす物質がふくまれていて、マツタケにはそれが 
とくに多いことです。この物質の本体はまだはっきりしていませんが、 アミノ酸 属の一つで、ジア 
スターゼの分泌をうながすばかりでなく、トリプシンの分泌を もうな がすはたらきが あると いわれ 
ています。 

このように、でんぷんやたんぱく質の消化酵素の分泌をうながす物質をふくんでいるので、マツ 
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タケ ご飯は すこしぐ らい食べす ぎても、 胃腸をこわす ことが 少ないだろうと考えられます が、 「腹 
も身のう ち」ですから、 あまり 食べすぎれば よくないことはいうまでもありません。 

な ( P 、 マツタケには、ビタミン D の母体であるエルゴステリンや ビタミン B 2 が豊富にふくまれて 
いますが、エルゴステ リンは 柄の皮の部分にたくさんありますから、食べるときには皮を利用す、 、ハ 
きです。 

わたしたちが首をまわしたり、手を動かしたり、足で歩いたりする こ 
とは、 しようと思えばいつでもすることができます。夢中になったとき 
などをのぞけば、知らないうちに手や足が動いていくようなことはあり 
ません。ところが、人間のからだの中には、しようと思わないでいても、生まれつきしているこ 
とがたくさんあります。 

たとえば、 心臓は人の死ぬまで動いていますが、だれ一人と して、 心臓を動かそうと思って動か 
している 人はありません。また、 心臓の 動く のをし ばらくとめようと思っても、とめられる 人はな 
いでしょう。 

呼吸も心臓とおなじように、ひとりではたらいている運動で、ふつうのばあいに、 いま、 息を吸 
うのだと か、 いま吐きだすのだとか考えて呼吸している人はありません◦ですから、ねむっている 
間でも心臓はちゃんとはたらき、呼吸はつづけられています。これらの運動がひとりでおこなわれ 
るのは、人間や動物に生まれつきそなわっているものです。 

、い臓が規則正しく うごくのは、、 い臓そのものに ひとりでうごくは たらきがあるためです が、 呼吸 


まばたきをするのはなぜで 
しょぅか。 
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は脳の中の延髄というところからの命令で、息を吸ったり吐いたりしています。 

延髄にはひとりではたらく作用があって、きまった間をおいては命令をだしているので、呼及が 
規則正しくつづけられます。まばたき も、 延髄からの命令によっておこなわれる運動ですが、まば 
たきの命令をだす場所 も、 呼吸の命令をだす場所とおなじように、ひとりではたらく作弔が あっ 
て、きまった間をおいては命令をだしているのです。 

ただ、呼吸やまばたきは、心臓の動くのとはすこしばかりちがうところがあります。 

たとえば、心臓のばあいは、心臓を早くはたらかそうと したり、 おそく動かそうと しても、 それ 
はできませんが、呼吸では、意思の力で、やろうと思えば早くもおそくもできます。ちょっとの闺 
ならとめることもできます し、 深く息を吸おうと思ってすれば深呼吸もできます。 

また、意思の力でなくて、外からのしげきによっても、呼吸は変わります。たとえば強い a ; あ 
うと呼吸がみだれますし、手や足に針などをさしたときにも呼吸のしかたは変わります〇まばたき 
も、 呼吸とおなじで、平常は、何も考えなくても、ひとりでにやっている運動ですが、意思の 力で 
やろうと思えばできます し、 また意思の力でなくても、外からのしげきに応じてもまたたきます。 
たとえば、眼の前に急に強い光がさしたり、風が吹いたりすると、まぶたは急に運動します。緊張 
すると、パチパチはげしくまばたく人もあります0 

ただ、呼吸とまばたきとちがっているのは、ねむっているときだけです。呼吸はねむっていると 
きでも休みませんが、まばたきは、ねむっている間だけは休んでいます。 

では、もし、まばたきをしなかったら、どんなことになるでしょうか。 

わたしたちの目は、まばたきをするからこそ、眼球の表面がいつも涙でほどよくぬれてハて、ち 
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りやほこりをとりさることにも 役 だっているのですが、 もし、 まばたきをしなしと IR の表 ra の 膜 
がかわいてしまったり、ちりやほこりのために涙がたくさんでたり、いろいろのさしさわりがおこ 
マてきます。 

為 

マムシを食べる と、 どうし むかしから〃マムシに咬まれるのは八十八夜から〃といわれています 
て精がでるのでし ようか。が、 どちらかといえば、動作ののろまなマムシ も、 このころになると活 

発に動き まわります。 

マムシは、日本内地でみられる唯一の毒へビで、ほかのへビとちがって、親に似た姿の子を生み 

ます 尤んぴ ご|±っそぅ、 

マムシは古くから薬用に 供され、 乾燥したものは反 鼻、 それを黒焼きにしたものは五八霜とよば 
れて います。また、 m 2 に入れそそいでマムシ油を つくりますが、 これらは呼吸器病患者や 
虚弱者にとっての妙薬だとされています。 ] 

また、 肉を食べる と 精が つき、 元気あふれる ばかりになるともい われて います ◦世間ではよくャ 
ッメ ゥナギを 食べれば盲目の人の目が 開き、 マムシの肉を食べれば肺病の人も床をけって立ちあが 
るような ことを 申しますが、 それほどき くものかどう かは わかりません。 

しかし、 中国でもへビの肉の効用は宣伝され ており、 広東では、〃竜虎鳳は不老長寿の珍味"と 
いっています。このばあいの竜はへビ 、虎はネコ、 鳳は ニヮトリですが、 香港だけでも®年五〇 7 J 
びきのへビを食べる そうです。 

また、 SEis-l は若返りのためにへビの肉を体内に埋没したそうです が、 それに似た ことが 東京にも 
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流行して、医学者の間で物議をかもしたことがあります。 

このばあいのへビ肉の効果については、これをみとめる学者もいますが、僉べたときど ix まどの 
強精作用があるものかについては、 まだく わしい研究がなされていません。 

ある学者は、何人かの人に食べさせてみた結果を「マムシの強精作用を信じている人で も、可の 
肉か 注意を はらわずに食べたときにはめだった変化を見せず、ほかの獣肉でも、 これがホルモンの 
量をふやすマムシの肉だと信じて食べたときには、めだって元気がでた」と発表して います。 

マムシのほかにも、強精剤といわれるものには、 ィ モリの黒焼きな ど、 いろいろのものが ありま 
すが、そのききめのほどはどれも右に類したものです。 

ヵズノコが少なくなったのでもわかるように、ニシンの漁獲高は近年 
めっきり減ってしまいましたが、むかしは、北海道の春はニシンが もっ 
てくるといわれたほどでした。 

ニシンには夏ニシンとよばれるものと、冬ニシンとよばれるものがあ 

りますが、大部分は春先き産卵のために岸に よってくる 春ニシンです。 

都会では ニ シンを上等の魚のなかまにはくわえませんが、北海道の人たちは 春ニ シンの 味をじ ま 
んの 種に しています。それもそのはず、産地から遠くまで送られてきたものは、 うろこのおちた、 
目の赤くな ったよう な ニ シンですが、産地の人がじまんする ニ シンは、輝く うろこと澄んだ目を も 
っています。ある画家は、魚のなかでこれほど美しい姿と色をもったものはない といい、 また、二 
シンは死んでもけっして口をあけない高雅な魚だともいっています。 


身欠きニシンを食べるとき 
には、どぅして I 晚灰汁に 
つけておくのでしょぅ か。 
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もと、一ーシンに「緋」の字をあてたのは、「ニシンは魚に非ず"松前の米也」といわれたので、 

魚へんに非と書いたのだそうです。たくさんとれたときには、身欠きニシンにしますが、これは、 

ニシンから I をとり、腹を#口いて内臓や卵をだし、素干しにしたものです。見た目にはあまりよい 
とはいえませんが、生魚が手にはいりにくい地方のひとびとには喜ばれる食品です。 

ハっ i んに、， m は、しばらくおくと臭気が強くなり、味もおちてくるものですが、身欠きニシン 
にも 一種の臭気があり、また時間がたつにつれて渋くなってきます。これはニシンの油が酸素、日 
光、水分などの影響をうけて変化するためにおこることで、これを油焼をおこしたといいまけ。 

わたしどもは身欠き ニ シンを食べるときには、ふつうカチカチになっているのを、ひと晚灰汁に 
つけておいてから料理しますが、それは渋みをやわらげるためです。灰汁の中につけて おくと、 油 
焼をおこした油に1 itt < のなかのアルカリがはたらいて、渋味を水のなかにとかしだすので、料理し 
たと き、 よほど渋みがすくなくなります。 

みりん干しにはニカワがま みりん干しは、サンマやィヮシの頭をとり、背のほうを二つに開いた 
ぜてあるから 毒 だといいま ものを、醬油、砂糖、飴、みりんなどをまぜた液にひたして、乾かし、 
すが、ほんとうでしょう だいたい乾いたときにゴマをふりかけたものですが、このごろでは、サ 
力。 ンマ、ィヮシのほかにもいろいろの魚を原料とし、調味液も多くはアミ 

ノ酸、砂糖、飴、Xルチン等の混合液をもちいています。そして、でき 
あがりまぎわに、アラビアゴムまたはニカヮを刷毛で塗ります。 1 ‘ 

ニカフは多く獣皮、3•冃、魚のうろこ、 S、 ひれなどからつくり、製本や木具細工の膠着剤として 
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入浴 


もちし酒料飲料の清澄剤などにも yi つています。これを 
精製したゼラチンはジ H リーを固めるときなどに用います 
が、栄養価値はほとんどありません。 

アラビアゴムやニカワを塗るのは艶をだすためで、 こう 
しておくと、それとも知らぬ消費者たちは、水飴や砂糖を 
たくさん使った上等品だと思って喜んで買って いくと、， う 


わけです。栄養にはなんらの価値もありませんが、有毒だ 
ともいえないので、保健所でもだまっているのだそうで 
す。 


/ril. 



洗たく 


水はわたしたちに必要なも 人間は水がなくてょ一日も上 
のです が、 わたしたちが一 きていけません QM をしてい 

ょ；^た—、水だけは飲みます。 

人間のからだはその半分以上が 
I 水で、からだのなかでいろいろ 
たいせつなはたらきをしていますから、泡きをおぼえない 
程度に水を飲まなければなりません。 

もし、からだの中の水が急に少なくなるとたいへんで 
す。コレラで死ぬのは、一つには、はげしい下痢がつづぃ 
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て、 からだのなかの水分が急になくなるためだといわれています。その反対に、水を飲み文ぎると 
からだがつかれます。スポーッ選手が、 運動 中に水を飲まないのもそのためです。 

ところで、わたしたちは 一人 あたり一日にどれくらいの水を使うものでしょうか〇®和炊^ 
洗たく、入浴等いっさいがっさいでは 五〇 リッ トルく らいにもなるだろうといわれています。1と 
冬と—いますが、飲んだり、—といっ しょ に 直接からだのなかにはいったりする 量は、お 
となではおよそ三 リッ I 


ルです 


水がない と、 人はなぜ生き 
られないのでし ょぅか。 


b たしたちは空気を呼吸して生きています。もちろん、空気だけでは 
生きつづけられません が、 呼吸をとめたのではたちまちにして死んでし 
まし ま i 

からだを養うことに必要なものは食物で、位物を贷ベずに生きることは困難です。それで、どう 
しても®分の要求をとおそうとするときなどには、ハンストなどという手段にうったえて相手に 

事の重大さを知らせたりしますが、ハンストでも、水だけは飲みます。 

、胡は一日や二日食べなくても死ぬょうなことはなく、ィンドのョガの行者には、何も^へずに 
七十五日 も 生きていた記録がありますが、この行者で も、 水だけは飲んでいます。もし、水をまっ 
たく飲まない という ことになれば、せいぜい数日の命です。世界記録も十八日で、十八日 n には死 
んでしまいました。 

生物のからだをつくっている物質の大部分は水で、クラゲなどはその九九パーセントまで水分で 
す。陸にすむ哺乳動物でも平均、体重の六五パーセントまでは水でできています。 
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人間もまたおなじで、それだけに毎日い く 


ら少なくても 


る 
、 
I 

て 

ぎ 

で 

ら 

/T 

力 

分 
水 


五リットルの水分は摂取し 


ン 

セ 


なしと干あがってしまいます。 

人間が水分を体内にとりいれるときには、 
口から入れるのが主で、だいたい、ふつう一 
日に飲み物として一三〇〇グラムくらいとり 
いれています。また、食物にまじってはいっ 
H てくるのが一〇〇〇グラム、それに、からだ 
の中で t 物が酸化してできる量が三〇〇グラ 
ムくらいあります Q 

このょうに、からだの中には多量の水分が 
あって、その水はたえず全身をめぐっていま 
す。もちろん、真水ではなくて、いろいろ必 
要な物を適当にふくんでいます。それで、こ 
れを体液とょびますが、水が体液の主成分であることはいうまでもありません。血液は血管の中を 
流れている体液です。 

わたしたちのからだは無数の細胞からできていますが、細胞の中には水分があります。この細胞 
の間を体液はくまなく流れ、このとき細胞はその中から必要なものをとり、かわりに不必要なもの 
を捨てます。ですから、細胞が生きられるのは、いろいろな物をとかして流れる水分のおかげだと 


〇 

体 

人 
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いってもよいわけです。そのうえ、一つ一つの細胞と全体とをつないでいるのも水分です。 

肺が空気を吸って酸素をとりいれるの も、 酸素が ) 1111 の水分にとけてはじめて吸収されるのですか 
ら、からだが千からびれば、呼吸もできなくなります。また、夏の暑いときでも、わたしたちの体 
温が一定にたもたれるのは、体内の水分が汗になって蒸発するとき、体熱をとっていくためです。 

このように、水は細胞の中にあるばかりでなく、血液やリンパの中にもたくさんあり、呼吸をす 
るのにも、食物を消化するのに も、 それを吸収するのに も、 細胞が栄養素を利用するのにも、いら 
なくなった物を外にだすのに も、 体温を一定にたもつためにも必要なものです。また、人間のから 
だが強い大気の圧力におしつぶされないでいられるのも、一つには休内に水分をたくさんふくんで 
いるからです。 

このようなわけですから、水をはなれては生命はありえないことになります。 

水に浮く人と沈む人がいる 日本は世界一の水死国だといいますが 、 E になると一日に八十人もの 
のはなせでしょう か。 水死人がでることさえあります。しかも海水浴にいって Sr れる人は、た 

いていは、か.なりよく泳げる人です。 

平宗盛は水泳がじょうずだったので、壇ノ浦の戦では水にとびこんだが、水中で死ぬことができ 
なかったために源氏の兵に捕えられたのだそうです。宗盛ほどには泳ぎのたくみでない人が、準備 
運動なしにとびこんだり、酒を飲んだり、マージャンで夜ふかしした翌朝泳いだりすれば、不幸な 
結果をまねくようなことになりがちです。 

ところで、けもののなかで泳ぎのいちばんへたなのは人間だといわれているくらいで、たいてい 


244 



水中にしぜんにからだを浮かせる水中バレーの人たち 


の®物は泳げます、ゥシやゥマが泳げる 
ことはだれでも知っていますが、動物園 
のサル山のまわりに、深い溝を掘って水 
をたたえてあるのは、サルが泳げないか 
らではありません。泳げるのに、そこか 
らあえて出ようとしないのは、サルがさ 
るものだからです。 

ところが、人間には"フジヤマの飛 

魚"とよばれるほどに水泳の達者な人も 
いれば、沈んだらそれきりのかなづちも 
います。 

いったい、からだのどこがどうちがっ 
ているのでしょう？•じつは、どこも変 
わったところはありません。人間の重量 
は人によってちがいます が、 比重はだい 
たいおなじで.、空気をまったく吐きだし 
たときの人体比重はおよそ 一•〇四九で 
すから沈むわけです が、 空気を十分吸い 
こんだときには〇•九七六で、これは水 
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より軽い から、 人間は、はだかであればだれでも水に浮かぶはずです ◦しかし、 はじめは水になれ 
ていないので、目や鼻にしみる と、 水を恐れてあわててもがきます。それで浮かないのです。 

はじめて水泳を習う人は、まず胸くらいまでの水深のところで、何かにつかまって八分目ほど息 
をすって水にもぐることをけいこし、 らくに 水にもぐれるようになったら、ばた足の練習をします。 
ばた足ができたら、つぎは押し手の練習です が、 これを幾度かくりかえしていると、どんな人でも 
かならず水に浮くようになります。 

耳は、 年を とるとなぜ遠く 人 は、 ふつう年を とると 耳が遠くなります◦それで耳が遠くなる 
なるので」 ようか。 と、 長生きをするな どと いいます0 

老人になる と、 耳ばかりでなく、いろいろな器官のはたらきがに ぶく 
なってきます。これを老化といっています。わたしたちのから だは、 たくさんの細胞からできてお 
り、細胞そのものは年をとってもつぎつぎにできます が、 組織にはがたがきます。 

幼少のころの未完成な肉体が、だんだん充実して、からだとして完成するのは二十才のころで 
す。生まれながらに欠陥をもってきた人は、とくべつの処置を講じないかぎりは、それまでに死ん 
てしま V ま 

また、 人問の肉体的活動能力が fi l ! -.*ll'J に违するのは二十五才で、それから四十五才くらいまでは横 
這い状態がつづきます。そして、その後はめだってさがっていきます。それは 力士、 ボ クサー、レ 
スラー、プロ野球の選手な ど、 はげしい連動を業とする人たちを見れば、よくわかります。 

これにたいして、精神的能力は、年をとってもあまり衰えを見せませんから、老いてなお盛んな 
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老人を見うけることができる 
の わけです。実験の結果による 
rA と、八十才の老人の学ぶ能力 
^ は、十ニオの少年のそれにひ 
1 としいといいます0 
瓣 いっぱんに、年をとると、 

で 食欲が減り、暑さ寒さにたい 
% して弱くなり、記憶力や思考 
u 7 ro ^; 力がにぶってきます。また、 
が K けがをすると、なかなか傷が 

がをなおりにくくもなります〇 
耳話 、、 

ひとびとが老人になるのを 

きらうのは、死に近づくとい 

うことのほかに、このようなことがあるからでもありましょうが、老化は人間のさけることのでき 
ない宿命で、ィギリスの学者は「老化は生まれたときからはじまる」といっています。その学者に 
よると、老化がめだつのは一〇才からで、一〇才には目が弾力を失いはじめ、二十才で聴覚がにぶ 
りはじめ、四十才では暗い所での視覚がおとろえはじめ、五十才では微妙な味がわからなくなり、 
六十才ではにおいの感覚がにぶくなり、七十才では力の三分の二を失ってしまうといいます。 

それはともかくとして、耳の遠くなるのがめだつのは、ふつうは六十才前後で、このばあい、両 
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耳 ともおと ろえをみせるのがふつぅです。動脈硬化の人 や、 心臓のわるい人は、比較的は やくおと 
ろえますが、遗伝関係も見のがせません。老人になって耳が遠くなるのは、内耳の聴神経末端の退 
行変性にょるもので、内耳がしなびてちぢまり、ヵルシゥムが沈着するためにおこるのですが、内 
耳の動脈硬化が原因になっていることがもっとも多いと考えられています。 


ムシ歯は、どういう原因で 
なるのでしようか。 


肉体はほろびても骨は のこり、 骨はなくなっても歯は のこる といい ま 
す。 ムシ歯はその# の 代表的な病気で あり、 あらゆる病気 中、 人間のも 


つともかかる率の高い病気でもあります- 


ことに子どもに多く、 幼稚園児では八八パーセント、 小 
学生では八三パ ー セント、中学生七五パーセント、高校生 


同女子八〇パーセントもがムシ歯を 


男子七三パーセン 
もつています。 


たかがムシ歯くらいと軽くみる人もいますが、ムシ歯は 
全身の病気とむすばれているといっても よく、 一本のムシ 
歯がもとでおこる病気の数はかぞえきれないほどです。そ 
れは長寿者の大部分が歯の健康な人であることからも察せ 
られますが、齢といぅ字が歯へんであった り、 年歯などと 
いぅ言葉があるのをみても、歯と寿命との関係の深さが推察されます。 
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ムシ歯は文明病といわれていますが、原始人にもムシ歯があったことは明らかで、人類とムシ歯 
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エナメル籍をおかされる 象示質や歯碰をおか 1本の歯がすっかり 

される うつろになる 

むし歯で集•がおかされていく順序 


との縁は有史以前からのもの 
です。しかし、食生活と密接 
なつな/ J ' りがありますから、 

文化生活をいとなむものほど 
ムシ歯にかかる率も高まりま 
す。もっともムシ歯の少ない 
人種はエスキモーだといいま 

すが、これに小麦粉、砂糖、 

览子などを食べさせ ると、目 

にみえてムシ歯にかかる者が 
ふえるといいます0 

ムシ歯の原因については、 

いろいろの説があり、紀元前四六〇年ころの医聖ヒ 
ポクラテスは、ムシ歯は悪液が歯の内部にたまるた 
めにおこるのだといいました。 

今日では、口の中のばいきんが、歯の表面に残つ 
ている食物中の含水炭素を醱酵させて、酸を生じ、 
この酸が歯の表面の琺瑯質をおかし、ついで、ばい 
きんの酵素のために、歯の有機分がとかされ、かた 


た 

な 

でこ 

歯ろ 
しつ分 
むぅ部 
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い部分がこわされていくものと考えられています。琺瑯質は、人体のなかでもっともかたいが、大 
部分が ヵルシゥム 塩からできているので、酸に あうと、 だんだんにとけていきます。 ムシ 歯の直接 
の原 la は、 ftt についてのこっている^物中の糖分とばいきんのはたらきですから、ムシ歯を予防 
し、 その進行をふせぐには、口腔内を淸潔にすることがいちばんたいせつです。 

虫干しは よく夏の土用にお 秋晴れの日にある学者を訪ねたら、日のあたるところに寝椅子をだし 
こなうのに、秋にも虫干し て、 素っで日なたぼっこをしていました。「どうしたのですか」とた 
をするのはどういうわけで！ ずねると、 「正介院の S 物だって虫干しをするじゃないか、俺は目ぼし 
しょうか。 i ものは何一つもたず、手伝いもいないから、書庫から持ちだすかわり 

に腹におさめた本を千しているのさ」 ということでした。 

虫千しはふつ う 夏の土用に おこない、 これは土用千しとよんでいます。梅雨どきにはヵビが繁殖 
したり虫がついたりするので' 梅雨のあけた あと、 衣類、書物などをいっぱいにひろげて、日にさ 
らし、 風にあてて、ヵビやしみのつくのをふせぐのです が、 実際には、土用中には湿気が多い ので、 
乾燥が不十分に なりやすく、 かえって汗のしみをつけたり、虫の卵をつけたりするようなこともあ 
ります。 

その点から いうと、 快晴の秋の 日は、 空気がよく乾燥しているので、虫千しには もっとも 適して 
いるわけです。 
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人間の目はよく写真機にたとえられますが、たしかに左右の OIL にはべ 
つべつに像がうつっているはずです。それがどうして一つに見えるのか、 
ふしぎに思われるのもむりはありません。 

この答えを読む前に、まず、何か一つの物を気をつけて見つめている 
ときに、両方の目がどうなっているか、お友だちと実験してごらんなさい。 

何か一つの物を気をつけて見つめているときには、かならず両方の 目が、 その物のほうにむいて 
いるで しよう0 

たとえば、一本の指を顔の前に立てて、これを見つめさせておいて、右や左、上や下に動かした 
り、また遠くしたり近くしたりすると、両方の目は、指の運動につれてぐるぐる動くのがわかるで 
しょう。 一方の目は指のほうにむいているが、他の片方は、ほかのほうにむいているというような 
ことはありせ まん。 

どうしてこのように動くのでしょうか。 

それは、目で物を見るときには、見ようとする物の像がかならず目のまん中にうつるように目が 
動くからです。つまり、ある一つの物を両方の目で見つめているときには、右の目でも左の目で 
も、 その物の像が目のまん中にうつっているわけです。ですから、右の目にうつった像と左の目に 
うつつた像とはほとんどおなじです。 

しかし、健康な人の 目は、 顔の前面に二個ならんでついていて、左右の瞳の距離は平均六ニミリ 
メー トルありますから、右の目にうつつた像と左の目にうつつた像とはまったくおなじというわけ 
ではなく、すこしちがいます。右の目で見れば、近いところにある物は遠いところにある物より、 


目は二つあ* s > のに、物が I 
つしか見えないのはどぅし 
てでしょぅか。 
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すこし左のほうにかたよって見え、左の y で見れば、その反対に右のほうにかたよって見えます。 

この二つの像が神経をとおって脳につたわる と、 脳のはたらき で、 二つの像がかさなりあって、 
一つの像のように見えるのです。片目で見たばあいは平面的です が、 両眼で見ると物が立体的に見 
えるのはこのためです。 

このように、 脳のはたらきで二枚の絵をかさねあわせるようなものですから、もし右の目にうつ 
った像と左の目にうつった像とがちがいすぎる と、うまく かさねあわせることができません。です 
から、いま何かある物を見つめながら、指で片方の目の玉をおさえるか、あかんべをしてみます 
と、 そのがわの目の方向がすこし変わるので、うつる像もずれ て、 一つの物が二つにダブ ッて 見え 
るようになります。 

煙が目には いって、 淚がでたり、いたいと感じたりするのは、煙が 目 
をしげきするからですが、どんなふうにしげきするかを考えてみます と、 
それには、物理的なはたらきと、化学的なはたらきの二つがあります。 

煙は空気のなかに浮いているごくこまかな固体とガス体との 集まり 
で、 この一つ一つの 固体、 つまり煙の粒子が機械的に目をしげきする 
か、 または粒子のもっている化学的な成分や煙にふくまれている揮発性のガス 体が、 目にとって化 
学的なしげきとなるから目がいたむのです。 

機械的なしげきというのは、目にごみがはいったときにいたく感ずるのとおなじりくつです。煙 
の粒子の大きさは、直径がだいたい一〇万分のー ミ リメートルから一〇〇〇分のー ミリ メートルぐ 


目に煙がはいると、どうし 
て涙がでるのでしょうか。 
また、どうしていたいので 
しょうか。 
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、 < ノ； 16 >J 七に くノ / て 

なとの工場にたちこめ ている 煙の ように見えるものは、む^^^^^^^^ ^^^ ^^^ 

で、その粒子の直径は一〇〇分の T リメ1トルくらいであるとい^て^:;〇としう〈きもの 

これらの製粉 H 場やセメントエ場の中で感ずる のは、 目のいたみと いうよりも S しさで卜、、.、 
U 火 ISII は息？ぃほどの量でなくても、はじめに目がぃたくなって淚がでて—す。この 
d 、 力ら1ると里とつては、かえ つて 粒子の小さい ものの ほうがい たく感じられるわけ 
力らこ i らの煙のしげきは機械的な ものではなくて、 化学的な—ると考えられます。 
それでは、化学的なしげきの正体は 何でしょう^;。 

ふつうの煙のおもな成分は石炭、木 W 、 紙などの不完全な燃えかたに よってで きる 粒子で パ、 
そのほかに、燃料の種類によっていろいろの揮発性のガス体もまじっています。酸やアルす 
しも4は、皮—粘膜をおかしますが、ガス体でもごくわずかな分量で粘膜をしげ t u 
くさんあります。たとえば、亜硫酸•硫化水素•アンモニアなどは、空気ーリッ]'(ルのなか W 
^ラムくらいふくまれているだけでも粘膜を十分しげきし、毒ガスなどにふくまれている d ロゲ 
ン i は、その二〇分の一で—眼や鼻の粘膜を L げきするといわれています‘た、夕1レ 
くまれている炭化秦は、—をいためて皮膚 I という病気 S こさせ—どです s 、 

ても強ししげきとなります〇 丨 

っ2が”て、、これらのものが煙の£にふくまれてぃれば、たとぇ煙の粒子そのものは目に感じ 
れ—、化学的には強く— しげきし、 いたみ—」 し、 涙が でること— 
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ぅべきもの 
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、っ5,-$吉莫と、わ丄る部分ですが、目のいちばん前のほぅ、すなわち角膜(黑口とも 
、%一ら t の 1^一とるどいと—すから、—— 5す一」。しも 
し——じないほどのものでも目にとつては強 II ,、一 c a ゼノノクなど 

む节、 i 也 f 太いわゆる公害病串箸が続出し、たとえば四日市セ': V 、 X し 

SSI - ^ s 

た A ^ の 多いのに—ます 。目の いたいょぅな空気の存するところは人限の住むへ 

目は、 明るぃとこ—— 二養機で写— とると—:家の外の明“ぃ ンこ ㈡ゞ 一“〇ね 
に暗いところに入る と、 何り を小さくします し、 暗いところをとると—はしふプ P 


りません 


n rp |\ 

も見えなくなるのはどうし 


てでしょぅガ 


ま M たし— Q —、 これとおなじょぅに、明るいものを見1は 
I 小さくしますし、暗いものを見るときは瞳を大きくします。、 

暗い 室で 1 前— 燈 r つてくると、 S の 小さくなる のがわかります◦これと反対に$ 

いところ から 暗いとこきはは^^ な^^ところでは、回の 中にはい る 光の分量を少 
h 大^10以 U く rri 目—はい—里をで—'—均しょぅ 

dup 、 ils — とりで—していますが、 i 、日光のぁたる 
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ところで 本を読んでいた人が急に家の中にはい ったときのように、明るさと暗さがひどくちがうと 
きは、 瞳はすぐに 大きくなっても、 そんな ことではまにあいません。このようなばあいに、し f ら 
く 何も 見えな くなってしまうのは、 つぎの ような わけです。 

わたしたちの目には、明るさや色や物の形、動きなどを見わけるはたらきがあり、これらのはた 

らきは、目のあらゆる部分がうまく助けあっておこなわれるのですが、いちばん大事なはたらきを 
しているのは網膜です。 

網胳は LZI の内ガわに張られている膜で、神経がたくさんあります。目の中へ光がはいってきて光 

が網膜にあたる と、 網膜の神経がこれを 感じ、 それが神経を とおって脳に つたわる ので光を感じる 

のですが、光によって直接に網膜の祌経がはたらくのではありません。 

網膜には光を感じる細胞が二種 類あります。 一つは うす 暗い光を 感じる細胞で、他の一つは明る 

い光を感ずる細胞です。光の強さを感じるのは、おもにうす暗い光を感ずる細胞のほうで、この細 

胞の中には光を感じる赤紫色の色素がふくまれています。この色素は、光にあたると分解して色が 

あせてきますが、光をさえぎって暗くするとまたもとのものにかえる性質をもっています。です，ハ 

ら明るいところに長いこといても、なくなってしまうようなことはありません〇明るい光を®じる 

細胞のなかにも、これとはべつのもので、光に感じる物質がはいっていますが、そのくわしいこと 
はまだはっきりしていません0 

わたしたちが光を感じるのは、光が網膜にあたると、いまお話しした、網膜の中の光を感ずる物 
質がすばやく変化してほかのものに変わり、このときの変化が網膜の神経をつうじて脳につたわる 
力らですが、明るいところにいると、この物質がつぎつぎと変化していくので、光を感ずる物質文 
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たいそう少なくなって、暗いところに行けば弱い光でさえも感じにくいほど減ってしまいます。 

ですから、こんなときに明るいところから急に暗いところに行く と、 しばらくは目がよく見えな 
いのです。ところが、暗いところにしばらくいると、変化した物質が、だんだんもとの光に感ずる 
物質；もどってたまってくるので、しだいに見えるようになってきます。 

眼鏡はどういうわけでかけ ひとくちに眼鏡といっても、眼鏡にはいろいろの種類があります◦光 
るのでしよう か。 線を さえぎるためのものもあれば、 外傷を予防す るためのものもあり、 

I 美しく見せるためのだて眼鏡もあれば、医療のための特殊眼鏡もありま 
す。 しかし、ふつう眼鏡といえば、视力を增進させるためにもちいる度のついた眼鏡のことをいい 
ま*^ 

日本人といえば、眼鏡をかけた人といわれるくらい有名ですが、近視や乱視の人はいつも眼鏡の 
お世話にならなければなりませんし、正視や遠視の人でも、年をとると老眼になって、新聞や本を 
読むときには眼鏡を必要とするようになります。 

眼球はよく写真機にたとえられますが、ピントグラスに相当する網膜の-位置は変わりませんから 
遠くを見たり近くを見たりするばあいには、レンズに相当する水晶体の厚さを調節して、よく見え 
るようにするわけです。 

水晶体には弾力があって、たえず丸くなろうとしていますが、そのまわりにあるチン氏帯という 
細いすじがひっぱっているので、そのために、水晶体は凸レンズのような形をしています。それで 
チン氏帯がゆるめば、水晶体はふくらんで丸くなり、厚みが増して、屈折力が増加します。 
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ところで、チン氏帯がゆるむのは毛様筋と いう 筋肉 
がちぢむときです。それで、毛様筋が 麻痺し、 水晶体 
が弾力性を うしなう と、調節が うまくで きなくなるわ 
けです。 

柱に白い糸の一端をむすびつけ、柱からずっとはな 
れ て、 糸のもう一方の端を自分の目の前まで張りわた 
し、 この糸を見とおしてみ ましよう。 

糸は0の近くではぼんやり太く見えていますが、遠 
ざかるにしたがって、はっきり見えるようになり、あ 
る所から先は、はっきり見えるでしょう。眼の正常の 
人では、一〇センチくらいから先ははっきり見えるも 
のですが、老眼や遠視眼の人では、それより遠くでな 
いとはっきりしなくなり、近視 IR の人では、それより 
近いところがはっきり見えます。 

このように、健康な目で目の前一〇センチくらいか 
ら遠方の物がはっきり見えるのは、自然の状態で、遠方からの光線が ちょうど 網膜のうえに 一点と 
して集まるからです が、 遠視眼や近視眼では、光線がうまく網膜のうえに集まらないで、遠視眼で 
は網膜の後方、近視眼では網膜の前方で像をむすびます。これは 7 Jc r 晶体に異常がなくても、正祝眼 
に 比較して遠視眼は眼球の奥行が短く、近視眼は長いためです。 
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正常な祝力の人のばあいにむすぶ像 



近視の人のばあいにむすぶ像（凹レンズをつかえば矯正できる) 



遠視の人のばあいむにすぶ像（凸レンズをつかえば矯正できる） 



視力の正常な人，近脱の人，遠祝の人のそれぞれ 
のばあいに網膜にむすばれる像と，それを矯11::す 
るための レンズ（めがね） との 関係を示す。 
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それで遠視眼には凸レンズ、近視眼には凹レンズをかけて、像がちょうど網膜のうえにむすぶよ 
うに矯正するのです。つまり、適当な眼鏡をかけることによって、はっきり見えるようにしている 
わけです。 

めまいというのは、実際には、からだがまわっていないのにまわって 
いるように思うことで、つまりまわっていないものを、まわっていると 
思いちがいをする わけです が、これを感ずるのは、耳の奥の内耳という 
ところです。 

ところで、長いあいだ、熱いお風呂にはいっていますと、皮膚が赤く 
皮膚にある血管がひろがって、血液がからだの表面にあつまってくるた 

めです。 

わたしたちのからだにある血液の量はきまっていますから、血液がからだの表面に集まる と、 一 
方では血液の少ないところ、つまり貧血するところができてきます。もし内耳にくる血液が少なく 
なり、貧血の状態になると、からだの 位置を 感じる内耳のはたらき も 変わって、からだが実際には 
ふらふらまわつていないのに、そのようになつているように感じるのです。つまり目まいがおこる 
のです。 

じっと坐っていた人が急に立ちあがると目まいがするの も、 一時的に内耳が貧血するからです。 


目まい は、 お風呂に長くは 
いつているとおこしやすい 
のは、どうしてでしよう 
か。 


なってきますが、これは、 
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一度に一升(一•八 リットル) のご飯を食べる人はいません が、 一升餅を 
食べる人はいます。それで、餅のはいる胃袋はべつだなどというのでし 
ょうが、 小食の人で も、 餅は とかく 食べすごすものです。それは 口 あた 
りがよいためです が、 餅を食べる と、 腹にもたれてほとんど空腹を感じ 
ないのも、質の緻密な餅を食べすごすからにほかなりません。 

餅は白米のご飯にくらべると、水分がすくなく、粘りけが 強く、 熱量 
はご飯の二倍もあります。しかし、胃の中にとどまる時間もご飯の二倍 
これは粘着力のために胃液に接する部分がすくなくなるためで、餅は消 
そのせいです。 

餅の消化を よくす る 焚べかたは、愈べ すぎないことです。 ふつうの 餅ひときれはご飯一杯に匹敵し 
ますから、 一回に ふた きれ食べれば、熱量はそれで じゅうぶんな わけです が、 ほかの 栄養素は餅だ 
けでは不足で、ことに ビタミン A、C は 皆無です。 

白い餅を食べると疲れるのは、 ビタミンが 不足しているので、乳酸がたくさんできるためだとさ 
れています。それで雑煮にはいろいろのものをいれて、この欠点をおぎなっていますが、餅を食べ 
るときには、 ハム、 かまぼこ、魚の塩焼、おろし あえ、 小魚のつくだに、さしみ、茶わんむ し、卵、 
おでん、ときわなます、青菜ひたし、みかん等をつけ合わせて食べ、たんぱく 質、 脂肪、ヵルシゥ 
ム、ビタミン、 鉄分などを補うことがたいせつです。餅を食べすぎる と、 熱量が過剰になる か、 他 
の栄養素が不足するか、どちらかの害がおこります。 

比較的栄養素のよくそろった雑煮を食べても、もたれるのはべロリと餅を飲みこむためですか 


餅は消化がよくないといい 
ますが、ほんとうでしよう 
か。また、 消化をよくする 
には、 どのような食べ かた 
をすればよいのでしよう 
か。 

とみなければなりません。 
化がよくないというの も、 
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ら、餅は固めにしてよくかんで食べるようにしたいものです。 

また、餅を食べるとき大根おろしを添えて食べる と、 消化が早いといわれていますが、これは、 
ダィコンの中のアミラ ーゼが 消化を手つだうからで、老人にはとくに効果があります。 しかし、 ど 
んなに大根おろしをたくさん添えて食べても、餅のでんぷんの半分くらいを消化する力しかありま 
せんから、やはり餅は食べすぎないように心すべきでしょう。 

さつまいもは、女の人の好きな食べ物としてむかしから有名ですが、 
そのうまさはやきいもにしたときがいちばんです。 

おなじいもでありながら、どうしてやきいもにしたときがいちばん甘 

いもの中にブ ドゥ 糖がはいっているためです が、 焼いたり、むしたりす 
ると、 急に糖分がふえて甘みを増します。 

焼けば、なまいものときより どうして 糖分がふえるのでし ょうか？ 

それは、いもの中にふくまれているでんぷんが、やはりいもの中にふくまれている、アミ ラーゼ 
というもののはたらきをうけて、糖分に変わるからです。 

ところで、 でんぷんがいちばん アミラ ー ゼのはたらき をう け やすく、 しかも アミラーゼ のはたら 
きがいちばん強くなる温度は、六〇度から七〇度くらいの間です。ですから、これくらいの温度の 
ところを、 長い時間かけて通るようにすれば、いもはいちばん甘くなるわけです。 

やきいもは、あつい空気で温度をあげていくので、この条件にいちばんあてはまっています。そ 


やきいもは、どうして fc い 
しいので しようか。 

く感じるのでしょぅか？ 
さつまいもの甘いのは、 
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ビタミンが不足すると，皮府のつやがなくなっ 
てかさかさになり，目がかわいて，瞳（ひとみ) 
にうるおいがなくなってくる。 


ヤツ メウナギは、 どうして ヤツメウナギは、色も形も大き 
薬になるのでし ようか。 さもウナギにそっくりで、目のよ 

うなものが八つあるのでヤツメウ 
ナギと名づけられたのですが、八つの目というのはこちらの 
目ちがいで、目はいちばん前にあるのだけで、それにつづく 
七つはえらあなです。 

ヤツメウナギは、ちょっと見たところでは、ウナギによく 
似ているけれども、よくしらベてみると、いろいろな点でち 
がっています。魚のようにみえますが、魚よりももっと下等 
な動物で、胸ひれも腹ひれもうろこもありません。動物学者 

は、ヤツメウナギやメクラウナギのなかまを円口類とよんで 
いますが、それはあごがなくて、口が円形になっているから 
です。 

この口は一生あいたままで、あごがないから物をかむこと 
はできません。そのかわりに、円形の口が吸いつくようにで 
きています。いつもは海にすんでいて、水底の岩に吸いつい 


のぅえ、いもの水分が蒸発するので、糖分も濃くなって甘くなります。熱をくわえることでは変わ 
らなくても、ふかしたり煮たりすると、どぅしても糖分をとかしだすので、甘味はずっとおちます。 
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ていますが、その吸いつく力はとても強く、ひっぱったくらいではとてもはなれません。 死んだ ヤ 
ツメゥナギの口でも、ガラスにおしつければくっついています。 

秋になると、卵をうむために川をさかのぼりますが、このときには、口で岩に及いつ、 て、 体ん 
だり、：？ L をのほったりします。そして卵をうむ場所をつくるときには、円形の口で小さい石を集め 
てきて、かんたんな巣をつくります。ヤツメゥナギのもとの名を、ランプ レィと いいます が、 そて 
は 「岩を なめる」という意味です。 

また、 この 口でサ ヵナに 吸いつ いて、 舌で あなをあけて 養分を 吸いとります。今から百年くらい 
此刖の 話です が，アメリヵで、オンタリオ湖とエリー湖とをつなぐ水路をつくったところが、それま 
でオンタリオ湖だけにしかさかのぼってこられなかった ヤツメゥ ナギが、エリー湖にもいけるよう 
になり、 ほとんどの 魚を全滅 させてしまいました。 

むかしから： m の薬といわれているのは、目がたくさんあるから目に きくと 考えたのでしょうが、 
肉には脂肪 や ビタミン A が多く、ことに ビタミン A は ゥ ナギの 八 倍もありますから、「とりめ」こ 
はきく でしょう。また胸の病気に もよくきき、 元気がでるといわれていますが、 "すぎた るは およ 
はさるガごとし"で、 ィギリスのヘンリーー世が死んだ のは、 ヤツメゥナギを食べすぎた からだと 
しわれています。 
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旨先を やけどしたときなど 熱いものに指が さわる と、 急に手をひっこめます。やけどをして熱か 
思わず耳を つかむのはなぜ ったからひっこめたのでは なく、 じつは、熱いと感じないうちにひっこ 
でしよう か。 めたのです。 

人のから だには、 反射運動と いって、あるし げきを うけると、 それが 
もとで、まだしようとも 思わない のに、おこる 運動が あります。 

たとえば、おいしいものを 見る とし ぜんに®液が たくさん でて くるでしょう。おとなともあろう 

ものが、人の前でよだれをたらすなどはみっともないこ 
とです が、 なにかに見とれてよだれをたらす人はめずら 
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中肉にい 
が筋脳て 
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，手合が 
はに場ち 
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ひこ令令 
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ときけさ 
いげざ達 
熱し遠伝 


しくないで しよう。 

熱いものにふれた ときに、 思わず手をひくのも反射で 
す。しかし、その手を 耳た ぶにもっていくのは、その 人 
のくせです。子どものころから、指先をやけどしたら 耳 
たぶをつかめばなおるな どと 聞いて、何回かやっている 
うちに、 それがくせになってしまったので しょう。 です 
から、 熱いものにふれる と、 だれでも耳たぶをつかむ と 
いうわけではありません。 

人に よっては、 熱いものにふれた とき 耳たぶに手を や 
るのは、 からだのなかで耳たぶがいちばん冷たい ので、 
指を冷やすためだと 説く 人もいますが、 すこしう がちす 
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ぎた考えかたのようです。 

人の体温は、体温計を腋の下や口の中にいれてはかると、ふつう三六度ないし三七度です。とく 
べつな人では五度などという人もいますが、ふつうの人では体温が三〇度以下にさがったり、四二 
度以上にあがったりすると、死んでしまいます。 

ところで、腋の下や口以外のところではかってみると、体温は場所によってちがいます。ひた 
い、手、足、耳、鼻などのように露出した皮腐の面は、腋の下や口の中よりは低く、そのときの気 
温や湿度、風速などによってもちがいます。 

ある夏の暑い日にはかった記録によると、腋の下では三六度七分でしたが、ひたいは三五度、鼻 
と耳たぶは二九度、手の甲三三度、ひざのくぼみ三五度、足の甲三三度でした。おしりははかって 
みませんでしたが、手でさわってみると、つめたいのにびっくりしますから、きっともっと低いの 
でしよう。 

こうしてみると、耳たぶは、からだのうちでは温度の低い場所であることにはちがいありませ 
ん。しかし、もし熱いものに指をふれるとき、熱さを冷やすためにいちばん冷たいところに指をや 
るというのなら、耳でなくて、鼻の頭やおしりをえらんでもよいはずです。 

ようかんを、漢字では羊のあつもの(煮たもの)と書きます。それは、 
ようかんが、もとは羊の肉のあつものであったからだといいます。 

中国から伝来するときには、砂糖菓子となって伝来しましたが、名だ 
けはもとのままで日本で発達したものだそうです。ところが、それまら 


ようかんはかたくな ると、 
なぜ端のほうが白くなるの 
でしょうか0 
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がう、 形が 羊の肝臓に似ているので、 羊 肝といったの がは じ まり だという 人 もい ます。また、 滋養 
に 富んでいるので、 血液を増す という 意味で養 肝といったの が はじまりだという説もあります。 

どれが正しいのか、はっきりしませんが、禅僧によって中国から伝えられたものであることはま 
ちがいないようです。 種類 も、はじめは、いようかんだけでしたが、いろいろ エ味' $ れて鎌倉時 
代こ文す でに四十八 種 もあったそうです。その後、寒天をくわえて 練る、 ねりようかんが 工夫され 
てからは、ようかんのことをさお物とよび、一さお、二さおとかぞえるようになりました。このよ 
うなよび名は、 寒天を くわえて 船 形のはこの中に流しこみ、♦た 4 V 、細長く切44からつけ 
られたのだそうです。いまや日本全国いたるところに名物のようかんができて、ようかん はすっ 力 
り大衆化しました。 

あんこなど廿いものは腐敗しやすいものですが、砂糖をたくさんまぜる と、 くさりにくくなりま 
す。 これ丈盔づけにするのとおなじわけで、とくべつのものをのぞいては、細菌が生，られないか 
らです。砂糖づけ、シロップづけ、ジャムなどは、このことを応用したものです。ようかんを畏し 
あ、 レこ呆存してもくさらないのも、砂糖をたくさんまぜてあるからです。ところが、砂 粘 を ( t んや 
くしてズルチンなどをまぜる と、 紫色のヵビがはえたりします。 

わたしは子どものころ、食物というものはすべて、端のほうや、とがった 部分が おいし I ものだ 
と思いました。ことに、ようかんの端のほうの固く白くなったところが好きでした。 

ようかんの端のほうは乾きやすいので、まん中のほうよりは固くなります。乾くにつれてそこ 
に^砂糖がふきだしてきます。白いのは砂糖の結晶です。 
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よだれは、なぜ子どものと 
きだけでるのでしようか Q 


動物でいつもよだれを流しているものといったら、だ ix でもまず m 


に、ウシをあげるでしよう0 


II ゥシはいちど胃の中にいれた食物を、もういちど口の中にもどして根 
気よくかみなおし、垂液とよくまぜてからのみくだします。唾液はたえず口の中にでている液体'^ 
すが、食物が口の中に—ときには、とくにたくさんでてきます。それで、 Mg 動物のゥシの口こ 
はいつもたくさん睡液がでているわけで、これが口の外にでてきたものをといいます。 

ところで、生まれたばかりの赤ん坊はよだれを流しませんが、それは雲を分泌しないからで 
4。ところが三、四力月になると震がではじめ、それからお誕生ごろまで非常に多くなります。 

液は一日中、たとえ睡眠中でも流れでていますが、おいしい物を食べたり梅干しを 見たり したと 

でてきた唾液は、ふつう飲みこまれるので、口の外には流れてきません が、 もし口がしまら 
唾液を飲みこむ動作がにぶいと、よだれとなってでます。 

赤ん坊が よたれを流すのは、口をしめ唾液を飲み こむことが 十分できないためです。知能のおく 
れた 子どもが、 よだれを流しているの も、 飲み こむことが へたなためです。 

またいい年をしたおとなでも、とくにほしい物を見たときなどには、よだれを流します％、こ 
れもそれに心をとられて、つい、口をむすび唾液を飲みこむはたらきがお留守になる ためです。 

赤ん坊のよたれは、赤ん坊によって多い少ないがありますから、あまり 気をつかうことはありま亡 
んが、非常に少ないときや急に多くなったときには、なにか病気のあるときだから 注意を 要します。 

むかしの子どもには、小学校に入学するころまでよだれをたらしている者がいましたが、このご 
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ろ、子どもが あまりよだれをたらさなくなったのは、親の注意がゆきとどき、子どもの知能ガ進ん 
だことによるもので しょう。 

リンゴは皮をむいて食べる それはよくいわれることで、わたしも子どものころにはリンコは皮 
と、 栄養分がなくなるとい のまま t ベるほうがよいと聞かされました。 

うのはほんとうでしょう 古い話です が、 学校の先生をしていたわたしの友人は、 くだ 物の栄養 
か。 邱を狂信し、ことにリンゴの 赤い皮には栄養分が集まって いるから、 と 

いって朝晩の愈事はバナナニ本とリンゴー個、昼はクリームパン ー f に 
リンゴー個という t 生活をつづけました。 

それがいつしか評判に なり、 有名になってしまった ので、 もうあとに引けなくなってしまったの 
か、 わたしたちがどんなに忠告しても、赤いリンゴを皮のままかじって、それを誇りとしてしまし 
た。 やがて、その奇行を 買う 人があって：ヘルギ1に洋行させてもらいましたが、半年たらずで死 

んでしまいました0 、、 
敗戦直後には リンゴーつを手にいれるのにさえ、果樹園の人に三拝九拝しなけれはなりませんで 

しヒが 、リンゴ だけで人間の生命がたもたれるはずはありません。 

外人に もリンゴを皮のまま食べる人はたくさんいます。歯が美しくなるために食へると V うノ4 
ハます が、 日本とおなじように、皮をむけば栄養がなくなる と 信じている人もいます。 

リンゴの赤い色は、かならずしも木でついたものではなく、アヵッキというリンゴは早めに木力 
らもいで、 水をかけて日光にあて、色づけをしますが、リンゴの赤い色はたしかに健蔚を思わせる 
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色です。 

リンゴでビタミン C — は皮だといいますが、しかし、それは内部にはビタミン C が^, ハと 

しう ことではありません。また、日当りのよいところにあったリンゴや、袋をかけなかっし」リンゴ 

には ビタミン0が多く、おなじリンゴでも色つきのよい部分にはビタミン 0 沢多くなっていますが、 

しかし、それは赤リンゴにはビタミン C が多く、青リンゴには少ないということでは ありませし。 

リンコの皮にはたしかにビタミン C が多くふくまれていますが、皮を むいて しまえ丈栄養がなく 

なるという Qi まりです。皮 I つくむけば、リンゴのビタミン C はたしかにニニニ割— 
しよう〇 、 

ですから、できれば皮の まま 食べたほうがよいのですが、皮には消化の よくない ものもたくさし 
ふくまれて L るので皮を食べる とかえってよくないこと もあります。また農薬^】丙菌のつ、て、 
る皮た と、 からだに害をおよぼす ことはいうまでもありません。 し 

M で！^ P ぬけるの I ■のなかで管のは人間だけだといわれています。ミ—も笑 

うような表情をすることがありますが、それは喜びや仲間のにおいを〜 ハ 
しで興奮したときなどにあらわす表情であって、おかしくて笑う のとよ 
ちがします。人間でも、生まれたばかりの赤ちゃんは笑わず、寝ているときに笑い顔をするよう^ 
ことがあっても、それは見た目に笑ったようにみえるだけのことで、おかしくて笑っ ている 
はありません。ただ顔の筋肉が動いた という だけで、 何も 内容のない笑いです。 もちろん、 大人で 
も内容のない笑いをする人がいます。いわゆるつくり笑いで、人に眉びるために笑ったりするのが 
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それです が、 これは心の卑しい人のすることです。 

ふつう、 人間が声をあげて笑うときは、心がゆったりして何のわだかまりもないときで、心の中 
でほかのことを考えていながら笑うことはできません。 

一方、手や足をはたらかせるときには、脳がつぎつぎに命令をくだし、それを神経がつたえるの 
で、その命令にしたがって骨や筋肉が運動します。走ったり歩いたり、重い物をもちあげたりする 
ような大きな運動はもちろん、ひじをまげたり指をのばしたりするような、さりげないことでもみ 
な脳からの命令によっておこなわれています。 ff ， 

それです から、 気はつかなくても、手足は脳からいつもなんらかの命令をうけて緊張しているわ 
けです。ところが、笑うときには、その命令が一時的に解かれることになるので、緊張がほぐれ、 
力がぬけたような感じになるのです。 
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